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　 通学区域の変更について

　 東金町小学校と 花の木小学校の通学区域を 変更し ます。

　 東金町小学校では校舎の改築以降、 児童数が急激に増加し ており 、 令和８ 年度には普通教室

が不足する 見込みです。こ のため、令和８ 年４ 月に入学する 新１ 年生から 、新宿六丁目２ 番の通

学区域を 花の木小学校へ変更いたし ます。なお入学時点で兄・ 姉が東金町小学校に通学し てい

る お子様は、 指定校変更手続き によ り 東金町小学校へ入学でき ます。経過措置と し て新宿六丁

目２ 番から の指定校変更は優先し て抽選し ます。
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　 学校の改築等について

葛飾区では、子ども たちが安全・ 良好な環境で過ごすこ と ができ るよう 、学校の適正規模を 確保し つつ計画的に

改築（ 建替え）等を 進めています。改築中の学校では、 校庭や体育館の利用を 一部制限し ており ます。詳し く は、

区ホームページでご確認く ださ い。

東金町小学校の増築

令和７ 年1 1 月から 増築校舎の建設工事を 開始し ます。

学校運営は既存の校舎で行い、 増築校舎の運営開始は

令和９ 年９ 月を 予定し ています。

小松南小学校の改築

令和７ 年度から 基本構想・ 基本計画の策定に着手し て

います。

本田小学校の改築

現在、改築の手法について検討を 進めています。

道上小学校の改築

令和７ 年４ 月から 新校舎で の学校運営を 開始し て い

ます。令和９ 年２ 月には校庭整備を 含めて改築工事が

完了する予定です。

宝木塚小学校の改築

現在、 新校舎の建設工事に向けた準備を 行っ て いま

す。学校運営は敷地内の仮校舎で行っ ており 、 新校舎

での学校運営開始は令和1 1 年１ 月を 予定し ています。

令和 1 2 年1 1 月には校庭整備を 含めて改築工事が完

了する 予定です。

水元小学校の改築

令和７ 年９ 月から 新校舎で の学校運営を 開始し て い

ます。令和９ 年４ 月には校庭整備を 含めて改築工事が

完了する予定です。

二上小学校の改築

現在、 新校舎の建設工事を 行っ ていま す。学校運営は

既存の校舎で行っ ており 、 新校舎での学校運営開始は

令和８ 年４ 月を 予定し て いま す。令和 1 0 年６ 月には

校庭整備を 含めて改築工事が完了する予定です。

常盤中学校の改築

現在、 新校舎の建設工事を 行っ ていま す。学校運営は

既存の校舎で行っ ており 、 新校舎での学校運営開始は

令和９ 年４ 月を 予定し て いま す。令和 1 1 年１ 月には

校庭整備を 含めて改築工事が完了する予定です。

よつぎ小学校・ 四ツ 木中学校の改築

現在、四ツ 木中学校の仮校舎の建設工事を 行っ ています。よつぎ小学校は既存の校舎、四ツ 木中学校は仮校舎で学

校運営を 行い、 よ つぎ小学校と 四ツ 木中学校の施設一体型校舎での学校運営開始は令和 1 1 年９ 月を 予定し てい

ます。令和1 3 年７ 月には校庭整備を 含めて改築工事が完了する予定です。

東四つ木地域（ 東四つ木小学校、中川中学校）について

令和７ 年４ 月に木根川小学校と 渋江小学校が統合し、 東四つ木小学校と なり まし た。学校運営は旧渋江小学校で

行っ ています。また、東四つ木小学校と 中川中学校の施設一体型校舎を 旧木根川小学校敷地に整備し ます。新校舎

での学校運営開始は令和1 1 年度を 予定し ています。

柴又地域（ 柴又小学校、東柴又小学校、桜道中学校）について

令和９ 年４ 月に柴又小学校と 東柴又小学校が柴又小学校敷地で統合し て学校運営を 開始し 、新校舎を 現在の東柴

又小学校敷地に整備し ていき ます。統合小学校については令和７ 年９ 月から 基本設計・ 実施設計に着手し 、 令和

1 3 年度に新校舎での学校運営を 予定し ています。なお、令和８ 年度は新一年生を 引き 続き 各学校で受入れます。

また、桜道中学校については、令和1 0 年度から 改築懇談会等を 開催し 、改築についての検討を 始める予定です。

区ホームページ： 学校改築事業

http s://w w w .city.k a tsush ika .lg . j p /ko so d a te/1 0 0 0 0 5 7 /1 0 0 2 4 7 5 /1 0 0 2 5 4 1 /ind ex.h tm l

＜問い合わせ先＞ 改築に関するこ と  葛飾区教育委員会事務局 学校施設課 学校施設整備担当係

 TEL： 0 3 -5 6 5 4 -8 2 0 7（ 直通）

　 　 　 　 　 　 　 　  増築に関するこ と  葛飾区教育委員会事務局 学校施設課 学校施設係

 TEL： 0 3 -5 6 5 4 -8 4 5 2（ 直通）
▲区ホームページ

Q Rコ ード
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Ⅰ　 葛飾区教育大綱

  葛飾区教育大綱は、 葛飾区基本構想を 踏まえ、 葛飾区基本計画と 整合性を 図り ながら 、 区長

と 教育委員会が目指すべき 教育の目標や理念、 施策の根本と なる指針です。

（ １ ） 基礎的な学力を 身に付けながら 自己肯定感を 育むと と も に、自ら 積極的に多様な人々

と 協働し ながら 学ぶ姿勢を 培う こ と で 、 夢や希望を 実現するために必要な能力を 養

います。

（ ２ ） グロ ーバル社会を 生き 抜く 国際感覚を 磨く と と も に、 郷土葛飾を 愛する 心と 豊かな

感性・ 道徳性を 育みます。

（ ３ ） 安全で良好な学校施設の整備を 推進する と と も に、 今日的課題に対応でき る 学習環

境の充実を 図るこ と で、 子ども たちがいき いき 学べるよう にし ます。

（ ４ ） 全ての子ども たち が楽し く 、 充実し た学校生活を 送る こ と ができ る よ う 様々な教育

的ニーズへの対応を充実さ せます。

（ ５ ） 子ども たち が日常的に運動に取り 組むこ と で基礎的な体力を 身に付けら れる よ う に

する と と も に、 健康・ 安全に生活でき る 能力を 高める 教育を 推進する こ と で、 たく

まし く 生き る子ども を 育成し ます。

１ 　「 学力向上・ 体力向上」 に取り 組みます

　 明日の葛飾を担う 子ども たちが変化の激し い社会でたく まし く 活躍でき るよう 「 知・ 徳・ 体」

の調和のと れた「 人間力」 を 育成する教育を推進し 、 葛飾の発展につなげます。

葛飾区基本構想

葛飾区基本計画

葛飾区実施計画

葛飾区教育大綱

葛飾区教育振興基本計画
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（ １ ） 地域住民と の世代を超えた交流を 通じ て子ども たちに多様な体験を積ませるこ と で 、

地域への愛着や誇り を 感じ ながら 豊かな人間性・ 社会性を 育みます。

（ ２ ） 様々な教育活動について地域の理解や協力を 得ながら 積極的に協働を 進める と と も

に、 活動の担い手を育成するなど地域活動の支援を 充実さ せるこ と で、 家庭・ 地域・

学校と の連携を 強化し ます。

（ ３ ） 基本的な生活習慣や基礎的な社会ルールを 身に付ける 学びの出発点である 家庭教育

を 地域ぐ る みで支援すると と も に、 親たちが子育てに喜びや楽し みを 見いだせる 環

境を つく り ます。

２ 　「 家庭・ 地域と の協働」 による教育を進めます

　 協働と いう 素晴ら し い活動が根付いている葛飾の良さ を 活かし 、 家庭・ 地域・ 学校が力を 合

わせ、 地域全体で子ども たちの成長や自立を支援する環境づく り を 進めます。

（ １ ）  生涯にわたり 、 学び合い、 助け合い、 高め合える 活動を 支援し 、 豊かな地域コ ミ ュ

ニティ を支える人づく り を推進し ます。

（ ２ ） 全ての区民が生き がいと 誇り を も っ て生活でき る よ う に、 一人ひと り の興味や関心

に応える学習環境を構築し ます。

（ ３ ） あら ゆる 世代の様々な学習や創造活動を 支援する ため、 集い、 発表でき る 場を 充実

さ せます。

（ ４ ） 郷土の歴史や文化・ 芸術に関わる 施策の充実を 図り 、 地域への愛着心や地域の魅力

を高めます。

（ ５ ） いつでも 、どこ でも 、だれでも 、いつまでも スポーツに親し める環境をつく ると と も に、

生涯にわたっ てスポーツ を 通じ て区民同士がつながり やき ずなを 深めら れる よう に

し ます

４ 　 生涯にわたる豊かな学びを支援し ます

  区民一人ひと り が充実し た人生を 主体的に生き る こ と ができ る よ う 、 生涯にわたる 豊かな学

びと スポーツ活動を 支援し ます。

（ １ ） 幼稚園・ 保育園等、 小学校、 中学校、 高校までの連続性を 考慮し た教育活動を 推進

し 、 それぞれが積極的に連携を 進める こ と で 、 子ども たち が安心し て一歩ずつ段階

を追っ て成長でき る教育を推進し ます。

（ ２ ） 乳幼児期から 少年期、 青年期までの期間にわたっ て、 子ども たち が伸び伸びと 成長

でき る切れ目のない教育環境をつく り ます。

（ ３ ） 教育に関わる 全ての教員が、 校種を 越えて連携し ながら 研究に励み、 それぞれの立

場でより 良い教育環境を 提供し ます。

３ 　「 幼保小中高連携教育」 を推進し 、 切れ目のない教育を実現し ます

　 子ども たち がふる さ と 葛飾に住む誇り と 自信を 胸に、 将来の夢や希望に向かっ て生き る こ と

ができ るよう に、 乳幼児期から 青年期に至るまでの一貫し た教育支援の環境を 整備し ます。
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Ⅱ　 葛飾区教育委員会の教育目標及び基本方針

１ 　 葛飾区教育委員会の教育目標

　 教育は、 個人の資質や能力を 伸ばし 、 自立し た人間を 育てて、 人格の完成を 目指すと

いう 役割と 、 国家や社会の一員と し ての規範意識や公共の精神を も ち、 社会に貢献する

人間を育成すると いっ た役割がある。

　 平和な国際社会を 形成し 、 豊かな社会を 築いていく ためには、 人類が長年にわたっ て

蓄積し てき た知識、 技術、 文化、 道徳などの価値を 次代に確実に継承し ていく こ と が大

切である。

　 葛飾区教育委員会は、 子ども たち が、 知性、 感性、 品性や体力を 育み、 豊かな人間性

と 人格を 兼ね備えた次代を 担う 人間と なれるよう 、次に掲げる５ つを 目標にし て、「 知・ 徳・

体」 の総合的な力である「 人間力」 の育成に向けた教育を 推進する。

　 　 　 ○　 自ら 学び、 進んで行動する自立し た人間

　 　 　 ○　 豊かな心と 健康な体を 備えた健全な人間

　 　 　 ○　 互いの人格を尊重し 、 思いやり と 規範意識を も っ た人間

　 　 　 ○　 勤労と 奉仕の精神に富み、 社会に貢献する人間

　 　 　 ○　 我が国と 郷土葛飾に誇り と 愛着を も ち、 国際社会に生き ら れる人間

　

　 また、 すべての区民が、 自己の人格を 磨き 、 豊かな人生を 送る こ と ができ る よ う 、 生

涯を 通し て行われる 区民の主体的な学習・ 文化・ スポーツ活動などを 支援する と と も に、

社会参加の機会や環境を 整備・ 充実する など、 学びの成果を 広く 地域や社会に生かすこ

と のでき る「 生涯学習社会」 を実現する。

　 こ れら の実施にあたっ ては、 区はも ち ろ ん、 学校、 家庭、 地域団体、 事業所等が、 そ

れぞれの教育機能を 十分に発揮する と と も に、 お互いに連携、 協力し て取り 組むこ と が

大切であり 、 地域ぐ るみ、 社会総がかり で葛飾区の教育を 推進する。

（ 平成 2 9 年２ 月６ 日　 葛飾区教育委員会決定）

葛飾区教育委員会では、葛飾区の教育の基本と なる「 教育目標」を 定めています。
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Ⅲ　  葛飾区教育委員会主要事業の内容

１ 　 プラ ンの目指すも の

　 かがやく 未来を つく る力を はぐ く む ～共に学びあい 支えあう まち かつし か～

１ 　 子ども 一人一人が生き 生き と 学び生きる力

　 を培う 学校教育を推進し ます

（ １ ） ウェ ルビーイ ングを目指し た学力向上と 健康　

な体の育成

　 ① 個別最適化し た学力向上に向けた取組の充実

　 ② 生涯を健康に生きるための体力向上の取組

　 ③ 主体性・ 協働性を育む教育の充実

　 ④ グローバル人材の育成

　 ⑤ 幼児教育の充実と 幼保小・ 小中・ 中高連携

　  教育の推進

（ ２ ） 幸せや生き がいを感じ ら れる豊かな心の育成

　 ① 多様性を尊重する心の育成

　 ② 豊かな感性と 創造性の育成

　 ③ 自己肯定感の醸成

（ ３ ） 共生社会の現実に向けた多様なニーズへの　

対応

　 ① 連携・ 協働する学校づく り

　 ② 互いに高め合う 教員集団の育成

　 ③ 開かれた学校づく り

（ ４ ） 信頼に応える学校

　 ① 支援を必要と する子ども の総合的支援の充実

　 ② 連携・ 協働する学校づく り

　 ③ 互いに高め合う 教員集団の育成

　 ④ 教員が能力を発揮でき る環境づく り

　 ⑤ 開かれた学校づく り

（ ５ ） 魅力ある充実し た学校

　 ① 学習環境の充実

　 ② 教育Ｄ Ｘ を推進する環境整備

　 ③ 学びの機会の充実

２ 　 家庭・ 地域・ 学校が連携し て子ども の豊か

な成長を促し ます

（ １ ） 家庭の教育力向上

　 ① 乳幼児期から の家庭教育の充実

　 ② 地域や学校が家庭教育を支援する取組の推進

（ ２ ） 地域ぐ るみで見守り 育む体制づく り

　 ① 青少年育成支援の充実

　 ② 学校施設等を活用し た放課後支援の推進

　 ③ 学校と 連携する体制の整備

（ ３ ） 家庭・ 地域と の協働による学校教育の充実

　 ① 健康教育の推進

　 ② 安全教育の充実

　 ③ キャ リ ア教育の推進

　 ④ 区立中学校部活動等の充実

３ 　 生涯にわたる豊かな学びを支援し ます

（ １ ） 誰も が、 学習・ 文化・ スポーツ活動に取り

組める機会の充実

　 ① 区民のニーズをと ら えた学習機会の充実

　 ② 生涯にわたるスポーツ活動の推進

　 ③ 学びと 自立を支える課題解決型図書館サー　 　 　

　 ビスの充実

（ ２ ） 学びの成果が地域に生き る仕組みづく り

　 ① 区民協働による学習・ スポーツ活動の推進

　 ② 葛飾への愛着が深まる事業の推進

　 ③ 地域の担い手の養成と 支援

（ ３ ） 誰も が学び、 集い、 スポーツに親し める環

境づく り

　 ① 学びを促進する環境の整備

　 ② 魅力あるスポーツ施設の整備

　 ③ スポーツを「 みせる」 環境の整備

　 ④ 利便性の高い図書館の整備

＜葛飾区教育振興基本計画～かつし か教育プラ ン（ ２ ０ ２ ４ ～２ ０ ２ ８ ） の推進＞



ー 7 ー

小 

学 

校

西亀有小学校

東綾瀬小学校

上千葉小学校

白鳥小学校

亀青小学校

道上小学校

二上小学校

上小松小学校

南奥戸小学校

細田小学校

高砂小学校

住吉小学校

北野小学校

花の木小学校

飯塚小学校

半田小学校

幸田小学校

宝木塚小学校

綾南小学校

よつぎ小学校

梅田小学校

川端小学校

木根川小学校

綾瀬

亀有

金町

柴又

高砂

青砥

堀切菖蒲園 お花茶屋

中 

川

荒 

川

中 

川

江 

戸 

川

新 

中 

川

立石

新小岩

四ツ木

新柴又

小学校位置図

小菅駅

東水元小学校

水元小学校

東金町小学校

原田小学校

南綾瀬小学校

こすげ小学校

西小菅小学校

中之台小学校

新宿小学校

青戸小学校

末広小学校

柴原小学校

中青戸小学校

奥戸小学校

葛飾小学校
清和小学校

堀切小学校

上平井小学校

渋江小学校

金町小学校

柴又小学校

鎌倉小学校

東柴又小学校

本田小学校

小松南小学校

松上小学校

東四つ木
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学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校本 田

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区立石1 − 7 − 2 3

0 3（ 3 6 9 4 ）1 3 6 2

0 3（ 5 6 9 8 ）1 7 3 9

京成線立石駅徒歩５ 分

明治８ 年７ 月４ 日

丸山　 順子（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

葛　 飾小学校

清　 和小学校
よ つぎ小学校

東四つ木小学校

南奥戸小学校

梅　 田小学校

川　 端小学校

教育目標

〇　 個別最適な学びと 協働的な学びの一体的な充実…個に応じ た指導を 通し て学習内容の確実な定着を 図り 、 個々

の課題を 追求する こ と で学習を 深め、 広げる 活動を 充実さ せる。 また、 交流活動を 通し て多様な他者と の協働か

ら より よ い学びを 生み出し ていく 。

〇　 一人一台タ ブレ ッ ト 端末の効果的な活用…個別最適な学習を 充実さ せる ために、タ ブレ ッ ト 端末等を 利活用し 、

分かり やすい授業を 実践する 。 また、 ユニバーサルデザイ ン の視点に基づく 教室環境の整備に努める 。 　 　 　

〇　「 葛飾教師の授業スタ ンダード 」 の実施…学習意欲の向上を 目指し 、「 葛飾教師の授業スタ ン ダード 」 を 踏まえ、

子供たち が適切なめあてを も っ て学習に取り 組める よ う 、 ねら いを 明確にし た授業を 展開する 。 また、 発問や言

葉掛け、 児童の振り 返り 活動を 工夫する。

葛飾区立本田小学校　 教育目標

　 令和７ 年度基本方針「 自分の言葉で考え・ 気持ち を 伝えら れる安心し て過ごせる 学校」

　 　  ・ 学ぶ子　 　 　 　（ 自ら 学び、 共に考え、 行動する子）　 ＜問題発見・ 解決能力＞

　 　  ・ 心の温かい子　（ 感じ て、 考え、 行動する子）　 　 　 　 ＜人間関係形成力＞

　 　  ・ たく まし い子　（ 主体的に挑戦する 子）　 　 　 　 　 　 　 ＜困難を 乗り 越える 力＞

１ 　 単位時間の授業を 大切にする 授業づく り

　 　 令和４ ・ ５ 年度を 踏まえた継続的な取り 組みに加え、 社会科・ 生活科を 中心にし た授業改善を 推進。 １ 時間・

　 　 １ 時間で子ども たち が「 わかる」「 でき る 」 を 感じ 、 自信を も っ て自分を 表現でき る 力を 育む。 　 　

２ 　 花いっ ぱいの取組

　 　 校内の環境を 緑豊かなも のにすると と も に、植物を育てる体験的な活動を 通し て、生命を 大切にする心情を 育む。

３ 　 地域と の連携

　 　 地域の商店街見学、 読み聞かせ（ 保護者・ 地域の方々）、 そろ ばんを 教えていただく など、 地域の方に学び、

　 　 地域への還元につながる取組を 目指す。

　 本校は、 明治７ 年に創立さ れ、 地域・ 保護者の皆様のご支援を いただき ながら 歩み続け、 昨年 1 5 0 年の節目を

迎えまし た。 　

　 今年度は、 こ れまでの取組を 発展的に継続し 、 教育目標の具現化を 図る ため、 日々の授業の改善・ 充実、 地域資

源を 活用し た取り 組みを 推進し 、「 学校大好き 、 地域大好き 」 と 感じ る子供たちの心情を 育んでまいり ます。 また、

言語障害通級指導学級「 こ と ばの教室」 を 設置し ているこ と を 踏まえ、 本区・ 本校の特別支援教育の充実を 図る と

と も に、 一人一人の児童理解に基づく 指導改善を 推進し てまいり ます。

　 本田小学校は、 歴史と 伝統を 継承し 、 学校、 保護者、 地域の皆様と 「 チーム HO N D EN 」 と し て、 魅力ある学校

づく り を 目指し ていき ます。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 2 2 2 2 2 2 1 2

児童数 3 6 4 8 3 8 6 4 5 5 6 3 3 0 4
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小 

学 

校

小学校葛 飾

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区青戸1 − 3 − 1

0 3（ 3 6 9 3 ）0 9 7 7

0 3（ 5 6 9 8 ）1 7 2 6

京成線青砥駅徒歩５ 分

昭和７ 年４ 月１ 日

玉川　 智（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

本　 田小学校
青　 戸小学校

南奥戸小学校

高　 砂小学校
中青戸小学校

奥　 戸小学校
清　 和小学校

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

○ 明るく 元気な子
　  明朗で節度があり 、 心身共に健康な子を 育てる。
○ 考えてやり ぬく 子
　  主体的に判断・ 行動し 、 根気よく やり ぬく 子を 育てる。
○ 思いやり のある 子
　  寛容・ 親切・ 奉仕の精神に満ちた心豊かな子を 育てる。

　 人間尊重の精神を 基調と し 、 自他の生命を 尊び、
知性・ 感性・ 徳性に富む、 心身共に健康な 児童を
育成する。 そのために、 自主・ 自立の精神を 培い、
意欲的に活動する 力や個性の伸長を さ せる と 共に、
規範意識や思いやり の心を 養い、 共生社会を 生き る
上での基礎的・ 基本的な能力や態度を 育てる 学校教
育を 推進する。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◎学習意欲の向上　
自主性を重点に置き、 自分の考えを も ち、 それを 伝えるこ と のでき る 児童を育てます。 指導方
法や教材の工夫を組織的に行っ ています。

◎協働的な学びの充実
可能な限り 問題解決型の学習を 展開し 、 学び合いの過程と し てペアワーク やグループワーク な
ど、 協働し 、 学び合う 学習活動を 重視し ていき ます。 こ れにより 、 論理的な思考のでき る児童
の育成を目指し ます。

◎ ICT の利活用
ICT を活用し 、 学び合っ て、 認め合っ て、 皆で作り 上げていく 授業を展開し ます。 家庭学習で
も タ ブレッ ト 端末を取り 入れ、 習熟の時間を確保し ます。

◎金管バンド
６ 年生全員で金管バン ド を 編成し 、 音楽を通じ て情操教育の推進を 図っ ています。 全校朝会や
行事で演奏し 、 最高学年と し ての自覚と 責任感を 育むと と も に、 校外での演奏活動を行う こ と
で、 地域活性に貢献し ています。

◎ SD G s の推進
全ての教育活動において SD Gs の視点や勤労・ 奉仕の精神を養う 取組を行います。 代表的な活
動に、あいさ つキャ ンペーン（ 年間２ 回）、鮭の授業（ 第４ 学年）、奉仕活動（ 第５ 学年） があり 、
発達段階に応じ て学びを深めています。

◎サマースク ール
夏季休業期間には、 基礎・ 基本の定着を目指し た補習教室を行う ほか、 興味・ 関心を 高め、 応
用力を伸ばす体験学習教室等を実施し ています。

＜すべての子供が学校生活が楽し いと 感じ るこ と ができ る学校＞　 ＜学力の高い学校＞

○　 学校生活の大部分は授業です。 授業を充実さ せ、「 分かっ て楽し い」「 学力、 体力が伸びてう れし い」「 でき るよう になっ て

う れし い」 と 実感できる授業を実践し ています。 また、 学力調査では、 こ こ 数年、 高い点数を取っ ています。

○　 昨年度に引き 続き 、 今年度も 「 主体的に学習に取り 組み、 互いに高め合う 児童の育成～タ ブレ ッ ト 端末の効果的な活用～」

を テーマに研究を 進めています。 Ｉ Ｃ Ｔ 活用を通し て、 子供たち が主体的に学習に取り 組み、 互いに高め合う 授業づく り

に取り 組んでいます。

○　 すすんで運動に親し む健やかな児童を 育成するために、 体育の学習の充実を行っ ています。 ６ 年生を 対象に、 陸上協議会

やサッ カ ー大会、 全学年を対象にロード レ ース大会に向けての取組を行っ ています。

○　 芝生やビオト ープ、 遊具がある第二校庭で、 伸び伸びと 遊んだり 学習し たり し ています。

○　 学童ク ラ ブがすぐ 近く にあり ます。 放課後は、 校内にある「 わく わく チャ レンジ広場」 の子供たちが校庭や体育館で元気に

遊んでいます。 学童ク ラ ブは１ ～３ 年生、「 わく わく チャ レンジ広場」 は１ ～６ 年生までの全学年の児童を対象にし ています。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 3 2 2 2 2 2 1 3

児童数 7 1 5 3 5 5 5 7 6 3 5 0 3 4 9



ー 1 0 ー

小学校梅 田

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区立石3 − 2 4 − 1

0 3（ 3 6 9 3 ）0 8 2 2

0 3（ 5 6 9 8 ）1 7 2 4

京成線立石駅徒歩８ 分

京成バス葛飾区役所徒歩３ 分

昭和1 4 年１ 月2 8 日

川田　 和広（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

本　 田小学校

清　 和小学校

宝木塚小学校東四つ木小学校

よ つぎ小学校

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

（ 全体の目標） こ れから の持続可能な社会の創り 手と なるため、 人と 社会、 自然等と 協調し ながら 、 たく まし く 生き
ていく ための資質・ 能力を 育成するために、 次の目標を 設定し ています。
○進んで学び、 よ く 考える 子　 　
○思いやり を も ち 、 協力する子　 　
○健康で、 やり ぬく 子　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

（ 特別支援学級の目標） 基本的な生活習慣や必要な知識、 技能、 態度を 身に付け、 将来における 社会的自立への基礎
を 培う こ と を 目指し ます。 そのために、 次の目標を 設定し ています。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
○よ く 学び、 考える 子　 　 ○思いやり を も ち 、 協力する 子　 　 ○健康な子

○知識・ 技能の定着
・ 授業の始めにめあてを 明確に示すと と も に、 終末には児童の言葉で学んだこ と を 振り 返る活動を 行う 。
・ 授業内容と 関連し た朝学習を 計画し 、 小テスト を 実施し たり 、 タ ブレ ッ ト 端末を 活用し た繰返し 学習を 実施し

たり する。
○協働的な学びの充実
・ 様々な教科・ 領域において、 ペアや小グループで話し 合っ たり 伝え合っ たり し て協働的に課題を 解決する 学習

を 推進する 。
・ 一人一台端末を 効果的に活用し 、 友達と 考えを 交流し たり 他者の考えを 参考に自分の考えを 深めたり する 学習

活動を 行う 。
○学習意欲の向上
・ 児童の興味・ 関心を 高めら れるよ う な導入の工夫を し たり 、 具体物の操作や体験活動を 効果的に取り 入れたり

する 。
・ 学習のスタ ート から の成長を 積極的に称賛し 、 一人一人が自己の成長を 実感でき るよ う にする 。

「 笑顔いっ ぱい梅田小」　 ～やさ し さ のあふれる 学校～
○児童が課題に主体的に取り 組み、「 分かっ た」「 でき た」 喜びを 味わう こ と ができ る 授業実践を 行っ ています。
○毎月、 学校生活アン ケート を 実施し て子供たちの困り ごと を 把握し 話を 聞いたり 、 休み時間等の関わり を 通し て

児童理解を 深めたり し て、 一人一人の児童に寄り 添う 教育を 行っ ています。
○朝学習の時間や学習のすき ま時間を 活用し た読書活動を 推進し ています。
○地域の方々や代表委員会等と 連携し てあいさ つ運動に取り 組み、「 あいさ つのこ だまする 学校」 を 目指し ます。
○全学年で英語に親し む活動やコ ミ ュ ニケーショ ン 力を 高める 活動を 実施し 、 外国の文化や言語について理解を 深

めると と も に、 外国語の習得を 図っ ています。

○縦割り 班（ なかよ し 班） 活動の充実　 ～進んで協力する子の育成～　
○体力向上に向けた取組の充実～運動週間の実施 ( 体力アッ プ・ なわ跳び・ チャ レ ン ジラ ンニン グ） ～
○特別支援教育の充実　 ～特別支援学級と 通常の学級と の交流・ 特別支援教室の指導の充実～　
○地域の教育力を 活用し た教育の推進　 ～学校地域応援団・ ゲスト ティ ーチャ ー等地域と の連携～　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
○４ ・ ５ ・ ６ 年生の希望者によ る 管楽器ク ラ ブ（ 学校行事や地域行事での演奏）

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生
特別支援
学　 級 合計

学級数 2 2 2 2 2 2 4 1 6

児童数 6 6 5 6 6 6 6 3 7 0 5 4 3 1 4 0 6
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小 

学 

校

隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校南綾瀬

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区堀切6 − 1 − 1

0 3（ 3 6 0 2 ）9 5 9 7

0 3（ 3 8 3 8 ）5 7 4 4

京成線堀切菖蒲園駅徒歩６ 分

明治3 5 年９ 月１ 日

宮内　 和彦（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

上千葉小学校

宝木塚小学校

こ すげ小学校堀　 切小学校

東綾瀬小学校

生き 生き と 学ぶ楽し い学校　
－「 学校大好き 　 友達大好き 　 地域大好き 」 の楽し い学校－
・「 やさ し く 」　   あいさ つのでき る 子・ 思いやり のある 子・ 命を 大切にする子・ 感謝の心を も てる 子
・「 かし こ く 」　   自ら 考え学ぶ子・ 創意工夫する 子・ すすんで表現する 子・ 目標のも てる子
・「 たく まし く 」  最後までやり 抜く 子・ がまん強い子・ 元気に遊ぶ子・ 明るく チャ レ ン ジする 子

○児童が学習課題を 設定し 、 読むこ と や調べるこ と を 基に考え、 表現・ 発信する 主体的な学習を 重視する 。
○各教科及び日常生活において国語辞典を 活用し 、 基礎と なる 言葉の力を 付ける 。
○ ICT 技能を 向上さ せ、 情報収集・ 情報整理・ 共有・ まと めと 発信に効果的に活用する 。
○児童の相互評価や協働的な学習活動を 取り 入れ、 認め合いや学び合いのある 学習を 行う 。
○単元のゴールや学習活動の見通し を も たせ、「 でき たこ と 」「 わかっ たこ と 」 を 児童が自己評価し 、 次の学習へ  　
　 の調整や意欲につなげる 。
○児童一人一人の学習状況を 把握し 、 個に応じ た補充的・ 発展的な学習及び家庭学習を 工夫する。

◎読書活動の推進と 情報活用能力の育成！学習セン タ ー機能を も つ学校図書館を 拠点と し た「 読書の時間」 の設定、
　「 図書ボラ ン ティ ア・ 教師・ 上学年等によ る読み聞かせ活動」 の実施、「 タ ブレ ッ ト PC を 活用し た授業・ 行事」
　 の推進、「 探究活動を 重視し た授業づく り 」 の実施。
◎基礎・ 基本の学力の定着・ ・ ・「 朝学習の時間」 や放課後の「 学習補充教室」 の設定。
◎校庭全面の芝生を 活用し た健康づく り 教育の推進、「 マラ ソ ン タ イ ム」「 持久走大会」「 長縄チャ レ ン ジ」 の実施。
◎「 学校地域応援団」 と 連携し た「 共育」 の推進、 企業等を 活用し たゲスト ティ ーチャ ー授業・ 体験学習の推進。
◎郷土愛や地域に誇り を も てる児童の育成を 図る ため、 地域行事へ積極的に参加（ 地域行事への金管バン ド ク ラ ブ
　 の出演・ 少年の主張大会・ かつし か郷土かるた大会への取組み等）。 　  

◎本校では少人数であるこ と を 最大限に生かし た教育活動を 充実さ せています。
①各教科において、 専門家や地域の方々を 積極的にゲスト ティ ーチャ ーと し て招聘し 、 少人数だから こ そでき る学
　 習や体験活動を 創意工夫し ています。
②１ 年生から 専科教諭によ る 授業（ 図画工作科・ 音楽科・ 算数科の習熟度別授業） を 実施し 、 副担任（ 専科教員）
　 を 配置し 、 ティ ームティ ーチン グ授業や支援を 行っ ています。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
③毎日 1 0 分間の「 朝学習の時間」 では、 学習の基礎・ 基本の定着を 図っ ています。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
④遠足・ 運動会・ 学芸会・ 展覧会・ 音楽会・ 持久走大会等の各行事、 児童集会や音楽集会、 委員会活動やク ラ ブ活
　 動では、 一人一人の児童が活躍する 場を 多く 取り 入れる こ と ができ ます。
◎本校の校庭は全面“ 天然芝” です。 芝の校庭だから でき る体力向上の取組みやお弁当給食（ １ ・ ２ 学期）、「 わく
　 わく タ イ ム」 などの異学年交流も 充実し ています。 子供たち 同士の雰囲気は、 と ても 穏やかで温かいです。
　 ※南綾瀬学童ク ラ ブが学校敷地内に設置さ れています。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 1 1 1 1 1 1 6

児童数 2 8 2 8 3 1 2 5 2 8 2 8 1 6 8
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隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和 7 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校上千葉

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区東堀切3 − 2 6 − 1

0 3（ 3 6 0 1 ）8 5 5 5

0 3（ 3 8 3 8 ）5 7 5 9

京成線お花茶屋駅徒歩1 3 分

京成タ ウンバス上千葉小学校前徒歩１ 分

京成バス上千葉公園前徒歩３ 分

昭和2 8 年４ 月１ 日

宮原　 賢二（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

南綾瀬小学校

白　 鳥小学校

宝木塚小学校

西亀有小学校

道　 上小学校

東綾瀬小学校

○思いやり のある子

◎進 ん で 学 ぶ 子
○じ ょ う ぶ な 子
○や り と げ る 子

…優し い心をも ち、 自他のよさ ・ 違いを認め尊重し 、 豊かな人間関係を築く こ と ができる子。
　 相手を大切にし た、 心のこ も っ た挨拶ができ る子。
…自ら 課題を見付け、 探求し 、 意欲的に学習に取り 組む子。
…明るく 素直な心と 自己の健康に関心をも ち、 活力ある生活を送れる子。
…自分の課題と 見通し をも っ て最後まで取り 組むこ と ができ る子。 粘り 強く 解決し よう と する子。

【 知識・ 技能の定着】
・ 児童がじ っ く り 考える時間を確保し 、 主体的で対話的な学びを重視し た学習活動。
・ タ ブレ ッ ト 端末を活用し 児童一人一人の課題に沿っ た学習に取り 組ませ、 基礎的基本的な力の定着。
【 協働的な学びの充実】
・ ペアやグループワーク などを意図的計画的に取り 入れ、 自分の考えと 友達の考えを交流する機会をつく り 、 協働的・ 対話

的に学び合う 学習活動の展開。
・ タ ブレ ッ ト 端末を活用し て、 多く の意見や多様な考え方に触れる機会を設け、 自分の視野を広げる。
【 学習意欲の向上】
・ 各教科における基礎基本を確実に身に付けさ せ、「 わかる」「 でき る」 を多く 味わわせる。
・ 学習のふり かえり を毎時間確実に行い，「 わかっ たこ と 」「 でき るよう になっ たこ と 」「 次時の課題」 を明確にする。
・ デジタ ル教材を活用し 、 児童が自主的に学習に取り 組めるよう にする。
【 学習環境の整備】
・「 かつし かっ 子学習スタ イ ル」 の徹底を通し て、 全ての児童に学び方の基礎・ 基本を、「 上千葉授業スタ ンダード 」 の徹底で、

望まし い学習規律の確立。 児童が安心・ 安全に学べる学習環境に。
・ 児童の自己肯定感や自尊感情を高めるために、 授業中も 「 関わる， 認める， ほめる， 励ます， 伸ばす」。
★校内研究で国語科「 書く こ と 」 に取り 組み、 自分の思いや考えを豊かに表現でき る児童の育成。

「 輝く  未来を創る 力をつける 場所　 かみちばいちばん 上千葉小学校」を合言葉に、2 3 学級6 6 1 名の児童数の多い学校です。「 か
みちばいちばん　 上千葉が一番好き・ みんなに愛さ れる私たちの上千葉小学校」 と し て、 創立 7 2 周年を迎えます。 家庭・ 地域・
学校が協働し て、 学校に誇り をも ち母校・ 地域を愛する児童を育てます。 PTA・ 地域の行事に児童・ 教職員が積極的に参加し 、
地域と の絆を強め、愛さ れる学校づく り を目指し ます。 学校Ｈ Ｐ 等で情報発信に努め、教育活動へご理解をいただいており ます。
○全学年で毎年学級編成替えを実施。 学年の協力担任制を 強化し ています。 都や区の施策による 教職員も 充実し 、 よ り 多く の
目で児童の学習や生活を見守り 育てていきます。 　

〇登校班活動や年間を通じ ての異学年交流活動を行い、 思いやり やマナー、 規律や規範意識をも っ た児童の育成。
〇朝持久走、 朝縄跳び、 コ オーディ ネーショ ント レーニング等、 様々な種目の朝運動を実施し て体力づく り 。
〇健康教室や年間を通し た食育などによる、 健康な心と 体について意識を高める健康教育。
〇いじ めの未然防止、 早期発見、 早期解決へ、 全教職員で徹底。 児童の豊かな心と 健康な心の育成。
〇地域行事への児童の積極的な参加、 ブラ スバンド 部出演等で、 自主性や協調性、 社会性、 公共性を身に付けた児童の育成。
〇学校地域応援団による読み聞かせや学級園の美化整備により 、 感性豊かな児童の育成。
〇全教育活動（ 特に理科・ 生活科・ 社会科・ 総合的な学習の時間等） での SD G s 教育の推進。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 3 4 4 4 4 4 2 3

児童数 9 7 1 1 6 1 1 0 1 0 9 1 1 6 1 1 3 6 6 1

人間尊重の精神を 基盤と し 、より よ い地域社会や国際社会の担い手と し て、主体的・ 創造的・ 協働的に生き る こ と の
でき る 、心身と も に健康で、人間性豊かな児童の育成を 目指す。　 　 　 　
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小 

学 

校

隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校堀 切

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区堀切2 − 4 2 − 1

0 3（ 3 6 9 3 ）4 6 4 2

0 3（ 5 6 9 8 ）1 7 3 8

京成線堀切菖蒲園駅徒歩７ 分

平成1 3 年４ 月１ 日

原田　 英徳（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

南綾瀬小学校

綾　 南小学校

宝木塚小学校こ すげ小学校

○すすんで学ぶ子（ 自ら 考え、 共に学び合いながら 、 創造力豊かな子を 育てる ）
○心 豊 か な 子（ 人と のかかわり を 通し て自分を 大切にし 、 他を 思いやる 心を 育てる）
○た く ま し い 子（ じ ょ う ぶな体と 健全な心を も つ子を 育てる ）

「 かつし か教育プラ ン 」（ 2 0 2 4 ～ 2 0 2 8 ） に則り 、「 学力向上」 を 重点的に推進し ています。
　 ●「 葛飾教師の授業スタ ン ダード 」 及び「 かつし かっ 子学習スタ イ ル」 の定着を 図っ ています。
　 ●Ｉ Ｃ Ｔ 機器（ タ ブレ ッ ト 端末） 等を 有効活用し 、 分かろ う と する 児童を 育成し ています。
　 ●自分の考えを 伝え合う 活動を 重視し ています。
　 ●「 放課後学習教室」（ ３ 年・ ４ 年の内容） を 実施し 、 基礎学力の定着を 図っ ています。
　 ●「 i-check」 などを 活用し 、 子ども が輝く 学級作り を 行っ ています。

人を 愛し 、 自然を 愛するこ と を 通し て、 郷土愛を 育み、 自尊心を 醸成し ています。
　 ●学校地域応援団と 連携し て、 地域や学校の特色を 生かし た協育活動を 推進し 、 豊かな感性、 思いやり の心、　
　 　 奉仕の精神を 養っ ています。
　 　《 １ ・ ２ 年生》 一人一鉢栽培
　 　《 ３ 年生》 ヤゴの飼育・ プラ ン タ ー花いっ ぱい運動
　 　《 ４ 年生》 菖蒲株分け体験
　 　《 ５ ・ ６ 年生》 菖蒲まつり 参加
　 　《 ４ ・ ５ ・ ６ 年生》 ホタ ルの飼育　 など
　 ●異学年活動（ ほたろ う ひかり 班） での児童相互の交流を 通し て思いやり の心を 育てています。
　 ●「 金管ク ラ ブ」（ ４ ～６ 年生） の活発な活動を と おし て、 情操を 養う 教育を 進めています。
　 ●読書（ 毎朝） や読み聞かせ（ 毎月） を 実施し 、 読解力向上を 図っ ています。

　 　 堀切菖蒲園の近く にあり 、 開校 2 5 年目（ 堀切小学校・ 東堀切小学校が統合） の学校です。
　 ①子供たち が誇り にする 学校　 ②保護者・ 地域が誇り にする 学校　 ③教職員が誇り にする 学校を 目指し て　 教育
　 活動を 行っ ています。 毎年、 ６ 月の「 堀切かつし か菖蒲まつり 」 では、 写生コ ンク ールを はじ め、 金管ク ラ ブの
　 演奏やパレ ード 参加など、「 地域と 共に歩む学校」 を 体現し ています。 また、「 ホタ ルの学校」 と し ても 有名であ
　 り 、 ホタ ルの幼虫を 飼育し ています。 夏のはじ めには、 Ｐ Ｔ Ａ やホタ ルを 育てる会の方と 「 ホタ ルの夕べ」（ ホ
　 タ ル観賞会） を 開催し ています。 元気のよ い児童が多く 、 休み時間や放課後に友達と 仲良く 校庭で遊んでいる姿
　 がみら れます。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 1 2 2 2 2 2 1 1

児童数 3 1 4 8 5 5 4 6 4 4 5 6 2 8 0
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隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校奥 戸

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区奥戸8 − 2 0 − 1 7

0 3（ 3 6 9 2 ）5 9 1 1

0 3（ 5 6 9 8 ）1 7 2 5

京成線青砥駅徒歩2 0 分

明治3 6 年５ 月２ 日

吉塚　 由紀子（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

葛　 飾小学校

上小松小学校

南奥戸小学校高　 砂小学校

細　 田小学校

○ 「 自分がすき 」 … 自分にはよ いと こ ろ がある と 思える 子。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 自己肯定）
○ 「 友達がすき 」 … 友達のよいと こ ろ を 見付けら れる 子。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 他者肯定）
○ 「 学校大すき 　 … 先生・ 友達・ 保護者から 自分のよ いと こ ろ を 分かっ ても ら い　 　 　 　 　 　 　（ 自校肯定）
　 　 　 奥戸の子」　   学校が大好き になる 。 地域が好き 、 誇り に思う 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 地域肯定）

上記、学校の教育目標を 達成する ために、「 児童の自己肯定感」 を 育成し ます。 そのために、児童のよいと こ ろ を 、
「 見つめ・ 見付け・ 見守る ・ 信じ る 」 こ と を 大切にし ます。

○ 基礎基本を 重視し て学力の向上を 目指し ます。そのための効果的な指導方法を 研究し 、日々の授業で実践し ます。
また、 タ ブレ ッ ト 端末を 活用し 、 デジタ ルと アナロ グのハイ ブリ ッ ド で授業展開を し ます。

○ 学習を 通し た自己肯定感の育成に力を 入れます。 そのために、 意図的、 計画的に「 でき た！わかっ た！」 と い
う 経験を 積み重ねます。

○ 思考・ 判断の力を 伸ばす授業の取組を 推進し ます。そのために、修得し た知識・ 技能を 活用し て自分の考えを も ち 、
ペアやト リ オで話し 合い、 表現し ていく 活動に取り 組みます。

○ 思いやり いっ ぱいの学校へ … さ く ら 学級（ 特別支援学級） と の交流・ 共同学習を 全学年が計画的に実施する こ
と を 通し て、 児童同士が理解を 深め合い、 思いやる 気持ち を 育んでいます。

○ 仲良し いっ ぱいの学校へ … 異学年交流（ けやき フ レ ン ズ） の活動を 通し て、 下学年を 思いやる 気持ち や上学年
に感謝する気持ちを 育んでいます。

○ 読書いっ ぱいの学校へ … 水曜の全校朝読書、 図書委員による 読み聞かせ、 お話会 ( 学校地域応援団） の皆様に
よる 読み聞かせ等を 通し て、 読書好き の児童を 育んでいます。

○ 「 奥戸っ 子し ぐ さ 」 のある 学校へ …「 かつし かっ 子」 宣言を も と に、 代表委員会児童が作成し た「 相手心・ 言
葉清ら か・ あいさ つつなぎ・ 教室まも り ・ 右静か・ 自分行動・ 仲間協力」 と いう 7 つの合言葉で、 児童自身が
より よ い学校にし ていき ます。

〇 ふるさ と 学習… 地域の人材や素材を 活用し た学びを 通し て、 各教科・ 領域等で学び、 身に付けた「 知識や技能」
「 思考力・ 判断力・ 表現力等」 を 生かし た学びを 充実さ せる。

◎ どの子にも 必ず「 よ いと こ ろ 」 があり ます。
し かし 、「 自分にはよ いと こ ろ がない」「 わから ない」 と 思っ ている児童も います。
こ れは大変残念なこ と です。 よいと こ ろ がない児童は、 いないから です。
子供は自分を 見つめる 力が弱いので、 大人がよいと こ ろ に気付かせていく 必要があり ます。
気になる こ と は見よ う と し なく ても 目につき ますがよいと こ ろ は意識し て見ないと 見えてき ません。
学校と ご家庭が協力し て、 児童のよ いと こ ろ を 「 見つめ・ 見付け・ 見守り 、 信じ る」 こ と を 大切にし ます。
一つ一つ 事実に基づいて、 具体的に褒めていき たいです。
自分によ いと こ ろ があると 思える 子は気持ち が安定し てく るので優し く て前向き な心が育ち ます。
友達のよ いと こ ろ も 見付けら れる 子になり ます。 自己肯定は他者肯定につながり 、 優し い気持ち が学校全体に
広がり ます。 そし て、 自分の学校、 地域にも 愛着と 誇り がも てる よう にし たいです。
奥戸小の教職員、 全員でそのよう な学校を 目指し ます。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 奥戸小学校校長　 吉塚　 由紀子

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生
特別支援
学　 級 合計

学級数 3 2 2 2 2 2 4 1 7

児童数 8 2 5 5 6 0 6 1 6 4 4 9 2 5 3 9 6
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小 

学 

校

隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

～かみひら いっ 子1 0 か条～

小学校上平井

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区西新小岩4 − 2 2 − 1

0 3（ 3 6 9 4 ）1 3 6 6

0 3（ 5 6 9 8 ）1 7 2 8

JR総武線新小岩駅徒歩1 2 分

大正３ 年９ 月１ 日

宮沢　 英輔（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

二　 上小学校

松　 上小学校

川　 端小学校東四つ木小学校

　 　 人間尊重の精神を基盤にし て、 知性と 感性、 道徳心や体力を育み、 我が国と 郷土葛飾に誇り と 愛着をも ち、 未来に向かっ
　 てたく まし く 生きる児童の育成を目指す。
　 ○自分で 考え やり ぬく 子 … 課題を見付け、 よく 考え、 正し く 判断し て、 最後まで取り 組む子
　 ○みんなと 仲良く でき る子 … 自分や友達を大切にし 、 認め合い励まし 合い助け合う 子
　 ○心 も 体 も 健 康 な 子 … 経験を 通し て心を 発達さ せ、 安全や衛生に気を付け、 すすんで体力づく り を する子

【 知識・ 技能の定着】　 キーワード 「 反復」「 習熟度」
・ 学力調査を活用し 、 学習内容の定着を図る。（ タ ブレ ッ ト PC による個別最適化さ れた教材の活用等）
・ 各単元末のテスト による修得の確認。
・ 学習内容の定着に向けた「 放課後　 夕焼け教室」 の実施。（ 毎週木曜日）
【 協働的な学びの充実】　 キーワード 「 読み解く 力・ 活用する力」
・ 上記の力の育成に重点を置いた「 教師の授業充実プラ ン」 を作成する。
・ 学習過程に、「 複数の資料を読む」「 考えを書く 」「 自他の考えを比較する」 等の活動を取り 入れる。
【 学習意欲の向上】　 キーワード 「 主体的に学ぶ」
・「 課題設定」 →「 見通し 」 →「 解決方法や資料」 →「 自力解決」 →「 話し 合い」 →「 振り 返り 」

読 書 活 動 の 上 平 井…

健 康 教 育 の 上 平 井…

コ ミ ュ ニケーショ ンの上平井…

地域を 愛し 地域に育てら れる 上平井…

新小岩学園（ 松上小・ 新小岩中）と の連携…

全校一斉の朝読書や読み聞かせ活動などを 通し て、 感動する 心や他者を 思いやる 心など豊か
な心と 人間性を育てる。
家庭と 連携し て「 早寝・ 早起き 、 朝ごはん運動」 や「 ノ ーテレ ビ・ ノ ーゲームデー」 など、
生活習慣の定着を 目指し た指導を 行う 。 また、「 鉄棒」「 縄跳び」「 持久走」 等、 体育的活動
を計画的に進め、 たく まし い体と 、 最後までやり ぬく 心を育てる。
児童の聞く 力や表現する力を 身に付けさ せ、 コ ミ ュ ニケーショ ン 能力を培う 。「 キラ ッ と 班」
の活動で潤いと 温かさ のある人間関係を育てる。
積極的に地域と かかわる学習を行っ たり 、 地域行事に参加し たり する こ と で、 地域に育てら
れ、 地域を愛する児童を育てる。
小・ 中の接続を強化する。
また、 各種行事等を通し て、 児童・ 教職員の交流を図る。

①

②

③

④

⑤

○言葉づかいや思いやり 、 友だちにやさ し く し ます。

○く つ、 かさ 、 行進、 自分の心をそろ えます。

○相手の顔を　 見て、 明るく 、 元気に、 自分から あいさ つし ます。
○あり がと う 、 ごめんなさ いをし っ かり 言います。

○き まり やルールをあたり まえに守り ます。

○早ね、 早おき、 朝ごはん、 ノ ーテレビ・ ノ ーゲームをし て、 健康に気をつけます。
○話をよく 聞いて、 自分の考えを　 し っ かり と 伝えます。

○まずは実行、 やり はじ めたら 最後まで続けます。

○一人はみんなのために、 みんなは一人のために、 つく し ます。

○係や当番、 委員会の仕事を進んで行います。

素直で明るい子供たちが、

　 ♪ただし く 　 つよく

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 生いそだつ♪

　 ♪やさ し く 　 き よく

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 生いそだつ♪

（ 校歌より ）

こ と を 目指し て、 教職員一同、 力を 合わせて

教育活動を推進し て参り ます。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 2 2 2 2 2 2 1 2

児童数 3 9 4 8 3 6 4 3 4 4 5 9 2 6 9
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隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校二 上

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区東新小岩7 − 1 8 − 1

0 3（ 3 6 9 4 ）1 3 6 0

0 3（ 5 6 9 8 ）1 7 3 6

JR総武線新小岩駅徒歩1 2 分

昭和2 8 年４ 月１ 日

岡﨑　 崇（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

上平井小学校

松　 上小学校

川　 端小学校

上小松小学校

小松南小学校

南奥戸小学校

　 持続可能な社会に向けてたく ま し く 生き ていく ために、 すすんで

あいさ つし 主体的に人と 関わる 人間関係形成力、 思いやり の心を も

ち 自他と も に大切にでき る 自他肯定力、 課題に向かっ て最後ま で粘

り 強く 取り 組む課題解決力、 心と 体を 鍛え自ら 行動する 実践力の育

成を 目指し 、 次の目標を 設定し 、 指導の徹底を 図り ます。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

あ…明るい子

い…命を だいじ にする子

さ …最後までやり ぬく 子

つ…強い心と 体を も つ子

（ 合言葉・ ・ ・「 あ・ い・ さ ・ つ」）

・ 個別最適な学びの充実を 目指し た授業展開を 行い、「 でき た」「 わかっ た」 の体験を 通し て、 知識・ 技能の定着を

図り ます。

・ ペアやグループでの話合い活動を 意図的に設定し 、 意見の交流を 通し て、 協働的な学びの充実を 図り ます。

・ 学習の見通し を も たせて活動し 、 学んだこ と を 振り 返ら せる こ と で、 学習意欲の向上を 図り ます。

・ 東京都小学校教科担任制加配校と し て、 高学年における 教科担任制を 推進し 、 専門性の高い教科指導を 充実し ます。

・ 問題解決的な学習の実施を 通し て、 主体的に学ぶ態度を 養います。

・ 通常の学級と 特別支援学級と の交流、 異学年の縦割り 班活動等を 推進し 、 共に学び共に生き る 態度を 育みます。

・「 かつし か郷土かる た」 の学習や小松菜の栽培活動等を 通し て、 郷土愛を 育みます。

・ 町探検、 商店街見学、 幼稚園や保育園と の交流、 防災学習等、 地域の人材、 施設、 文化等を 活用し た豊かな教育

活動を 進めます。

・ 和太鼓ク ラ ブ等の活動の成果を 、 地域行事等で発表し ます。

◎目指す学校像　 　「 笑顔があふれる 学校　 二上小学校」

　 〇楽し い学校・ ・ ・ よく 分かる 授業や、 児童同士の関わり を 大切にし た学校生活の工夫を し ます。

　 〇互いに認め合い磨き 合える学校・ ・ ・ 人権を 尊重し 自己肯定感や有用感、 所属意識を 育成し ます。

　 〇信頼でき る 学校・ ・ ・ 保護者や地域の期待や思いに応えて、 安心し て任せていただける 学校を 目指し ます。

◎ 学校、 家庭、 地域で協力し て、 あいさ つで心を つなぐ 「 かつし かっ 子」 を 育てます。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生
特別支援
学　 級 合計

学級数 2 2 3 3 2 2 3 1 7

児童数 7 0 6 3 7 7 8 9 7 0 7 0 2 4 4 6 3
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小 

学 

校

隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校小松南

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区新小岩2 − 2 5 − 1

0 3（ 3 6 5 4 ）0 1 0 1

0 3（ 5 6 0 7 ）0 7 5 1

JR総武線新小岩駅徒歩７ 分

平成1 3 年４ 月１ 日

佐久間　 浩一（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

二　 上小学校 上小松小学校松　 上小学校

　「 子供たちの笑顔　 健やかな成長を はぐ く む小松南小学校」
　 児童の「 心のふるさ と 」 と し て、 地域・ 学校を 誇り に思う 気持ち を 醸成する ために、 教職員の協働、 地域・ 保護

者と のパート ナーシッ プのも と 「 共育」 を 生み出す学校創り を 目指し ています。

○よく 考える 子…主体的・ 協働的に学び、 行動する 子

◎思いやり のある子…感じ て、 考え、 行動する子

○たく まし い子…挑戦する 子　

○問題解決的な学習を 基本に、 主体的対話的で深い学びを 実現し ます。

○目的を 明確にし た「 対話」 を 行い、 協働的な学びを 充実さ せます。

○タ ブレ ッ ト 端末を 活用し た個別最適化学習を 進め、 基礎基本を 定着さ せます。

○授業で考える 楽し みを 引き 出す家庭学習に取り 組み、 自学する 力を 高めます。

○Ｉ Ｃ Ｔ を 効果的に活用し た分かり やすい授業を 行います。

○「 チャ レ ン ジ教室」 や「 放課後学習教室」 を 開催し 、 基礎・ 基本の内容の確実な定着を 図り ます。

○学校 2 0 2 0 レ ガシー「 ボラ ン ティ アマイ ン ド 」「 障害者理解」「 豊かな国際感覚」 を 重点に地域参画・ 地域貢献
　 する 資質を 育てます。
○考え、 議論する道徳の授業を 工夫し 、 自分の生き 方を 見つめ、 考える 児童を 育てます。
○カ リ キュ ラ ム・ マネジメ ン ト の視点で、 全教育活動を 通し て行う 道徳教育を 充実さ せます。
○なかよ し 班活動や学校行事を 通し て、 異学年交流を 充実さ せ、 温かい人間関係を 築き ます。
○手話体験、 聴覚・ 視覚障害者理解学習、 高齢者体験などの福祉教育を 全学年で行います。
○「 SD G ｓ の取組」「 エコ 学習」 等、 学年に応じ た環境学習を 行います。

　 児童が、 思いやり を も ち 、 互いを 認め合う 温かい人間関係を 基盤に、 学校や地域への愛着を 深め、 自己の成長を

実感でき る 教育を 目指し ています。 今年度も 以下の「 ２ つの重点取り 組み」 を 掲げ、 本校の教育活動の充実を 図っ

てまいり ます。

重点取組１ 　 令和７ 年度  校内研究

研究主題

「 自分の思いや考えを も ち、 深める 児童の育成 ‐ 生活科・ 社会科における 問題解決的な学習を 通し て ‐ 」

○地域を 学習材に児童の「 問い」 を 引き 出し 、 主体的な学びを 実現する 「 小松南スタ イ ル」 の授業を 構築し ます！

重点取組２ 　 小松南わが町プロジェ ク ト

   ３ 年「 新小岩はかせになろ う 」 ４ 年「 新小岩プロ ジェ ク ト 」 ５ 年「 小松南 SD G s プロ ジェ ク ト 」 ６ 年「 防災フ ェ

スタ 」「 町の未来を 描こ う 」

○地域を 学習材と し た SD G s の取組を 通年で行い、 環境保全・ 防災を 視点に町の未来について考え、 実行し ます！

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 2 2 3 3 3 3 1 6

児童数 6 6 6 9 8 2 7 5 7 7 7 9 4 4 8
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隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校高 砂

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区高砂3 − 3 0 − 1

0 3（ 3 6 5 8 ）8 2 3 1 ～2

0 3（ 5 6 9 4 ）4 0 9 9

京成線高砂駅徒歩８ 分

昭和７ 年９ 月2 9 日

齊藤　 尊久（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

葛　 飾小学校

鎌　 倉小学校

住　 吉小学校

細　 田小学校

奥　 戸小学校

青　 戸小学校

 小中一貫教育推進を する中で、 自ら の生き 方を 意思決定でき る子を育てます。
　 高砂五自（ 自発能動・ 自主自改・ 自調自学・ 自律自制・ 自己実現）
◎かがやく 子（ 将来設計能力・ 意思決定能力）
　 自ら 課題をも ち、 考え、 判断し たこ と を 誠実に実践し 、 社会の中で自分の役割を 意識し 、 自ら 高めていく 子の育成
◎ひびき あう 子 ( 人間関係形成能力・ 情報活用能力）
　 思いやり の心を も ち 、 他者と の関わり を 深め、 互いの力を 生かし 、 高め合う 子の育成

・ 毎時間の授業展開を 工夫し 、 考えを も つ、 広げる、 深める、 再考する など の思考過程を 重視し た協働的に学ぶ場
面を 設定し ます。

・ タ ブレ ッ ト 端末を 活用し 、 友達の考えを はじ めと する 情報の収集、 整理・ 分析、 発信を 通し て学びの質を 向上さ
せています。 学習支援ソ フ ト 「 ミ ラ イ シード 」「 G o o g le  Cla ssro o m 」 等を 活用し 、 個々の学習課題に即し た学
習に取り 組んだり 、 協働的な学習を 充実さ せたり し ています。

・ 教員の授業力向上を 目指し 、 授業の公開や意見交流を 日常的に行っ ています。 また、 校内研究や研修を 充実さ せ
ています。

・「 本物に触れる 活動」 を 展開し ています。 ３ 年生の地域の商店街でのお店体験や、 一流の芸術家やスポーツ 選手
から 直接指導を 受けるこ と などを 通し て感性を 磨き 、 感動体験から 将来への夢を 育みます。

・ 新潟県五泉市と の交流によ る 鮭の飼育、 ５ 年生による メ ダカ の飼育等を 通し て、 生命尊重教育を 行っ ています。
・ 小中一貫教育の取組の「 中学校と の交流活動」 を 通し て、 お互いに学びあい協力し 合う 態度を 育てます。
・ 自分の暮ら す地域や国を 理解し 、 誇り を も ち、 様々な方法で表現する こ と ができ る こ と を 目指す学習のひと つと

し て、 ６ 年生が中学１ 年生と と も に「 日本の伝統文化・ 武道体験」 を 行っ ています。
・ 朝遊びを 通し て、 体力向上、 より よ い人間関係づく り のスキルを 学ぶ機会にし ています。

・ 葛飾区で唯一の校舎一体型の小中一貫教育校です。 上級生には、「 学校のため」「 下級生のため」 に真剣に取り 組
も う と する 姿勢と 、「 他者から 必要と さ れている 」 と いう 意識が高まり ます。 学習し たこ と を 下級生のために生
かす機会も 増える ため、 主体性や協調性、 他者のために行動する 実践力が育ち ます。 下級生には上級生への強い
あこ がれを 抱かせ、 近い将来の「 なり たい自分像」 を も たせる こ と ができ ます。 上級生の姿を 見て、 何事にも 意
欲的に取り 組む姿勢が育まれる でし ょ う 。 最大で「 ９ 年の差」 が生まれる こ と が本学園の強みです。

・ 体力向上： 体育科学習の充実、「 コ オーディ ネーショ ン ト レ ーニン グ」 を 取り 入れたり 、「 高砂パワーアッ プ」 の
時間に様々な運動経験を し たり するこ と で、 運動感覚を 磨き ます。

・ 小中一貫教育校と し ての取組： 高学年一部教科担任制、 ９ 年間の学習指導計画「 シラ バス」 や、 達成課題を 示し
た「 ミ ニマム」 を 作成し ています。 小中９ 年間の連続性と 系統性を も っ た「 けやき 学園授業スタ イ ル」 等を 通し 、
中学校の学習へスムーズにつなげていく こ と ができ ます。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生
特別支援
学　 級 合計

学級数 3 3 4 3 3 3 2 2 1

児童数 8 8 9 6 1 0 9 8 9 7 6 8 3 1 5 5 5 6
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小 

学 

校

隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校新 宿

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区新宿2 − 2 6 − 1

0 3（ 3 6 0 7 ）0 3 6 9

0 3（ 5 6 9 9 ）1 3 6 4

JR常磐線亀有駅徒歩1 5 分

明治６ 年1 1 月１ 日

田原　 徹（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

住　 吉小学校

青　 戸小学校

飯　 塚小学校

末　 広小学校

東金町小学校

亀　 青小学校

柴　 原小学校

　 こ れから の持続可能な社会に向けて、 人と 社会、 自然等と 協調し ながら 、 たく まし く 生き ていく ための資質・ 能力を育成する。
○思いやり のある子　（ 豊かな心と コ ミ ュ ニケーショ ン）
◎考 　 え 　 る 　 子　（ 自ら 学び深く 考える）　 　【 重点】
○や り ぬ く 子　（ 健康な心と 体）

　 令和 7 年度は特に「 考える子」 の育成を重点にし 、 問題解決的な学習スタ イ ルを定着さ せると と も に、 学校・ 保護者・ 地域で連携し 、 一人
一人を大切にする教育を充実さ せる。

①知識・ 技能の定着
　 ・ 少人数指導、 ド リ ルタ イ ムを充実さ せ、 できるまで指導を繰り 返し 、 全児童の基礎学力の定着を図る。
　 ・ ド リ ルパーク 等、 タ ブレッ ト 端末を活用し 、 個々の学習課題にあっ た学習に取り 組む。
　 ・ 学習調査やワーク テスト 等を活用し て児童のつまずきを把握し 、 克服さ せる指導を行う 。
②協働的な学びの充実
　 ・「 学び合い」 を重視し 、 教師は子供と 子供の対話をつなげる。
　 ・ ペアやグループで協働し 学び合う 学習活動を行う 。
　 ・ 思考ツールやタ ブレッ ト 端末を活用し 、 自分の考えや友達の考えを比較、 分類、 整理、 関連付けて学びを深める。
　 ・「 話し 方・ 聴き 方ステッ プシート 」 の活用を図る。
③学習意欲の向上
　 ・ 児童に毎時間の授業のねら いを提示し 、 自ら 考えて発言し たり 、 互いに学び合っ たり する主体的な学習活動を展開する。
　 ・ めあてを達成するために問題解決の方法を個人やグループで考えさ せる。
　 ・ 授業で身に付けたこ と を児童自ら がまと めるなど、 授業の振り 返り 活動を行う 。 　
④学習環境の整備
　 ・ 学び方の基礎・ 基本が身に付く よう 「 かつし かっ 子学習スタ イ ル」 を徹底し て取り 組む。
　 ・「 葛飾教師の授業スタ ンダード 」 をも と に、 各自が授業改善に取り 組む。

・ 学習規律と リ レーショ ンを大切にし 、 互いに認め合い、 高め合う 学級づく り を行う 。

①我が国の言語文化に親し む態度を育て、 豊かな言語感覚を培う ために
　 ・ 日本の伝統・ 文化教育を推進するための活動
　  ・「 百人一首」、「 落語」、「 俳句」、「 かつし か郷土かるた」、「 箏体験」 の活動
②子供の学習意欲を向上さ せるために
　 ・「 環境学習（ ヤゴ、 さ け）」、「 新宿ねぎ収穫体験」 などの実施 
③読む力、 書く 力をのばすために
　 ・「 読書タ イ ム」、「 読み聞かせ」、「 必読書読破」、「 漢字チャ レンジテスト 」 によるステッ プ学習
④体力を向上さ せるために
　 ・「 外遊び」 の励行、「 体育授業」 の改善、 コ オーディ ネーショ ント レーニング、 なわと びカ ード の活用

「 元気で明るく 楽し い学校、 一人一人の子供が学びたく なる学校」
　 　 一人一人の子供を大切にし 、 子供のよさ を伸ばし 、 可能性を広げる教育を進めます。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

新宿小の子供たちのために教職員が一丸と なり 、 取り 組みます。

○責任をも たせ、 協力し 合えるよう にし ます。
○進んで運動に親し ませ、 体力の向上を進めます。
○礼儀正し く 、 気持ちの良いあいさ つができ るよう にし ます。
○一人一人に応じ た丁寧な指導をし ます。
　 　 　

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 2 2 3 2 2 2 1 3

児童数 5 9 4 9 7 3 4 8 5 7 5 6 3 4 2

○確かな学力の定着を 目指し 、「 わかる」「 でき る」 よう になっ たこ と が
　 実感でき る 学習を進めます。
○規律が守ら れ、 お互いを尊重し 合える学級づく り を進めます。
○「 学びかた」 を定着さ せます。

※通学区域の変更に伴い、令和８ 年４ 月１ 日から 花の木小学校も 隣接し ます。
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隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校住 吉

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区高砂8 − 1 4 − 1

0 3（ 3 6 0 7 ）2 3 4 9

0 3（ 5 6 9 9 ）1 3 5 5

京成線高砂駅徒歩６ 分

昭和1 0 年10 月21 日

工藤　 洋巳（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

高　 砂小学校
鎌　 倉小学校

柴　 原小学校

柴　 又小学校
北　 野小学校

新　 宿小学校
青　 戸小学校

　 人権尊重の精神に徹する と と も に、「 すみよ し・ なかよし・ げんき よ し 」 の合言葉のも と 、 地域を 愛し 、 世界の人々
と 共に生き る こ と ができ る 子供の育成を 目指し ます。

・ 元気な子・ ・ ・ ・ ・
・ 考える 子・ ・ ・ ・ ・
・ 助け合う 子・ ・ ・ ・

自他の生命を 尊び、 健康安全に留意し 、 個性を 伸ばし 明る く 豊かに生活する。
自主的・ 創造的に学習に取り 組み、 生涯にわたり 進んで学び、 行動する 。
互いの人格を 尊重し 、 思いやり と 勤労や奉仕の精神を も ち 、 社会の一員と し て生活する 。

①算数科では、 全学年を 習熟度に応じ たク ラ スに分けての習熟度別指導を 行っ ています。
② 1 時間の学習のねら いを 明確にし 、 児童が自ら 学習する問題解決型の学習を 展開し ています。
③学習の振り 返り が共有でき る機会を 設定し 、 互いが認め合える 親和的な学級経営を し ます。
④本年度も 特別活動の研究授業を と おし て、 話し 合いの内容を 深め、 学級の全児童が楽し く 、 そし て安心安全に学
　 習でき る環境づく り に努めていき ます。
⑤学校地域応援団と 協働し た体験活動を 行い、 社会性と 奉仕の心を 育てます。

①学校農園を 活用し た生産活動を 通し て、 収穫の喜びや生命尊重の精神や畏敬の念を 育むと 共に認め合い、 助け合
う こ と の大切さ を 味わわせ、 勤労や奉仕の心を 育てます。

②区内小学校で唯一の弱視学級や特別支援教室「 う めのみ」、 幼保連携や小中連携で幼稚園や保育園、 また中学校
と の連携を 深めて『 共に生き る 力』 の基礎を 培います。

③学習セン タ ーを 設置し 、 児童が自ら 学ぶ学習セン タ ーと し ての活用を 図っ ていき ます。 また、 ボラ ン ティ アによ
る『 読み聞かせ活動』 や読書を 通し 、 豊かな心を 育んでいます。

④いじ めの未然防止のため、 児童の自主的ないじ め防止活動（ SIBT： 住吉いじ め防止隊） を 行い、 楽し く 、 そし
て安心安全に学習でき る 環境づく り に努めていき ます。

⑤学校地域応援団と 協働し た体験活動を 行い、 社会性と 奉仕の心を 育てます。

「 みんなで育ち あう 　 住吉小学校」　 ～家庭・ 地域と と も に～

” すみよし 　 　 なかよし 　 　 げんき よし ”
　 子供たちはも ちろ ん、教職員・ 保護者そし て地域の皆様がこ のキャ ッ チフ レ ーズのよ う になる よう 教育活動を 行っ
ています。
　 そのために

１ 　 子供を 大切にし ます。
２ 　 魅力のある 教職員になり ます。
３ 　 家庭や地域が誇れる学校にし ます。

◎子供たちから のメ ッ セージ
　「 住吉小学校は明るく 楽し い学校です。 先生方が熱心で、授業が大変分かり やすく 楽し く 学校生活を送っ ています。」

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 3 3 3 3 3 3 1 8

児童数 9 2 7 9 8 6 8 1 8 9 7 5 5 0 2
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小 

学 

校

隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校亀 青

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区青戸8 − 1 7 − 1

0 3（ 3 6 0 1 ）8 2 5 5

0 3（ 3 8 3 8 ）5 7 6 0

JR常磐線亀有駅徒歩1 3 分

明治５ 年９ 月１ 日

渡邉　 浩（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

新　 宿小学校

中之台小学校

青　 戸小学校

中青戸小学校

道　 上小学校

白　 鳥小学校

なかまと と も に育てよう
○笑　 　 顔 
○元　 　 気 
○思いやり

　 〇でき た喜び、 分かっ た嬉し さ を 感じ る こ と のでき る 問題解決型授業を 常に創造し ます。
　 〇指導と 評価の一体化、 形成的評価を 重視し て、 誰一人取り 残さ ない指導にあたり ます。
　 〇総合的な学習の時間を 中心に主体的・ 対話的で深い学びを すすめる ため、 指導計画に基づいた PD CA サイ ク
　 　 ルを 活性化さ せます。
　 〇タ ブレ ッ ト 端末など、 ICT 機器の活用や国語科の校内研究を 推進し 、 論理的思考力を 育成し ます。
　 ○通常の授業の中で、 学習指導補助員を 適切に配置し 、 学習に対し て困難さ やつまずき を 感じ ている児童に寄り
　 　 添いながら 、 個別の支援を 行い、 学力と 学習規律の定着を 図り ます。
　 ○１ 年生から 算数科では、 習熟度別指導担当教員を 配置し 、 個に応じ た指導を 充実さ せる ため、 スモールステッ
　 　 プで段階的にク リ アし ていける よ う 指導し ます。         　 　 　 　 　 　 　
　 ○亀青プロ ジェ ク ト Ⅰ． Ⅱ（ O JT プロ ジェ ク ト ） を 活性化さ せ、 教師相互の授業力を 向上さ せます。
　 ○理科支援員： 科学的思考力の向上と 自然に対する関心を 高めるこ と を 目的に、 理科授業の準備、 授業中の実験
　 　 補助などを 担う 助手を 配置する こ と で、 授業の質を 高めます。
　 〇司書担当教諭、 学校司書を 中心に読み聞かせ活動も 進めながら 、 読書活動が一層充実する よう に努めます。   

〇 ESD モデル校と し て、 学校園やビ オト ープの整備、 ベルマーク 活動など、 体験的な ESD を 推進し ます。
○緑と 花に囲まれ、 整然と 整備さ れた学校環境作り に努めます。 専門的な指導なども 受け「 代表委員会・ SD G s 委

員会・ BIO 委員会・ グリ ーン 委員会」 の児童を 中心に校内・ 校外の緑化に努めます。
○異年齢で構成する「 かめっ こ 班」 活動を 中心に、 円滑なコ ミ ュ ニケーショ ン 能力の育成に努めます。 特別支援学

級設置校と し てのメ リ ッ ト を 生かし 、「 共に学び、 共に育つ」 人づく り を 推進し ます。
〇特別支援学級「 なかよ し 」、 特別支援教室「 ひまわり 」 と 連携し 、 教職員の協働体制を 確立する こ と で、 児童の

自己肯定感や思いやり のある心を 育みます。 　 　

○本校は創立 1 5 0 年を 超える 区内で最も 歴史と 「 なかま と と も に笑顔 元気 思いやり を 持続可能にする 」 伝統の
ある 学校です。 数世代にわたっ て本校の卒業生であら れる家庭も 多く 、 地域の方々に多大なご支援・ ご協力を い
ただいています。

○「 笑顔・ 元気・ 思いやり 」 にあふれる学校・ 社会を 持続可能にする ための教育活動を 追究し ていき ます。
○「 明治から 未来へ」、 SD G s 達成に貢献でき る 人材を 教育活動を と おし て育成し ます。
〇学校・ 保護者・ 地域が三位一体と なり 、「 チーム亀青・ 亀青家族」 と し て教育活動を 進めてまいり ます。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
○本校では、 教育活動を し っ かり と 評価し ており ます。 保護者アン ケート の結果も 踏まえながら 、 成果と 課題を 明

確に示し 、 学校評議員や関係者の方々と も 改善策を 協議する など、 開かれた学校づく り を 推進し ており ます。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生
特別支援
学　 級 合計

学級数 2 2 3 3 3 3 5 2 1

児童数 5 2 6 7 7 2 7 5 7 2 7 8 3 4 4 5 0



ー 2 2 ー

隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校道 上

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区亀有4 − 3 5 − 1

0 3（ 3 6 0 1 ）8 8 3 3

0 3（ 3 8 3 8 ）5 7 4 3

JR常磐線亀有駅徒歩５ 分

昭和2 3 年６ 月１ 日

安部　 雄二（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

上千葉小学校

白　 鳥小学校

中之台小学校亀　 青小学校

西亀有小学校

○や さ し い 子・ ・ ・ ・  思いやり があり 、 互いに認め合い高め合う 子

○考 え る 子・ ・ ・ ・  自ら すすんで学び、 創意工夫し 、 正し く 判断ができ る 子

○たく まし い子・ ・ ・ ・ 根気強く 、 最後までやり ぬき 、 元気に遊ぶ子

　 ◎　 知識・ 技能の定着
　 　 ・ 年間 4 0 回以上の道上タ イ ムを活用し 、 学習内容の定着を個別に行う 。
　 　 ・ 毎時間学習のまと めと 振り 返り を行い、 次時の学習につなげる。
　 　 ・ タ ブレ ッ ト を活用し て、 個々の学習課題に応じ た内容に取り 組む。
　 　 ・ 家庭学習に自主学習の内容も 取り 入れる。
　 ◎　 協働的な学びの充実
　 　 ・ ペアやト リ オ、 グループ学習など、 伝え合う 場面や検討する場面を取り 入れる。
　 　 ・ タ ブレ ッ ト を活用し 、 友達の考えに触れる機会を増やし 、 学びを深める。
　 　 ・ 発表し たり 、 まと めたり する時間を多く 取り 入れる。
　 ◎　 学習意欲の向上
　 　 ・ 学びに向かう 力につなげるよう 、 振り 返り 活動を重視する。
　 　 ・ どの学年においても 、 タ ブレッ ト を活用し た家庭学習を行い、 学習の幅を広げる。
　 　 ・ ６ 年生においては、 中学校と の連携を行い、 家庭学習の取り 組みの連続性に取り 組む。

　 ◎　 ふるさ と 亀有学習
　 　 ・ 地域にある学習材や外部機関、 外部講師、 学校地域応援団の地域人材を取り 入れた学習を進め、 地域を愛する心情を育
　 　 　 てます。
　 　 ・ 地域で踊り つがれている「 亀有音頭」 を学び、 学校行事や地域行事で披露するなど、 地域社会への発展に寄与し ます。
　 ◎　 金管バンド ク ラ ブ
　 　 ・ ３ 年生以上の希望者で編成さ れ、 亀有まつり 等の地域行事で発表し ています。
　 　 ・ 朝や放課後、 長期休業中の練習で演奏技術を磨いています。 外部から 専門の講師も 招き、 より 質の高い演奏を目指し ています。
　 ◎　 伝統文化体験
　 　 ・ 社会科の学習と 関連さ せて地域のお囃子を学んだり 、 音楽科の時間に、 琴について学び演奏体験をし たり し ます。
　 　 　 専門の講師を招き 、 日本の伝統文化を身近に感じ ら れるよう にし ます。

　 笑顔と あいさ ついっ ぱいの道上小学校
　 　 子供も 教職員も 保護者も 地域も 、 みんなが笑顔になれる学校を 目指し ています！！
◎　「 心づく り 」「 知づく り 」「 体づく り 」「 組織づく り 」「 地域・ 家庭連携づく り 」 の基本方針のも と 笑顔と あいさ ついっ ぱいの

学校を創り ます。
◎　 令和７ 年４ 月より 、 新校舎での学校運営が始まっ ています。 令和９ 年２ 月に校庭整備完了予定です。
　 　 近隣小中学校の校庭での体育科の学習の充実や地域の温水プールの活用を通し て、 体力・ 泳力の向上を図り ます。
◎　 地域や保護者の方々の学校に寄せる温かい心遣いや協力も 本校の強い支えです。
　 　 学校地域応援団の方が、 校外学習に同行し 安全を見守っ たり 、 学習のお手伝いをし たり し ています。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 4 3 3 3 3 3 1 9

児童数 1 1 3 9 4 9 5 9 9 9 3 9 9 5 9 3



ー 2 3 ー

小 

学 

校

隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

小学校金 町

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区金町3 − 4 4 − 1

0 3（ 3 6 0 7 ）0 3 5 4

0 3（ 5 6 9 9 ）1 2 8 4

JR常磐線金町駅徒歩1 0 分

京成線金町駅徒歩９ 分

明治７ 年５ 月2 5 日

伊藤　 香織（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

末　 広小学校

北　 野小学校

半　 田小学校

東金町小学校

柴　 又小学校

柴　 原小学校

持続可能な社会に向けて人と 社会、 自然等と 協調し ながら 、 心身共に健康で主体性のある子供の育成を目指し ます。  
               
○努力する子　 生涯にわたっ て学び続け、 向上心を も っ て最後まで頑張り 抜く 子     
○健康な子　 　 生涯を 通じ て、 豊かな生活の基盤と なる 健康な心と 体の維持向上を 目指す子    
○考える 子　 　 自ら すすんで問題を 解決し 、 創造する子
◎助け合う 子　 人権尊重の精神、 社会的・ 国際的に貢献する精神を 養い、 心優し く 、 他者と 協働する 子   
              

【 重 点 目 標】　 ○主体的に学習に取り 組む児童の育成　 　 　 ○互いのよ さ を 認め、 学び合う 児童の育成
【 知 識 ・ 技 能 の 定 着】・ めあての明確化、 児童が見出し たまと めと 振り 返り の実施　 ・ タ ブレッ ト 端末の活用　 ・ 体験的な活動
【 協働的な学びの充実】・ ペアワーク 、 グループワーク の実施　 ・ ICT を 活用し た学びの交流 
【 学 習 意 欲 の 向 上】・ 問いや学習課題の工夫　 ・ 児童同士の認め合いの場の設定　 ・ 振り 返り と 次の学習につな
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 がる 工夫 

【 学 習 環 境 の 整 備】・「 かつし かっ 子学習スタ イ ル」 の確実な定着　 ・ 児童の自尊感情や自己肯定感を 高める取組　  
・ ユニバーサルデザイ ンの視点に基づく 教室環境

◎「 朝のジョ ギング」「 金町ギネス」 などの取組を 通し て、児童の生活習慣づく り と 体力・ 運動能力の向上を 図り ます。
◎江戸川、 第二校庭の芝生広場、 サケの稚魚飼育・ イ ネの栽培、 江戸川の自然から 学ぶ川の学習など地域の環境を

生かし た自然と ふれあう 体験などを 行い、 環境学習を 通し て自然環境を 大切にする 心を 育てます。
◎地域の人から 学ぶ華道や茶道の室町文化体験、 金町音頭、 米作り 、 葛西ばやし 等、 体験的な活動を 通し て主体的

な学習を 行います。
◎お世話になっ ている 方に感謝の気持ちを 表すために、「 感謝を 伝える 活動」 を 行います。   
◎管楽器ク ラ ブの日常的な活動によ り 音楽のよさ や文化を 学校の内外に広めます。      

            

◎本校は創立 1 5 1 周年を 迎えまし た。 歴史と 伝統を 尊重する と 共に、 子供たち を 中心に教職員、 保護者・ 地域が
協働し た教育活動を 展開し 、 一人一人が大切にさ れ、 笑顔で生き 生き と 学び合える 学校づく り を 目指し ます。

◎本校では、 児童の元気なあいさ つと ジョ ギン グタ イ ムから 一日の学校生活が始まり ます。 そし て、 児童は落ち 着
いて学習に取り 組んでいます。

◎保護者によ る「 読み聞かせ」や「 朝読書」「 葛飾区立中央図書館等と の連携」によ り 読書活動の充実に努めています。
◎教科の学習と 学校生活を 通し て、 児童・ 教職員の人権意識を 高めるため「 人権教育」 の充実に取り 組んでいます。
「 人権の詩の視写」「 人権標語」「 人権カ レ ンダー」 に継続的に取り 組んでいます。

◎学校地域応援団活動を 充実さ せ、 地域と の連携を 深めた学習を 取り 入れます。
◎ユニバーサルデザイ ンを 導入し た教育環境、 児童が学習に集中でき る 教室環境を 整えています。   
◎全教師は、 児童の学力向上に向け、 真に楽し い授業を 求め、 教材研究を 大切にし ています。
◎遠足や集会等ではフ ルーツ グループ活動（ 異学年グループでの交流活動） を 大切にし ています。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 2 2 2 2 2 2 1 2

児童数 5 0 6 0 4 2 6 5 5 4 5 8 3 2 9



ー 2 4 ー

隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

※通学区域の変更に伴い、令和８ 年４ 月１ 日から 花の木小学校も 隣接し ます。

小学校末 広

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区金町4 − 2 1 − 1

0 3（ 3 6 0 7 ）2 8 6 4

0 3（ 5 6 9 9 ）1 3 3 7

JR常磐線金町駅徒歩９ 分

京成線金町駅徒歩８ 分

昭和９ 年1 2 月１ 日

西田　 佳子（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

新　 宿小学校

東金町小学校

柴　 原小学校金　 町小学校

原　 田小学校

『 心豊かでたく まし く 　 自ら 生き ぬく 子』　

・ 思いやり のある子

・ た く ま し い 子

・ よ く 考 え る 子

・ は た ら く 子

自他のよさ や違いを認め、 一人ひと り を大切にし 、 自己肯定感を育む

最後までねばり 強く やり 通す、 心身と も に健康

自ら 考え、 自ら 学び、 考えの交流によっ て思考を深める

自分から 進んで誰かのためになるこ と ができ 、 進んで行動

【 重点目標】              

○基礎・ 基本を確実に習得さ せ、 自ら 学ぶ児童を育成する。          

○学びの中での ICT の効果的な活用を推進する。           

○他者と のコ ミ ュ ニケーショ ンの基と なる言語活動の充実を図る。         

【 知識・ 技能の定着】             

・ 家庭学習では、 ICT を活用し デジタ ルド リ ル等で個々の課題にあっ た内容に繰り 返し 取り 組み、 学力の定着を図る。   

・ 朝読書を活用し 、 読書の日常化と 語彙力の向上に取り 組む。          

【 協働的な学びの充実】             

・ 自己の考えを広げ深める「 対話的な学び」 を実現する。          

・「 自己の考えの表現」 と 「 考えの交流」 に ICT を効果的に活用すると と も に、 書く 活動のよさ を大事にする。    

【 学習意欲の向上】             

・ 学びの必要性を児童が実感でき る教材の工夫を図る。          

・ 学習し たこ と の振り 返り を次の学習に肯定的につなげ、 学びの自己調整を行う こ と ができるよう にする。     

【 学習環境の整備】  

・ 学び方を自覚し 、 基礎・ 基本の定着を図るために、 習熟度別指導の充実を図る。

「 すなおな えがお ひろ がる 末広小学校」　 協働する学校　 ― チーム末広 ― 

家庭・ 地域・ 学校が協働し て、 みんなが笑顔になる学校に。 地域人材の学習支援・ 活動支援。

児童が安心し て自分ら し さ を発揮でき る、 自己肯定感・ 自己有用感・ 自尊感情を高め、 自信と 誇り あふれる人づく り 。  

・ かつし か郷土かるた・ 米作り ・ 茶道体験・ 華道体験・ 障害者理解・ 異学年交流 等

☆地域と 協働し 、 児童に自信をも たせ、 愛校心・ 郷土愛の育成。 ( 和太鼓・ 金管合奏の出張演奏 ) 

☆フ ィ ールド ワーク (PTA) ・ 親子行事 (PTA おやじ の会 )・ 家庭と 連携・ 協働し た体験学習の実施。

【 目指す学校像】

☆児童・ 教職員・ 保護者・ 地域の強力な連携が基盤と なる

○児童が誇れる学校・ ・ ・ 安心できる居場所が確保さ れ、 互いに認め合い、 励まし 合い、 高め合う

○保護者が信頼する学校・ ・ ・ 児童が学校のこ と を大好き である

○地域が応援する学校・ ・ ・ 開かれた学校であり 、 児童が地域を愛し ている

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 2 2 2 2 2 2 1 2

児童数 5 8 5 3 6 0 6 1 6 2 6 2 3 5 6
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小 

学 

校

隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校柴 又

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区柴又4 − 3 0 − 1

0 3（ 3 6 5 8 ）5 1 6 7

0 3（ 5 6 9 4 ）4 0 8 4

北総線新柴又駅徒歩３ 分

京成線柴又駅徒歩1 0 分

昭和1 4 年1 0 月２ 日

宮本　 美津子（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

住　 吉小学校

北　 野小学校

鎌　 倉小学校金　 町小学校

東柴又小学校

≪き ら き ら 　 わく わく 　 にこ にこ ≫

○明る く 元気な子

○よ く 聴き 考え表現する 子

○思いやり のある 子

　 本校は、 児童に自信と 勇気を 与え、 児童の希望や夢を 育む教育を 行っ
ていき ます。 そのために、 児童一人一人の輝き ・ 感性を 大切にし ながら 、
人権尊重の精神を 基盤と し てみんなが幸せな持続可能な 社会の形成者と
し ての自覚と 連帯意識を も ち、 新し い時代を たく ま し く 生き 抜く こ と の
でき る 児童を 育成するこ と を 目標にし ています。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

〇１ 人１ 台タ ブレ ッ ト 端末の活用・ ・ ・ 未来社会の在り 方を 見据えながら 、 今学校で育てる べき 実現に向けた授業

改善を 、 １ 人１ 台タ ブレ ッ ト 端末の効果的活用を 進めながら 図っ ていき ます。

○校内研究・ 研修の充実・・・ 全教員で取り 組む校内研究「 特別な教科　 道徳科　 研究主題　『 主体的に自己を 見つめ、

自他を 認め合う 児童の育成』」 を 通し て、 全教員の道徳科の授業力向上と 道徳教育の充実を 図り ます。

○上越市浦川原区の小学校と の交流・ ・ ・ 戦争中学童疎開地であっ た浦川原村立（ 現在は、 上越市浦川原区） の小

学校と 交流を 行っ ています。 毎年、 ４ 年生は夏休みに浦川原に一泊し 、 ショ ート ホームスティ 等、 都会では味わ

えない貴重な体験を し ていまし た。 現在は、 宿泊交流は中止し 、 オン ラ イ ン での交流を し ています。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

○鼓笛隊・ ・ ・ ６ 年生全員が参加し ます。 春はフ ロ リ ズ通り フ ェ スティ バル、 夏は寅さ んまつり のパレ ード に参加

し ます。 また、 毎週の朝会での行進時、 体育発表会などで演奏し ています。

○柴又地域体験・ ・ ・ 地域の方々を お招き し た授業や、 地域を 題材にし た授業を 体験し ています。

○たてわり 活動・ ・ ・ 学年の枠を 外し た教育を 推進し ています。 たてわり 班活動では６ 年生を 中心に遊びを 考え様々

な学年が全員楽し めるよ う に企画し ます。

〇特別支援学級（ さ く ら ） と 通常学級と の交流活動…社会科見学、体育発表会などでは年間を 通し て行い、各教科、

給食の時間などでも 交流し ています。

　 本校は昭和 1 4 年 1 0 月に柴又尋常小学校と し て開校し 、 今年度で開校 8 6 周年と なり まし た。 ゆっ たり 流れる

江戸川、 帝釈天の参道、 人情あふれる 町柴又が学区域です。 開校以来豊かな自然と 心温かい地域の皆様に見守ら れ

てき まし た。 現在 1 6 学級（ う ち 特別支援学級４ 学級） の中規模校です。 本校を 、学校地域応援団（ あいさ つ運動、

読み聞かせボラ ン ティ ア、 校庭花壇の植栽等）、 Ｐ Ｔ Ａ 、 親子で楽し む会が教育活動を 支えてく ださ っ ていま す。

わく わく チャ レ ン ジ広場の指導でも 地域の方々にお世話になっ ています。 柴又なら ではの体験学習では、 たく さ ん

の地域の方々がゲスト ティ ーチャ ーと し て子供たち の豊かな体験活動を 支援し てく ださ っ ています。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生
特別支援
学　 級 合計

学級数 2 2 2 2 2 2 4 1 6

児童数 4 5 6 1 4 6 5 0 5 9 4 7 2 8 3 3 6
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隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

学校から のメ ッ セージ

特色ある教育活動

小学校鎌 倉

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区鎌倉4 − 2 4 − 1

0 3（ 3 6 5 0 ）0 3 2 6

0 3（ 5 6 9 4 ）4 0 6 9

北総線新柴又駅南口徒歩８ 分

京成線小岩駅北口徒歩８ 分

昭和2 7 年1 1 月１ 日

松本　 清史（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

高　 砂小学校

東柴又小学校

柴　 又小学校住　 吉小学校

細　 田小学校

１ 　 考 え 行 動 す る 子  … 　 思考力・ 判断力・ 表現力や活用する 力を 伸ばし 、 主体的に学習する 意欲や態度を

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 身に付けさ せ、 課題に粘り 強く 取り 組み、 自ら 考え行動でき る 児童を 育成する 。  

２ 　 思 い や り の あ る 子 … 　 学校の全教育活動を 通し て、一人一人の児童の良さ を 認め自信を も たせると と も に、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 友達の良さ に気付き 、 友達を 思いやる 豊かな心を も つ児童を 育成する 。

３ 　 心 と 体 の 元 気 な 子  … 　 健康な生活を 営も う と する態度を 育てると と も に、 日常的な運動を 通し て、 体力向

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 上を 図り 、 強く てたく まし い心と 体を も つ児童を 育成する。

【 重点目標】 ………………

【 知識・ 技能の定着】 ……

【 協働的な学びの充実】 …

【 学習環境の向上】 ………

【 学習意欲の整備】 ………

１ 　 5 0 年以上の伝統を 誇る 地域の交通安全パレ ード に参加し 、 地域と のつながり と 誇り を 育てます。
２ 　 長年行われて いる「 き ょ う だいグループ 活動」 を 継続し て 行い、 上学年は下学年のために、 下学年は上学 

年を お手本に、 主体性や協調性、 他者のためにすすんで働く 豊かな情操を 育てます。
３ 　 区内で も 広い 学級園や自然を 生かし 、 循環型の環境学習や体験学習に 全学年が取り 組み、 SD G s に つ 

いての理解を 深める探究的学習を 進めます。
４ 　 保護者お手伝いによる 週１ 回の「 読み聞かせ」 を 全学年で行い、 読書好き の児童を 育てます。

○すべての教育活動の根幹に「 感謝」 を 置き 、 毎日通っ てき てく れる お子さ んたちに感謝、 毎日送り 出し てく ださ
　 る保護者の方々に感謝、 温かく 見守り 、 支えてく ださ っ ている 地域の方々に感謝、 共に働く 同僚に感謝の気持ち
　 を も ち 続けます。
○「 Ａ ( 当たり 前のこ と を ) Ｂ ( 馬鹿にし ないで ) Ｃ ( ち ゃ んと ) Ｄ ( でき る人 ) になろ う 」 を 合言葉に、「 学校は　
　 自分を より よ く する 場」 と いう 意識を も っ て過ごせる よ う にし ています。      
○目指す学校像「 学んでよかっ た学校」・「 学ばせてよかっ た学校」・「 地域の自慢の学校」・「 教職員の誇り の学校」

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 2 2 2 2 2 2 1 2

児童数 4 5 4 3 3 9 5 5 4 5 6 1 2 8 8

○基礎・ 基本を 確実に習得さ せ、 自ら 学ぶ児童を 育成する 。

○「 でき る」「 わかる 」 活動を 充実さ せ、「 楽し い」 授業を 展開する 。

・ タ ブレ ッ ト 端末を 活用し た個別最適な教材の活用を 通し て、 学びの充実を 図る 。

・「 振り 返り 」 を 重視し 、 メ タ 認知を 通し て学びに向かう 力を 向上さ せる 。

・ 発表や話し 合いの際にタ ブレ ッ ト 端末によ る協働学習ソ フ ト を 積極的に活用し 、 考え

　 を 深めたり 広げたり でき る よう にする。

・「 ～し たい」 と 思わせる発問や教材を 工夫し 、 児童の学習意欲の向上につなげる。

・「 振り 返り 」 を 称賛し 、 次時の学習に肯定的につなげら れるよ う にする 。

・「 かつし かっ 子学習スタ イ ル」 の徹底を 図り 、 学び方の基礎・ 基本を 定着さ せる。

・「 ひと み学習 ( 一人で→友達と →みんなで )」と いう 協働的な学習スタ イ ルを 定着さ せ、

　 共に学ぶよ さ や楽し さ を 味わわせる。
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小 

学 

校

隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校水 元

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区水元4 − 2 1 − 1

0 3（ 3 6 0 7 ）0 2 0 1

0 3（ 5 6 9 9 ）1 4 6 5

JR常磐線金町駅より 京成バス戸ヶ 崎

操車場行き「 水元小学校」下車徒歩１ 分

明治4 0 年1 0 月１ 日

佐々田　 俊介（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

飯　 塚小学校

東水元小学校

幸　 田小学校花の木小学校

　 こ れから の持続可能な社会に向けて 、 児童が自己肯定感を 高め、 他者を 理解し 、 人や社会、 自然等と 協調し ながら 、 共生社
会の一員と し てたく まし く 生き ていく ための資質・ 能力を育成し ます。
○よく 考えるこ ども （ 問題解決力）
　 学ぶ意欲をも ち、 確かな学力を身に付け、 主体的に行動でき る児童を育成し ます。
○たく まし いこ ども （ 実践力）
　 困難に負けない強い心をも ち、 体力を養い、 健康で活力ある生活を送るこ と ができ る児童を育成し ます。
○心豊かなこ ども （ 人間関係形成力）

明るく 素直な心と 規範意識をも ち、 生命を尊び、 自他のよさ を尊重し て高め合える人間性・ 社会性豊かな児童を育成し ます。

【 重点目標】
○学びに向かう 力を育む・ 学習意欲の向上・ 学習習慣の定着・ 確かな学力の定着を目指し ます。
○「 かつし かっ 子学習スタ イ ル」 の定着に向けた取組を保護者へ働き かけ、 家庭と 協力し て学習規律と 学習習慣の確立を 目指

し ます。
〇教科担任制を推進し 、 専門性を生かし た質の高い授業を通し て、 さ ら なる授業改善を図り ます。

【 授業改善の推進による授業の充実】
〇スモールステッ プと 反復学習を徹底し 、「 でき た」「 わかっ た」 と いう 達成感を味わわせます。
〇ペアワーク やグループワーク 、 話し 合い活動など、 言語活動を重視し た学び合いの授業を展開し ます。
〇大型提示装置やタ ブレ ッ ト 端末を活用し 、 導入を工夫し て児童の興味・ 関心をも たせると と も に、 自分の学びをふり 返る時
　 間を設け、 目標に向かっ て努力する姿勢、 学びに向かう 力を育てます。

〇教科担任制・ 副担任制を推進し 、児童の多面的・ 多角的な理解と 教員の指導力・ 対応力の向上を図り ながら 、教職員が一丸と なっ
　 て、 児童の学びや可能性を引き 出す教育活動を展開し ます。
〇児童が地域社会と 関わり ながら 成長し 、 水元郷土愛を育めるよう に、「 水元のよさ を地域の人と と も に　 ～花いっ ぱい　 笑顔
　 いっ ぱい　 つなぐ ・ つながる水元小～」 をスローガンに、 学校地域応援団や地域ボラ ンティ アと 連携し 、 地域人材や地域施
　 設を活用し た水元独自の学習活動（ SD Gs の取組や栽培活動、 水元地域の自然・ 歴史・ 新校舎を生かし た体験活動等） を
　 計画的に実践し ます。

【 安全・ 安心な環境の中で、 成長や変容を 実感さ せ、 共に伸びよ う と する意欲を 高める学校を 目指し て】
〇き れいな校舎・ 教室、 あふれる笑顔・ あいさ つ
　 仮設校舎での生活を 終え、 いよ いよ 待望の新校舎が完成し ます。 新し い学び舎には、 こ れから の教育にふさ わし い学習環境

が整えら れ、 子供たち が伸び伸びと 活動でき る 空間が広がり ます。 また、「 4 つのあ」（ あいさ つ・ あんぜん・ あつまり ・ あ
と し まつ） を大切にし 、 あいさ つを通し て心をつなぎ、 温かい人間関係を広げます

〇子供たち一人一人の気持ちに寄り 添い、 安心でき る居場所
　 学年全体で子供たちを支える「 チーム学年経営」、全学年における「 副担任の配置」、教育相談室「 ひまわり ルーム」、校内サポー

ト 教室「 まんまる ルーム」、 個別指導「 のびのびルーム」 等の安心し て過ごせる 環境を 整え、 専門スタ ッ フ と 連携し て必要
な支援をチームで行います。

〇子供たち一人一人の学びをより 深く 支えるための指導体制
　 ３ 年生以上における「 教科担任制」、 全学年における「 算数習熟度別指導」 を実施し 、 子供たちの実態や学習内容に応じ て、

専門性を活かし た指導を行います。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生
特別支援
学　 級 合計

学級数 3 4 3 4 3 3 5 2 5

児童数 9 9 1 1 1 1 0 1 1 1 6 1 0 4 1 0 2 3 9 6 7 2
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隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校こ すげ

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区小菅3 − 8 − 1

0 3（ 3 6 0 2 ）6 2 7 1

0 3（ 3 8 3 8 ）5 7 6 1

東京メ ト ロ千代田線綾瀬駅徒歩1 0 分

京成線堀切菖蒲園駅徒歩1 2 分

平成1 3 年４ 月１ 日

土井　 るみ（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

南綾瀬小学校

東綾瀬小学校

西小菅小学校堀　 切小学校

西亀有小学校

○こ れから の、 持続可能な社会の実現に向けて、 人と 社会、 自然等と 協調し ながら 、 人権尊重の精神を 培い、 健全
な社会人と し て、 心豊かにたく まし く 生き ていく ための資質・ 能力を 育成する 。

豊かに学ぶ　 こ すげの子　（ ◎は今年度重点）

◎よ く 考える 子　 　 　 ・ 思いやり のある 子　 　 　 ・ 体を き たえる子
＜知・ 徳・ 体の調和のと れた「 かつし かっ 子」 の育成＞

＜授業改善の推進＞
【 知 識・ 技 能 の 定 着】

【 協働的な学びの充実】

【 学 習 意 欲 の 向 上】

・ ねら いを 明確にし 、 見通し を も っ て学習に取り 組む。
・ 放課後学習（ こ すげタ イ ム） を 活用し 、 個に応じ た課題に取り 組む。
・ 児童が考え、 その考えを 伝え、 まと める 時間を 設定する 。
・ ペア学習やグループ学習など、 学び合う 学習活動を 行う 。
・ タ ブレ ッ ト 端末を 活用し 、 友達と 考えを 共有し 、 話し 合う 機会を 設定する 。
・ 児童の興味関心を 高める 課題を 設定する 。
・ 児童の学習成果を 認め、 励ます。  「 ノ ート 名人」 等の紹介、 価値付ける 。

○全学年で年間を 通し た「 俳句づく り 」 に取り 組み、 俳句集を 作成
○心の教育の充実 （ あいさ つ運動、 道徳授業の充実、 スク ールカ ウン セラ ーの活用）
○体力づく り と より よ い生活習慣の確立 （ 持久走 ・ 運動の基礎感覚づく り を 取り 入れた体育授業）
○特別支援学級 ( 若草学級 ) の併設によ る交流活動、 たてわり 班による 異学年交流活動の充実
○学校地域応援団（ 地域見守り 隊） を 結成し 、 地域人材・ 地域の教育力の活用を  図り 、 地域ぐ る みで子供を 育て

ていく 、 学校・ 家庭・ 地域が一体と なっ た教育活動
○こ すげ金管バンド の活動 ( 学校行事や地域行事で、 学校の代表と し て演奏を し ていく 。）
○図書ボラ ン ティ アによる 読み聞かせやお話会、 花菖蒲読書月間（ 6 月） 等の取組による 情操教育

　 特別活動の取組を 充実さ せ、 温かな人間関係を 育む土台を 築く ために、 人と の交流を 大切にし て、 子供が安心し
て学校生活を 送れる環境づく り に取り 組んでいます。 令和５ 年度から 、 国語科の研究に取り 組み、 児童自ら が「 問
い」 を つく り 、 友達と 協働し ながら 、 主体的に問題解決を 図る 授業を 展開し 、 子ども たち の学力の定着・ 向上に努
めています。 また、 教職員は児童の活動を 価値付けて、 自尊感情や自己肯定感を 高めていけるよ う 、 教育活動を 進
めていき ます。

○子ども にと っ て学ぶ喜びや楽し さ を 実感でき 、 安全・ 安心に過ごせる 学校
○教員にと っ て、 使命感と 熱意を も ち 、 授業改善や児童理解に努める 学校
○保護者にと っ て、 安心し て子ども を 預け、 子ども の成長が期待でき る 学校
○地域にと っ て学校と 連携し て教育活動を 行い、 と も に子ども を 育てる 学校

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生
特別支援
学　 級 合計

学級数 2 2 2 2 2 2 3 1 5

児童数 4 5 5 1 4 2 4 3 6 5 5 8 2 1 3 2 5
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小 

学 

校

隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校半 田

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区東金町5 − 1 6 − 1

0 3（ 3 6 0 7 ）3 2 9 5

0 3（ 5 6 9 9 ）1 3 9 6

JR常磐線金町駅徒歩1 8 分

京成線金町駅徒歩2 0 分

金町駅南口より タ ウンバス「 半田小学校入口」徒歩２ 分

昭和2 6 年４ 月１ 日

青木　 秀隆（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

金　 町小学校

東水元小学校

東金町小学校原　 田小学校

『 思いやり のある子』
　 互いの人格を尊重し 、 人間理解を深め、 共に活動し 、 多様性を尊重する心をも つ。（ 人間関係形成力）

『 よく 考える子』
　 基礎・ 基本を徹底し て身に付け、 主体的に思考し 、 判断し 、 表現し て課題解決する力をも つ。（ 問題解決力）

『 たく まし い子』
　 地域や社会の一員と し て規範意識を高め、 社会に貢献でき る心と 体の健康と 体力をも つ。（ 実践力）

『 進んで取り 組む子』
　 身に付けた知識 ・ 技能を活かし てさ らなる課題を見付け、 探求し 、 自ら 解決を目指すと と もに、 仲間と 連携し 、 協力し 合って取り
　 組む態度をも つ。（ 協働力）

『 学びがいのある半田小』 の実現を目指す。
〇分かる授業・ 魅力ある授業づく り により 、 児童が毎時間の学習がよく 分かり 、 進歩・ 向上が自覚できるよう にする。
〇児童のよい面を見付け、 伸ばす姿勢をも つこと により 、 一人一人が力を十分に発揮できる場がある。
〇タ ブレット 端末を効果的に活用し 、 教育の情報化を推進する。 また電子ド リ ルを活用するこ と により 、 隙間時間を有効に活用し 、

好きな分野や好きな教科の力を主体的に伸ばし ていき、 自信につなげていく 。 　 　 　 　 　 　 　 　
〇学ぶ楽し さ ・ できた喜びをすべての児童が味わえるよう 指導を工夫し 、 確かな学力を身に付けさ せる。
〇タ ブレット 端末で授業を撮影すること で、 ＯＪ Ｔ に活用し 、 指導力向上につなげる。

◎半田葛西囃子保存会のお師匠さ んから「 葛西ばやし 」 の演奏、 歴史を学ぶと と もに、 郷土愛を育み、 礼儀正し さ の大切さ について
も 理解できる子供を育てています。

◎外部講師の方から葛飾郷土かるた、 茶道教室等の伝統文化の体験活動に取り 組んでいます。
◎人権教育、 福祉教育を通し て命の大切さ 、 思いやり の心を育てます。 その中でパラリ ンピアンと の交流を行います。
◎外部講師の方からコ オディ ネーショ ント レーニングをご指導いただき、 身体的な運動技術向上に加え、 集中力・ 判断力・ 問題解決

能力と いった子供の多面的な発達を促進し ていきます。
◎水元図書館や図書ボランティ アと 連携し て、 読み聞かせ、 お話会など本に親し む時間を推進し ます。
◎学区域に隣接する水元公園を活用し て生活科の学習を進めています。  
◎近隣の幼稚園・ 保育園、 隣接する東金町中学校と 連携し て、 年間を通し て行事交流や出前授業、 ピアリ ーダーなどを実施し たり 、

情報交換を行ったりし ていきます。
◎算数の学習において少人数のグループ編成を導入し 、 『 個に応じ た指導の充実』 に努めていきます。
◎教員の校内研究では、 算数科「 学ぶ楽し さ ・ できた喜び」 に重点を置き、 授業力向上を目指し ます。

【『 夢づく り 　 人づく り 　 自分づく り 』 ～継続は力なり ・ 伝統の継承～】 をスローガンに、 全教職員で教育目標の実現を目指し まてい

ます。

「 学びがいのある半田小」「（ 保護者の皆様が） 安心し て任せられる半田小」「 地域の伝統・ 学校の伝統をつないでいく 半田小」

「 チーム半田・ オール半田で先生が元気、 子供たちが笑顔の半田小」 です。 各行事等にぜひご来校く ださ い。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 3 3 3 3 3 3 1 8

児童数 9 0 9 8 8 5 1 0 0 8 8 1 0 5 5 6 6
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隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校宝木塚

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区宝町2 − 2 9 − 2 3

0 3（ 3 6 9 3 ）4 7 8 8

0 3（ 5 6 9 8 ）1 7 3 7

京成線お花茶屋駅徒歩５ 分

昭和2 6 年４ 月１ 日

小髙　 和子（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

梅　 田小学校
堀　 切小学校

白　 鳥小学校

上千葉小学校
綾　 南小学校

よ つぎ小学校

南綾瀬小学校
清　 和小学校

中青戸小学校

　 人間尊重の精神を基調と し 、 自ら の個性を生かし て、 社会の変化に主体的に

対応し 、 生涯学び続けながら 、 持続可能な社会の形成に参画し 、 広く 国際社会

に貢献できる心身と も にたく まし い児童の育成を目指し 次の目標を設定する。

◎　 ●考 え る 子（ 問題解決力）

　 　 ●やさ し い子（ 人間関係形成力）

　 　 ●元 気 な 子（ 実践力）

◇
◇
◇
◇
◇

◎身につけた知識・ 技能を活用し 、 自ら 学び、 考えながら 主体的に判断し 、 協働的な学びができる児童の育成   

　 考えたり 、 調べたり し たこ と を 発表する場を増やし 、 いろ いろ な考えに触れる機会を作り 、 さ ら にペア、 グループでの意

見交換を活発にする「 と こ ぐ ま授業スタ イ ル」 の授業実践を通し 、 主体的・ 協働的な学びができる子を育てます。   

◎自他の人格を尊重し 、 豊かな心で、 思いやり をも っ て人と 関わるこ と ができ る児童の育成    　 　

　 全教科を通し て、人権に配慮し た授業を行う と と も に、ト レ ジャ ータ イ ム、宝木塚ハッ ピープロジェ ク ト 等の活動を通じ て、

思いやり ややさ し さ を育みます。           

◎基本的な生活習慣を身につけ心身の健康と 安全に向け、 進んで取り 組む児童の育成      

　 代表委員会やボラ ンティ ア児童による 「 あいさ つ運動」 の取り 組みを行っ たり 、「 宝木塚のきまり 」 の徹底を図っ たり する

こ と で、 基本的生活習慣を身につけさ せます。

◎「 ト レ ジャ ータ イ ム（ 縦割り 班活動）」 による主体性や思いやり の心の育成

　 ６ 年生の児童を中心に交流活動の企画・ 立案・ 準備を行い、 縦割り 班ごと に活動を行います。 他学年と の活動を通し て児童は、

主体性や思いやり の心を学んでいき ます。

◎６ 年生を中心と し た「 宝木塚ハッ ピープロジェ ク ト 」

　 学校をより 良く するために６ 年生自ら が理想の学校像を考え、その実現のための「 宝木塚ハッ ピープロジェ ク ト 」の企画・ 立案・

実践を行います。

◎と こ ぐ ま授業スタ イ ルの実践

　「 と 」 いを も たせる 導入、「 こ 」 じ んでまず考える 、「 ぐ 」 ループで話し 合い、 共有し 、「 ま」 と めと いう 、 授業スタ イ ルに全

校で取り 組んでいます。 子供たちが自分たちで問いをも ち、 友達と 交流し ながら 、 課題を解決する授業を目指し ています。

　 本校は宝町 2 丁目にあり 、「 宝の町の宝の学校」 をキャ ッ チフ レ ーズと し て、児童が地域の宝と なるよう に。 また、児童にと っ

て明日が待ち遠し く なる魅力のある学校づく り を目指し ています。

①校内研究・ ・ ・ 生活科・ 社会科の学習を通し て、 主体的に問いを追究し たり 、 気付き を深めたり する授業づく り を 教職員一

丸と なっ て研究し ていきます。

②あいさ つ運動・ ・ ・ 代表委員会を中心に、「 あいさ つ週間」 を通し て児童がし っ かり と 声を出し て挨拶をする習慣を育みます。

その他にも 「 幸せの輪を 広げよう 週間」、「 廊下を 正し く 歩こ う 週間」 など、 児童が主体的に学校を より 良く し よう と する取

り 組みを大切にし ています。

③校舎新築のため、 令和６ 年９ 月から 仮校舎での生活が始まっ ています。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 2 2 2 2 2 2 1 2

児童数 6 2 4 1 6 5 7 0 6 6 6 1 3 6 5
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小 

学 

校

隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校青 戸

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区青戸6 − 1 8 − 1

0 3（ 3 6 0 1 ）6 1 8 5

0 3（ 3 8 3 8 ）5 7 5 8

京成線青砥駅徒歩８ 分

昭和2 5 年７ 月1 8 日

津田　 昌明（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

葛　 飾小学校
住　 吉小学校

中青戸小学校

新　 宿小学校
白　 鳥小学校

高　 砂小学校
亀　 青小学校

　 東京都教育委員会や葛飾区教育委員会の教育目標、 なら びに葛飾区教育
振興基本計画、 本校の教育課題、 地域や保護者の願い、 児童の実態等を ふ
まえ、 人権尊重の精神を 基調と し 、 知・ 徳・ 体の調和のと れた児童の育成
をめざし 、 次の教育目標を設定する。

○笑　 　 顔（ かんがえる子ども ）

○元　 　 気（ たく まし い子ども ）

○思いやり （ や さ し い 子 ど も ）

◇
◇
◇
◇
◇

１ 　 校内研究（ 国語科授業研究） を通し て、 自分の考えを主体的に表現し 、 学び合う 児童の育成を目指し 、 ①言語活動の工夫

　 　 を通し て、 読み解く 力や表現力を高める授業づく り ②読書環境の充実③言語環境の工夫、 を行う 。

２ 　 ４ 年生以上で教科担任制を実施し 、 より 専門性の高い指導を実現する。

３ 　 習熟度別指導やオク リ ンク プラ スなどの活用で、 個々の学習課題にあっ た内容に取り 組む。

４ 　 タ ブレッ ト や手書き のシート などを活用し 、 友達の考えに触れる機会を増やし 、 学びを深める。

５ 　「 かつし かっ 子学習スタ イ ル」「 葛飾教師の授業スタ ンダード 」 を徹底し 、 学習への取り 組み方・ 学習規律の定着を図る。

１ 　「 持続可能な SD G s の取り 組み」 と し て、 児童主体に学校内から 保護者、 地域に活動を広げていき ます。（ 学校地域応援団
と 委員会が連携し た花壇整備、 栽培活動。 PTA 本部と 委員会が連携し た地下道の掲示板活用。）

２ 　「 豊かな心の育成を目指す特別活動の充実」 と し て 、 高学年が中心と なる 「 なかよし 班活動」 の活動機会を年間通し て増や
し ていき ます。

３ 　「 より 楽し く わかる教科担任制の推進」 と し て 、 ４ 年生以上で教科担任制を実施し ます。 また、 各学年にチーム学年体制を
整える上で、 担任プラ ス１ 名の教員を加えてのサポート 担任制を行います。

４ 　 朝学習の時間を 活用し 、 児童の実態や発達段階に応じ て計算、 朝読、 よ む YO M U ワーク シート などに取り 組み、 基礎学
力を付けます。

５ 　 難聴学級・ 院内学級と の交流を通し て、 障害のある友達への正し い理解を深めます。
６ 　 特別支援教室と 教育相談機能をも つ「 青戸ルーム」 の充実に努めます。

　 　「 笑顔・ 元気・ 思いやり 」 にあふれる、「 かつし かっ 子」「 青戸っ 子」 をめざし た５ つの柱
１ 　 心づく り 　
　 一人一人の児童に寄り 添う 教育活動を行い、 特別支援教育を充実さ せ、 いじ めを許さ ない学校づく り を目指し ます。
２ 　 知づく り
　 校内研究である国語科を中心に、 校内 O JT 研修も 充実さ せ、 授業力の向上と 改善による学力の向上を目指し ます。
３ 　 体づく り
　 体育科担当教員を中心と し た専門性の高い体育科授業、 体育行事の充実による心と 体の健康づく り と 体力向上の日常化を
　 目指し ます。
４ 　 組織づく り
　 全教職員が組織的な情報共有、 行動連携を行い、 自覚と 誇り をも ち、 信頼さ れるチーム青戸を目指し ます。
５ 　 地域・ 家庭連携づく り
　 個人面談や保護者会の実施、 地域の方と のかかわり や地域行事への参加、 幼保小中での連携を通し て自己肯定感を高める
　 ための特色ある教育活動を推進し ていき ます。 　

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生
特別支援
学　 級 合計

学級数 2 3 3 3 4 4 1 2 1

児童数 6 1 9 8 9 9 1 0 3 1 2 6 1 2 1 0 6 0 8
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隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校清 和

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区立石6 − 2 − 1

0 3（ 3 6 9 3 ）4 6 4 6

0 3（ 5 6 9 8 ）1 7 3 3

京成線立石駅徒歩８ 分

京成線青砥駅徒歩1 0 分

京成バス葛飾区役所徒歩１ 分

昭和2 7 年４ 月１ 日

小川　 和美（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

本　 田小学校

宝木塚小学校

梅　 田小学校

中青戸小学校

葛　 飾小学校

白　 鳥小学校

じ ょ う ぶなから だと 　 豊かな心をも ち　 よく 考え進んで学ぶ

〈 プラ ン １ 〉　 知識・ 技能の定着
①ド リ ル・ 繰り 返し プ リ ン ト ・ ド リ ルパーク 等を 活用し 、 反復学習を する と と も に、 AI 個別問題を 活用し 、 苦

手な問題に繰り 返し 取り 組む。
②習熟度別指導やオク リ ン ク プラ ス、 グーグルク ラ スルームを 活用し 、 個別最適な課題に取り 組む。

〈 プラ ン ２ 〉　 協働的な学びの充実
①ペアやグループでの話合いなど、 他者を 理解し 、 互いに学び合う 活動を 意図的に取り 入れる。
②多く の友達の考えに触れる機会を 増やし 、 学び合いを 進める 。

〈 プラ ン ３ 〉　 学習意欲の向上
①見通し を も っ て主体的に学習に取り 組み、 めあてを 設定し 学んだこ と を まと め、 次の学習につなげる 。
②学んだこ と を 振り 返り ながら 自己調整し 、 課題を 追究でき る よう な問題解決型学習の実施を 図る 。

◎狂言鑑賞やプロ アスリ ート によ る指導、 西洋美術館鑑賞を 通じ て本物にふれる 体験を 計画的に設定し 、 児童の情
操や探究心を 育み、 学びの機会を 充実さ せる。

◎タ ブレ ッ ト 端末を 効果的に活用する ために、 学習支援ソ フ ト を 取り 入れた授業実践を 行う 。 また、 全校タ イ ピ ン
グ検定を 実施する ために、 朝の学習時間に計画的に取り 組む。

◎食育年間指導計画を 基に、 食育リ ーダー教員、 栄養教諭を 中心と し て、 食に対する関心を 高め、 健全な食生活の
実践に取り 組む。

◎学校司書や図書ボラ ンティ アと 連携し 、 読み聞かせやお話会等を 通し て読書活動を 充実さ せる。
◎あいさ つ運動やボラ ンティ ア清掃の活動を 通し て、 豊かな情操を 育む。

　 本校は、 葛飾区役所の東隣にあり 、 桜通り に面し た素晴ら し い教育環境にあり ます。 創立 7 4 周年を 迎え、 地域
に根ざし た学校と し て、 地域と の連携を さ ら に強く し ていき ます。
　 　 平成 2 6 ・ 2 7 年度は東京都言語能力向上拠点校及び葛飾区教育委員会教育研究指定校と し て 、 国語科の研究
に取り 組みまし た。 平成 2 8 年度は東京都言語能力向上拠点校及び日本の伝統・ 文化教育推進校、「 夢・ 未来」 プ
ロ ジェ ク ト 実施校と し て国語科やオリ ン ピ ッ ク ・ パラ リ ン ピ ッ ク 教育に取り 組みまし た。 平成 2 9 年度は日本の伝
統・ 文化教育推進校と し て取り 組み、 平成 2 9 ・ 3 0 年度の２ 年間、 葛飾区教育委員会教育研究指定校及び国立教
育政策研究所実践研究協力校と し て取り 組みまし た。 令和４ ・ ５ 年度は葛飾区教育研究校と し て「 ICT 機器を 活用
し た協働的な学びの実現に向けて」 を 研究主題に取り 組みまし た。
　 令和６ 年度よ り 、 葛飾区教育研究校と し て、「 目的に応じ て読みを 深め、 自分の考えを 表現でき る 児童の育成」
を 研究主題に設定し て、 研究を 進め、 令和７ 年 1 1 月 2 8 日に研究発表会を 行います。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生
特別支援
学　 級 合計

学級数 1 2 2 2 2 2 2 1 3

児童数 2 9 3 6 3 9 3 8 5 4 4 7 1 0 2 5 3



ー 3 3 ー

小 

学 

校

隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校中之台

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区亀有5 − 2 − 1

0 3（ 3 6 0 5 ）7 3 5 3

0 3（ 5 6 9 7 ）1 3 0 1

JR常磐線亀有駅徒歩７ 分

昭和2 6 年10 月16 日

宮田　 さ やか（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

道　 上小学校 西亀有小学校亀　 青小学校

　 人間尊重の精神を 基調と し て、 心身と も に健やかで、 葛飾に誇り と 愛着を 感じ 、 その発展に寄与する と と も に、
国際感覚を 備えた児童を 育成する ため、「 かがやく 未来を つく る 力を 身に付けた子供（ 知性、感性、品性や体力を 育み、
豊かな人間性と 人格を 兼ね備えた次代を 担う グロ ーバルな人間）」 を 育む教育を 推進する。

・  よ く 学 ぶ 子 ( 知育 ) 　《 本年度の重点》
・  や さ し い 子 ( 徳育 )
・  たく まし い子 ( 体育 )

◎確かな学力・ 体力を 育てます
・ 課題解決型の授業を 各教科で実施し 、 児童自身が学習のめあてを 考えるなど主体的に学習に取り 組む態度を 育て

ます。
・ 校内研究（ 算数科） を 通し て、指導の個別化と 学習の個性化を 意識し た授業づく り を 行い、学力の向上を 図り ます。
・ ICT 機器を 活用し 、 個々の学習課題に合っ た学習に取り 組むなど、 一人一人の児童の学習状況にき め細かく 対応

し て、 学力を 伸ばし ていき ます。 　
・ 体力テスト の結果を 基に各学年で目標を 設定し 、「 かつし かっ 子体力アッ プ プ ロ グラ ム」 の取組を 毎時間の指導

に取り 入れ、 基礎体力の向上を 図る 。

◎「 地域で学ぶ」「 地域を 学ぶ」 … 亀有地区の学校と し て、 地域と のふれあいを 大切にし ています。 地域の行事へ
積極的に参加し 、 郷土愛の育成に取り 組んでいます。

◎国際感覚を 磨く  … オースト リ アのウイ ーン 市フ ロ リ ズド ルフ 区ツ ェ ーデン ガッ セ小学校と 平成 1 8 年３ 月に姉
妹校と なり 、 作品交流等を 通し て外国の文化や自然について学んでいます。

◎異学年交流で仲よ く  … き ょ う だい学年を 組み、 異学年と 交流する 活動を 通し て 、 互いに敬い、 思いやり を も っ
て接する こ と を 学びます。

◎平成 2 7 年度から 全面芝生の校庭と いう 豊かな教育環境と なり 、 芝生の上でのびのびと 運動し 、 遊ぶこ と ができ
ます。

一人一人の子供が大切にさ れ、 楽し い学校である ために学校経営に３ つの柱を 置いています。
１ 　「 温かい心」 を 育て、 笑顔があふれ、 活力に満ち た明る い学校
２ 　 子供たちに夢と 希望を 抱かせ、 自立する 力を 育てる学校
３ 　 学ぶこ と の意義が実感でき る 教育環境を 整え特色ある 教育活動を 展開する学校

　 保護者・ 地域の信頼、 期待に応え、「 昨日よ り も 今日」「 今日よ り も 明日」 と 、 日々新し い自分を つく る 学校、 安
心し て過ごせる 学校を 目指し ています。 また、 日本語学級設置校と し て、 葛飾区北部の拠点校と し ての役割も 果た
し ています。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 2 3 2 3 2 3 1 5

児童数 6 2 7 6 6 6 7 7 5 3 8 1 4 1 5



隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

ー 3 4 ー

小学校綾 南

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区堀切1 − 2 2 − 1

0 3（ 3 6 9 3 ）7 2 2 7

0 3（ 5 6 9 8 ）1 7 4 3

京成線堀切菖蒲園駅徒歩1 5 分

京成バス堀切中学校徒歩５ 分

昭和2 7 年９ 月1 0 日

保坂　 武（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

堀　 切小学校 よ つぎ小学校宝木塚小学校

人間尊重の精神と 相互信頼を 基盤と し て、

国際社会の変化に自ら 対応でき る 心身共に健全で調和のと れた児童を 育成する。

< 愛情と 信頼の基盤のも と 、 知・ 徳・ 体の調和のと れた教育の推進 >

目指す児童の姿　 　「 やさ し く （ 心） つよく （ 体） かし こ い子（ 知）」
・ 子供の「 確かな学び」 を 実現し 、 児童・ 保護者・ 地域・ 教職員にと っ て「 魅力ある 自慢の学校」 を つく り ます。

◎算数科では、 じ っ く り 、 コ ツ コ ツ 、 ぐ んぐ んコ ース（ 1 ～ 3 、 5 ， 6 学年 3 ク ラ ス展開）（ 4 学年 4 ク ラ ス展開）　
の習熟度別指導によ る柔軟で手厚い指導体制で学習推進を 行う 。 また、学習指導補助員を 配置し 個別指導の重視。

◎ R6 ,R7 年度葛飾区教育研究指定校（ 算数科）
◎朝学習の時間を 活用し て、 小テスト や反復練習を 重視し 基礎基本の定着を 図る 。
◎タ ブレ ッ ト 端末等Ｉ Ｃ Ｔ 機器を 活用し た個別学習や言語活動の推進。
◎『 漢字チャ レ ン ジ・ 算数チャ レ ンジ教室』 を 年間８ 回計画し 、 漢字検定・ 数学検定の全員合格を 目指す級別学習

の実施
◎ 3 年生～ 6 年生において、 外国語専科教員による 充実し た英語教育の実施

◎健康な心と 体づく り のために、 体力向上・ 食育に向けた取組を 計画的に行っ ています。
◎全校一斉によ る朝読書タ イ ムを はじ め、 月 2 回程度、 保護者や地域の方による 読み聞かせなどを 行い読書活動の
　 充実を 図り 、 心豊かな児童の育成に努めています。
◎地域の行事に児童が参加するこ と を 通し て、 郷土愛や地域社会の一員と し ての自覚を 高めています。 　
　（ さ く ら まつり ・ 菖蒲まつり ・ 写生コ ン ク ール・ 少年の主張大会・ ロ ード レ ース大会）
◎学期ごと の勤労生産 ・ 奉仕活動を 通し て、 児童が働く こ と の尊さ や喜びを 体得でき るよ う にし ています。
　（ 地域のあいさ つ運動・ 四季の道清掃活動への参加）
◎「 学校地域応援団」 を 設立し 、 地域と 連携を 深めて多様な活動を 推進し ています。
　（ 花菖蒲栽培や地域清掃活動・ 読書活動・ 芝生の維持活動）

○綾南小学校は 児童、 保護者、 教職員、 地域と が共に歩む学校を 目指し ています。 綾南小学校に関わる 全ての人
にと っ て「 魅力ある 自慢の学校」 であり たいと 考えています。 そのための "活躍の場 ""学びの場 ""集いの場 "を
児童、 保護者、 教職員、 地域それぞれが大切にし ています。「 学校が楽し い」　「 明日も 早く 学校に行き たい」 と
児童が思える こ と が、 私たちの喜びです。

○本校は多く の樹木に囲まれた緑豊かな学校です。 校庭の一角には、「 綾南の森」 や「 菖蒲田」、「 水田」 があり 恵
まれた学習環境です。 安心し て遊べる 広い校庭があり ます、 また、 地域と 協力し て「 グリ ーン キーパズ活動」 に
取り 組んでいます。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 2 2 2 3 2 2 1 3

児童数 5 9 6 3 5 8 7 4 6 0 6 5 3 7 9



ー 3 5 ー

小 

学 

校

隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校川 端

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区東立石1 − 2 − 1

0 3（ 3 6 9 2 ）8 1 3 5

0 3（ 5 6 9 8 ）1 7 2 9

京成線立石駅徒歩1 0 分

昭和2 9 年４ 月１ 日

森　 進一（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

本　 田小学校

二　 上小学校

上平井小学校東四つ木小学校

南奥戸小学校

　 人間尊重の精神と 人間相互のかかわり 合いを基盤と し て、 生涯にわたり 学習す

る基礎を身に付ける と と も に、 新し い時代を創造する 生き る力をも つ、 世界の中

の日本人と し て自覚と 連帯意識を育み、 心身と も に健康で活力のある児童の育成

を目指し 、 次の目標を設定し まし た。

・  よく 考えて実行する子

・  なかよく 助け合う 子

・  明るく じ ょ う ぶな子

◇
◇
◇
◇
◇

【 基幹教科の国語・ 算数】

・ 国語： 校内研究などにより 、「 書く 力」「 話す力」 を育成

・ 算数：「 1 年生から の習熟度別少人数学習」「 タ ブレッ ト の活用」「 放課後学習教室」 により 確実な定着

【 探究的な学習】「 思考力」「 表現力」

・ 生活科・ 総合的な学習の時間での体験的な活動の充実　 　 ・ 全学年でアルバ・ エデュ の「 話す力」 の導入

・ 辞書や学習センタ ーを活用し た調べ学習

【 データ を活用し 、 家庭と 連携し た教育】

・ 4 ～ 6 年生に加えて、 ２ ，３ 年生も 私費による区の学力調査の実施　 　 ・ 1 ， 2 学期に個人面談の実施（ 7 ・ 1 2 月）

◎体験的活動を通し た探究的な学習

①東立石ふるさ と 教育（ 河川教育、 防災教育、 食育やＳ Ｄ Ｇ s、 特別活動等を含む） を実施する。

②保護者や地域の方の協力のも と 、 体力アッ ププログラ ムによる年間を通し た体力づく り を進める。

③縦割り 班活動（ ニコ ニコ 班活動） を活用し 、 子供たちが地域行事への参加・ 協力するき っ かけと する。

④地域人材の協力を得て、 地域の方々と 交流を行い、 地域の活動や行事に参加し やすく する。

◎特別支援教室拠点校と し てのイ ンク ルーシブ教育の充実

①「 たんぽぽ教室」 の教員による担任、 子供支援により 、 誰も がわかる授業を充実さ せる。

②地域人材を活用し 、 医療的ケア児の対応について校内体制を構築する。

◎「 話す力」「 書く 力」 をはぐ く む教育

①アルバ・ エデュ より 講師を招き 、 出張授業により 、 プレ ゼンテーショ ン力や話す力を育成する。

②講師を招いて、 M IM 研修や校内研究を充実さ せる。

　 本校は、 令和７ 年度で開校 7 1 周年を 迎え、 地域や保護者の教育に対する 関心が高く 、 本校の児童は登下校の安全や放課後

の居場所の確保など、 大切に育てら れています。

　 学校と し ては、 教育目標「 よく 考えて実行する 子」（ 問題解決力） の育成に重点を置いて取り 組んでいます。 そし て、「 子供

も 教職員も 夢や希望をも ち 、 多様な人々と 協働し ながら 、 未来を切り 拓く 川端小学校」 を目指し 、 教職員・ 保護者・ 地域が一

体と なっ て取り 組んでおり ます。

　 一番大切にし たいこ と は、「 子供が主役」 を 合言葉に、 子供が創る学校行事、 ニコ ニコ 班活動、 委員会・ ク ラ ブ活動により 、

子供の自治的能力や非認知能力などをはぐ く むこ と で、 子供たちが自己肯定感を高める教育活動を行っ ています。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 2 2 3 2 3 2 1 4

児童数 5 9 6 4 7 2 6 6 7 5 7 0 4 0 6



隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

ー 3 6 ー

小学校北 野

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区柴又3 − 1 0 − 1

0 3（ 3 6 0 7 ）3 2 9 8

0 3（ 5 6 9 9 ）1 2 9 5

京成線柴又駅徒歩８ 分

JR常磐線金町駅徒歩1 5 分

昭和2 8 年６ 月１ 日

景山　 与賜也（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

住　 吉小学校

柴　 原小学校

柴　 又小学校金　 町小学校

　 人権尊重の精神を 基に、 広く 国際社会に目を向け、 社会の変化への対応力や生涯学習の基礎を 培う ために、 自ら 学び考え行

動する、 心身と も に豊かでたく まし い児童の育成を目指す。

○よ く 考 え る 子（ 確かな学力に支えら れた学力と 体力と の定着をめざし ます）

○思いやり のある子（ 相手の立場を考えて行動できる、 思いやり のある心の育成をめざし ます。）

○明 る く 元 気 な 子（ 時と 場に応じ たあいさ つをする子に育てます。）

①「 一人一人が考えの根拠を はっ き り さ せて学び合う 算数の授業づく り 」 培う ために 、 自ら 学び考え行動する 、 心身と も に豊

かでたく まし い児童の育成を目指す。

②６ 年全員が数学検定を受験でき る機会を設ける。（ １ ～ 5 年生は希望）

③週１ 回、「 放課後学習教室ゆう やけ教室」 を行い、 基礎基本の定着を図る。 月 1 回全学年「 パワーアッ プタ イ ム」 の確保。

④学習支援指導員を活用し て、「 かつし かっ 子学習スタ イ ル」 の定着を図る。

⑤全学年、「 コ グト レ オンラ イ ン」 を毎週実施し 、 認知能力の向上を図る。 低学年での M IM 指導。

⑥年 2 回、 児童による授業評価や校内 O JT を活用し た教員の授業力の向上。

①伝統を受け継ぐ 態度の育成…伝統のある６ 年生のマーチングバンド ・ パレード の実施。

②体力向上…年間を通し た休み時間「 G O GO タ イ ム」（ 持久走、 縄跳び、 ク ラ ス遊び） の取り 組み。

③異学年交流の充実…全校遠足、 年間３ 回の縦割り 班集会、 月１ 回の縦割り 班遊びの実施。

④読書活動の充実…学校司書による本の紹介やボラ ンティ アによる読み聞かせ。

⑤外国語・ 外国語活動の充実…外国語・ 外国語活動の充実…授業時数のほかに、 1・ 2 年生は外部講師を活用し た英語活動を実施。

⑥「 SO S カ ード 」 や「 お話ウイ ーク 」 などを活用し たいつでも 誰にでも 相談でき る校内体制

⑦ ICT 機器の活用…パソ コ ンやタ ブレッ ト での調べ学習や話し 合い活動、 デジタ ル黒板・ 実物投影機等活用し た授業の充実。

⑧地域環境、 地域の人材の活用…「 ふるさ と 柴又」 郷土学習　 ・ 地域施設、 地域の人々から 学ぶ機会をも つ。

「 すべての子が『 安心』 し て、 自分を発揮し 、 共に学び『 活気』 あふれる学校」
①「 すべての子が『 安心』 し て、 自分を発揮し 、 共に学び『 活気』 ある学校」 を目指し ます。

②「 学校の今」 がわかるよう に、 ホームページを毎日更新。 情報発信委員会が発信する「 北野小キッ ズブログ」 も 配信中。

③子供たちに社会性を身に付けさ せるため、「 北野当たり 前チャ レ ンジ」 を指導し ます。

　 基本的生活習慣について指導の徹底を図り 、 規律ある学校を目指し ます。

④ PTA 活動は、「 明るく 、 楽し く 、 仲良く 」 と 「 一人一役活動」 です。 廃品回収、 アルミ 缶などのリ サイ ク ル活動や

　「 子ども を犯罪から 守るまちづく り 活動」 等にも 積極的に取り 組んでいます。

⑤学校地域応援団は、 学校での学習支援活動、 学校行事支援、 環境整備、 見守り を行っ ています。

　 １ 年生が学ぶ交通安全についての学習や３ 年生と と も に地元金町公園での花壇整備活動を行っ ています。 　

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 2 3 3 3 3 3 1 7

児童数 5 1 7 3 7 3 7 4 8 2 8 1 4 3 4



ー 3 7 ー

小 

学 

校

隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校白 鳥

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区白鳥3 − 4 − 1

0 3（ 3 6 0 1 ）8 6 5 0

0 3（ 3 8 3 8 ）5 7 6 3

京成線お花茶屋駅徒歩７ 分

昭和2 9 年４ 月１ 日

清水　 太（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

上千葉小学校

宝木塚小学校

中青戸小学校

道　 上小学校

清　 和小学校

亀　 青小学校

青　 戸小学校

「 共に高め合う 子」

○学び合おう 　【 本気】

　 ・ ・ ・ すすんで学び、 共に高め広げる子　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　                 

○認め合おう 　【 優気】

　 ・ ・ ・ 自他を大切にし 、 思いやり のある子　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　                 　

○命と から だを大切にし よう 　【 元気】

　 ・ ・ ・ 明るく 健康的で規律ある生活ができ る子

【 学習意欲の向上】

　 ○タ ブレ ッ ト 端末の活用➡タ ブレ ッ ト 端末・ デジタ ル教科書を活用し 、 個別最適化し た学習を推進

　 〇誰一人取り 残すこ と のない支援体制の構築➡すべての児童が安心し て学ぶこ と ができる場の設定

　 〇カ リ キュ ラ ム・ マネジメ ント による教育活動の質の向上➡外国語指導や総合的な学習の時間の充実

【 重点目標】 児童の探究的な学び方を支えるための授業改善

　 ・ 児童の自己評価・ 相互評価活動の実施（ 主体的な学び）

　 ・ 児童の気付きをふく ら ます学び合い活動の充実（ 対話的な学び）

　 ・ 児童が自分のこ と と し て問題を発見し 、 自分なり の解決策を見付け出す学習の推進（ 深い学び）

　 〇５ ・ ６ 年生での教科担任制実施　 　 〇児童の丁寧な書字を認め励ます指導　 　 〇全日ノ ーチャ イ ム制

　 〇月一度の生活アンケート の実施（ いじ め問題の未然防止、 早期発見・ 早期解決）

　 〇独自の適応指導教室（ あそまな教室） の設置　 　 〇縦割り 班活動による異学年交流

　 〇地域・ 外部人材の積極的活用　 　 〇配付物・ 連絡等のペーパーレ ス化

　 〇図書ボラ ンティ アの方による読み聞かせ・ 学習センタ ーの環境整備

　 〇体力向上の取組（ 体育科を中心と し た校内研究、 コ オーディ ネーショ ント レーニングの推進）

　 本校では、 あいさ つ運動を推進し ています。「 いつでも 」「 どこ でも 」「 自分から 」。 相手の目を 見て、 元気なあいさ つを す

る習慣を身に付ける指導を展開 し ています。

○書字の丁寧な子が多い学校

　 ノ ート に書く 文字が丁寧な児童が多いこ と が本校の特徴です。 丁寧な字を書く こ と を認め、 褒める こ と で学習意欲の向上

　 につながるよう 努めています。その力をさ ら に向上さ せるため、全校児童に「 水書用筆」を用いた書写指導を実施し ています。

○「 白鳥の森」 がある学校

　 本校の校庭の一角にはビ オト ープのある 森があり 、 多様な樹木が大き く 育っ ています。 その森を 「 白鳥の森」 と 呼び、 子

　 供たちに人気のある遊び場と なっ ています。

○地域・ 保護者のネッ ト ワーク が子供を見守る学校

　 学校地域応援団や保護者のボラ ンティ アによる支援活動を通し て社会に開かれた教育課程を実施し 、「 地域に愛さ れ、 地域

　 を愛する」 子供を育成し ます。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生
特別支援
学　 級 合計

学級数 3 2 3 2 3 3 4 2 0

児童数 7 8 6 6 7 9 5 3 8 1 8 2 2 5 4 6 4



隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

ー 3 8 ー

小学校松 上

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区西新小岩2 − 1 − 1

0 3（ 3 6 9 2 ）8 4 3 1

0 3（ 5 6 9 8 ）1 7 4 0

JR総武線新小岩駅徒歩７ 分

昭和3 1 年４ 月１ 日

中村　 和哉（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

上平井小学校 小松南小学校二　 上小学校

　 本校では、 人権尊重の精神を 基調と

し 、 自主性と 創造性に富み、 国際社会

の形成者と し ての自覚を も っ た人間性

豊かな児童の育成を 目指し 、 次の目標

を 設定し ています。

・ 自分で考えやり と げる 子
自ら 学び、 主体的に判断し 、 目標を も ち 最後まで行動でき る 子

・ やさ し い心で助け合う 子　 　 相手のよ いと こ ろ を 見つけ、 他人と 協
調し 、 働く こ と に喜びを 感じ 、 奉仕の心を も つ子　 　 　  

・ 明る く 元気な子
心身と も に健康で、 自律自制の心と 強靭な意志を も つ子

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

①問題や事象から めあてを 考える こ と で、 学習の目的を 明確にし ます。

②課題に対する 自分の考えを 表現でき るよ う に、 書く 活動を 充実さ せます。

③自分の考えを 友達と 伝え合う 活動を 通し て、 考えを 広げたり 、 深めたり でき る よう にし ます。

④調べたり 、 考えたり 、 伝え合う 学習では、 タ ブレ ッ ト 端末などの ICT 機器を 活用し ます。

⑤身に付けた知識や技能は、 繰り 返し 活用するこ と で定着でき る よう にし ます。

⑥でき る よう になっ たこ と を 振り 返り 、 自信を も っ て次の学習に進める よ う にし ます。

①小中一貫教育校と し て、 主に次のこ と に取り 組んでいます。

　 ・ 各教科等において、 ９ 年間を 見通し 、 児童の発達段階に応じ た教育活動を 実施する 。

　 ・ 様々な機会を 通じ て、 小学生と 中学生の交流を 図り 、 豊かな人間性を 育む。

②一続き の小中学校合わせた広い校庭で、 体育の授業を し たり 、 遊んだり でき ます。

③高学年において教科担任制で学習指導を 行い、 多く の教員で子供たち の成長を 支えます。

④日本語学級が設置さ れており 、 本校の児童だけではなく 、 他校の児童も 日本語を 学習し ています。

　 学校教育では、 児童が学びの土台と なる知識や技能、 物事の見方や考え方、 表現の仕方だけでなく 、 生涯にわたっ

て自ら 「 学び続ける力」 を身に付けるこ と が大切だと 考えます。

　 また、 集団生活の中で起き るあら ゆる出来事を成長のチャ ンスと 捉えて児童の心を 育むこ と は、 時代の変化に左右

さ れず重要なこ と です。

　 児童が期待に胸を膨ら ませながら 登校し 、 活動の中で自分の成長を実感し 、 充実し た気持ちで家路につく 。 その実

現のために、教職員の力を結集し 、様々な教育資源を活用し ながら 、保護者や地域の皆様と と も に、「 みんなでつく る、

今日が楽し く 、 明日が待ち遠し い学校」 の実現を目指し ます。

　 本校は、 新小岩中学校と と も に、 平成 23 年に区内初の小中一貫教育校　 新小岩学園と なり まし た。 小学校と 中学

校の教職員が協力し 、 児童・ 生徒の９ 年間の学びを支えていく ための取組を更に進めていき ます。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 3 3 3 3 3 3 1 8

児童数 7 9 9 9 1 0 6 8 9 9 6 9 8 5 6 7



ー 3 9 ー

小 

学 

校

隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校西小菅

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区小菅1 − 2 5 − 1

0 3（ 3 6 0 2 ）6 3 8 8

0 3（ 3 8 3 8 ）5 7 4 1

東京スカ イ ツリ ーラ イ ン小菅駅徒歩７ 分

東京メ ト ロ千代田線・ JR常磐線綾瀬駅徒歩1 4 分

昭和3 1 年７ 月１ 日

岩田　 佳三（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

こ すげ小学校

『 子供たちが誇り にする学校』　『 保護者・ 地域が誇り にする学校』　『 教職員が誇り にする学校』

◎よ く 考 え る 子 …
○進んでやり ぬく 子 …
○思いやり のある 子 …
○健 　 康 　 な 　 子 …

自ら 考え、 共に学び合いながら 、 創造力豊かな子を 育てる。  
めあてを も ち 、 最後まで取り 組める子を 育てる 。
人と のかかわり を 通し て自分を 大切にし 、 他を 思いやる 心を 育てる 。
じ ょ う ぶな体と 健全な心を も つ子を 育てる 。

さ ら なる学力向上を 目指し て

①「 葛飾教師の授業スタ ン ダード 」 に基づいた学習指導の徹底
②スキルアッ プタ イ ム→放課後学習、 復習によ る 基礎・ 基本の徹底及び漢字検定や数学検定の推奨
③区学力調査＋３ 年生の独自テスト によ る 学力定着度の分析・ 指導・ 改善
④家庭学習習慣の確立→小中連携による 学習週間の設定
⑤「 東京ベーシッ ク ・ ド リ ル（ 電子版）」 の活用・ 推進
⑥算数学習指導補助員を 配置→児童のつまずき を 解消する個別指導の充実
⑦学習セン タ ーを 活用し た調べ学習・ 宿題の取組によ る 学びの充実  
⑧タ ブレ ッ ト 端末を 利活用し た協働的な学びの充実

『 本校なら ではの活動に』 を 軸に、 保護者や地域に開いた教育

☆タ ブレ ッ ト 端末利活用のさ ら なる 充実→朝学習、 授業での活用・ 家庭での活用・ 自学自習の場の活用
☆読書活動の推進→読書月間、 朝読書、 読み聞かせボラ ンティ アと 連携し た活動
☆環境美化活動→葛飾区環境美化の日と 連動し た、 地域と 共に行う ク リ ーン 作戦
☆みんな仲良し・ 豊かな心を 育む体験活動→全校実践「 かつし かっ 子宣言×Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 」 たて割り 班活動、 児童集会、
　 児童奉仕活動の推進、 西小菅バン ド 活動、 かつし か郷土かる た大会・ 少年の主張大会への参加
☆心身と も に健康な体→かつし かっ 子体力アッ ププロ グラ ムの実施
　 スポーツ テスト での課題分析によ る重点的取組の実施
☆子供のよ さ を 活かす環境づく り →児童理解に基づく 少人数学習、 個のよさ が生き る 学校行事

　 すべての子供が毎日の授業において、 新し いこ と に挑戦し 、 自分の創意工夫を 生かし て課題解決し ながら 体験的
活動等で成し 遂げる こ と で楽し さ を 味わい、 やればでき ると いう 自己肯定感を 育む教育を 行います。
　 子供に開き 、 保護者に開き 、 教職員に開き 、 地域に根差し た教育を 実践する 学校、 子供にと っ て生き がいのある
学校・ 明日が待ち 遠し い学校である よう 、 教職員が協働し て教育活動を 推進し ます。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 2 2 2 2 2 2 1 2

児童数 4 6 4 8 4 6 5 0 4 0 4 6 2 7 6



隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

ー 4 0 ー

小学校柴 原

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区金町1 − 1 5 − 1

0 3（ 3 6 0 7 ）1 6 7 5

0 3（ 5 6 9 9 ）1 3 3 4

JR常磐線金町駅南口徒歩1 0 分

京成線金町駅徒歩９ 分

北総線新柴又駅徒歩1 5 分

昭和3 4 年９ 月１ 日

森　 健一郎（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

新　 宿小学校

末　 広小学校

金　 町小学校住　 吉小学校

北　 野小学校

認め合い、 高め合う 子

「 すこ やかな心と から だ」  「 し なやかな考えと 行動」

◎主体的・ 対話的で深い学びの視点に立っ た授業改善
・ 児童が主体的に活動し 、 友達同士や地域の方と 関わり 合いながら 、 学ぶ喜びを 感じ 、 学びを 深め、 学ぶ意欲を 高

めていけるよ う にし ます。
◎基礎学力の向上
・ ド リ ルやタ ブレ ッ ト 等を 活用し 、 分から ないと こ ろ （ 学年） まで戻り 、 全校児童が分かる まで徹底さ せます。
・ 学習指導補助員や学生ボラ ン ティ アを 活用し 、 より 一人一人に応じ た支援を 行います。
・ 家庭学習習慣を 身に付けさ せ、 自分の課題に合わせた家庭学習ができ る よ う にし ます。
◎さ ら なる学力の向上 
・ 主体的に学び表現でき る 児童の育成を 目指し 、 授業改善を 進めます。 学校図書館の活用を 充実さ せ、 さ ら に読書

への意欲を 高めると と も に本や新聞、 イ ン タ ーネッ ト 等の情報活用能力を 育てます。
・ 自分の思いや考えを 表現する 場を 学校内外に設定し 、 思考力や表現力、 情報発信力を 育てます。

◎開かれた学校づく り 「 学校評議委員会・ 学校地域応援団」
・「 地域が誇れる 学校」 を モッ ト ーにし 、 学校・ 家庭・ 地域が三位一体と なっ て子供たち を 育てます。
◎国際理解教育
・ 金曜日の始業前に、 5 ･6 年生の希望者を 対象と し た英語チャ レ ンジ教室を 年 2 0 回、 金曜日の放課後に、 3 ･4 年

生の希望者を 対象と し た英語チャ レ ン ジ教室を 年５ 回程度実施し ています。
◎ 「 キラ キラ 遊び」
・ 昼休み等に「 キラ キラ 遊び」 の時間を 設定し 、 異学年交流を 通し て相手を 思いやる 気持ち を 育て、 良好な人間関

係を 構築でき る よう にする と と も に体力向上も 図り ます。

◎「 それぞれのよさ を 見い出し 認め合い、 励まし 合っ てと も に伸びゆく 」 学校です。
・ 静かで落ち 着いた学習規律の整っ た学校です。
・「 学び方を 学ばせる 」 こ と も 視野に入れて、 毎日の学習を 進め、 自立し た学習者と なる よう 育てています。
・ 地域の方々が非常に協力的であり 、 地域と と も に教育活動を 進める こ と ができ ます。
・ 心の教育の充実、 特にボラ ン ティ ア精神を 培っ ていく ために、 学年に応じ て奉仕活動にも 取り 組んでいます。
・ かつし か郷土かる た大会や少年の主張大会等の地域行事にも 積極的に参加し ています。
・ 木曜日昼の児童集会、1 年生を 迎える 会、6 年生を 送る 会などの児童が主体と なっ て行う 活動を 大切にし ています。
・「 校内研究」 に取り 組み、「 持久走取組月間」「 なわ跳び週間」 を 活用する などし て運動の日常化を 進め、 体力向

上を 図っ ています。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 2 2 2 3 2 2 1 3

児童数 5 5 5 7 5 3 7 5 4 7 4 6 3 3 3



ー 4 1 ー

小 

学 

校

学力向上グラ ンド デザイ ン

隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校中青戸

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区青戸4 − 2 4 − 1

0 3（ 3 6 0 2 ）6 6 0 6

0 3（ 3 8 3 8 ）5 7 6 4

京成線青砥駅徒歩1 0 分

昭和3 2 年４ 月１ 日

折本　 昭一（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

葛　 飾小学校

青　 戸小学校

宝木塚小学校

白　 鳥小学校

亀　 青小学校

清　 和小学校

すすんで学ぶ子　 　 　 心豊かな子　 　 　 体を き たえる 子

　 　 こ れから の、 持続可能な社会に向けて、 人と 社会、 自然等と 協調し ながら 、 たく まし く 生き ていく ための資質・ 能力を育成するために、

　 ○すすんで学ぶ子（ 自ら 学び、 根拠や理由をも っ て思考、 判断し て問題を解決し 、 創造的に表現する子）

　 ○心豊かな子（ 自己肯定感をも ち、 人に思いやり をも っ て接し 、 友達と 協力し て社会に貢献し よう と する子）　 　 　 　 　 　 　 　

　 ○体をきたえる子（ 心身と も に健康で、 粘り 強く 物事に取り 組む子）

　 を育成する。

【 知識・ 技能の定着】

・ 授業の終末では、 児童の言葉でまと めや振返り を記述でき るよう にする。

・ 第２ 学年以上の算数科では時間講師を活用するなどし て、 より 少人数でき め細かな指導を行う 。

【 協働的な学びの充実】

・ 学習の習熟度にかかわら ず、 意見や感想を述べら れるよう な課題を提示し た上で、 ペアや少人数グループでの話合い活動を取り 入れる。

・ オク リ ンク プラ スを活用し 、 友達と 考えを共有し たり 、 自分の考えを深めたり でき るよう にする。

【 学習意欲の向上】

・ 児童の興味・ 関心を高める導入を工夫すると と も に、 教師の説明・ 指示を簡潔にするこ と で主体的な学習を実現する。

・ 外部講師を活用し たり 体験的な学習を取り 入れたり し て、 進んで学習に取り 組む意欲を高める。

○「 多機能で柔軟な学校づく り 」 をコ ンセプト に改築さ れた明るく 開放的な施設・ 設備を生かし て、 広い空間を 有効的に活用する教育活動を

工夫する。

○ 青戸中学校・ 青戸小学校及び地域の幼稚園・ 保育所と 連携を 深め、 地域全体で児童を育む体制や環境の整備を行う 。 また、 青戸中学校・ 青

戸小学校と ３ 校合同の学校地域応援団を活用し ていく 。 　

○ 読書に親し み読書から 学ぶ児童を育成するために、「 読書活動」 を推進する。 地域の図書館と も 連携し て読書に親し む教育活動を展開する。 　

○ 地域性を生かし 、 近隣公園を使用し た生活科学習等を通し て地域の良さ の発見に努めさ せると と も に、 体験的な学習の充実を図る。 　

「 笑顔いっ ぱい　 中青戸」

　 　 中青戸小学校では、 どの子も 安心し て楽し い学校生活を送るこ と ができ るよう に「 全教員で全児童を 見守る。」 を実践すると と も に、 新し

い校舎で新し い教育の創造を目指し ています。

① かけがえのない大切な存在である児童のために、「 楽し い学校・ 分かる授業」 を心掛けています。

② 保護者 ・ 地域 ・ 教職員が、 協力し 合う こ と で、 元気で素直な児童が育っ ています。

③ 学校の前に青戸平和公園があり 、 緑豊かな環境に恵まれています。

④ 安心・ 安全な学校づく り に取り 組んでいます。

⑤ 特別支援教室拠点校と し て近隣４ 校に巡回指導教員を派遣し 、 特別支援教育の充実を図り ます。

⑥ 衛生面に配慮し た完全ド ラ イ 化の給食室で 、 栄養たっ ぷり のおいし い給食を提供し ています。

⑦ 青少年育成青戸地区委員会のご協力のも と 、 児童の健全育成に努めています。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 3 3 3 4 3 3 1 9

児童数 9 6 9 1 9 1 1 1 7 8 3 9 4 5 7 2



隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

ー 4 2 ー

小学校南奥戸

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区奥戸3 − 5 − 1

0 3（ 3 6 9 2 ）8 8 7 7

0 3（ 5 6 9 8 ）1 7 4 1

京成バス奥戸１ 丁目徒歩２ 分

昭和3 3 年４ 月１ 日

石田　 栄司（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

本　 田小学校

二　 上小学校

奥　 戸小学校

上小松小学校

葛　 飾小学校

川　 端小学校

   教育活動全体を通し て、 あら ゆる偏見や差別をなく すため、 人権教

育及び心の教育を推進する。

　 一人一人の個性や能力の伸長を図り ながら 、 心身と も に健康で、 国

際社会で活躍でき る児童の育成を図る。

○　 思いやり のある 子
○　 よ く 考える子　 　 　 　
○　 ねばり 強い子　 　 　
○　 じ ょ う ぶな子

◇
◇
◇
◇
◇
◇

・ 児童の学習意欲を 高め、 学力向上を 図る ために、 学力調査や意識調査の結果から 児童の実態を 多面的に分析し 、 その分析結
果をも と に朝学習や各教科の授業を計画し 、 苦手な分野の改善を目指すと と も に、 全児童の基礎基本の定着を図り ます。

・ 校内研究教科を 体育科と し 、『 主体的に運動に親し み、 仲間と と も に学び合う 児童の育成』 の研究テーマのも と 、 自分に合っ
ためあてをも ち、 小さ な進歩を大切にし て進んで運動する児童の育成を目指し て授業改善を進めます。

・ 算数科では少人数指導を 通し 、 一人一人の習熟度に応じ たき め細かい指導を 実践し ます。 さ ら に、 ４ 、 ５ 年生を 対象に放課
後ステッ プアッ プ教室を実施し 、 つまづき の解消や学習内容の確実な定着を目指し ます。

・ 漢検、 算検に向けて計画的に学習ができ るよう 、 学習教室を設定し 、 学習への意欲付けと 成果の向上を図り ます。
・ 一人一台タ ブレ ッ ト を活用し 、 授業や家庭学習において、 児童が主体的に学習に取り 組むこ と を目指し ます。

◎地域に根付き 、 地域に支えら れた学校教育の創造
・ １ 、 ２ 年生では、 地域の皆様に協力いただき、 町探検を 行っ たり 、 えんどう 豆のさ やむき、 ト ウモロ コ シの皮むき 体験を 実

施し たり し ます。 ３ 年生では、 社会科や総合的な学習の時間で地域探検を し たり 、 地域の方を ゲスト ティ ーチャ ーと し て招
いて縄ないを 体験し たり し ます。 ４ 年生では地域と 交流し 、 総合的な学習の時間で共生について学びます。 ５ 、 ６ 年生は地
域の方をゲスト ティ ーチャ ーと し て招き、 日本の伝統文化やマナーについて体験的な学習をし ます。

◎年間を通し た子供たちの体力向上に向けての取組み
・ 中休み全校児童一斉の外遊びや短なわ、 長なわ、 持久力向上、 投能力向上に向けた取組みを 年間を 通し て計画的に行い、 児

童の運動習慣の定着と 体力向上を目指し ます。
◎地域の教育力を生かし た読書活動の充実
・ 朝の読書タ イ ムや読書週間、 さ ら に奥戸地区図書館と の連携により 、 進んで本を読む習慣が身に付く よう にし ます。
・ 学校司書や図書ボラ ンティ ア『 ド ルチェ 』 による学習センタ ー（ 学校図書館） の整備や読み聞かせ活動を行います。

　 一人一人が伸びて輝く 子供が主役の学校を 目指し 、「 し たい、 やり たい、 やっ てみたい」 と いう 子供の意欲を 大切にし て 、
R-PD CA サイ ク ルで学校改革を進めます。
○各種学力調査や東京ベーシッ ク ド リ ルの結果をも と に、 補習計画を策定し 児童の基礎学力定着を図り ます。
○毎月、 第１ 週を あいさ つ週間、 第２ 週を 安全週間、 第３ 週を 体力 U P 週間、 第４ 週を なかよ し （ 人権） 週間と し 、 基本的な

生活習慣の定着や豊かな心、 健康な体、 社会性を一層育てます。
○自主的・ 実践的態度を育成するために、 より よい学校・ 学級づく り に向けた児童の積極的な参加を促し ます。
○特別活動の手法を 取り 入れ、 各学級の学級目標を も と に、 計画委員が中心と なっ て全校児童で作る学校目標（ みなおく のめ

あて） を守り 実践するこ と で、「 かつし かっ 子」 宣言を実現し 、 主体性と 自尊感情を高めます。
○令和７ 年度よ り 葛飾区教育研究指定校と なり 、 令和８ 年度には研究発表会を行い、 研究の成果を 発表し ます。 また、 令和７

年度体力向上推進校の指定を受け、 アスリ ート による出前授業を実施し て体力向上を目指し ます。
○学校地域応援団の図書ボラ ンティ ア・ ガーデニン グボラ ンティ ア・ 学習支援ボラ ンティ アなどの地域や保護者の方々に支え

ていただき 、 子供たちの郷土を愛する心を育てます。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 2 2 2 2 3 2 1 3

児童数 4 8 6 3 6 4 6 1 7 3 6 6 3 7 5



ー 4 3 ー

小 

学 

校

隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校東綾瀬

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区堀切6 − 2 1 − 1

0 3（ 3 6 0 2 ）8 1 2 3

0 3（ 3 8 3 8 ）5 7 4 2

京成線堀切菖蒲園駅徒歩1 5 分

昭和3 4 年９ 月１ 日

堀内　 康博（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

南綾瀬小学校

西亀有小学校

こ すげ小学校上千葉小学校

　 人間尊重の精神を 基調と し 、 意欲に溢れ、 知性、 感性、 道徳心に富み、 心身と も に健全で人間性豊かな児童の育
成を 図る。

○考  え  る   子（ 自ら 課題を も ち 、 進んで学習に取り 組む子）
○仲良く する 子（ 相手の立場になっ て考え、 認め、 励まし 合える子）
○たく まし い子（ 健康と 安全に気を 付け、 心も 体も たく まし い子）

【 知識・ 技能の定着】　 キーワード 「 修得」
　 ・ 区学力調査を 活用し 、 学習内容の定着を 図る 。（ タ ブレ ッ ト PC によ る、 個別最適化さ れた教材の活用）
　 ・ 各単元末のテスト によ る 修得の確認。
　 ・ 学習内容の定着に向けた朝学習「 パワーアッ プ・ タ イ ム」 の実施。（ 毎週火・ 金曜日）

【 思考力・ 判断力・ 表現力の育成】　 キーワード 「 読み解く 力・ 活用する 力」
　 ・ 上記の力の育成に重点を 置いた「 教師の授業充実プラ ン 」 を 作成する。
　 ・ 学習過程に、「 複数の資料を 読む」「 考えを 書く 」「 自他の考えを 比較する 」 等の活動を 取り 入れる。

【 学習意欲の向上】　 キーワード 「 問題解決的な学習過程」
　 ・「 課題設定」 →「 見通し 」 →「 解決方法や資料」 →「 自力解決」 →「 話し 合い」 →「 まと め」 →「 振り 返り 」

◎「 たけのこ 班（ 異学年編成班）」 活動の充実
　 全校遠足や集会など、「 たけのこ 班」 によ る 活動を 充実さ せ、 異学年での交流を 通し て、 思いやり や感謝の心、
良好な人間関係や愛校心を 育んでいます。 日常的な交流を 目指し ています。

◎都立葛飾盲学校と の交流
　 様々な形での交流を 5 0 年以上続けています。 各種行事（ 運動会や音楽会・ 展覧会の相互参観） や授業交流を
通し て、 お互いを 理解し 、 共生の心を 育んでいます。

◎金管バン ド の活動
　 ４ ～６ 年生の希望者で編成し ている 金管バン ド は、 休み時間や放課後を 中心に、 楽し みながら 練習に励んでい
ます。  学校行事の他、 地域行事でも 練習の成果を 披露し 、 活躍の場を 広げていき ます。

学校ホームページ「 学校日記」 では子供たち の学校生活の様子などを 随時、 紹介し ています！

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 2 2 2 2 2 2 1 2

児童数 4 2 4 0 4 6 4 3 4 0 5 0 2 6 1

「自分が好き」　「友達が好き」　「先生が好き」　「学校が好き」　「この町が好き」な、児童を育てる学校

「自分が好き」

児童の自己肯定感

（ 有用感） を育む学校

「この町が好き」

地域と 関わり 地域と と

も に児童を育てる学校

「学校が好き」

児童に満足感や充実感

をも たせる学校

「先生が好き」

児童・ 保護者と の信頼

関係を構築する学校

「友達が好き」

児童同士の良好な

人間関係を育む学校

☆目指す学校像☆



隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

ー 4 4 ー

小学校原 田

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区東金町2 − 1 6 − 1

0 3（ 3 6 0 7 ）2 0 9 4

0 3（ 5 6 9 9 ）1 3 9 0

JR常磐線金町駅徒歩８ 分

昭和3 4 年４ 月１ 日

三宅　 眞（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

半　 田小学校

東水元小学校

東金町小学校花の木小学校

末　 広小学校

○心 豊 か な 子　（ 素直で温かい心を も ち 、 思いやり のある 子の育成）

○深く 考える 子　（ 自分で考え、 判断し 、 行動する 子の育成）

○健 康 な 子　（ 心身と も に健康で、 最後まであき ら めずにやり 遂げよ う と する子の育成）

○一部教科担任制を 取り 入れ、 算数科については 1 年生から 少人数指導を 行い、 担任、 習熟度別指導担当、 講師、
指導補助員等で連携し て個に応じ た指導を 充実さ せます。

○友達と 学び合う 場面を 取り 入れ、 ICT 機器を 活用し た交流を 図り 、 互いに認め合える 機会を 確保し て、 協働的な
学びを 充実さ せます。

○安心し て学習でき る よ う 、 望まし い学級集団を 育成する と と も に、 一人一人の児童のやる 気や自信を 喚起し て、
学習意欲を 向上さ せます。

○「 家庭学習がんばり 期間」 を 毎学期設定し 、 家庭学習の習慣化を 図り ます。

◎校庭が広く 、 花壇や畑・ 樹木がたく さ んあり ます。  その環境を 生かし て花や野菜の栽培活動が盛んです。「 き   
れいな学校、き れいな町づく り 」 を 目指し 、朝、５ 年生によ る地域清掃活動と 、６ 年生によ る あいさ つ運動を 行っ
ています。 縦割り 班活動の一環と し て、 地域の都立水元公園を 行先と し た全校遠足を 実施し 、 異年齢集団で適切
に行動でき る 力を 伸ばし ます。   

○学校地域応援団の皆様には年間を 通し て「 花いっ ぱい活動」 を 展開し ていただいています。
○朝の始業前の 1 0 分間を 「 原田さ んすう タ イ ム」「 読書タ イ ム」「 タ イ ピン グタ イ ム」 と し て、算数の基礎の定着、

読書活動の充実、 Ｉ Ｃ Ｔ 活用能力の向上を 図っ ています。
○近隣保育園と の交流、 異年齢集団による 活動を 通し て優し さ や思いやり の心を 育成し ています。

「 今日の学びを 喜び、 明日が待たれる 学校」 を 目指し 、
児童「 今日も 来てよ かっ たと 思える 学校」
保護者「 明日も 通わせたいと 思える 学び場」
地域「 いつも 応援し たい学び舎」
教職員「 常に誇り と 情熱を 備えた教職員の集団」 を 実感でき る 原田小学校と し ます。
そのため、 全教職員が一体と なり 、 教育活動の充実に努め、 保護者や地域と の連携を よ り 深め、

（ １ ） 一人一人を 大事に育てる 原田小学校
（ ２ ） 明るく 楽し く さ わやかな原田小学校
（ ３ ） 規律と 品格のある 原田小学校
（ ４ ） 学ぶ喜びや誇り のも てる 原田小学校
（ ５ ） 安全で安心し て通う こ と のでき る原田小学校　 を 目指し ます。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 2 2 2 2 2 3 1 3

児童数 5 2 5 5 6 7 4 5 6 7 8 5 3 7 1



ー 4 5 ー

小 

学 

校

隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校東柴又

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区柴又5 − 1 2 − 1 5

0 3（ 3 6 5 8 ）5 1 9 1

0 3（ 5 6 9 4 ）4 3 1 5

北総線新柴又駅徒歩３ 分

昭和3 8 年９ 月１ 日

荻原　 誠（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

柴　 又小学校 鎌　 倉小学校

　 人間尊重の精神と 相互の信頼を 基盤と し 、 自ら 学ぶ意欲を も ち 、 社会の変化に主体的に対応でき る 人間性豊かな

児童の育成を 目指し ます。

○ねばり 強く 学習する子（ 自ら 学ぶ意欲を も ち 、 社会の変化に主体的に対応でき る 子）

○仲 良 く 助 け 合 う 子（ 豊かな心を も ち 、 自他を 認め合う 子）

○明 る く 健 康 な 子（ 生命を 大切にし 、 規則正し く 生活する 子）

○ほめて育てる こ と を 基本姿勢と し た、 徹底し た教材研究によ る 「 学びの場」 の創造によ り 、 すべての児童に居場

所があり 、 活躍の場がある 学級づく り を 行います。

○年間を 通し て基礎基本のよ り 一層の定着のために、 主に少人数算数指導での指導補助員によ る 学習支援を 行っ て

います。

○講師を 招いて年間を 通し て授業研究に取り 組み、 探究学習に力を 入れています。

○年３ 回の「 友達のこ と アン ケート 」 を 活用し て児童理解を 進め、 いじ め未然防止・ 学習指導に生かし ていき ます。

○生活科・ 総合的な学習の時間の研究に取り 組み、 子供たち の主体的に学ぶ力を 伸ばし ていき ます。

○隔週水曜日の業前運動では、 年間を 通し て計画的に子供たち の体力を 高める 活動を 行います。 また、 毎週水曜日

の中休みには、 教員も 一緒に校庭に出て体を 使っ た遊びを 行います。

○算数科の少人数による 指導や、 週２ 回のチャ レ ン ジタ イ ム（ 朝時間の 1 0 分間） を 実施し 、 国語や算数の基礎的・

基本的な学力の定着を 図る と と も に、 個に応じ た学習活動を 展開し ています。

○年１ 回、 漢字検定、 算数検定日を 設けています。 そのう ち 、 ３ 学期の漢字検定は全員受験を 行っ ています。

○食育を 推進し 、 健康づく り を 含めた実践を 重ねており ます。

　 様々な地域行事や学習活動を 通し て学校・ 家庭・ 地域の人たち が「 誇り を も てる学校」 を 目指し 、 一緒になっ て

児童を 育てていき ます。

●春：「 柴又さ く ら まつり 」「 フ ロ リ ズフ ェ スティ バル」（ ５ ・ ６ 年鼓笛隊）　 　

●夏：「 寅さ んまつり 」（ ５ ・ ６ 年鼓笛隊）

●秋： 江戸川河川敷での「 ロ ード レ ース大会」（ 希望者： 例年 5 0 名程度が参加し ています）　

●冬：「 新柴又駅前イ ルミ ネーショ ン 点灯式」（ ダン スク ラ ブ出演）「 かつし か郷土かる た大会」（ 希望者）「 凧揚げ大会」

（ 希望者） ◎年間３ 回「 フ ロ リ ズ花壇植栽」（ 希望者） ◎矢切の渡し 柴又チュ ーリ ッ プ球根植栽（ 1 年生）

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 1 2 2 2 2 2 1 1

児童数 3 4 3 9 5 0 4 9 4 4 5 5 2 7 1



隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

ー 4 6 ー

※通学区域の変更に伴い、令和８ 年４ 月１ 日から 東金町小学校は除き ます。

小学校飯 塚

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区南水元1 − 1 3 − 1

0 3（ 3 6 0 7 ）4 4 0 0

0 3（ 5 6 9 9 ）1 2 7 3

JR常磐線金町駅徒歩2 0 分

京成バス「 アイ リ スループ」２ 丁目中央徒歩２ 分

昭和3 8 年９ 月２ 日

齋藤　 重雄（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

水　 元小学校

新　 宿小学校

幸　 田小学校花の木小学校

東金町小学校

１ 　 よく 聞き 　 よく 考え　 力いっ ぱい学ぶ子
・ 自ら 考え、 問題を解決し 、 個性と 創造力の豊かな子供

２ 　 心ゆたかな　 じ ょ う ぶな子
・ 自ら 健康づく り に努力し 、 互いの人格を尊重し 、 思いやり のある子供
・ 自分の良いと こ ろがわかり 、 友達の良いと こ ろ も 見付けら れる子供

３ 　 みんなと と も に　 やり ぬく 子
・ 社会の一員と し て、 人と のつながり を大切にし て、 最後までやり ぬく 子供

○　「 よく わかる楽し い授業」 を目指し 、 次への学習意欲につなげます。
１ 　「 葛飾教師の授業スタ ンダード 」 に基づいた教え方・ 学び方を 全校で共通実践し 、かつし かっ 子学習スタ イ ルの定着に努めます。
２ 　「 人権尊重教育」 を校内研究の柱と し 、 児童・ 教職員の人権感覚を醸成さ せていき ます。
３ 　 協働的学びの場面を授業内に多く 設定し 、 児童自ら が考え、 対話し 、 振り 返る学習を行います。
４ 　 エデュ ケーショ ン ･ アシスタ ント 、 ク ラ ス支援員・ 学習指導補助員を活用し 、 個別最適な学びを進めていき ます。
５ 　 放課後学習教室や計算教室・ 朝学習・ 九九道場等による反復学習で基礎的事項の定着を図り ます。
６ 　「 家庭学習推進ウイ ーク 」 を実施し 、 家庭と 連携し て、 家庭学習の定着を図り ます。

○　「 ４ つの あ 」（ あいさ つ・ あつまり ・ あんぜん・ あと し まつ） の行動を合言葉に　
１ 　 異学年交流（ たてわり 班等）・ ・ ・ 望まし い人間関係を通し てリ ーダーシッ プや思いやり の心を育てます。
　（ １ ～６ 年生までの全学年が１ ．２ 名ずつ入る班を作り 、 年間を通し てお互いに思いやる活動を実施）
２ 　 読書活動・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 朝から 心豊かに落ち着いた気持ちで一日を始めます。
　（ 週２ 回の朝読書・ 図書ボラ ンティ アによる読み聞かせ・ 高学年による低学年への読み聞かせ会・ 教員による読み聞かせ等）
３ 　 特別ク ラ ブと 地域と の連携・ ・ ・ 学校と 地域をつなぐ ク ラ ブです。
　（ ブラ スバンド ク ラ ブ、 太鼓ク ラ ブによる地域行事への参加・ ゲスト ティ ーチャ ーによる特別指導等）

◎　 開校 6 1 年目を迎え、 様々な体験的行事・ 活動を行い、 児童の更なる学びの発展を目指し ます。 　 　
◎　「 児童の自己肯定感の育成」 に力を注ぎます。（『 徹し て一人一人の子供を大切にする』）　 　 　
　 　 自己肯定感や自尊感情を育むため、 一人一人の「 成長」 に着目し 、 教職員は肯定的な言葉かけを行っ ています。
　 　 互いに「 よさ 」 を認め合う 時間を確保し たり 、 習慣づけたり するこ と により 、 一人一人を大切にし ていき ます。
　 　 より よい成長を目指し 、 保護者・ 地域の方々と 共通理解し ながら 、 地域の将来を担う 人材を育んでいきます。
　 　 人のために行動する優し い気持ちをも っ た子供たちが学級や学校全体に広がっ ていく よう 促し ていき ます。
　 　 i-check を行い、 データ の結果に基づき ながら 、 児童の自己肯定感を高め、 伸ばし ていき ます。
　 　 地域の方から お話を 伺っ たり 、 様々なゲスト ティ チャ ーを お招き し たり し て、 体験的活動を 行い、 キャ リ ア意識の醸成を

目指し ます。
○　「 あいさ つがあふれる学校」・「 人権を意識し 尊重する学校」 を目指し ます。 　
　 　 校舎内外において、 場面に応じ た「 気持ちの良い、 あいさ つ」 の徹底を心がけます。
　 　「 幼保小中の連携」や「 特別支援学校と の副籍交流」から 、多様な学びを体験し たり 、尊重し 合っ たり する心を育んでいき ます。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 2 2 2 2 3 2 1 3

児童数 4 9 5 5 5 4 5 2 8 0 7 0 3 6 0

※



ー 4 7 ー

小 

学 

校

隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校西亀有

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区西亀有2 − 4 2 − 1

0 3（ 3 6 0 1 ）7 3 5 1

0 3（ 3 8 3 8 ）5 7 4 0

東京メ ト ロ千代田線綾瀬駅徒歩1 5 分

昭和4 1 年４ 月１ 日

目黒　 正光（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

上千葉小学校

中之台小学校

こ すげ小学校道　 上小学校

東綾瀬小学校

〔 目 指 す 児 童 像〕　 　 大き く 変化する社会をたく まし く 生き抜く 児童　
　 　 　 ～人権尊重の精神を基調と し 、 知・ 徳・ 体の調和のと れた人間性豊かな児童の育成を目指す～
○考　 え　 る　 子　 ・ 自ら 学び、 考え、 判断し て問題を解決し 、 創造的に表現し 、 最後までやり 通す子
○なかよく する子　 ・ 自ら を律し 、 なかよく みんなで力を合わせ、 互いを思いやる心豊かな子 
○元　 気　 な　 子　 ・ 心身と も に健康で、 互いの生命と 人格を尊重し 、 規則正し い生活をする子

【 重点目標】　 〇基礎・ 基本の定着に向け、 意欲的に取り 組む児童の育成　 〇自ら 問題を見出し 、 解決に向け主体的に取り 組む
児童の育成　 〇考えを交流する中で自分の意見を深め、 思考力・ 判断力・ 表現力を高める児童の育成

【 学習環境の整備】
　 ・ 人権尊重の意識の高揚、 ユニバーサルデザイ ンの視点に基づく 教室環境の整備
　 ・ ねら いを明確にし た授業、 ICT 機器を活用し た基礎・ 基本の定着、 理解の深化

【 学習意欲の向上】
　 ・ 問題解決的な学習を推進し 、 児童が主体的に学習活動に取り 組めるよう にする。
　 ・ 目的意識をも たせ、 チャ レ ンジ検定 ( 漢字・ 算数 ) に取り 組ませる。

【 協働的な学びの充実】
　 ・ 学習のめあてを意識し 、 ペアやグループで協働し て学び合う 活動に取り 組ませる。
　 ・ タ ブレ ッ ト 端末の有効活用を図り つつ、 友達と 意見を交流する中で、 互いの考えを深めさ せる。

【 知識・ 技能の定着】
　 ・ 個々の児童の理解度を把握し 、 朝学習や家庭学習の充実を図る。
　 ・ 読書活動を推進し 、 読む力を高める。 　（ 読解チャ レンジ）

 ・「 分かっ た・ でき た」 が実感でき る授業を通し て、「 自分の思いや考えを主体的に表現する児童の育成」 を目指し ます。
 ・ 都立葛飾ろ う 学校と の交流を通し 、 障害のある児童への正し い理解を深めます。
 ・ 栽培活動の充実を図り 、 命の大切さ を実感できるこ と を目指し ます。
 ・ 豊かな心の育成・ 他者を認め思いやる態度の育成、 規範意識の確立を目指し ます。
 ・ 校内行事や地域行事等で演奏し 、 金管バンド ( ４ ・ ５ ・ ６ 年生の希望者 ) の活動成果を発信し ます。
 ・ 特別支援教室拠点校と し て巡回指導を実施すると と も に、 個に応じ た支援を充実さ せます。

　「 なかスマ班活動」 などの異学年交流を通し 、学年を超えて友達関係を広げ、思いやり や譲り 合いの心の育成を目指し ます。「 運
動会」 では、 どの学年の演技や競技にも 、 全力で声援を送る児童の姿が輝く 学校です。
　 PTA も 「 児童が楽し める こ と 」 を 中心に活動し 、「 西亀ラ ン ド 」 など学校や地域が明る く 楽し く なる よ う な行事を 盛り 上げ
ています。
　 創立 6 0 年目の令和７ 年度、 どの学級から も 明る い声が響いています。 そんなムード を 学校、 地域に広げていける よ う 、 教
職員と 保護者、 地域の皆様で力を合わせて参り たいと 思います。

【 基本理念】 ◇楽し い学校　 　 ◇規律ある学校　 　 ◇安心でき る学校

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 3 2 3 3 3 3 1 7

児童数 7 9 5 1 7 2 7 9 8 1 8 2 4 4 4



隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

ー 4 8 ー

小学校花の木

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区南水元3 − 2 − 1

0 3（ 3 6 0 9 ）3 3 3 3

0 3（ 5 6 9 9 ）1 3 7 2

京成線金町駅徒歩1 2 分

JR常磐線金町駅徒歩1 0 分

昭和4 3 年４ 月８ 日

田代　 淳（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

水　 元小学校

東金町小学校

飯　 塚小学校原　 田小学校

東水元小学校

　「 笑顔と 挨拶　 学びがあふれる　 安全な学校」 を目指す。
○ か し こ く 　「 学 び 合 う 子 」 ( 問 題 発 見 ・ 解 決 力 の 育 成 ）
　 様々な問題を幅広い視野から 分析・ 思考し 、 必要な情報を収集し 、 自立し て的確な判断に活用する子
○ や さ し く 　「 認 め 合 う 子 」 （ 表 現 力 の 育 成 ）
　 自分自身の豊かな人生だけでなく 、 あら ゆる他者を価値ある存在と し て尊重し 多様な人々と 協働する子
○たく まし く 　「 命と から だを大切にする子」（ 実践力の育成）
　 自他の心身の健康保持と 体力増進を基盤と し て、 生涯を通じ て安全で安心な社会づく り に貢献する子　 　

【 重点目標】「 読み取る力（ 言葉を大切にする力）」 を全学年・ 全教科で身に付ける指導の充実
【 知識・ 技能の定着】
○でき るよう になるこ と をゴールイ メ ージにさ せると と も に評価の視点等を明確にする。
○必然性のある問いを設定する。
○児童の言葉を生かし て「 めあて」「 課題」 を設定する。

【 協働的な学びの充実】
○相互の成長を自覚し たり 、 学習過程、 学習内容の変容を振り 返っ たり するフ ォ ームやワーク シート 等を活用する。
○学び合いの場面で、 友達の発言や記述などを適切に引用する力を付けるノ ート 記述やワーク シート 等を活用する。

【 学習意欲の向上】
○分かっ たこ と 、 疑問に思っ たこ と 、 も っ と 学習し たいこ と を振り 返り 、 児童自身の言葉で話し たり 書いたり する。
○児童の言葉を生かし て、「 めあて」 に対する「 まと め」 をする。
○次時につながる意欲付けをする。

【 学習環境の整備】
ユニバーサルデザイ ンの観点を重視し 、 学習に集中さ せる視覚環境を実現するため、 教室前面の黒板周辺や書棚等への掲示物
を全学級で統一する。

○国際社会に生き る
・ 日本の伝統文化に親し む　 　 百人一首体験、 落語、 折り 紙など　
・ 様々な音楽や文化に触れる　
○「 オンラ イ ン交流」 を通し た教育活動
・ 国内の環境保全や農業、 災害復興への理解
・ キャ リ ア教育等、 学びの場のより 一層の充実　 　
○ SD G s の視点に立っ た持続可能な社会づく り に向けた教育
・ 学校水田での米作り 　

□挨拶のでき る子が多い学校➡「 いつでも 」「 どこ でも 」「 自分から 」「 目を見て」 挨拶を通し て自己有用感を高めます。
□ノ ート の使い方を工夫し 、 上手に表現する児童の多い学校➡見方・ 考え方を育成し てき た指導を継続し ます。
□異年齢集団でのたて割り 班活動を実施する学校➡社会で求めら れるキャ リ ア教育をさ ら に推進し ます。
□都会の水田がある学校➡校庭の一角にあるビオト ープと 築山を活用し た学習環境で、 深い学習体験をさ せます。
□一部教科担任で児童を見守る学校➡多く の目と 教師の専門性を活用し た連携と 深い学びを実現し ます。
□地域・ 保護者のボラ ンティ アが充実し た学校➡「 地域に愛さ れ、 地域を愛する」 児童を育成し ます。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 2 2 3 3 3 4 1 7

児童数 5 8 7 0 7 5 8 4 9 4 1 0 9 4 9 0

※通学区域の変更に伴い、令和８ 年４ 月１ 日から 新宿小学校と 末広小学校も 隣接し ます。



ー 4 9 ー

小 

学 

校

隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校上小松

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区奥戸4 − 1 − 4

0 3（ 3 6 9 4 ）2 0 0 4

0 3（ 5 6 9 8 ）1 7 2 7

JR総武線新小岩駅徒歩2 0 分

昭和4 7 年４ 月１ 日

臼井　 賢治（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

奥　 戸小学校

南奥戸小学校

小松南小学校二　 上小学校

　  人間尊重の精神を 基調と し 、 社会の一員と し てよ り よ く 生き る ための実践
力を 培い、 生涯を 通じ て学び、 行動でき る 心豊かで、 たく まし い児童を 育てる
こ と を 目指し ています。
　 そのために、 次の目標を 設定し ています。

◎明るく 元気な子

◎進んで学ぶ子

◎仲よく 助け合う 子

◇
◇
◇
◇
◇
◇

〇主体的・ 対話的で深い学びの土台と なる 学習集団の育成（ 優し さ と 思いやり のあふれる学校づく り 。）

〇教員個々の資質向上と 、 学校全体の組織的教育力の向上

〇全教職員によ る全児童への対応（ 学級担任→学年担任→学校担任）

○重点目標

○授業改善の推進

○上小松生き 生き 共育プロ ジェ ク ト 　「 かかわり 合い　 認め合い　 支えあい　 学びあう 　 子供たち 」

１ 　 豊かな心の育成

（ １ ）「 花・ 緑いっ ぱい活動」 の推進（ 学校地域応援団によ る栽培活動、 園芸活動。）

２ 　 ゲスト ティ ーチャ ー等による 授業の充実

（ １ ） 小松菜農家を 訪ねて（ ３ 年社会科学習。）

（ ２ ） 福祉体験教室（ ６ 年総合的な学習の時間と の関連　 車いす・ 手話・ アイ マスク 等の体験。）

（ ３ ） 心の教育（ 規範意識や思いやり の心など豊かな人間性を育む。）

（ ４ ） 学校地域応援団等によ る 学習支援（ かけ算九九、 ミ シン、 郷土かる た、 家庭科支援、 町調べイ ンタ ビ ュ ーな

どの支援。）

３ 　 図書ボラ ンティ アによ る 読書の推進　

（ １ ） 図書ボラ ンティ アによ る 図書室準備、 装飾。 読み聞かせ。

　 優し さ と 思いやり のあふれる上小松小学校にするために、 教職員や保護者、 地域等と 連携し 、

「 誰も 一人ぼっ ちにし ない。 誰も 置いてき ぼり にし ない。」 を キーワード に、 学校教育を 推進し ていき ます。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 3 3 3 3 3 3 1 8

児童数 1 0 1 9 4 9 6 1 0 5 8 2 9 6 5 7 4

【 知識技能の定着】

【 協働的な学びの充実】

【 学習意欲の向上】

【 学習環境の整備】

・ 習熟度別指導、 タ ブレッ ト 端末、 指導補助員の活用による個に応じ た指導の充実。

・ 朝学習「 チャ レ ンジタ イ ム」 等による基礎基本の定着。

・ 家庭と 連携し た学習習慣の確立。

・ 学校での学びの土台と なる良好な学習集団の育成。

・ ペアワーク 、 グループワーク など協働的な学びの場の設定。

・ Ｉ Ｃ Ｔ 機器、 タ ブレッ ト 端末を含めた様々なツールの活用による児童の交流の工夫。

・ 学習のねら いや流れの明確化など児童に見通し をも たせる工夫。

・ 学びの良さ の確認、 今後の課題を明確にする振り 返り 活動の工夫。

・ 日常生活と 学習の関連を意識さ せる。

・「 葛飾スタ ンダード 」 を基本と し た全校での統一し た指導。

・ 学習のユニバーサルデザイ ン化（ 令和５ ・ ６ 年度区研究指定校）

【 主な取り 組み】

○いじ めの未然防止に取り 組みます。

○人権教育を 推進し ます。

○特別支援教育を 充実さ せます。

○地域や関係機関と 連携し ていき ます。 　

○ SD G s に積極的に取り 組みます。

○児童と のあたたかな信頼関係を 築き ます。

○多様性を 尊重し ていき ます。

○授業のユニバーサルデザイ ン 化を 目指し ます。

○居場所と なる 集団作り を し ていき ます。

○不登校０ を 目指し ます。

○保護者と の良好な関係を 築き ます。



隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

ー 5 0 ー

小学校幸 田

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区西水元3 − 2 4 − 1 2

0 3（ 3 6 0 0 ）3 8 8 1

0 3（ 5 6 9 9 ）1 3 0 3

JR常磐線金町駅より

京成バス幸田小学校徒歩１ 分

昭和4 8 年４ 月１ 日

田中　 博（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

水　 元小学校 東水元小学校飯　 塚小学校

　 人権尊重の精神と 人間相互の信頼を 基盤と し て、 社会の変化に主体的に対応でき る人間性と 人格を 備え、 こ れか
ら の持続可能な社会の創造に向けて、 人と 社会、 自然等と 協調し ながら たく まし く 生き ていく こ と のでき る 子供の
育成を 目指し ます。

○よく 考え く ふう する 子 （ かし こ く ）【 問題解決力】
○健康で たく まし い子 （ たく まし く ）【 実践力】
○すなおで 思いやり のある子 （ ゆたかに）【 人間関係形成力】

○校内研究…「 算数科」 を 研究教科と し 、「 主体的に課題を 解決する力」 を 育成し ます。
○フ ォ ロ ーアッ プタ イ ム…火曜日の放課後に補習的な学習を 行い、 学習内容の定着を 図り ます。
○ふれあいの時間…木曜日の放課後に学習での質問、 悩みの相談、 ク ラ スで行事に向けて取り 組む時間と し て、 児

童と 教師の心と 心がふれ合える 時間を 設定し ています。
○朝ト レ …火曜日の朝学習でタ ブレ ッ ト を 使っ て個別最適化し た問題に通年で取り 組み、 基礎の定着を 図り ます。
○朝読書…水曜日の朝学習で取り 組み、 読書量の向上を 図り ます。
○ ICT の活用…タ ブレ ッ ト 端末や大型提示装置を 活用し て個々の学習課題に応じ た学習を し ます。
○主体的・ 対話的で深い学びにつなげる学習…「 かつし かっ 子学習スタ イ ル」 を 全校で実践し ます。

○学校図書館の蔵書数は 1 0 ,0 0 0 冊を 超え、 学習センタ ーと し てより よ い学びの場と なっ て活用さ れています。 常
駐する 学校司書を 活用し 、学校の読書指導のよ り 一層の充実を 図ると と も に、学校図書ボラ ンティ ア「 どんどこ 」
と 連携し た週 1 回の朝の読書タ イ ムや図書の読み聞かせ等を 通し て、児童が読書に親し む心情や態度を 育てます。

○水元特別支援学校と の学級相互訪問及び交流会を 通し て特別支援教育の理解を 推進する と と も に、 人間尊重の精
神を 養います。

○地域の農家から の協力や指導を 受けて作物の栽培を 行い、 自然や地域と のふれあいを 通し て自然の素晴ら し さ や
収穫の喜びを 味わわせ、 豊かな人間性を 育てます。

○児童の体力向上のため、 1 2 月に持久走記録会、 年間を 通し て縄跳びの取組みを 実施し ます。
○日本の文化や伝統に親し むため、 2 0 種類以上の伝承遊びを 通し て「 う でく ら べ交流会」 を 実施し 、 異学年の交

流を 深めます。 保護者や地域の方々にも 参加し ていただき ます。

　 葛飾区内一広い校庭は、 直線距離 1 0 0 ｍを と る こ と ができ ます。 敷地内には幸田の森や築山があり 、 季節折々
の花が咲き 、 自然にふれる こ と ができ ます。 全児童数 5 8 3 名の大規模校で、 明る く 、 すすんで気持ち のよ い挨拶
ができ る 児童は笑顔と 活気に満ち あふれています。 学校行事では、 児童と 教職員が一体と なっ た教育活動が展開さ
れます。 また、「 楽し い授業」「 よ く わかる 授業」 を 目指し 、 教師は日々研修に努めています。 研究教科については
昨年度から 「 算数科」 に定め、 児童が主体的に課題を 解決する 指導法を 研究し ています。 かつし か地域スポーツ ク
ラ ブであるオール水元スポーツ ク ラ ブと の連携事業では、 アスリ ート を お呼びし てスポーツ 教室を 行います。 今後
も 「 かつし かっ 子」 宣言の実践を 通し て、「 笑顔あふれる ハッ ピ ーフ ィ ールド  幸田小学校」 を 目指し てまいり ます。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 3 3 3 3 4 4 2 0

児童数 8 7 9 9 8 8 8 3 1 1 5 1 1 1 5 8 3
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小 

学 

校

隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校細 田

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区細田3 − 2 0 − 1

0 3（ 3 6 7 2 ）7 1 2 5

0 3（ 5 6 9 4 ）4 3 3 9

京成線高砂駅徒歩1 5 分

京成タ ウンバス稲荷神社徒歩１ 分

昭和4 9 年９ 月１ 日

矢吹　 理恵（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

奥　 戸小学校 鎌　 倉小学校高　 砂小学校

 　 人間尊重の精神に基づき、 心身と も に健康で、 知性と 感性、 品性や体力に富み、 社会の変化に主体的に対応でき る 人間性と

人格を備えた児童の育成を目指し 、 次の目標を設定し ます。

○よく 考えてやり ぬく 子…確かな学力に支えら れた学力と 体力と の向上を目指し ます。

○みんなと 仲よく 助け合う 子…思いやり の心をも ち自他の人格を尊重する心の育成を目指し ます。

○明るく 健康な子…進んで挨拶をし 、 健康に気を付け、 健康で安全な生活を送る児童の育成を目指し ます。 　

〇授業の開始時に前時の学習内容等既習事項を 確認すると と も に、 授業の最後に「 まと め」 を 行い、 本時の学習内容の確認を

行います。

〇タ ブレッ ト の個別の学習ログ等の活用により 、 個に応じ た課題に取り 組み、 基礎基本の定着を図り ます。

〇年間を見通し て、 単元ごと 等に学習内容の振り 返り の時間を設けます。

〇ペア学習、 ト リ オ学習、 グループ学習を取り 入れ、 自分の考えを自分の言葉で表現する と と も に、 他者の考えを認め、 視点

を増やし 、 視野を広げ、 学びを広げたり 、 深めたり できるよう にし ます。

〇タ ブレッ ト の機能の活用により 、 多く の意見に触れたり 、 意見交換し たり し ます。

〇授業の導入の工夫により 、 学習内容への興味、 関心を高め、 学習に向かう 意欲を育てます。

〇ヒ ン ト カ ード 等個に応じ た手立てをと る こ と によ り 、 子供たちが「 でき た」「 分かっ た」「 楽し い」 と いう 思いを も っ て学習

への意欲を継続でき るよう にし ます。

〇「 中野かんら ん発祥の地、 細田」 と し て、 細田農園におけるキャ ベツ などの野菜の栽培活動に取り 組み、 児童のふるさ と 葛

飾細田への思いを 育みます。 また、 農園コ ーディ ネータ ーによる授業支援を 取り 入れ、 学校農園での栽培活動を通し て自然

愛護の気持ちも 育てていき ます。

〇外部人材の協力をえながら 、「 セミ の学習」 や「 サケの学習」 を 通し ての環境教育、「 三味線体験」 を 通し ての音楽科教育の

充実を図り ます。

○体育科指導の充実を図り ます。 民間施設を利用し た水泳指導や持久走会、 さ ら には縄跳び検定の取組を推進し 、 運動に親し

む習慣や体力の向上を目指し ます。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

○広い校庭での外遊びを奨励し 、「 わく チャ レ 細田っ 子！！」 と 連携を図り ながら 、 体力の向上を目指し ます。

○全校一斉の読書タ イ ムや保護者・ 地域ボラ ンティ アによる 全校一斉の読み聞かせを実施し 、 読書を通し て心豊かな児童の育

成を図り ます。 　 　

＜元気と 活気のある細田小学校を目指し ます＞

　 創立 5 2 周年を 迎えた、 地域に根ざし た学校です。 学力の向上、 豊かな心の育成、 進んで運動に親し み健康な生活を 送れる

児童の育成を目指し て、 全教職員が協働の下に取り 組んでいます。

　 地域の方のご好意でお借り し ている細田農園、観察池がある校舎の中庭、広い校庭など、自然豊かな環境にも 恵まれています。

異学年交流活動の「 なかよし 会」、 児童集会、 ク ラ ブ・ 委員会活動においては児童が主体と なり 、 学校生活を充実さ せるための

取組を行っ ています。 元気なあいさ つのでき る、 何事にも 進んで取り 組む、 素直で元気一杯の細田の子が一番の自慢です。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 3 4 3 3 3 3 1 9

児童数 7 8 1 0 8 8 7 9 3 8 7 8 0 5 3 3



隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

ー 5 2 ー

※通学区域の変更に伴い、令和８ 年４ 月１ 日から 飯塚小学校は除き ます。

※

小学校東金町

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区東金町1 − 3 3 − 1

0 3（ 3 6 2 7 ）1 4 1 1

0 3（ 5 6 9 9 ）1 4 1 6

JR常磐線金町駅徒歩７ 分

昭和5 3 年４ 月１ 日

河村　 麻里（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

新　 宿小学校

半　 田小学校
飯　 塚小学校

末　 広小学校

花の木小学校

金　 町小学校

原　 田小学校

○なかよく 助け合う 子

　 認め合い、 励まし 合う 、 人権尊重の精神と 豊かな心

○進んで学びやり ぬく 子

　 基礎的・ 基本的な学力の定着と 自ら 学び進んで行動する力　

○明るく 健康な子

　 明るく たく まし い心と 体を備え、 生涯を通じ て健康で豊かな生活

＜基本方針＞

①可能性を伸ばし 、 明るい子供を育てます。

②異年齢集団の交流活動を 通し て、 児童同士、 心

のふれ合う 指導を進めます。

③「 でき た！」「 わかっ た！」 と 児童が主体的に学

ぶ学習指導の工夫と 充実を図り ます。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◎Ｉ Ｃ Ｔ 機器を活用し た学習活動を通し て、 児童の学力・ 思考力・ 表現力を高める指導に取り 組んでいます。

◎「 かつし かっ 子学習スタ イ ル」 を確実に身に付け、 ６ 年間を通し て一貫性のある指導を行います。

◎個別指導の充実・ ・ ・ 学習支援やＩ Ｃ Ｔ 指導補助員等を配置し て、 個別指導の充実を図り ます。

◎目標（ 各種検定）へのチャ レ ンジで、意欲の伸長、学力の向上を目指し ます。 タ イ ピング検定や漢字検定、漢字おぼえるマスタ ー

など明確な目標を設定し 、 学力の向上を図り ます。  

◎授業の積極的な公開と 教師自ら の研究・ 研修によ る授業改善を行います。 プロ グラ ミ ン グ教育や STEAM 教育の研究を 中心

と し た授業実践の積み重ねで研修活動を充実さ せ、 教員の指導力向上を図り ます。

◎確かな学力の定着を目指し て

　 　 習熟度別少人数指導（ 算数）、１ 年時から の専科指導（ 音楽）、家庭学習の習慣化、漢字検定の受検、 ICT 機器（ タ ブレ ッ ト ）

の活用による基礎学力の定着、 タ イ ピング検定、 ミ ラ イ シード の活用

◎豊かな心を育てるために

　 　 探求学習「 東金Ｅ Ｘ 」 ( ３ ～６ 年の異学年集団による 学び合い )、 通常学級と 特別支援学級（ あおば学級） と の交流、 心と

体の健康（ かつし かっ 子体力アッ ププログラ ムの推進・ 持久力の向上・ 運動習慣の定着） 

◎開かれた学校の推進

　 　 地域や PTA と の連携による教育活動の充実。 大学や企業、 国内外の教育機関・ 組織と の積極的な交流。

○金町中学校と し て開設さ れた施設でし たが、 昭和 5 3 年４ 月に東金町小学校と し て開校し まし た。 校舎の改築を 令和３ 年に
終え、 令和４ 年９ 月には校庭の工事も 完了し まし た。 新し く 使いやすい教室、 広い面積を 有する 校庭など学習環境に恵まれ
た学校です。

○開校以来、子供たちは、校歌にう たわれている梅の花の「 気高さ 」 ｢やさ し さ ｣ ｢すなおさ ｣ をし っ かり 受け止め、めあてをも っ
て素直に育っ ています。

○教職員も 授業研究や教育実践に、 一生懸命取り 組む学校です。 令和２ ・ ３ ・ ４ 年度は葛飾区教育委員会より 教育研究指定校と
し て「 ICT 機器の活用」「 プロ グラ ミ ング教育」 の研究を 推進し 、 令和５ ・ ６ 年度はパナソ ニッ ク 教育財団から 特別研究指定
校に選ばれ全国の小学校へ教育に関する情報を発信し 、 さ ら に令和 6 年 1 0 月 2 2 日に研究発表会を開催し まし た。 今年度は
こ れまでの研究成果を N EW  ED U CATIO N  EXPO 等での発表（ 東京、 大阪、 つく ば） を通し て、 全国発信し ていきます。

○地域や保護者の皆様が、 惜し みなく 応援し てく れる 学校です。 低学年が水元公園で行う 校外学習や、 町探検では保護者の皆
様がボラ ンティ アと し て多数参加し 、 支援し てく ださ っ ています。

○今後も 、 学校・ 家庭・ 地域の連携を確かなも のと し て、 子供たちの教育活動の充実を図り ます。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生
特別支援
学　 級 合計

学級数 5 4 4 5 4 2 6 3 0

児童数 1 5 1 1 3 0 1 3 6 1 5 3 1 0 6 6 0 4 3 7 7 9
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小 

学 

校

隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校東水元

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区東水元5 − 3 8 − 1

0 3（ 3 6 2 7 ）5 3 8 1

0 3（ 5 6 9 9 ）1 4 4 7

京成バス水元そよかぜ園徒歩５ 分

昭和5 7 年４ 月１ 日

小野寺　 庸介（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

水　 元小学校

花の木小学校

原　 田小学校半　 田小学校

幸　 田小学校

人間尊重の精神を基盤にし て、 知性と 感性、 道徳心や体力を育み、 日本国民及び葛飾区民と し ての自覚を 高め、 心豊かな人間
の育成を目指し ます。

・ 豊かな心で　 助 け 合 う 子　（ ゆたかに）
・ 自 ら 考 え　 や り ぬ く 子　（ かし こ く ）
・ 健　 康　 で　 たく まし い子　（ たく まし く ）

・ 互いに認め合い励まし 合い、 自他の人権と 思いやり を大切にし ます。
・ 自ら 課題をも ち、 よく 考え主体的に判断し 課題を解決し 実行し ます。
・ 心身と も に健康で、 最後まで自信をも っ て粘り 強く 取り 組みます。

【 知識・ 技能の定着】
・ 何を理解し ているか、 何ができ るかを児童が意識し た授業を展開し ます。

【 協働的な学びの充実】
・ タ ブレ ッ ト 端末を活用し 、 自分と 友達の考えの差異点や同意点を比較し 、 自分の考えを広げる場を多く 設定し ます。

【 学習意欲の向上】
・ 目的意識をも てる課題を設定し 、 Ｉ Ｃ Ｔ 、 学習センタ ー、 地域の教育力等を活用し ながら 解決でき るよう にし ます。

◎ふれあいタ イ ム
たてわり 班活動（ 異学年の交流）、 学級遊び等を通し て、 互いに認め合い高め合う 心を育みます。

◎教科横断的な学習
防災教室、 地域の老人介護施設と の連携、 生き 物の授業、 さ けの学習、 低学年の英語学習など 、 教育効果の上がる 体験的な
学習を多く 取り 入れ、 学ぶ、 知る楽し さ を感じ ら れる学習をし ます。

◎ ICT 機器の活用
タ ブレッ ト 端末を活用し た授業、 補充学習、 家庭学習を通し 、 個別最適な学びの実現を目指し ます。

◎「 朝学習」「 朝読書」
火曜日、 木曜日、 朝の 1 5 分の時間を利用し 、 既習事項の内容を確認し 、 基礎的な学習内容の定着を図り ます。
　 水曜日は、 朝読書の時間と し 、 読み聞かせや読書をする時間を設定し 、 表現力や想像力を養います。

◎福祉教育
各学年に応じ た体験的な福祉教育を計画的に行い、 人権意識を高め、 すすんで社会に奉仕する態度を育みます。

◎様々な体験活動
地域行事への参加や、 水元公園を活用し た野外教室等の体験活動を通し て、 地域の文化や伝統を学び、 育てます。

○誰一人取り 残さ ず、 子供も 教職員も 「 フ ァ ミ リ ー」 と いう 意識を も ち、 全ての子供たち が輝く 教育活動を 実現さ せるこ と を
目指し ます。

○本校は、 都立水元公園に一番近い学校であり 、 日枝神社と 熊野神社の間に位置し ています。 閑静な住宅街にあり 、 辺り には、
畑や野菜作り のためのビニルハウス等も あり 、 落ち着いた環境です。

○かつし かっ 子学習スタ イ ル、 かつし か授業スタ ンダード に則っ た授業を 実践し ています。 恵まれた自然環境を活用し 、 のび
のびと 豊かな心を育んでいます。 1 年間を通し て充実し た栽培活動を行っ ています。

○教員が休み時間に子供たちと いっ し ょ に遊び、 子供たち が困っ ているこ と や思っ ている こ と を 相談し やすい関係づく り を大
事にし ています。 他者を認め、 支え合う 姿勢を育てる学習や活動を計画的に実施し ています。

○「 体育的行事」（ マラ ソ ン記録会、 長縄大会）「 中休み」 を使い、 年間を通し た体力作り を実施し ています。 また、「 保健指導」
「 食育指導」 等も 全学年で実施し ています。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 2 1 2 1 2 2 1 0

児童数 3 7 3 5 5 2 3 4 4 6 4 8 2 5 2



隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

ー 5 4 ー

小学校よ つぎ

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区四つ木4 − 8 − 1

0 3（ 3 6 9 3 ）4 6 4 0

0 3（ 5 6 9 8 ）1 7 4 2

京成線四ツ木駅徒歩1 0 分

平成1 1 年４ 月１ 日

島野　 浩之（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

本　 田小学校

宝木塚小学校

東四つ木小学校梅　 田小学校

綾　 南小学校

変化に主体的に対応し 持続可能な社会の担い手の一員と なり 、 W e ll-b e ing を 実現し ていく ための資質・ 能力を 育

成する ために、 次の目標を 設定する 。

「 元気な子： 心と 体を 鍛え困難に打ち 克ち 、 自己効力感を 高めていく 子（ 実践力）」

「 かし こ い子： 基礎・ 基本を 身に付け、 AAR サイ ク ルを 回し ながら 粘り 強く 探究し ていく 子（ 問題解決力）」

「 やさ し い子： 多様性の尊重を 基盤と し 、“ みんな ” と いう 意識を 高めて 合意形成に努め、 協働を 通し て W ell-

b e in g を 実現し ていく 子（ 人間関係形成力）」

○重点目標： 基礎基本の定着を 図る ためにも 、 非認知能力育成の視点を 大切にし た学びを 推進し 学力を 向上さ せる 。

○学習環境の整備

　 　 ・ 年間を 通し た朝読書の時間の設定。（ 学びのスタ ート の集中・ 読解力思考力向上）

　 　 ・ かつし かっ 子学習スタ イ ルを 徹底し 学びのよ い習慣を 身に付けさ せる。

○令和６ ・ ７ 年度葛飾区教育研究指定校　 研究主題「 よつぎＷ ell-b e ing ～ AAR サイ ク ルを 活用し た体育学習～」

AAR サイ ク ル（ 試行錯誤的学び） に着目し 、 児童の自尊感情を 高めていく 。

・  PTA 図書ボラ ンティ アや読み聞かせボラ ンティ アの協力を 得たり 、地区図書館と 連携し たり する 読書活動の推進。

・ 子供の主体的ないじ め防止活動と し て「 よ つぎハッ ピ ースク ール」 ( 通称 YHS) を 推進し 、 子供にと っ て安心・

安全な学校を めざす。（ 児童会と し て、「 YHS 委員会」 を 令和５ 年度新設。）

・  秋田県鹿角市と の交流やサケの孵化を 通し た環境学習の実施。

・“ みんなの” よ つぎ小学校を スロ ーガン に、 みんなの（ 一人一人にと っ ての居場所）、 みんなによ る（ 一人一人の

主体的な活動・ 協働）、 みんなのため（ 感謝・ 愛） の学校＝ W e ll-b e ing な学校を 、 元気・ 本気・ 根気・ 勇気の

四つの気を 通し て目指し ます。

・ 　 縦割り 班の活動も あり 、 休み時間にも 異年齢で仲良く 遊ぶ姿がよく 見ら れます。

・ 　 四季の花が咲き 、 児童や教職員の明るく 元気な挨拶の声が響く 気持ち のよい学校です。

・ 　 秋田県鹿角市と 連携し 、「 鹿角 都市・ 農村交流事業」 を 行っ ています。 毎年夏に PTA が主と なっ て希望児童

が鹿角を 訪問し ています（ 毎回 2 0 名程度）。

・   学校のホームページの学校日記を 更新し 、 各学年の子供たち の学校生活の様子などを お伝えし ています。 ぜひ

ご覧く ださ い。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 2 2 2 2 2 2 1 2

児童数 5 5 4 8 5 6 4 9 6 5 4 8 3 2 1
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小 

学 

校

隣接する小学校

児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

小学校東四つ木

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区東四つ木2 − 1 3 − 1

0 3（ 3 6 9 4 ）1 3 6 4

0 3（ 5 6 9 8 ）1 7 3 2

京成線四ツ木駅徒歩1 0 分

令和７ 年４ 月１ 日

杉田　 綾美（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

本　 田小学校

よ つぎ小学校

川　 端小学校梅　 田小学校

上平井小学校

〇自ら 学ぶ子（ 主体的に学びに向かう 子）
◎心豊かな子（ 互いのよさ を 尊重し 、 思いやり を も っ て行動する 子）
〇元気でたく まし い子（ 心身と も に丈夫で、 最後までやり 抜く 子）

【 知識・ 技能の定着】
〇かつし かっ 子学習スタ イ ル・ 問題解決的な学習の全学級での徹底
〇Ｉ Ｃ Ｔ を 活用し た個別最適化の学び

【 協働的な学びの充実】
〇ペア・ グループ・ 全体と ねら いに即し た学習形態の工夫
・ 目的を 明確にし た話し 合い活動
・ 児童の思考を 深める 「 教師の対話スキル」 の充実
【 学習意欲の向上】
〇葛飾教師の授業スタ ンダード に基づく 確実な実践
・ ねら いの明確化、 まと めと 振り 返り の徹底
・ 児童の「 学びがい」 につなげる即時評価と 教師の価値付け ( 言葉かけ・ ノ ート )
〇授業と 関連付けた家庭学習の活用 ( 自学の充実 )

地域と のつながり や地域への理解を 深める

　 　 　 　 　 　 　 地域のよ さ を 伝える  教育活動

・ ３ 年生　「 かつし か郷土かるた」

・ ４ 年生　「 福祉体験」「 水と 川の学習」「 防災教育」

・ ５ 年生　「 日本伝統文化体験」　

・ ６ 年生　「 町工場見学」「 水害等の防災」　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　【 SD G ｓ 目標④⑨⑩⑪⑭】

保護者・ 地域・ 外部機関の力を 生かし た「 共育」 活動
・ 学校地域応援団と の連携　
　 登下校時見守り 隊　 　 花華ボラ ン ティ ア  
   図書ボラ ンティ アにじ いろ たまご　 　 おやじ の会
・ 外部機関を 活用し た体力向上のための教育活動

　【 SD G ｓ 目標③④⑨⑮⑰】

学力向上のための横断的な教育活動　 　 　
・ N IE 教育（ 読み解く 力の育成）
・ パワーアッ プ 学習（ 個別最適な学び、 基礎的基本的

な学力の定着）
・ 学習チャ レ ン ジ教室（ 漢字検定、 算数検定）
・ 家庭学習キャ ン ペーン 週間（ 自学に向かう よ り よ い

学習習慣の定着）
　 　【 SD G ｓ 目標④】

地域の人々への親し みや
　 　 　 　 　 　 思いやり の気持ち を 育む教育活動
・ 地域の保幼小交流、 中川中学校と の連携
・ なかよし 班活動（ 異学年交流）
・ 副籍児童と の交流　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　【 SD G ｓ 目標⑪⑰】

【 開校理念】「 わが学び舎は家族なり 」 共育・ 協働の東四つ木小学校 -令和 1 2 年新校舎完成予定 -
　 本校は、 木根川小学校と 渋江小学校が統合し 、 令和７ 年４ 月１ 日より 開校し た新し い小学校です。 木根川小学校

の敷地に新校舎が完成する までの間、 渋江小学校の校舎を 使用し て教育活動を 行います。 校章は、 キャ プテン 翼
の作家である 高橋陽一氏がデザイ ン し 、校歌は、シンガーソ ン グラ イ タ ーのさ だまさ し 氏が作詞作曲し まし た。「 心
豊かな子」 を 重点目標と し 、児童・ 保護者・ 地域の皆様と の絆を つなぎ、「 家族」 のよ う な温かい人間関係を 基盤に、
一人一人の確実な成長を 実現し ていき ます。

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 2 2 2 2 2 2 1 2

児童数 4 3 5 7 4 2 6 2 5 9 6 8 3 3 1
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児童数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

学校から のメ ッ セージ

入学でき るお子さ ん

学校保田し おさ い

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

校 長

千葉県安房郡鋸南町大六1 8 0 − 2

0 4 7 0（ 5 5 ）1 1 1 0

0 4 7 0（ 5 5 ）4 2 9 3

JR内房線安房勝山駅徒歩1 5 分

車： 京葉道～館山道（ 鋸南保田）

加賀美　 学（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

　 保田し おさ い学校は、 葛飾区内の小学校３ ～６ 年生で、 病弱、 虚弱、 喘息、 肥満等の状況にあり 、 健康回復を 目
指し ながら 学校生活を 送る 必要のある 児童を 対象と し た病虚弱特別支援学校です。（ 生活リ ズムの乱れから 心と 体
が不調と なっ た児童も 対象と なり ます）
　 詳し く は総合教育センタ ー就学相談係又は学校にお問い合わせく ださ い。

「 心も 体も 健やかでたく まし い子」
○進んで体を 鍛える 子
　 食事・ 運動・ 睡眠など基本的な生活習慣の大切さ を理解し 、 自ら の健康状態の維持・ 改善に努めるこ と ができ る子
○よく 考えやり ぬく 子
　 基礎的・ 基本的な知識・ 技能を 習得・ 活用し 、 すすんで課題を 解決し よ う と するこ と ができ る子
○仲よ く 助け合う 子
　 自他を 認め合い、 思いやり と 規範意識を も ち、 すすんで集団の一員と し て活動する こ と ができ る 子

◇少人数の利点を いかし た個に応じ た学習指導を 行い、 基礎・ 基本の定着を 図り ます。
◇ ICT 機器や学習指導補助員を 活用し た授業を 通し て、 個別指導を 充実さ せます。
◇対話的活動を 意図的に取り 入れ、 自分の考えを も っ て表現する 授業を 行います。
◇異学年での学習活動を 日常的に行い、 学びあいを 重視し た学習を 推進し ます。
◇授業の導入を 工夫し 、 わかる授業・ 楽し い授業を 実施し ていき ます。
◇体験学習・ 探究学習、 問題解決的な学習を 充実さ せ、 児童が主体的に取り 組む学習を 推進し ます。

◆毎日、運動遊びを し て体力向上を 図っ ています。 持久走と 縄跳び記録会を 年３ 回、体力テスト を 年２ 回行います。
◆異学年交流を 重視し ており 、 全校でのサッ カ ーや集団遊びを 行っ ています。
◆地域と のつながり を 大事にし ており 、 葛飾区の行事「 葛飾区子ども まつり 」 への参加に加えて、 学校所在地であ
　 る千葉県鋸南町の「 鋸南町文化祭」「 鋸南小学校マラ ソ ン 大会」 にも 参加し ています。
◆自然体験活動を 重視し ており 、 蛍狩り 、 海水浴、 星の観察、 学校農園での栽培活動などを 行っ ています。 定期的
　 に収穫祭を 行い、 全校児童で旬の味を 楽し んでいます。

　 保田し おさ い学校は、 千葉県房総半島南部の鋸南町にあり 、 海と 山に囲まれた素晴ら し い自然環境と と も に、 清
潔で明る い施設環境が整っ ています。 こ の恵まれた環境のも と 、 児童は、 学校と 寄宿舎で規則正し い生活を 送り 、
一人一人の健康課題の解決に取り 組みながら 学習に励んでいます。
　 本校では、 自分の健康課題について学ぶ「 自立活動」 の時間があり 、 病類別グループで学びを 深めています。 ま
た、 健康課題改善に向けた体力づく り の一環と し て、 踊り やサッ カ ー、 持久走など様々な運動を 行っ ています。「 自
立活動」 以外の学習は、 教科書も 学習内容も 区内小学校と 同様です。 また、 寄宿舎の学習時間では、 寄宿舎指導員
の見守り の下、 落ち 着いた雰囲気の中で宿題や自主学習に取り 組んでいます。
　 本校の教育活動を 理解し ていただける よ う 、 ６ 月、 1 1 月、 １ 月に区内児童・ 保護者・ 学校関係者を 対象と し た
学校見学会を 実施し ています。 また、 入学希望者には、 随時宿泊体験学習を 受け付けています。

３ 年生 ４ 年生 ５ 年生 ６ 年生 合計

学級数 1 2 1 2 6

児童数 3 9 1 7 2 0
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青葉中学校

綾瀬中学校

双葉中学校

青戸中学校

新宿中学校

亀有中学校
一之台中学校

上平井中学校

新小岩中学校

小松中学校

奥戸中学校

高砂中学校

桜道中学校

常盤中学校

金町中学校

東金町中学校

水元中学校

葛美中学校

大道中学校

堀切中学校

四ツ木中学校

立石中学校

本田中学校

中川中学校

綾瀬

亀有

金町

柴又

高砂

青砥

堀切菖蒲園 お花茶屋

中 

川

荒 

川

中 

川

江 

戸 

川

新 

中 

川

立石

新小岩

四ツ木

新柴又

小菅駅

中学校位置図
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生徒数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

主な進学先【 令和６ 年度実績】

中学校本 田

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区東立石4 − 7 − 1

0 3（ 3 6 9 2 ）4 9 0 0

0 3（ 5 6 9 8 ）1 7 5 0

京成線立石駅徒歩1 0 分

昭和2 2 年５ 月１ 日

光山　 真人（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

心豊かで判断力のある 人になろ う

 １  心身と も に健康な人になろ う

 ２  進んで学ぶ人になろ う

 ３  創造力を 持っ た人になろ う

　 　 　 　 　 　 　『 真面目は、 かっ こ いい』
〇心身と も に健康な人になろ う
・ 自分を かけがえのない存在と し て、 自分の可能性を 信じ る 生徒
・ 規則正し い生活習慣の確立、 自己管理でき る 生徒
〇進んで学ぶ人になろ う
・ 毎日の学びを 着実に積み重ねていける生徒
・ 進んで学び、 自ら の力で自分の可能性を 広げる 生徒
〇創造力を も っ た人になろ う
・ チャ レ ンジ精神で切り 開いていける 生徒
・ 個性や能力を 発揮し 、 地域に誇れ、 社会の変化に対応でき る生徒

☆☆重点目標☆☆　「 主体的に学ぶ姿勢」、「 問題解決力」 を 育成するために、学びの振り 返り や ICT 機器を 活用する 。

【 知識・ 技能の定着】 【 協働的な学びの充実】 【 学習意欲の向上】

・ 全教員は、「 葛飾教師の授業ス タ ン ダード 」

にある 授業のねら いを 明確にし て、 丁寧に、
個々の生徒の理解・ 技能の定着を 確認し なが

ら 授業を 進め、 授業の終わり に本授業で学習

し たこ と を振り 返り 定着を図る。
・ タ ブレ ッ ト 端末の授業および家庭学習の活用

を図る。

・ １ 時間の中で短時間でも 生徒相互が考えたこ

と を 共有し たり 、 学び合いを たり し ていく 活
動を取り 入れて学習効果を高めていく 。

・ タ ブレッ ト 端末を活用し て、 調べ学習の精度

を高め、 ペアやグループで協働し て学習を行っ
ていく 学びの共同体の学習活動を行う 。

・ 学習意欲の向上を第一と し 、 生徒が学習し た

成果を 実感でき る よ う に、 単元ごと や授業内
での小テスト で学習の定着を 実感でき る よ う

に複数回繰り 返し 定着を図る。

・ 教師は生徒の学習状況に応じ て認め、 励まし
ていく こ と で個々の学習意欲の向上を図る。

〇人権意識を高く も ち、 人権教育と 道徳教育に取り 組みます。
○「 生き 方」 を深め、 思考力・ 判断力・ 表現力を育てる「 総合的な学習の時間」
・「 共生」 をテーマに「 環境」「 福祉」「 国際理解」「 食育・ 健康」「 平和」 等の分野の講演を 聴き 自ら テーマを設定し 、 調べ、 発
表し ます。 学級・ 学年・ 全校と 質の高い発表が行われています。
○外部人材を活用し た教養教育
・ 様々な機関から 講師を招き、 テーマに応じ て講演会を開きます。 専門性の高い講師を招聘し ます。
・ 日本の伝統話芸である落語を通し て江戸文化を学び「 思い描く 力」 を育てるために、 三遊亭窓輝師匠を招き 「 落語の授業」 を
実施し ます。
・ 音楽の授業で外部講師を招き 、 和琴の授業を実施し ます。
○いじ めのない学校づく り
・「 ３ 日休むと 職員会で報告」「 年４ 回のいじ め調査」 など、 いじ めと 長期欠席をなく すため全校で取り 組んでいます。
○豊かな心を育てるボラ ンティ ア活動の推進
・ 郷土かるた大会、 少年の主張大会、 ロード レース大会、 敬老慰安会等に生徒会役員や部活動の生徒が積極的に参加し ています。
〇グローバル化を意識し た校外学習　 　 TO KYO  　 G LO BAL　 GATEW AY
お台場エリ アにオープンし た体験型英語学習施設を 、 校外学習場所と し て設定し ています。「 いつも と 違う 」 環境のなかで、 い
つも と 違う 言葉を使っ て、 グローバルな世界を体験し ています。

国立高校
公立高校

浅草（ ２ ）、上野（ ２ ）、江戸川（ ３ ）、大島、葛飾商業（ ４ ）、葛飾総合、葛飾野（ ２ ）、蔵前工科（ ２ ）、小岩（ ５ ）、小松川（ ３ ）
小山台、産業技術高専、城東（ ３ ）、新宿、墨田川（ ３ ）、墨田工科（ ３ ）、総合芸術、竹台、戸山、日本橋（ ３ ）、農産、東
深川（ ２ ）、文京、本所（ ４ ）、南葛飾（ ７ ）、八潮

私立高校

愛国、 飛鳥未来（ ２ ）、 Ｓ Ｄ Ｈ 昭和第一、 Ｎ 高、 おおぞら 、 関東国際、 関東第一（ ８ ）、 共栄学園（ ２ ）、 錦城学園
国立音大付属、 京華女子、 駒込（ ２ ）、 品川翔英（ ２ ）、 修徳（ ３ ）、 淑徳巣鴨、 潤徳女子、 駿台学園、 正則
成立学園、 専修大附属、 千葉商大付属、 中央学院、 中央学院大中央、 中央大学、 東海大付属高輪台（ ２ ）
東京実業、 東京成徳大学（ ２ ）、 東洋、 二松学舎大附属（ ２ ）、 日体荏原、 明治学院（ ２ ）、 八洲学園、 安田学園
立志舎、 早稲田実業

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 合計

学級数 4 4 4 1 2

生徒数 1 2 4 1 2 9 1 2 1 3 7 4
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中 

学 

校

学校から のメ ッ セージ

ホームページについて

検定試験の奨励

ふれあい学習 水上高原移動教室

体育祭

・ 学校日記で、出来事を お知ら せし ます。
・ 学校紹介、本校の教育、部活動、がんばる 本中生、おたよ り などを 掲載し ています。

○英語検定、数学検定、漢字検定での輝かし い受賞歴
・ 数検　 グラ ン プリ 金賞（ 平成2 6 年３ 月）　 指導教員も 生涯学習功労賞を 受賞
・ 英検　 優良団体賞受賞（ 平成2 7 年３ 月）団体奨励賞受賞（ 平成2 8 年３ 月から 令和元年３ 月まで連続受賞）
・ 漢検　 団体最優秀賞（ 平成2 1 年３ 月）

　 令和３ 年度に新校舎が完成し まし た。最新の設備環境の中で、 よ り 快適な学校生活が送れます。全校生徒が穏やか
な雰囲気の中で、様々な学校生活の場面で精一杯取り 組むこ と ができ る 土壌があり 、豊かな学びと 実り ある 学校生活
を 送る こ と ができ ます。生徒全員、一人一人が自分のよ さ を 発揮でき る よ う にし ています。人情味あふれた下町気質。
町内会・ 自治会等の様々な行事に数多く の生徒が参加し ています。Ｐ Ｔ Ａ 、父親の会、O B 会も 充実し 、教育活動に尽
力し ていただいています。その中で、生徒は地域の一員と し て自覚や豊かな心、社会性を 育んでいます。
   本田中では、毎日の１ 時間１ 時間を 大切にする 授業を 徹底さ せ、基礎基本の徹底と 学ぶ意欲の育成につと めていま
す。集中し た授業態度や自ら 学ぶ力・ 学びを 律する 力・ 問題解決力・ 社会的実践力等も 高い水準である こ と が生徒の意
識調査から も 表れています。それと 比例し て学力の定着度も 良い結果を 示し ています。左記の進学先一覧にも ある よ
う に、自ら の進路選択を 実現し ています。
　 標準服( 制服) につき まし ては、 本田中学校の伝統を 守り 、 変更はあり ません。女子生徒は夏季はセーラ ー服です。
その上で女子生徒のスラ ッ ク スも 令和６ 年度より 導入し まし た。

２ 級 準２ 級 ３ 級 ４ 級 ５ 級 合　 計

英　 検 3 2 2 4 5 2 4 1 1 1 0 5

数　 検 4 3 4 1 1

漢　 検 1 7 3 1 1

令和６ 年度卒業生　 1 1 2 人　 検定合格人数　 3 年次の取組の成果
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生徒数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

主な進学先【 令和６ 年度実績】

中学校金 町

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区南水元3 − 1 − 1

0 3（ 3 6 0 7 ）2 5 7 5

0 3（ 5 6 9 9 ）1 4 9 6

京成線金町駅徒歩1 2 分

JR常磐線金町駅1 0 分

昭和2 2 年５ 月１ 日

山村　 智治（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

●自分で考え学ぶ人になろ う
●礼儀正し く 規律ある生活を し よ う
●豊かな心と たく まし い身体を つく ろ う

【 知識・ 技能の定着】
　・ 各授業で、「 ねら い」と し て学習の見通し を 立て、「 まと め」と し て学習の振り 返り を 行う 。
　・ 振り 返り を 記録さ せ、家庭学習につなげる 。
　・ タ ブレ ッ ト 端末を 活用し 、学校や家庭学習で適切な課題に取り 組ませる 。

【 協働的な学びの充実】
　・ ４ 人組等での話し 合い活動を 行い学びを 深める。
　・ 協働学習支援ツ ールを 活用し 質の高い協働学習を 進める 。
　・ 考え方指導を 充実さ せ、アサーショ ン やフ ァ シリ テーショ ン のスキルを 向上さ せる。

【 学習意欲の向上】
　・ 学習計画表や自学自習シート を 活用する こ と で「 ねら いの達成率」を 意識さ せ、変容を 見える 化する。
　・ 振り 返り を「 予習」へと つなげ、主体的に授業に取り 組む態度を 育てる。
　・ 授業の「 導入」を 工夫し 、興味・ 関心を 高める 。

　 　 　 　 　 　 　 　 夢の実現のために「 グリ ッ ト（ やり 抜く 力・ 粘る力）」を 育てる
　 ～G uts（ 困難こ と に立ち向かう ）　 Resil ie nce（ 失敗し ても 諦めない）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 In itia tive（ 自分で目標を 見据える ）　 Tenacity（ 最後までやり 遂げる ）～
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　【 中学校は義務教育９ 年間の最終段階である 】
◆真の学力（ 体力）向上を 図る
　 テスト のための短期記憶や思考を 伴わない暗記だけでなく 、 先行き 不透明なこ れから の社会を 生き て働く ため
の、汎用性の高い学力（ 論理的思考力・ 人間関係形成力）を 育み、教科と 教科、教科と 行事と の関連性を 考慮し 、キャ リ
ア教育の視点を も っ て、真の学力向上を 図る 。

国立高校
公立高校

葛飾野(1 3 )　 葛飾総合(7 )　 江北(1 1 )　 足立東(1 1 )　 葛飾商業(1 0 )　 葛飾総合(7 )　 南葛飾(4 )　 竹早(3 )　

赤羽北桜(3 )　 科学技術(3 )　 小台橋(3 )　 上野(2 )　 新宿(2 )　 竹台(2 )　 忍岡(2 )　 青山(2 )　 江戸川(2 )　 城東(2 )

戸山(2 )　 三田(2 )　 日比谷(1 )　 日本橋(1 )　 本所(1 )　 農産(1 )　 文京(1 )　 足立(1 )　 荒川工科(1 )

産業技術高等専門(1 )　 淵江(1 )　 篠崎(1 )　 豊島(1 )　 東(1 )　 国際(1 )　 飛鳥(1 )　 王子総合(1 )　 本所工科(1 )

私立高校

共栄学園 (8 )　 専大松戸 (4 )　 國學院 (3 )　 東京成徳大学 (3 )　 N (3 )　 立志社 (3 )　 北豊島 (2 )　 関東第一 (2 )

飛鳥未来 (2 )　 岩倉 (2 )　 東洋 (2 )　 二松学舎大学付属 (2 )　 明星学園 (2 )　 星槎国際 (2 )　 足立学園 (1 ) 日体荏原 (1 )

S（ 1 ）　 千葉商大付属 (1 )　 日本航空 (1 )　 郁文館 (1 )　 駒込 (1 )　 十文字 (1 ) 順　 天 (1 )　 帝京 (1 )　 東京 (1 )

目白研心 (1 )　 武蔵野 (1 )　 朋優学院 (1 )　 京華女子 (1 )　 中央大学 (1 )　 東京電機大学 (1 )　 浦和学園 (1 )

鹿島学園 (1 )　 霞ヶ 浦 (1 )　 上越 (1 )　 昭和学院 (1 )　 東洋大牛久 (2 )　 東山 (1 )　 光英 VERITAS(1 )　 麗澤 (1 )

早稲田佐賀 (1 )　 我孫子二階堂 (1 )　 和洋国府台 (1 )　 大原学園美空 (1 )　 中央国際 (1 )　 北海道芸術 (1 ) 明聖 (1 )

織田学園中野高等専修学校 (1 )

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 合計

学級数 6 5 5 1 6

生徒数 1 8 6 1 9 0 1 7 5 5 5 1
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中 

学 

校

学校から のメ ッ セージ

金中祭（ アナウン ス部） ２ 年みなかみ移動教室 運動会

■ 令和６ 年度　 部活動の実績

　 金町中学校では、学校を「 夢の実現のため、自分を 鍛える 場所」と し て、1 0 年後の生徒を 姿を 思い浮かべながら 、教
育課程全般に「 キャ リ ア教育」の視点を 取り 入れていき ます。先行き 不透明なこ れから の社会では、困難なこ と に立ち
向かい、失敗し ても 諦めず、自分でし っ かり と 目標を 見据え、最後までやり 遂げる 力が必要と 考え、たく まし く 、へこ
たれない生徒の育成を 目指し ます。そのためには、 生徒自身が目標を も っ ていなければなり ません。課題解決や体験
活動等において、生徒に考えさ せ、実践さ せ、結果ではなく 努力や挑戦を 認め、褒める こ と が大切である と 考えます。
様々な立場の教員やスク ールカ ウンセラ ーなどのスタ ッ フ がチームと し て指導にあたり 、 安心し て挑戦でき る環境
づく り を 進めていき ます。時には、試練を 経験さ せながら 愛情を も っ て教育に取り 組んでいき ます。また、「 なぜ、勉強
するのか」「 なぜ、マナーや決まり を 守ら なければなら ないのか」なども 考えさ せ、対話や議論を 通し て当事者意識を
も っ た主体性も 育んでいき ます。こ れら の実現には、学校と ご家庭の協力が欠かせません。教科の点数だけでなく 、た
く まし い「 真の学力」を 育むために、共に連携し て質の高い教育を 実践し てまいり ます。

葛飾区中学新人野球大会　 第３ 位

第6 8 回東京都中学校サッ カ ー新人大会　 都大会出場

東京都中学校卓球選手権大会（ 都大会）男子シングルス出場

東京都中学校新人卓球大会（ 都大会）団体・ 男子シン グルス出場

葛飾区中体連卓球部シード 権大会交流試合B リ ーグ　 優勝

東京都中学校ハンド ボール新人大会（ 都大会）　 ベスト ８

葛飾区春季バレ ーボール大会　 優勝

葛飾区男子バレ ーボール新人大会　 準優勝

葛飾区春季少年少女バスケッ ト ボール大会　 第１ 位

第7 7 回葛飾区民体育大会春季陸上競技大会中学共通男子4 ×1 0 0 m R優勝

第7 7 回葛飾区民体育大会春季陸上競技大会中学共通女子4 ×1 0 0 m R優勝

第7 7 回葛飾区民体育大会春季陸上競技大会中学共通女子1 0 0 m H 優勝

第7 7 回葛飾区民体育大会春季陸上競技大会中学共通男子走高跳優勝

第7 7 回葛飾区民体育大会春季陸上競技大会中学共通男子走幅跳優勝

第7 1 回葛飾区中学校陸上競技大会女子総合優勝

第5 1 回全日本中学校陸上競技選手権大会（ 全国大会）女子1 0 0 m H 出場

第5 2 回関東中学校陸上競技大会（ 関東大会）男子4 ×1 0 0 m 第８ 位

第5 2 回関東中学校陸上競技大会（ 関東大会）女子1 0 0 m H 出場

第6 3 回東京都中学校総合体育大会陸上競技大会（ 都大会）女子１ 年走幅跳第２ 位

第6 3 回東京都中学校総合体育大会陸上競技大会（ 都大会）男子共通4 ×1 0 0 m 第２ 位

第7 0 回全日本中学校通信陸上競技東京都大会（ 都大会）女子１ 年走幅跳第１ 位

第7 0 回全日本中学校通信陸上競技東京都大会（ 都大会）女子1 0 0 m H 第２ 位

第7 7 回東京都中学校支部対抗陸上競技選手権大会（ 都大会）女子３ 年1 0 0 m YH 第２ 位

第4 1 回N HK 杯全国中学校放送コ ン テスト 決勝大会　 アナウンス部門　 優秀賞

第4 1 回N HK 杯全国中学校放送コ ン テスト 決勝大会　 テレ ビ 番組部門　 優良賞

第4 1 回N HK 杯全国中学校放送コ ン テスト 決勝大会　 ラ ジオ番組部門　 参加賞

第4 5 回東京都中学校放送コ ン テスト 　 総合部門　 準優勝

第4 5 回東京都中学校放送コ ン テスト 　 ラ ジオ番組部門　 優勝

第4 5 回東京都中学校放送コ ン テスト 　 テレ ビ 番組部門　 準優勝

野球部

サッ カ ー部

卓球部

ハン ド ボール部

男子バレ ーボール部

女子バスケッ ト ボール部

陸上競技部

アナウン ス部
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生徒数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

主な進学先【 令和６ 年度実績】

中学校水 元

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区水元3 − 2 0 − 1

0 3（ 3 6 0 7 ）4 2 9 6

0 3（ 5 6 9 9 ）1 6 1 9

JR常磐線金町駅南口から 京成バス「 戸ヶ 崎

操車場行き 」に乗り「 水元中学校」徒歩１ 分

昭和2 2 年５ 月２ 日

戸室　 誠（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

　 こ れから の、持続可能な社会に向けて、人と 社会、自然等と 協調し ながら 、たく まし く 生き ていく ための資質・ 能力

を 育成するために、次の目標を 設定する。

○自　 立　 自ら 考え行動し 、心身と も に健康な生徒（ 持続可能な社会を つく るための力）

○探　 究　 物事の意義や本質を 見極め、進んで学ぶ生徒( 問題発見・ 解決能力)

○協　 働　 豊かな情操と 体力をはぐ く み、社会に貢献でき る生徒（ 多様な他者と 協働し ながら 目標に向かっ て挑戦する力）

○知識・ 技能の定着

生徒の学力を 向上さ せる ため、授業の終わり の「 まと め」で重点項目を 確認し 、定着を 図る 。タ ブレ ッ ト 端末によ る

家庭学習ではスタ デイ サプリ を 活用し 自主的な学習を 習慣づけ、生徒の学力向上を 図る 。

○協働的な学びの充実

協働的な学びによ り 、自他を と も に認め合える 学校づく り を 進め、さ まざまな立場の正し い理解を 通し て多様な考

えを 取り 入れる。

○学習意欲の向上

授業でのデジタ ル教材やタ ブレ ッ ト 端末の活用を 進める 。「 自習ウィ ーク 」を はじ め家庭学習の充実を 図り 、生徒に

達成感・ 満足感を 味わわせる 学びを 通し て自尊感情・ 自己肯定感の育成を 図る 。

〇運動会や文化発表会、合唱発表会

自他の個性の理解と 尊重、よ り よ い人間関係の形成を する と と も に、相互の理解と 協力を 図る こ と を 目指す。

○生徒の自主的な活動

生徒会が中心と なっ て水元し ぐ さ キャ ン ペーン を 各学期末に実施し 、 生徒同士が協働し ながら 自主的に学校生活

の改善を 進めていく 。

○地域と の積極的な関わり

地域人材を 活用し 、３ 年生を 対象にし た実践的な面接指導の充実を 図る 。また、こ の活動で地域の方々に生徒の様

子を 理解し ても ら う こ と により 、地域と の連携を よ り 一層深めていく 。

国立高校
公立高校

葛飾野(7 )　 墨田工科(5 ) 葛飾総合(4 )　 本所(1 )　 江北(3 )　 橘(3 )　 農産(3 )　 南葛飾(3 )　 青井(2 )　
足立新田(2 )　 江戸川(2 )　 芝商業(2 )　 日本橋(2 )　 淵江(2 )　 赤羽北桜(1 )　 浅草(1 )　 飛鳥(1 )　 足立東(1 )
葛飾商業(1 )　 小岩(1 )　 国際(1 )　 城東(1 )　 竹早(1 )　 千早(1 )　 戸山(1 )　 晴海総合(１ ）　 一橋(1 )
水元小合学園(1 )　 八潮(1 )　 六郷工科(1 )　 新潟県立海洋(1 )

私立高校
共栄学園（ 7 ）　 関東第一 (5 )　 岩倉 (2 )　 ク ラ ーク 記念国際 (2 )　 駿台学園 (2 )　 飛鳥未来 (1 )　 我孫子二階堂 (1 ) 
S(1 )　 北豊島 (1 )　 近畿大附属広島 (1 )　 錦城 (1 )　 駒澤大学 (1 )　 自然学園 (1 )　 修徳 (1 ) 　 潤徳女子 (1 )　
正則学園 (1 )　 中央大学 (1 )　 東海大学付属浦安 (1 )　 ヒ ュ ーマンキャ ンパスのぞみ (1 )　 立志舎 (1 )

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 合計

学級数 3 3 3 9

生徒数 1 0 4 1 1 1 1 0 6 3 2 1
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中 
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校

学校から のメ ッ セージ

部活動【 令和６ 年度実績】

学校生活

文化発表会 模擬面接

運動会

合唱発表会 地域清掃ボラ ン ティ ア

◎「 あいさ つ」や「 身だし なみ」など、中学生と し て身に付ける べき 、基礎的な生活習慣の定着を 重視し ています。また、
“当たり 前のこ と を 当たり 前に行う こ と ” ＝「 凡事徹底」ができ る よう に指導し ています。こ のよう な指導の下、 生
徒は挨拶がし っ かり と でき 、伸び伸びと 明るく 落ち 着いた学校生活を 送っ ています。

◎運動会、文化発表会、合唱発表会には生徒一人ひと り が積極的に参加し て伝統ある 行事と なっ ています。特に上級
生が下級生を 姿で導く こ と が伝統になっ てき ています。保護者や地域の方から の期待も 高く 、学校が一丸と なっ て
取り 組みます。是非、生徒の頑張っ ている 姿を 見に来てく ださ い。

◎SD G ｓ（ 持続可能な開発目標）の理念である、「 誰一人取り 残さ ない」に基き 、多様な立場や考え方を 認め合い、生徒
の自尊感情を 高める 教育を 推進し ます。

野　 　 球
葛飾区中体連春季・ 夏季・ 秋季大会優勝　 都中体連夏季・ 秋季大会出場
都2 3 区少年軟式野球大会第３ 位
日本プロ野球O B ク ラ ブ中学生野球東京都大会優勝

バスケッ ト ボール
男子　 葛飾区新人大会第２ 位　 都大会出場
女子　 葛飾区新人大会ベスト ８

柔　 　 道

ブロ ッ ク 夏季大会　 男子団体戦第５ 位　 都大会出場
男子個人戦第５ 位２ 名、女子個人戦第２ 位　 都大会出場 
ブロ ッ ク 新人戦　 男子団体戦３ 位　 女子団体戦３ 位　 都大会出場　
男子個人第３ 位３ 名　 第５ 位２ 名
都大会個人戦　 女子第５ 位２ 名　

卓　 　 球 東京都中学校新人大会男子シン グルス出場

陸上競技 葛飾ふれあい駅伝大会女子の部優勝

吹奏楽
都中学校吹奏楽コ ン ク ール銅賞　
都中学校アン サン ブルコ ン テスト 銀賞

美術部 道路愛護ポスタ ーコ ンク ール佳作入賞
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生徒数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

主な進学先【 令和６ 年度実績】

中学校新 宿

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区新宿3 − 2 0 − 1 0

0 3（ 3 6 0 7 ）6 2 0 1

0 3（ 5 6 9 9 ）1 5 1 6

JR常磐線金町駅徒歩1 5 分

京成線高砂駅徒歩1 5 分

昭和2 2 年５ 月１ 日

佐藤　 嘉弘（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

　 自己の発展のため常に努力し 、社会と と も に生き ていく 心豊かな人間を つく る
○自分を 大切に　 　 ○人を 大切に　 　 ○物を 大切に
＜めざす生徒像＞
一、自ら 考え行動し 、心身と も に健康な生徒
一、物事の意義や本質を 見極め、進んで学ぶ生徒
一、豊かな情操と 体力を はぐ く み、社会に貢献でき る 生徒

【 重点目標】
〇問題を 発見・ 解決し ていく 過程で、「 聴く 力・ 読解力」高める 指導を 実践する。
〇生徒が主体的に学びに向かえる 授業方法・ 家庭学習課題の研究と 実践
〇「 思考力・ 判断力・ 表現力」が身に着けら れる よう な授業の実践
〇「 生徒一人ひと り が活躍でき る授業」を 構築し 、たく まし く 生き る 力の基礎を 育む。

◎指導の指針「 生徒一人一人に夢・ 目標を し っ かり も たせて卒業さ せる 」
○確かな学力・ 健やかな身体を 育む
　 　 自尊感情を 高めるために多様な学習機会を 設け、個に応じ た指導を 徹底する。教員の授業力向上を 図り 、生徒
が主体的に学習する 授業を 実践する 。「 新宿ノ ート 」や１ 人１ 台のタ ブレ ッ ト 端末を 活用し 、家庭と 協働し ながら 質
の高い家庭学習を 習慣化さ せる 。学校図書館を 活用し 、読書活動などの充実を 図る。
○豊かな心を 育む
　 　 総合的な学習の時間を「 夢づく り の時間」と し 、３ 年間を 見通し たキャ リ ア教育を 通し て望まし い職業観・ 勤労
観の形成に努め、生涯にわたり 自己実現を 図る 能力と 態度を 育てる。食物や食に携わる 人々への感謝の気持ちを 育
むための食育活動を 行う 。障害に対する 正し い理解の認識を 深めるため、特別支援学級と の交流活動を 行う 。
○厳し く 教え、温かく 育てる
　 あいさ つ運動を 実施し 、気持ち のよいあいさ つや返事で豊かな人間関係を 築く 力を 身に付けさ せる 。道徳教育を
充実さ せ、生徒の多面的な評価につなげる ために、授業者のロ ーテーショ ン を 行う 。新宿ノ ート や例月アン ケート 、
教育相談を 通し て生徒や家庭と の関わり を 深める 。
〇共生社会の形成に向けたイ ン ク ルーシブ教育システムを 構築する
　 個別の教育的ニーズのある生徒に対し て、将来における 自立と 社会参加を 見据えて、個々の教育的ニーズに最も
的確に応える 指導を する 。

国立高校
公立高校

江北（ 1 1 ）　 南葛飾（ ８ ）　 葛飾野（ ７ ）　 日本橋（ ６ ）　 江戸川（ ５ ）　 葛飾商業（ ４ ）　 上野（ ３ ）　 本所（ ３ ）　 小岩（ ２ ）　
小松川（ ２ ）　 小山台（ ２ ）　 城東（ ２ ）　 新宿（ ２ ）　 墨田川（ ２ ）　 一橋（ ２ ）　 向丘（ ２ ）　 新宿（ １ ）　 赤羽北桜（ １ ）　
飛鳥（ １ ）　 足立東（ １ ）　 太田桜台（ １ ）　 科学技術（ １ ）　 葛飾総合（ １ ）　 北園（ １ ）　 工芸（ １ ）　 忍岡（ １ ）　
墨田工科（ １ ）　 日比谷（ １ ）　 文京（ １ ）　 六本木（ １ ）　 竹台（ １ ）　 科学技術大学附属科学技術（ １ ）

私立高校

共栄学園（ ９ ）　 飛鳥未来（ ６ ）　 飛鳥未来き ずな（ ４ ）　 修徳（ ２ ）　 専修大学松戸（ ２ ）　 中央学院大中央（ ２ ）　
東京成徳（ ２ ）　 堀越（ ２ ）　 八千代松陰（ ２ ）　 立志舎（ ２ ）　 足立学園（ １ ）　 市川（ １ ）　 一関学院（ １ ）　
関東第一（ １ ）　 京華商業（ １ ） 興学社（ １ ）　 国際共立学院（ １ ）　 駒込（ １ ）　 桜丘（ １ ）　 潤徳女子（ １ ）　
城西大城西（ １ ）　 正則（ １ ）　 専修大附属（ １ ）　 第一学院（ １ ）　 大東文化大学第一（ １ ）　 千葉経大附属（ １ ）　
東洋（ １ ）　 東洋女子（ １ ）　 二松学舎大附属（ １ ）　 文大杉並（ １ ）　 北越（ １ ）　 安田学園（ １ ）　 流通経大附属（ １ ）

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生
特別支援
学　 級 合計

学級数 4 4 4 3 1 5

生徒数 1 2 9 1 2 8 1 3 6 2 2 4 1 5
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中 

学 

校

学校から のメ ッ セージ

部活動【 令和６ 年度実績】

ふれあい学習 運動会 移動教室 修学旅行

野　 　 球

第４ 回日本プロ野球O B杯東京都中学野球大会優勝　 　 第４ 回GIAN TS杯東京都中学生春季野球大会第３ 位

東京都中学校総合体育大会兼野球選手権大会２ 回戦進出ベスト 3 2 　 東京都中学校野球秋季大会ベスト ８

東京都少年軟式野球新人大会　 ２ 回戦進出ベスト 3 2

葛飾区中体連（ 春季大会第３ 位・ 夏季大会第３ 位・ 秋季大会第３ 位）

葛飾区少年軟式野球連盟（ 夏季大会第３ 位・ 新人大会第３ 位・ 秋季大会第３ 位）

サッ カ ー 葛飾区選手権大会　 出場・ 葛飾区新人大会　 第７ 位・ 第６ 支部新人大会　 出場

陸　 　 上

葛飾区民体育大会春季陸上競技大会（ 男子共通2 0 0 ｍ第７ 位　 男子共通8 0 0 ｍ第１ 位　 男子共通1 5 0 0 ｍ第１ 位

男子共通 3 0 0 0 ｍ第１ 位 第３ 位　 男子共通 1 1 0 ｍ H 第４ 位　 男子共通走幅跳第３ 位　 女子共通 1 5 0 0 ｍ第１ 位　

女子共通走幅跳第７ 位）地域別陸上競技大会（ 区部東部）（ 男子共通4 0 0 ｍ第４ 位男子共通8 0 0 ｍ第１ 位

男子共通3 0 0 0 ｍ第４ 位　 男子共通3 0 0 0 ｍ第５ 位女子共通1 5 0 0 ｍ第４ 位）

東京都総合体育大会陸上競技大会（ 男子共通8 0 0 ｍ第２ 位　 男子共通1 5 0 0 ｍ第２ 位女子共通1 5 0 0 ｍ第６ 位）　

葛飾区陸上競技選手権大会（ 男子共通8 0 0 ｍ第１ 位　 男子共通1 1 0 ｍ H 第５ 位　 男子共通走高跳第６ 位

男子ｼ゙ ｬﾍ゙ ﾘｯｸｽﾛｰ第３ 位　 女子共通1 5 0 0 ｍ第4 位）東京都中学校通信陸上競技大会（ 男子共通1 5 0 0 ｍ第６ 位

男子共通3 0 0 0 ｍ第６ 位）　 墨東五区陸上競技協会大会（ 男子3 0 0 0 ｍ第４ 位）　

葛飾区民体育大会秋季陸上競技大会（ 男子共通8 0 0 ｍ第２ 位　 男子共通8 0 0 ｍ第３ 位　 男子共通1 5 0 0 ｍ第１ 位　

男子共通1 5 0 0 ｍ第２ 位　 男子共通1 5 0 0 ｍ第５ 位　 男子共通3 0 0 0 ｍ第１ 位　 男子共通3 0 0 0 ｍ第５ 位　

男子共通1 1 0 ｍＨ 第７ 位　 男子共通4 ×1 0 0 ｍＲ 第８ 位　 男子共通走高跳第３ 位　 男子共通走高跳第４ 位　

男子ｼ゙ ｬﾍ゙ ﾘｯｸｽﾛｰ第２ 位　 女子共通1 5 0 0 ｍ第２ 位　 女子共通走幅跳第7 位）　

関東中学校陸上競技大会（ 東京都） （ 男子共通8 0 0 ｍ出場・ 男子共通1 5 0 0 ｍ出場）　

全国中学校陸上競技大会（ 福井県）（ 男子共通8 0 0 ｍ出場・ 男子共通1 5 0 0 ｍ出場）

東京都中学校支部対抗陸上競技大会 （ 男子共通8 0 0 ｍ第３ 位・ 男子共通3 0 0 0 ｍ第５ 位・ 女子共通1 5 0 0 ｍ第５ 位）

東京都中学校駅伝競走大会（ 駅伝男子　 第４ 位）　 関東中学校駅伝競走大会（ 山梨県）（ 駅伝男子　 出場）

ソ フ ト テニス男子
葛飾区秋季大会（ 団体戦） ベスト ４ 　 東京都中学校ソ フ ト テニス・ 新人大会（ 団体戦） 出場

１ 年生研修大会（ 個人戦） 第３ 位

ソ フ ト テニス女子 葛飾区夏季大会（ 個人戦） ベスト 3 2 　 東京都新人大会第２ 部 出場・ 望月杯 出場

バスケッ ト ボール部
（ 男子）

区夏季大会第３ 位　 リ バーサイ ド カ ッ プ（ 夏季）出場　 区新人戦第３ 位　 カ ト ー杯準優勝　

リ バーサイ ド カ ッ プ（ 冬季） 準優勝

バスケッ ト ボール部
（ 女子）

区夏季大会ベスト ８ 　 リ バーサイ ド カ ッ プ（ 夏季）出場　 区新人戦第３ 位　 カ ト ー杯優勝　

リ バーサイ ド カ ッ プ（ 冬季） 優勝

バレーボール
区夏大会第５ 位　 区総合体育大会第５ 位　 区１ ，２ 年生大会第３ 位区新人大会第３ 位ブロッ ク 新人大会第８ 位

都新人大会ベスト 3 2・ ク リ スマスカ ッ プ優勝

卓　 　 球

葛飾区春季卓球大会（ 女子シングルス 優勝・ 第３ 位・ 第５ 位）　

葛飾区中学校総合体育大会（ 女子シングルス 準優勝・ 第３ 位・ 第５ 位）・ 東京都選手権大会女子シングルス 出場

葛飾区中体連卓球部シード 権大会（ 男子団体戦準優勝・ 女子団体戦優勝）　

葛飾区秋季新人卓球大会（ 女子団体戦優勝・ 男子シングルス第５ 位・ 女子シングルス準優勝・ 第５ 位）東京都新人卓球

大会（ 男子シングルス出場・ 女子シングルス出場・ 女子団体戦出場）

吹奏楽
東京都中学校吹奏楽コ ンク ールＢ 組銅賞　 シエナ d e アン・ コ ン！出場　 岩倉高校アンサンブルコ ンテスト 銅賞

東京都中学生アンサンブルコ ンテスト 銀賞

家庭科部 令和６ 年度葛飾区食べき り・ 使いき り メ ニュ ーコ ンテスト 優秀賞

◎本年度の本校重点スローガン
『 生徒一人一人の夢・ 目標を 育む支援』～教育のプロ と し ての自覚と 誇り と 情熱を も つ～」
○SD G s の「 質の高い教育を みんなに」の項目に重点を 置き 、多様な学習機会を 設け、個に応じ た指導の徹底を 図る 。
○教員の授業力向上を 図り 、生徒の主体的な学習を 促す授業を 工夫する 。
○生徒に社会的なルール・ マナーを 教え、規範意識を 育てる 。
○全ての教育活動を 学校ホームページや各種たよ り などを 通し て保護者・ 地域に発信し 、連携を 深め、学校経営に生

かす。
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生徒数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

主な進学先【 令和６ 年度実績】

中学校奥 戸

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区細田1 − 6 − 1

0 3（ 3 6 5 0 ）1 3 2 6

0 3（ 5 6 9 4 ）0 0 1 9

JR総武線小岩駅徒歩1 5 分

京成線高砂駅徒歩2 0 分

京成バス「 細田踏切」徒歩５ 分

昭和2 2 年４ 月１ 日

熊谷　 晴弘（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

生涯にわたる 学習の基礎を 培い、心身と も に健康で判断力に富む生徒の育成
一.  自ら 学び、正し く 判断でき る 人になろ う 。（ 主体的に学習し 、正し く 行動する 生徒）
一.  自主性を も ち 、すすんで協力でき る 人になろ う 。（ 進んで行動し 、集団に貢献する 生徒）
一.  豊かな心と 丈夫なから だを つく ろ う 。（ 心身と も に健全な生徒）

一人一人が目標を も ち 、学力を 伸ばす生徒の育成
○でき る・ わかる ⇒知識・ 技能の定着
・ わかり やすい授業の展開・「 毎ト レ ノ ート 」の活用・ タ ブレ ッ ト 端末の活用　
○いかす⇒協働的な学びの充実
・ 自分の考えを 表現する 　・ ミ ラ イ シード 、ムーブノ ート 、ジャ ムボード の活用　 　
○のばす⇒学習意欲の向上
・ 生徒自身が課題を 設定し 自ら の考えで学習を 進め、それを 適切に評価し 自信を も たせる。
・ タ ブレ ッ ト 端末のク ラ スルームを 活用し た家庭学習を 充実する
・ 学習環境の整備　 タ ブレ ッ ト 端末、学習センタ ーの積極的な活用によ り 、生徒自ら 考え、課題を 設定し 、学習に取り

組む態度を 醸成する

①体育祭、ソ ーラ ン 節コ ン ク ールにおける 縦割り 学級によ る活動を 軸に、上級生の指導力の向上と 、互いに尊敬と 思
いやり の態度及び自主性と 自己表現力の向上を 図る。

②英語の少人数授業( 全学年）、数学の習熟度別授業（ 全学年）の実施。
③週末学習課題の実施 ・ 家庭学習啓発期間、朝学習、奥中やる気塾等、生徒の学習意欲の向上を 図る。また、漢検 ・ 数

検 ・ 英検の取得を 促進する。
④地域行事やボラ ン ティ ア活動への参加を 通し て、社会貢献の精神を 培う 。
⑤同窓会 ・ 地域、Ｐ Ｔ Ａ 等の協力によ る「 ３ 年生の面接練習会」を 実施し 、地域の一員と し ての自覚を 促し 、地域への

愛着心と 感謝の気持ちを はぐ く む。
⑥学校図書館の整備 ・ 充実、学級文庫の設置及び朝読書の実施により 、生徒の読書活動を 推進する 。
⑦Ｉ Ｃ Ｔ 教育を 積極的に推進し 、生徒一人一人の学習定着度を 高める。

国立高校
公立高校

葛飾商業(1 1 )　 葛飾野 (1 0 )　 葛飾総合(9 )　 江戸川 (7 )　 葛西南 (6 )　 小岩 (6 )　 日本橋 (5 )　 本所(5 )　 南葛飾5 )　
大江戸 (3 )　 蔵前工科(3 )　 忍岡(3 )　 城東(3 )　 一橋（ 定時制）(3 )　 足立東(2 )　 上野(2 )　 葛飾特別(2 )　 小松川(2 )　
篠崎(2 )　 小台橋(2 )　 橘(2 )　 農産(2 )　 深川(2 )　 雪谷(2 )　 青山(1 )　 荒川工科(1 )　 大田桜台(1 )　 葛西工科(1 )　
片倉(1 )　 新宿(1 )　 新宿山吹（ 定時）(1 )　 墨田川(1 )　 竹早(1 )　 東京工業高等専門学校(1 )　 戸山(1 )　 晴海総合(1 )　
東(1 )　 淵江(1 )　 水元小合(1 )　 　

私立高校
関東第一 (5 )　 東洋 (5 )　 共栄学園 (4 )　 修徳 (4 )　 飛鳥未来 (3 )　 昭和第一 (3 )　 大智学園 (2 )　 東海大浦安 (2 )　
足立学園 (1 )　 安部学院 (1 )　 岩倉 (1 )　 江戸川女子 (1 )　 大原学園美空 (1 )　 錦城学園 (1 )　 国士館 (1 )　
土浦日大 (1 )　 東海大高輪台 (1 )　 二松学舎 (1 )　 ヒ ュ ーマンキャ ンパス (1 )　 和洋国府台 (1 )　 　

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生
特別支援
学　 級 合計

学級数 3 3 3 2 1 1

生徒数 9 5 1 0 7 1 0 9 1 0 3 2 1
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中 

学 

校

学校から のメ ッ セージ

奥戸中学校での生活

入学式 文化祭

体育祭・ ソ ーラ ン節コ ンク ール 合唱コ ン ク ール

面接練習

　 英語・ 数学で少人数授業。数学科は習熟度別ク ラ ス編成。全教科で 「 わかる授業の実践」 を 目指し 指導を し ていま
す。また、週末学習課題の実施、家庭学習啓発期間を 設定し 、学習意欲の向上を 図っ ています。　
Ｉ Ｃ Ｔ 教育を 積極的に推進し 、授業動画の配信も 推進し ています。
生徒たち は落ち 着いていて、楽し く 充実し た学校生活を 送っ ています。部活動も 盛んで熱心に活動し ています。   
　 ソ ーラ ン節や合唱に力を 入れ、地域の行事や説明会等で披露するなど好評を 博し ています　 地域と 連携し 、「 地域
と 共に歩む学校」と し て、生徒 ・ 保護者、教職員が一丸と なっ ています。        
  

○職業講話（ １ 年）

○職場体験（ ２ 年）

○上級学校調べ（ ２・ ３ 年）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

○高校説明会、進路説明会の実施

○学習到達度・ 領域別実力テスト の実施（ 各学年）

○三者面談の実施

○面接練習（ ３ 年）

一人一人の進路希望を実現するキャ リ ア教育

「 まずは生徒あり き 」生徒のために全力をつく す学校

特色のある学校行事
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生徒数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

主な進学先【 令和 6 年度実績】

中学校綾 瀬

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区小菅2 − 1 2 − 1

0 3（ 3 6 0 2 ）9 1 2 5

0 3（ 3 8 3 8 ）5 7 6 7

京成線堀切菖蒲園駅徒歩1 2 分

千代田線綾瀬駅1 5 分

昭和2 2 年５ 月２ 日

高澤　 功（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

　 東京都教育委員会及び葛飾区教育委員会の教育目標、 葛飾区教育振興基本計画を 受け、 人権尊重の精神を 基調と

し 、子供たちに知性、感性、品性や体力を はぐ く み、平和で民主的な国家及び社会の形成者と し て、豊かな人間性と 人

格を 兼ね備えた人間と なれる よう 、次の目標を 定める 。

　・ 自ら 考え　 進んで行動する 　 　 　 　・ 互いに理解し 　 助け合う 　 　 　 　・ よ く 学び　 美し い心を 養う

１ 　 タ ブレ ッ ト 端末の活用
　 　 一人１ 台のタ ブレ ッ ト 端末を 活用し 仲間の考えに触れる機会を 意識的に設定し 学びを 深めます。
２ 　 学習意欲の向上
　 　 学習の成果と 努力の過程を 評価し 、ほめる機会を 増やすこ と で学習意欲を 引き 出し ます。
３ 　 振り 返り

学習内容を 理解する ためにどのよ う な工夫や取組みを する必要がある かを 、 生徒自身が考えら れるよ う に振り
返り シート を 効果的に活用し ます。

○ボラ ン ティ ア活動の活性化
地域の行事を はじ め、様々な活動に参加する機会を 増やし 自分の役割を 考えさ せる こ と を 通し て、勤労・ 奉仕の精
神を 育成する 。また、多様な人と の関わり の中から 、思いやり や自尊感情など自他を 肯定的に認める こ と ができ る
よう 支援し ていく 。ボラ ン ティ アマイ ン ド を 育成する機会を 設定する 。

○読書活動の充実
朝読書を 実施する など、落ち着いて読書を する 時間を 大切にし 、集中し て取り 組む姿勢を 身につけさ せる。また、学
力の基礎と なる国語力、と り わけ読解力と 語彙力の向上を 図る 。
学級文庫の蔵書を 定期的に入れ替え、たく さ んの本と 出会う 機会を 設定する 。

○交流及び協働学習の推進
多様性の尊重、特別支援教育の視点を 取り 入れ、通常学級、特別支援学級の生徒双方の経験を 広げ、社会性や豊かな
心を 育てる ため、校内における交流及び協働学習を 推進する。
交流及び協働学習の意義を 踏まえ、双方の生徒が段階的に学習を 進める こ と ができ る よ う 配慮する 。

国立高校
公立高校

葛飾野(５ )　 足立東(４ )　 足立(３ )　 本所（ ３ ）　 葛飾特別支援学校(３ )　 上野(２ )　 王子総合(２ )　 大江戸(２ )
小台橋(２ )　 科学技術(２ )　 葛飾総合(２ )　 農産(２ )　 南葛飾(２ )　 浅草(１ )　 飛鳥定時(１ )　 足立新田(１ )
荒川工科(１ )　 江戸川(１ )　 葛飾商業(１ )　 小岩(１ )　 工芸(１ )　 産業技術高専(１ )　 城東(１ )　 新宿(１ )　
新宿山吹(１ )　 墨田川(１ )　 墨田工科(１ )　 竹早(１ )　 橘(１ )　 日本橋(１ )　 晴海総合(１ )　 文京(１ )　 淵江(１ )

私立高校
共栄学園 ( ３ )　 飛鳥未来き ずな ( ２ )　 関東第一 ( ２ )　 愛国 ( １ )　 足立学園 ( １ )　 S( １ )　 おおぞら ( １ )　
ク ラ ーク 記念国際 ( １ )　 芝国際 ( １ )　 昭和第一 ( １ )　 精華学園 ( １ )　 修徳 ( １ )　 千代田 ( １ )　 東京共育学園 ( １ )
文京学院女子 ( １ )　 朋優学院 ( １ )　 前橋育英 ( １ )　 　

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生
特別支援
学　 級 合計

学級数 2 2 3 3 1 0

生徒数 7 0 7 9 8 4 1 7 2 5 0
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中 

学 

校

学校から のメ ッ セージ

生徒が第一の学校

・ 人権尊重の精神に基づいた豊かな人間性を 培う 教育を 推進する と と も に、一人一人を 大切にする 教育を 実践する 。

（ 人権教育の確立）

・「 かつし かっ 子」宣言の趣旨を 生かし 、思いやり のある 生徒を 育て、いじ め、差別・ 偏見、暴力のない温かな雰囲気の学

校にする 。

・ 全教育活動において道徳教育を 実践する こ と によ り 、他者・ 自己理解、心の教育の充実を 図り 、思いやり の心を はぐ

く む。

・ 生徒の可能性を 最大限伸ばし 、自信や夢、自尊感情、自己肯定感を はぐ く む。

学習意欲を 喚起する 学校（ 学びに向かう 力、学びを 継続する 力の育成）

・「 葛飾教師の授業スタ ンダード 」「 かつし かっ 子学習スタ イ ル」を 徹底する こ と はも と よ り 、生徒にと っ てわかり やす

く 考えさ せる授業を 行える よう 、常に授業改善に取り 組む。

・ 生徒が考える 時間を 十分に確保し 、自ら の課題を 見つけ出せる よ う 指導する 。生徒の主体的、対話的で深い学びを 援

助する授業形態の工夫によ り 、生徒に新し い時代を 生き る上で必要な資質・ 能力を はぐ く む。

安心・ 安全な学校

・ 施設、設備の安全確保と 安全点検、安全管理を 徹底し 、事故・ 災害・ 不審者等から 生徒を 守る。

・「 自分の命は自分で守る」を 含めた、日常的な健康安全のための指導、防災教育の充実を 図る。

地域に開かれた学校

・ 学校公開、学校評議員制度、学校関係者評価委員会制度等を 通じ て、地域に見える 学校、地域に見ていただける学校

を 目指す。

・ 地域と 共にあり 、地域を 学び、地域の人から 学べる 学校を 目指す。

運動会実行委員が中心と なっ て作り 上げる 運動会 

　 全校生徒が意欲的に取り 組んで大変盛り 上がり ます。　 今年度の運動会は、実行委員が中心と なり 、応援合戦や全

校種目などの競技や、３ 年生全員での表現など、みんなで力を 合わせて取り 組んでいます。

ク リ ーン 作戦

　 学校地域応援団の方にご協力を いただき 、地域の方と 共にク リ ーン作戦の取り 組みを 行っ ています。年２ 回、生徒・

保護者が参加し 、公園などを 清掃し ながら 、地域の方と 交流を 深めています。  

いろ いろ な校外行事　（ 令和７ 年度の予定）         

　 校外学習や宿泊行事などが、各学年で実施さ れます。

１ 年生　 ふれあいワン デー学習が、５ 月1 日に行われまし た。  　

　 今年度は上野動物園や国立科学博物館で、テーマを 決めて調べ学習を し まし た。

２ 年生　 ６ 月の移動教室は、２ 泊３ 日で群馬県のみなかみ高原へ行き ます。

　 登山や様々な体験学習を 行う 予定です。  1 1 月には様々な事業所で職場体験学習を 行います。

３ 年生　 1 0 月の修学旅行は、奈良・ 京都方面へ２ 泊３ 日で行う 予定です。      　

　 日本文化の体験や班行動など、事前学習を 生かし た有意義な体験を し てき ます。

特別支援学級　 ふれあいワン デー学習、移動教室、修学旅行と も それぞれの学年で通常学級と 一緒に行います。

小学校と の連携         

　 こ すげ小学校や西小菅小学校と 、教科・ 特別活動・ 部活動・ 特別支援学級など、いろ いろ な場面で連携と 交流が行わ

れます。こ すげ小学校の若草学級と 本校の特別支援学級と は、 様々な交流が行われています。合同引き 取り 訓練も 行

います。          

地域と の連携         

　 ク リ ーン作戦の他にも 、西小菅ふる さ と 祭り や東京拘置所で行われる 矯正展、南綾瀬地区セン タ ー祭り へ生徒が参

加する ほか、地域の皆様に登下校を 見守っ ていただく など、地域と 一体と なっ た生徒育成を 行っ ています。
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生徒数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

主な進学先【 令和６ 年度実績】

中学校上平井

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区東新小岩4 − 2 − 1

0 3（ 3 6 9 2 ）8 1 1 4

0 3（ 5 6 9 8 ）1 7 4 4

JR総武線新小岩駅徒歩1 2 分

昭和2 2 年５ 月１ 日

板垣　 繁（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

豊かな心を も ちたく まし く 生き る 人になろ う
　 　 ●思いやり のある人（ 人間関係形成力）　
　 　 ●進んで学習する人（ 基礎学力・ 問題解決力）
　 　 ●実践力のある 人（ 実践力・ 基礎体力）

①重点目標
～「 かつし かっ 子」の育成を 基盤と し て～
●学習指導要領の理念の実現　 　 ●「 なぜだろ う 」「 どう すれば」と 常に考える こ と を 習慣化
●学びに向かう 力の育成　 　 　 　 ●各種学力調査及び到達度テスト の確実な実施と 有効活用

②授業改善の推進
●かつし かっ 子学習スタ イ ルを 教師も 、生徒も 日常的に、実践し ます。
●オン ラ イ ン 学習サービ スや学習・ 生活ノ ート を 活用し た授業の振り 返り 、学習の習慣化を 図り ます。
●タ ブレ ッ ト の活用や、話し 合い・ 学び合い活動を 重視し 、お互いを 高め合う 学習活動を 推進し ます。

①挨拶・ ボラ ン ティ ア活動の充実
●生徒会・ Ｐ Ｔ Ａ ・ 学校応援団が協力する 毎朝の「 挨拶運動」、 生徒ボラ ン ティ アによ る 「 ク リ ーン 作戦」、「 花
　 いっ ぱい運動」などを 通し て、地域と と も に子供の主体性を 育てる教育に取り 組んでいます。
●「 挨拶の溢れる学校」を 目指し ています。
●障害者理解教育を 推進し 、特別支援学級と の交流を 通し お互いの思いやり の心を 育てています。

②個に応じ た指導の充実
●英語・ 数学で、少人数授業による き め細かい指導に取り 組んでいます。
●子供たち の成長を 温かく 見守り 、 把握し 、 毎週情報交換を 行う こ と で個に応じ た指導方法を 工夫し ています。
●特別支援教育と 通室指導の充実に力を 入れています。
●Ｉ Ｃ Ｔ 機器を 活用し 、課題や場面に応じ て効果的な学習方法を 展開し ています。

国立高校
公立高校

葛飾野（ ７ ）　 小岩（ ７ ）　 江戸川（ ６ ）　 南葛飾（ ６ ）　 浅草（ ４ ）　 橘（ ４ ）　 葛西商業（ ３ ）　 葛飾特別支援学校（ ３ ）
蔵前工科（ ３ ）　 江東商業（ ３ ）　 小松川（ ３ ）　 城東（ ３ ）　 日本橋（ ３ ）　 足立東（ ２ ）　 葛西工科（ ２ ）　 江北（ ２ ）
隅田川（ ２ ）　 隅田工科（ ２ ）　 農産（ ２ ）　 晴海総合（ ２ ）　 深川（ ２ ）　 水元小合学園（ ２ ）　 青井（ １ ）　 飛鳥（ １ ）
上野（ １ ）　 園芸（ １ ）　 葛西南（ １ ）　 工芸（ １ ）　 芝商業（ １ ）　 新宿（ １ ）　 竹台（ １ ）　 竹早（ １ ）　 東（ １ ）　 一橋（ １ ）
東京科学大学附属科学技術（ １ ）　 岩手県立大槌（ １ ）

私立高校

関東第一（ 1 6 ）　 正則（ ３ ）　 正則学園（ ３ ）　 東洋（ ３ ）　 京華商業（ ２ ）　 品川エト ワール女子（ ２ ）　 修徳（ ２ ）
日本大学豊山（ ２ ）　 保善（ ２ ）　 立志舎（ ２ ）　 e スポーツ高等（ １ ）　 Ｎ 高等（ １ ）　 Ｓ 高等（ １ ）　 青森山田（ １ ）
飛鳥未来きぼう （ １ ）　 岩倉（ １ ）　 鵬学園（ １ ）　 国学院久我山（ １ ）　 国立音楽大学附属（ １ ）　 光明学園相模原

（ １ ） 星槎国際（ １ ）　 昭和第一（ １ ）　 品川翔栄（ １ ）　 昭和学院（ １ ）　 駿台学園（ １ ）　 千葉商科大学付属（ １ ）
中央学院大中央（ １ ）　 東海大学付属浦安（ １ ）　 東海大学付属諏訪（ １ ）　 東京家政大学附属女子（ １ ）　
東洋女子（ １ ）　 二松学舎大学付属（ １ ）　 日本大学第一（ １ ）　 不二女子（ １ ）　 武南（ １ ）　 文京学院大学女子（ １ ）
法政第二（ １ ）　 明治学院（ １ ）　 目黒日本大学（ １ ）　 ヒ ュ ーマンキャ ンパスのぞみ（ １ ）　
織田学園中野高等専修（ １ ）

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生
特別支援
学　 級 合計

学級数 6 4 4 3 1 7

生徒数 1 9 9 1 5 3 1 5 7 1 8 5 2 7
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中 

学 

校

学校から のメ ッ セージ

体育祭

学芸発表会

校内作品展

部活動・ 文化的活動での活躍【 令和 6 年度実績】

　 本校では「 思いやり 」と「 挨拶」を大切にし ています。
　 朝は、委員会生徒、教員、保護者、地域応援団の「 おはよう ございます」と いう 元気な挨拶で登校する生徒たちを出迎えます。
また、部活動が盛んで、活動の最後には「 あり がと う ございまし た」の挨拶で一日を締めく く り ます。
　 日々の活動に真摯に取り 組み、行儀よく 振る舞う 生徒たちの姿が一番の自慢です。

生活の充実・ 実り ある学校生活
●常に集団の中の一人であるこ と の意識　・ 規範意識　 授業規律
●挨拶の溢れる学校　 　 　 　 　 　 　 　 　 　・ 気持ちの通じ 合う 学校　
●生徒理解の徹底　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　・ 良さ や特性を理解し た支援や保護者、諸機関と の連携 

豊かな学びある学校生活
●授業の充実
・ ねら いと 振り 返り のある授業　・ 生徒の学び合いのある授業
・ 少人数授業の充実と ICT 機器の活用　・ 課題や場面に応じ てより 効果的な授業方法を教師が選択

●放課後学習の充実
・ オンラ イ ン学習サービスの活用( 家庭学習への支援）       　・ 英検など各種検定対策学習会の開催
・ 定期考査対策学習会             ・ 自主学習のための学習センタ ー（ 学校図書館）の開放

●学校行事・ 部活動・ ボラ ンティ ア活動の充実
・ 生徒の自主的な活動の重視　・ 異学年交流の充実
・ 生徒の健全育成、自己有用感の涵養　・ 委員会や部活動を通し て生徒のやり がいを支援する

●キャ リ ア教育の推進
・ １ 学年： 職業調べ　・ ２ 学年： 職場体験・ 上級学校調べ　・ ３ 学年： 進路決定のための上級学校訪問

●小学校・ 町会・ 地区委員会・ 学校応援団と の連携
・ ボラ ンティ ア、吹奏楽部の演奏活動、地域防災ボラ ンティ ア部の交流活動、地域面接等

生徒、教職員、保護者、地域が「 上平井中で良かっ た」と 満足し 、誇れる学校をめざし て

生徒の行動目標
・ 挨拶を大切にし 、人を思いやるこ と のでき る生徒
・ 常に「 なぜだろ う 」「 どう すれば」と 考え、自ら 学びに向かう 生徒
・（ 思う 、考えるだけでなく ）実際に行動に移すこ と のでき る生徒 

◎男子バレ ーボール部 
　【 葛飾区総合体育大会】 第1 1 位 ＊第６ ブロ ッ ク 夏季大会出場決定
　【 区新人大会】 優勝　 　 　【 区１ 年生大会】準優勝
　【 第６ ブロ ッ ク 新人大会】第３ 位＊都大会出場
　【 区ジュ ニアエン ジョ イ 大会】第３ 位

◎女子バレ ーボール部
　【 区春季バレーボール大会】第1 2 位
　【 葛飾区総合体育大会】 第1 1 位 ＊第６ ブロ ッ ク 夏季大会出場決定
　【 区新人大会】第３ 位　 　【 第６ ブロ ッ ク 新人大会】第1 0 位
　【 サマーカ ッ プ】優勝　  　【 シルバーカ ッ プ】優勝　 　
　【 ク リ スマスカ ッ プ】第４ 位
　【 小岩カ ッ プ】準優勝     【 区１ 年生大会】優勝　
　【 区ジュ ニアエン ジョ イ 大会】第３ 位

◎女子バスケッ ト ボール部
　【 区少年少女大会】ベスト ４

◎サッ カ ー部
　【 区サッ カ ー夏季大会】ベスト 1 6

◎女子ソ フ ト テニス部
　【 区夏季総合体育大会】団体第３ 位

◎卓球部
　【 区シード 権大会】第３ 位
　【 区秋季大会】団体ベスト ８ 　 シングルスベスト ２ ４ 　 ＊都大会出場決定

◎剣道部 
　【 東京都剣道連盟会長杯争奪大会予選会】 女子団体第３ 位、男子団体ベスト ８
　【 第６ ブロッ ク 夏季剣道大会】 女子団体ベスト ８ 、＊男子団体都大会出場権獲得
　 個人戦　 ３ 年女子　 ＊都大会出場権獲得
　【 区夏季剣道大会】 女子A チーム、女子Bチーム　 第３ 位
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  男子修徳中上平井中合同チーム　 第３ 位
　【 東京都中学校総合体育大会剣道大会】女子団体ベスト １ ６

◎区中学校書初め展　 １ 年佳作、２ 年優良賞、３ 年佳作

◎葛飾区少年の主張大会　 入賞３ 年

◎野球部
　【 区春季大会】第３ 位　 　 　 　 　【 区総合体育大会】第３ 位
　【 シード 権大会】第３ 位　 　 　 　【 区秋季大会】第３ 位

◎ソ フ ト ボール大会
　【 区夏季大会】優勝
　【 第７ ３ 回東京都中学校ソ フ ト ボール選手権大会】ベスト ８
　【 東京都新人大会】ベスト 1 6

◎吹奏楽部
　【 東京都吹奏楽コ ン ク ール】B 組　 銅賞
　【 東京都中学生アン サンブルコ ンテスト 】銅賞

◎地域防災ボラ ン ティ ア部
　【 令和６ 年度第1 2 回葛飾区立中学校新聞コ ン ク ール】
　 　 　 学校新聞部門「 防災について」佳作

◎葛飾区中学校陸上競技大会
　 １ 年　 女子1 0 0 ｍ第４ 位　 　 　 　  １ 年　 男子1 0 0 ｍ第４ 位
　 １ 年　 女子４ ×1 0 0 ｍ第７ 位　 　 １ 年　 男子1 5 0 0 ｍ第７ 位
　 ２ 年　 女子走り 高跳び第４ 位　 　 ２ 年　 男子走り 高跳び第７ 位
　 ３ 年　 男子走り 高跳び第８ 位　 　 １ 年　 女子砲丸投第２ 位
　 １ 年　 女子2 0 0 ｍ第６ 位

◎東京都特別支援学級陸上競技大会
　 １ 年　 女子2 0 0 ｍ第２ 位　 　 　 　 ２ 年男子走り 幅跳び第５ 位

◎第１ ２ 回葛飾区立中学校新聞コ ンク ール
　 入選　 みなかみ新聞（ 特別支援学級学級新聞）
　 佳作　 修学旅行新聞（ 特別支援学級学級新聞）
　 佳作　 みなかみ移動教室壁新聞（ ２ 年学習新聞）
　 佳作　 修学旅行新聞（ ３ 年学習新聞）
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生徒数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

主な進学先【 令和６ 年度実績】

中学校中 川

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区東四つ木1 − 3 − 1

0 3（ 3 6 9 2 ）4 2 6 0

0 3（ 5 6 9 8 ）1 7 4 8

京成線四ツ木駅徒歩1 5 分

昭和2 2 年５ 月１ 日

加藤　 善一（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

「 自分も 他人も 大切にする生徒」

　 対話を 通し て、信頼関係を 構築し 、思いやり を も ち 、いじ めや不登校を なく し 、協調し ていく 力のある 生徒を 育てる

　 ために

「 進んで学ぶ生徒」

　 自ら 課題を 発見し 、自ら 解決に向け工夫し 、自ら 考える 力を 身に付ける 生徒を 育てる ために

「 心身と も に健康な生徒」

　 自己を 律し 、正し い判断力と 行動力を 養い、豊かな情操と 道徳心を 培う 生徒を 育てる ために

【 知識・ 技能の定着】
　 〇定期考査・ 各種小テスト への意欲的な取り 組みによる 学びの定着
　 〇「 学習・ 生活ノ ート 」によ る 授業に対する 振り 返り の有効活用
　 〇家庭学習教材と し てミ ラ イ シード の日常的活用

【 協働的な学びの充実】
　 ○ペアワーク やグループワーク によ り 、協働し 、学びあう こ と により 互いを 高めあう 学習活動の推進

【 学習意欲の向上】
　 〇生徒一人一人が「 わかっ た」「 でき るよ う になっ た」と いう 満足感・ 達成感を 得ら れる 授業の展開
　 〇学んだこ と の振り 返り を 確実に実施、「 学習・ 生活ノ ート 」の有効活用
　 ○家庭学習ノ ート の利用啓発と 推進

【 学習環境の整備】
　 ○家庭学習の充実（ 今年度導入の「 家庭学習ノ ート 」によ り 家庭学習の充実を 図る。）
　 ○1 人１ 台端末・ 大型教材提示装置によ る デジタ ル教科書、Ｉ Ｃ Ｔ 機器を 効果的活用

〇「 ひら めき 体験教室」や菖蒲田などを 整美する体験、学年・ 学級を こ えた豊かな体験活動を 通し て、自己有用感を 育
成し ます。

〇みんなと 一緒に勉強する のが苦手な生徒を 支援するために「 アイ リ スルーム」（ サポート ルーム）を 活用し て、 一人
一人の居場所を 提供し ています。（ 不登校傾向で心配だと いう ご家庭は、一度ご連絡く ださ い。）

〇地域と の一体感を 促進する ため「 親と 子のバド ミ ン ト ン 教室」を 毎週実施。小学生低学年から 中学生、高校生、保護
者が参加し 、バド ミ ン ト ン を 通し 、身体を 動かす機会を つく る と と も にみんなで楽し んでいます。

国立高校
公立高校

葛飾商(6 )　 小岩(4 )　 日本橋(4 )　 本所（ 3 ）　 江戸川（ 3 ）　 農産（ 2 ）　 葛飾総合（ 2 ）　 浅草（ 2 ）　 小台橋（ 2 ）　
芝商（ 2 ）　 橘（ 2 ）　 墨田川（ 2 ）　 忍岡（ ２ ）　 荒川工（ 1 ）　 江北(1 )　 江東商(1 )　 足立東(1 )　 小松川(1 )　 城東(1 )
園芸(1 )　 千早(1 )　 南葛飾(1 )　 つばさ 総合(1 )　 岩手県立雫石(1 )

私立高校
関東第一 (4 )　 安田学園 (2 )　 順徳女子 (2 )　 京華 (2 )　 共栄 (1 )　 羽田国際 (1 )　 日大桜丘 (1 )　 錦城学園 (1 )
中央学院大中央(1 )　 国学院久我山(1 )　 東京成徳大高(1 )　 東京文理(1 )　 新渡戸文化(1 )　 北豊島(1 )　 千代田(1 )
東洋大京北 (1 )　 朋優学院 (1 )　 東洋 (1 )

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 合計

学級数 1 1 2 4

生徒数 3 6 3 0 4 7 1 1 3
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中 

学 

校

学校から のメ ッ セージ

主な行事【 令和６ 年度】

運動会の様子

修学旅行の様子

話し 合い活動の様子

文化祭の様子

生徒、教職員、保護者、地域が「 中川中でよかっ た」と 思い、誇れる学校をめざし て
☆学びを大切にし 、日々の学習にベスト を尽く す生徒に

　 　 小学校から の積み重ねも あり 、 多少でき るできないに差がついているこ と も あるでし ょ う が、 大切なこ と は学校生活の中心

と なる学習活動にベスト をつく し て取り 組む姿勢です。先生たちも その姿を評価し ます。また、その姿はきっ と 結果にも つなが

ていき ます。も ちろ ん、先生たちも みんなが、「 わかっ た」「 でき るよう になっ た」と いう 満足感・ 達成感を得ら れる授業と なるよ

う 努めます。

☆困っ ている人や窮地に立たさ れている人がいたら 、手を差し のべるこ と ができ る人に

　 　 学校は、それぞれの個性をも っ た生徒が生活する場でも あり ます、ちょ っ と し た行き 違いに端を発し 、窮地に立たさ れる人が

いるかも し れません。そんな時に、手を差し のべら れる人であっ てほし いと 思っ ています。

　 　 そし て誰も が「 中川中でよかっ た」と 思える学校と し ていき たいと 先生たちも 心から 思っ ています。

☆あいさ つあふれる中川中学校

　 　 あいさ つが飛び交う 学校をめざし ます。そう し た中で、先生方と も 力を合わせ、学びと 実り ある学校生活と し ていきまし ょ う 。

＜一学期＞

　 ○入学式

　 ○新入生歓迎会

　 ○ふれあい学習（ 1 年生）

　 ○セーフ ティ 教室

　 ○花植えボラ ン ティ ア活動（ 有志）

　 ○運動会

　 ○修学旅行（ 3 年生）

　 ○生徒総会

　 ○水泳指導

　 ○みなかみ移動教室(2 年生）

　 ○荒川ク リ ーン エイ ド

　 　 　 　（ ボラ ンティ ア活動）

＜二学期＞

　 ○生徒会選挙

　 ○職場体験(2 年生）

　 ○水泳指導

　 ○人権講話

　 ○三者面談

　 ○学校避難所訓練

　 ○文化祭

　 ○花植えボラ ン ティ ア

＜三学期＞

　 ○ペン ギン 祭り（ ボラ ン ティ ア活動）

　 ○救命救急講習（ 3 年生）

　 ○校外学習

　 ○卒業式
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生徒数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

主な進学先【 令和６ 年度実績】

中学校桜 道

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区柴又4 − 3 − 1

0 3（ 3 6 5 9 ）4 3 7 1

0 3（ 5 6 9 4 ）0 0 2 9

京成線高砂駅徒歩７ 分

京成線柴又駅徒歩７ 分

北総線新柴又駅徒歩８ 分

昭和2 2 年４ 月１ 日

足立　 成幸（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

< 自主> 　 自分の考えをも ち、正し く 行動し 、責任をも つ。

< 敬愛> 　 自分を大切にすると と も に、他人を敬う 。

< 根気> 　 物事を最後までやり 抜く 、粘り 強さ をも つ。

生徒行動目標

「 何かで人より 」　 何かで人より 秀でるも のを見つける努力をし よう 。

「 何 か で 人 に」　 何かで人の役に立つこ と をし よう 。

●【 基本方針】

　 ①確かな学力をつけ、自ら 学び、たく まし く 生き る子ども の育成

　 ②信頼さ れる学校づく り： 子ども の健全育成に向けた家庭・ 地域と の協働の推進

　 ③子ども がいき いき 学ぶ教育環境づく り の充実： 教職員が明るく 元気に働ける環境がこ れを支える

〇学習のめあてやねら いを明確にし 、復習や家庭学習と 組み合わせ基礎学力を定着を図り ます。
〇意見交流や対話を基本にし た活動を組み入れ、自ら 学ぼう と する意欲を高めます。
〇一人一台タ ブレ ッ ト 端末やＩ Ｃ Ｔ 機器を効果的に活用し た学習を通し 、 自ら の考えを伝え合い学び合う こ と で、 互いを認め尊

重する心、深い学びを探求する力を育成し ます。
〇学習センタ ーを各教科・ 領域で活用し 、生徒の学び合いの機会・ 場と し 、主体的に学習する力を育成し ます。

◎ 基礎・ 基本の学力の確実な定着を図っ ています。
・ 数学科, 英語科で少人数ク ラ スによる授業を実施し 、学力の定着を図っ ています。
・ 朝学習をはじ め、補充学習や検定学習に取り 組み学習意欲、学力向上を図り ます。
・「 毎日ノ ート 」を活用し 、生徒・ 保護者と 学校が連携し 、教育力を上げていきます。

◎学習センタ ー（ 学校図書館）を有効に活用し 、読書習慣をつけ、読解力の向上、学力の向上を図り ます。
・ 放課後、毎日開館し 、読書活動だけでなく 、自学自習の場と し ての活用を進めています。
・ 全教科の授業で学習センタ ーを有効に活用し 、調べる力や伝え合う 力の育成を進めています。

◎学校行事や部活動、ボラ ンティ ア活動が盛んです。
・ 運動会、日々の教育活動の発表の場である学芸発表会（ 合唱）での全校的な盛り 上がり 、そし て、運動部・ 文化部と も に生徒が主

体的に取り 組んでいます。また、地域活動に多く の生徒が自主的に参加し ています。
・ 学校地域応援団と 連携し 、ボラ ンティ ア活動やキャ リ ア教育の充実を図っ ています。

◎ 教育相談体制の充実
・ ２ 人のスク ールカ ウンセラ ーが週２ 日一日ずつ勤務し ています。さ ら に、校内の教職員による生活指導部会、特別支援教育委

員会を定期的に開き 、生徒の心の問題や保護者の相談に細かく 丁寧に対応し ています。

国立高校
公立高校

葛飾商業(11 )　 葛飾野(10 )　 墨田工科(6 )　 葛飾総合(5 )　 墨田川(4 )　 浅草(3 )　 南葛飾(3 )　 日本橋(3 )　 本所(2 )　 橘(2 )
小台橋(2 )　 篠崎(2 )　 小岩(2 )　 蔵前工科(2 )　 本所(2 )　 城東(2 )　 杉並(1 )　 上野(１ )　 忍岡(1 )　 小山台(1 )　 深川(1 )  
科学技術(1 )　 江北(1 )　 美原(1 )　 新宿山吹(1 )　 荒川工科(1 )　 飛鳥(1 )　 晴海総合(1 )　 大島海洋国際(1 )　
大江戸(1 )　 六本木(1 )　 北園(1 )　 青井(1 )　 三田(1 )　 産業技術高専(1 )  

私立高校

立志舎 (4 )　 共栄学園 (4 )　 岩倉 (2 )　 駒込 (2 )　 関東第一 (2 )　 大原美空 (2 )　 安田学園 (1 )　 駿台学園 (1 )
日大一 (1 )　 二松学舎大附 (1 )　 慶應義塾 (1 )　 江戸川女子 (1 )　 浦和学院 (1 )　 麗澤 (1 )　 京華商業 (1 ) 
大森学園 (1 )　 北豊島 (1 )　 専大松戸 (1 )　 明大中野 (1 )　 潤徳女子 (1 )　 和洋国府台女子 (1 )　 創価 (1 )
中央学院大中央 (1 )　 第一学院 (1 )  

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 合計

学級数 4 4 4 1 2

生徒数 1 3 6 1 4 5 1 4 8 4 2 9
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部活動・ 行事などの紹介

運動会 みなかみ移動教室

学芸発表会 かなえ通り 祭り ボラ ンティ ア

　 地域でのボラ ンティ ア活動を 年間を 通し て随時実施し ています。ボラ ン ティ ア活動への参加率も 高く 、募集する と

すぐ に満員になるほどです。また、近隣小学校と 連携し 、中学校紹介を 行っ ています。部活動にも 力を 入れ、活動の充

実を 図っ ています。その他に、学校地域応援団と 校内のペン キ塗り を 行っ たり 、進路学習と し て有識者面接を 行っ た

り し ています。

 【 部活動活動実績( 令和６ 年度)】   
〇陸上部　 　 　 　 　 　 　 第7 5 回東京都中学校地域別陸上競技大会

　 　 　 　 　 　 　 　 　        　  　 　 　 男子２ 年1 0 0 ｍ　 　  第１ 位　 　 老沼　 賢心

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第6 3 回東京都中学校ロード レ ース大会　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　        　  　 　 　 男子 2 ，3 年2 ㎞　 　   第1 位　 　 五十嵐　 大晴

　 　 　 　 　 　 　 　 　        　  　 　 　 男子 2 ，3 年2 ㎞　 　   第7 位　 　 老沼　 賢心

　 　 　 　 　 　 　 　 　        　  　 　 　 女子 2 ，3 年1 ㎞　 　   第4 位　 　 杉浦　 静香

　 　 　 　 　 　 　 　 　        　  　 　 　 女子 1 年　  1 ㎞　 　   第6 位　 　 濵屋　 明星

〇野球部　 　 　 　 　 　 　 令和６ 年度葛飾区中学校野球秋季大会　 準優勝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 令和６ 年度東京都中学校野球秋季大会( 都大会) 出場　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第7 7 回区民秋季少年軟式野球大会　 　 　 準優勝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 令和６ 年度墨東五区選抜野球大会出場

〇バスケッ ト ボール　 　 葛飾区バスケッ ト ボール秋季新人大会男子　 　 　 第３ 位

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 冬季ウイ ニングカ ッ プ女子　 　 　 準優勝

　

〇吹奏楽部　 　 　 　 　 　 第6 4 回東京都中学校吹奏楽コ ンク ール　 Ｂ 組　 銀賞

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第1 0 回 東京都吹奏楽新人大会中学生の部　 -Ｂ 組  銀賞

　 一人一人の生徒を 大切にし た、共通し た教育活動の実践を 目指し ています。
　 愛情と 生徒理解を 基に信頼関係を 構築し 、それが土台と なる支援と 指導を 行う こ と が大切だと 考えています。
　 学習面では、確実な学力の向上を 目指し て、タ ブレ ッ ト を はじ めと する ICT 機器を 有効に活用する と 共に、生徒が
自分の考えや感想を 自分の言葉で伝える場面が準備さ れた授業を 展開し ていき ます。
　 ボラ ン ティ ア活動を 通し て地域や保護者と 一緒に子ども 達を 育てていき 、地域の一員と し ての自覚を も たせ、自尊
感情・ 規範意識の向上を 図り ます。
　 SD G s の系統的な学習、自他の生命を 尊重する教育の推進、道徳教育の充実を 通し て、広い視野を も たせ、思いやり
の心を 育みます。
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生徒数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

主な進学先【 令和６ 年度実績】

中学校堀 切

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区堀切1 − 3 6 − 1

0 3（ 3 6 9 3 ）0 2 0 6

0 3（ 5 6 9 8 ）1 7 4 9

京成線堀切菖蒲園駅徒歩1 3 分

昭和2 2 年４ 月1 9 日

飯牟禮　 俊紀（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

１ ．心豊かな人

２ ．自ら 学ぶ人

３ ．進んで行動する 人

４ ．健やかな人

めざす学校像、生徒像

・ 安心し て登校でき 、満足し て下校でき る 学校

・ 生徒たちが学び育ち 合い、教師と 教育の専門家と し て学び育ち 合う 学校

・ 地域を 愛し 、心身と も に健康に過ごすこ と ができ る 生徒

①  「 でき た」「 わかっ た」の体験を 通し て知識・ 技能を 身に付ける。

②　 自分の考えを 伝え、友達の考えを 聞き 、さ ら に自分の考えを 広げる。

③　 授業を 振り 返り 、学んだこ と やでき る よ う になっ たこ と を 次につなげる。

１ 　 地域と の交流

・ 菖蒲まつり（ 写生大会・ 吹奏楽演奏会・ 灯篭づく り ）

・ 堀切凧揚げ大会（ 授業内で小凧の作成・ 凧揚げの練習）

２ 　 細やかな指導のための、英語・ 数学における少人数指導

３ 　 放課後学習教室（ 学習セン タ ー）の設置

４ 　 放課後の学習指導員によ る 学習支援（ 年間1 2 0 時間）

５ 　 各教科における ICT を 活用し た効果的な学習活動

６ 　 学力向上のための学習コ ン テン ツ の活用

　・ よ む　 YO M U ワーク シート・ スタ ディ サプリ の導入・ 活用

７ 　 根気塾によ る学習サポート（ 水曜日の放課後、年2 5 回）

８ 　 校内人権教育推進委員会の設置

　・ 生徒一人一人の人権尊重教育に向けた月1 回の校内研修の実施

９ 　 生徒を 主体と し た生徒会活動（ 各委員会の委員長を 中心と し た生徒活動の運営）

国立高校
公立高校

葛飾野（ ９ ）　 南葛飾（ 3 ）　 青井（ ２ ）　 上野（ ２ ）　 江北（ ２ ）　 工芸（ ２ ）　 葛飾総合（ ２ ）　 葛飾商業（ ２ ）　
第三商業（ ２ ）　 日本橋（ ２ ）　 忍岡（ ２ ）　 農産（ ２ ）　 足立工科（ ２ ）　 小松川（ １ ）　 北園（ １ ）　 江戸川（ １ ）　
城東（ １ ）　 竹台（ １ ）　 墨田川（ １ ）　 文京（ １ ）　 深川（ １ ）　 小岩（ １ ）　 豊多摩（ １ ）　 稔ケ丘（ １ ）　 王子総合（ １ ）　
芝商業（ １ ）　 赤羽北桜（ １ ）　 小台橋（ １ ）　 大江戸（ １ ）　 荒川工科（ １ ）　 蔵前工科（ １ ）　 浅草（ １ ）

私立高校

関東第一（ ４ ）　 共栄学園（ ４ ）　 東洋大学京北（ ３ ）　 文京学院大学女子（ ２ ）　 芝浦工業大学附属（ １ ）　
専修大学附属（ １ ）　 東京成徳大学（ １ ）　 安田学園（ １ ）　 駒澤大学（ １ ）　 駒込（ １ ）　 駿台学園（ １ ）　
武蔵野大学附属千代田（ １ ）　 帝京（ １ ）　 保善（ １ ）　 花咲徳栄（ １ ）　 北照（ １ ）　 東洋女子（ １ ）　 麹町女子（ １ ）　
正則学園（ １ ）　 中央学院（ １ ）　 中央学院大学中央（ １ ）　 植草学園大学附属（ １ ）　 日本航空（ １ ）　

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 合計

学級数 3 3 3 9

生徒数 9 6 9 2 9 5 2 8 3
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学校から のメ ッ セージ

体育祭 修学旅行

堀切かつし か菖蒲まつり

堀切大凧揚げ大会

面接指導

　 1 9 9 5 年創立、今年度で 7 8 周年を 迎える 、地域に根ざし た中学校です。校庭は全面人工芝で、体育館にも 冷暖房設
備があり ます。地域と の交流を 伝統的に大切にし ています。
　

「 なり たい自分」 の実現に向けて、 学びを将来につなげる教育

◎学校行事

◎部活動【 令和６ 年度実績】
男女バスケッ ト ボール　 男子： 区夏季大会　 優勝　 　 区秋季大会　 優勝　 　 区少年少女大会第３ 位　 　 女子: 大会出場
男女バド ミ ント ン　 　 　 冬季研修大会　 　 男子シングルス　 ３ 位　 　 男子ダブルス　 ３ 位
女子バレ ーボール　 　 　 基礎基本の練習　 　 大会への参加
男女ソ フ ト テニス　 　 　 葛飾区秋季大会女子団体第３ 位（ 都大会出場）
                                 葛飾区春季大会女子団体準優勝、女子個人２ 位入賞（ 都大会出場）
                                 葛飾区夏季大会女子団体６ 位入賞、女子個人優勝（ 都大会出場）
サッ カ ー                     区総合体育大会　 ７ 位　   第６ 支部大会出場
吹奏楽                     　 葛飾菖蒲まつり オープニング演奏　 　 文化祭部隊演奏　   東京都中学校アンサンブルコ ンテスト 銀賞　
                                 ウェ ルピア訪問コ ンサート      葛飾区連合音楽会　 　 スプリ ングコ ンサート
演劇　                         葛飾区中学校合同演劇発表会　 団体 奨励賞　 個人 好演賞・ 熱演賞
家庭科　                      校内に飾れる縫物・ 編み物をし ます。災害時に役立つ調理をし ます。
美術　                         葛飾菖蒲まつり への絵の出展、堀切菖蒲まつり ラ イ ト アッ プ灯籠絵の作成     
                                 イ ラ スト 冊子の製本、校内展示作品の制作 
コ ンピュ ータ ー　 　 　 　 プログラ ミ ング能力検定　 p ytho n レベル１（ 5 名）　 レベル２（ 2 名）　 プロ検タ イ ピング レベル１（ 6 名）　
                                 レベル２（ 6 名）　 レ ベル３（ 5 名）  レ ベル4（ 8 名）　 レ ベル5（ 5 名）　 レ ベル6（ 1 名）  合格

◎学校ホームページを日々更新中

　 学校ホームページを 更新し 、 学校生活
の様子を 公開し ていま す。 左の Q R コ ー
ド から も アク セスでき ます。 ぜひご 覧く
ださ い。

　 地域と 連携し て大凧揚げ大会に参
加し ています。 事前学習と し て、 総
合的な学習の時間に講師を招いて一
人ずつ小凧を作成し ます。
　 令和４ 年度の記念大会で は、 2 4
畳の大凧も 揚げまし た。

◎地域に貢献する生徒

　 地域が誇る美し い堀切菖蒲園。
　 菖蒲まつり に合わせて行われる写生コ ンク ー
ルに応募する、 菖蒲の花の絵に取り 組みます。

　 地区委員会や同窓会など、 地域の方が面接官と なっ て指導
し てく ださ います。
　 入試だけでなく 、 将来、 社会に出る う えで必要な経験をす
る機会と なっ ています。

堀切中学校
ホームページ
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生徒数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

主な進学先【 令和６ 年度実績】

中学校双 葉

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区お花茶屋1 − 1 0 − 1

0 3（ 3 6 0 2 ）2 1 4 4

0 3（ 3 8 3 8 ）5 7 6 9

京成線お花茶屋駅徒歩６ 分

昭和2 2 年４ 月1 9 日

鉢呂　 哲也（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

●自ら 考え学ぶ　 　 　 学ぶ意欲をも つ生徒の育成

●他を思いやる　 　 　 健康な心をも つ生徒の育成

●進んで実践する　 　 健康な身体をも ち、実行力のある生徒の育成

   人間尊重の精神と 人間相互の信頼を基盤と し て、 生涯学習の基礎を培う と いう 観点に立っ て、 社会の変化に自ら 対応できる心

豊かでたく まし く 生き る生徒の育成を図る。

〈 授業の充実を全校で推進〉
【 知識・ 技能の定着】全教科において葛飾教師の授業スタ ンダード の徹底を図り 、授業のねら いを生徒に明示し 、授業のゴールを明

確にし た授業を展開する。大型モニタ の活用と と も に、一人１ 台タ ブレ ッ ト をツールと し て有効活用さ せ、疑問等を調べる習慣
を定着さ せる。

【 協働的な学びの充実】G o o g le  classro o m 及びミ ラ イ シード を有効活用し 、「 主体的・ 対話的で深い学び」の実現を図る。特にオク
リ ンク プラ スを活用し 、他の生徒の考えに触れさ せると と も に、自分自身の考えをまと め、発表できる能力を身に付けさ せる。

【 学習意欲の向上】授業の終わり に、生徒自身の言葉で授業内容を振り 返り 、理解し たこ と を確認するこ と により 、自己肯定感の向
上につなげる。家庭学習ノ ート 及びミ ラ イ シード を活用し た自主的な学習に取り 組ませ、 適切に評価するこ と で学習意欲の向
上を目指す。

　 確かな学力の定着・ 向上を図るために、授業規律を維持し 、分かる授業、楽し い授業を推進し て、基礎・ 基本を身に付けさ せるた
めに「 家庭学習」に重点を置く 。読書活動の推進、英語検定などの各種検定試験の受検と いう 分かり やすい目標を立てて、学習意欲
を高める取り 組みをし ている。体育祭や文化祭（ 合唱・ 舞台発表）では、実行委員会を中心に生徒一人一人が真剣に取り 組み、大き
な達成感を味わっ ている。
　 ソ フ ト テニス部や吹奏楽部、卓球部は毎年、優秀な成績を残し ている。
　 Ｐ Ｔ Ａ 、同窓会、父親連絡会の活動が活発である。特に、Ｐ Ｔ Ａ と 父親連絡会による学校環境を整備する活動では、地域の運動会
やお祭り などの行事の際に、毎年、多数の生徒がボラ ンティ アと し て参加し ている。
　 また、区内唯一の夜間学級併設校である。多様な国籍、年齢で構成さ れており 、昼間学級と 夜間学級と の相互交流を通し て「 学ぶ
こ と の意味や大切さ 」 を見つめ直さ せる機会と し ている。３ 年生全員を対象と し た面接練習を夜間学級の生徒と 一緒に実施する
こ と を通し て、交流を深めると も に、生徒に「 人」と し ての基礎・ 基本を身に付けさ せる場を設定し ている。

国立高校
公立高校

【 全日制】
葛飾野（ ２ ）　 竹早（ １ ）　 江北（ １ ）　 上野（ ３ ）　 足立東（ １ ）　 日本橋（ １ ）　 深川（ １ ）　 小松川（ １ ）　
青山（ １ ）　 三田（ １ ）　 高島（ １ ）　 東（ １ ）　 足立（ １ ）　 隅田川（ １ ）　 葛飾総合（ １ ）　 農産（ ６ ）　
葛飾商業（ ３ ）　 橘（ １ ）　 荒川工科（ １ ）　 　 　 　

【 定時制】 葛飾商業（ １ ）　 農産（ １ ）　 大江戸（ １ ）

私立高校 【 全日制】

共栄学園（ ２ ）　 錦城学園（ １ ）　 駒込（ １ ）　 岩倉（ １ ）　 東京聖徳大（ １ ）　 駿台学園（ １ ）　
専修大学付属（ １ ）　 飛鳥未来き ずな（ ２ ）　 順天（ ２ ）　 大東学園（ １ ）　 目黒日大（ １ ） 星槎国際（ １ ）　
朋優学院（ １ ）　 東海大高輪台（ １ ）　 貞静学園（ １ ）　 　 S 高（ １ ） 正則（ １ ）　 武蔵野（ １ ）　
二松学舎大学付属（ １ ）　 日本大学第一（ １ ）　 東洋（ ２ ） 中央学院大中央（ ２ ）　 文化学園大学杉並（ １ ）　
豊島学院（ １ ）　 淑徳巣鴨（ １ ） 巣鴨（ １ ）　 東京家政大学付属（ １ ）　 北豊島（ １ ）　 潤徳女子（ １ ）　
文京学院女子（ １ ） 栄東（ １ ）　 東京学館船橋（ １ ）　 早稲田大学本庄（ １ ）　 東海大学付属甲府（ １ ）

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 合計

学級数 3 3 3 9

生徒数 9 3 9 0 8 6 2 6 9
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充実し た部活動【 令和６ 年度　 主な大会実績】

「 叶えたい夢」について考える授業 地域と 連携し た防災訓練

　 双葉中学校は全教職員が「 一人一人の生徒を大切にする」をモッ ト ーにし 、 家庭や地域と 連携を重視し た教育を行っ ています。

生徒全員に「 夢・ 希望・ 目標・ 目的」をも っ た前向き な学校生活を送ら せるこ と を基本理念と し ており ます。「 でき るよう になろう と

する姿を認め、 できるよう になっ た姿をほめる。」子ども たちがさ まざまな場面で成功と 失敗を体験し ていく う えで、 教師から 努

力・ 苦労・ 忍耐力を認めら れるこ と により 、自分の可能性を実感さ せ自信を深めさ せていき ます。双葉中学校は地域・ 保護者と 連携

し 、学力・ 体力・ 豊かな人間性を確実に身に付けら れるよう 、教職員一丸と なっ て教育活動に取り 組んでいます。

吹奏楽 都中学校吹奏楽コ ンク ール　 東日本部門　 銀賞　 都アンサンブルコ ンテスト 　 木簡八重奏　 銀賞　 　 　 　

バスケッ ト ボール 男子 夏季大会　 ベスト ８

バレ ーボール　 　 女子 区ジュ ニアエンジョ イ 大会　 第９ 位

ソ フ ト テニス　 　 男子

女子

区春季大会　 団体戦　 ベスト ８ 　 個人戦　 優勝・ 準優勝　 第6 ブロッ ク 研修大会　 団体戦　 出場　 個人戦　 出場

区夏季総合体育大会　 団体戦　 第５ 位　 個人戦　 優勝・ 準優勝　

区1 年生大会　 ベスト ８ 　 都夏季総合体育大会　 団体戦　 出場　 個人戦

区秋季新人大会　 個人戦　 ベスト ８

区春季大会　 団体戦　 第３ 位　 個人戦　 第3 位　  第6 ブロッ ク 研修大会　 団体戦　 第３ 位　 個人戦　 第５ 位

区夏季総合体育大会　 団体戦　 第５ 位　 個人戦　 ベスト ８ 　 都夏総合体育大会　 団体戦　 出場　

都新人大会　 出場　 区シード 権大会　 団体戦　 第３ 位　 個人戦　 第３ 位　 　

区秋季新人大会　 団体戦　 準優勝　 個人戦　 第３ 位・ ベスト ８ 　 都大会新人戦　 団体戦　 ベスト 3 2 　

区1 年生大会　 ベスト ８ 　 　 野崎杯　 優勝　 望月杯　 第３ 位　

卓　 　 球　 　 　 　 男子

女子

区春季大会　 団体　 第３ 位　 シングルス　 準優勝・ 第3 位　

区秋季新人大会　 団体　 優勝　 個人戦　 準優勝・ 第５ 位・ ベスト 1 6 　

都新人大会　 団体戦　 個人戦　 出場

都新人大会　 団体戦　 ベスト １ ６ 　 区総合体育大会　 団体戦　 第３ 位　 個人戦　 第３ 位

区春季大会　 シングルス　 第3 位　 都大会　 個人　 出場　 　 区総合体育大会　 個人戦　 ベスト ８

区秋季新人大会　 団体戦　 準優勝　 個人戦　 第３ 位・ 第５ 位・ ベスト ８・ ベスト 1 6  　

野　 　 球 区春季大会　 第３ 位

剣　 　 道 第6 ブロッ ク 夏季剣道大会　 団体戦・ 個人戦　 出場　 区秋季大会　 団体戦　 出場　 区秋季剣道大会　 出場

区秋季新人大会　 団体戦　 出場　 春季会長杯ブロッ ク 予選　 団体　 出場　 第６ ブロッ ク 秋季大会　 団体戦　 ベスト ８

ハンド メ イ ド ウェ ルピア葛飾訪問

学力向上の取組　
①数学・ 英語の授業における習熟度別少人数指導

②一人1 台タ ブレッ ト を活用し た家庭学習の推進

　（ ミ ラ イ シード・ ド リ ルパーク の活用）
③放課後学習のための学習センタ ー（ 学校図書館）の開館

④Ｉ Ｃ Ｔ 機器を活用し た授業の推進

⑤夏季休業中の学習教室の充実

豊かな心の育成　

①「 叶えたい夢」について考える授業の実施
②読書活動・ 学習センタ ー（ 学校図書館）活用の推進・ 図書委員会に

よる書籍紹介

③ボラ ンティ ア活動の推進　（ 地域、 ボラ ンティ アセンタ ー、 Ｐ Ｔ
Ａ 、父親連絡会と の連携）

④ク リ ーンアク ショ ン（ 学校の環境美化活動）

⑤夜間学級と の交流活動

充実し た学校行事　
①体育祭： ５ 月

　（ 力強さ と 華やかさ 、団結力の見せどこ ろ ）

②文化祭（ 合唱・ 展示発表）： 1 0 月　
　（ 学年別の舞台発表、学年合唱）

③「 叶えたい夢」について考える授業： 1 2 月

安全教育の推進　

①地域と 連携し た大規模な防災訓練
②小中連携の引き 取り 訓練

充実し た部活動　
・ 運動部７ 、文化部２

・ 活躍の様子は、下の主な大会実績を参照
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生徒数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

主な進学先【 令和６ 年度実績】

中学校大 道

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区四つ木5 − 2 2 − 1

0 3（ 3 6 9 3 ）3 3 5 0

0 3（ 5 6 9 8 ）1 7 4 6

京成線お花茶屋駅徒歩７ 分

都バス「 青戸車庫前」徒歩１ 分

昭和2 2 年４ 月3 0 日

寺島　 孝武（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

１ ．進んで学習に励む人　 　 　 　 ２ ．勤労と 責任を 重んじ る 人　 　 　 　 ３ ．心豊かで健康な人

【 目指す学校】　 　「 楽し い学校」活力ある明る い学校「 き れいな学校」落ち 着いた環境「 安全な学校」いじ め暴力ゼロ
【 学校経営の基本方針】　 　 １ 　「 教職員の一丸と なっ た取組の推進」　 O ne Team  D A ID O  教育目標の具現化

２ 　「 自信　 やる 気　 確かな自我の育成」　 自尊感情　 自己肯定感を 高める 教育の推進
３ 　「 信頼さ れる 学校の実現」　 説明責任　 情報開示　 関係構築
４ 　「 研究・ 研修の実践」　 令和5 年度葛飾区教育委員会研究指定校

≪下記の実践を 通し て日々の授業を 充実し 、学力向上を 目指し ます≫

【 知 識・ 技 能 の 定 着 】
【 協働的な学びの充実】
【 学 習 意 欲 の 向 上 】
【 学 習 環 境 の 整 備 】

・ 基礎基本の定着　 主体的な学習の推進　 Ｉ Ｃ Ｔ の積極的な活用　 学習のまと め、振り 返り
・「 大道四人組協働学習」により 自ら 課題を 発見・ 解決する学習活動
・ 学習の成果を 適切に評価する こ と によ る学習意欲の喚起につなげる
・「 自尊感情・ 自己肯定感を高める指導の工夫」を主題と し 、四人組協働学習の実践・ 研究を推進
・ 一人一台タ ブレ ッ ト を 活用し 基礎学力定着のため家庭学習を 充実さ せる

目指す生徒像 …１ たく まし く 最後までやり 抜く 生徒　 　 ２ 意欲的に学習する 生徒　 　 ３ 感じ る心を 持つ生徒

大
道
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

１ 　 基礎・ 基本的な学力の確固と し た定着
中学校3 年間の学びの中で、基礎的・ 基本的な学力を し っ かり と 身に付けさ せ、確固と し た土台を 築き ます。

2 　 思考力、判断力、表現力を はぐ く む教育の推進
教員全員が授業の中で思考力、判断力、表現力を 引き 出す指導計画、授業展開の工夫を 図り ます。

3 　 豊かな人間性の涵養
自尊感情、自己肯定感を 高める 教育を 推進し 、豊かな人間性を はぐ く みます。

4 　 体力の向上
心身の健康の増進・ 体力向上を 目指し 、体力づく り の基礎を 学びながら 、体力スタ ン ダード の確立を 図り ます。

5 　 応用力×活用力×編集力＝実践力の向上
1 ～４ の学力等を 土台と し 、身に付けた学力等を 応用し て問題を 解決し たり 、活用し て実生活に役立てたり 、
編集し て発信し たり でき る実践力を 高めます

国立高校
公立高校

葛飾野(7 ) 　 小松川(3 )　  墨田工科(1 )　 農産(3 )　 南葛飾(7 )　 城東(1 )　 日本橋(3 )　 江北(7 )　 本所(1 )　 橘(1 ) 
葛飾商(4 )　 墨田川(6 )　 小岩(7 )　 蔵前工科(1 )　 竹早(4 )　 飛鳥(1 )　 荒川工科(2 )　 北園(1 )　 江戸川(4 )　 足立(1 ) 
小台橋(1 )　 文京(1 )　 葛西工科(1 )　 科学技術(4 )　 江東商業(1 )　 浅草(4 )

私立高校

不二女子 (2 )　 錦城学園 (2 )　 共栄学園 (5 )　 品川翔英 (1 )　 立志舎 (2 )　 関東第一 (2 )　 成立学園 (3 )　 順天 (1 )
明和県央 (1 )　 潤徳女子 (1 )　 中央学院大学中央 (2 )　 岩倉 (2 )　 上野学園 (1 )　 和洋国府台女子 (1 )　 大智学園 (1 )
駒込 (1 )　 東洋 (2 )　 足立学園 (3 )　 国士館 (1 )　 愛国 (1 )　 専修大学付属 (1 )　 品川エト ワール (1 )　 光英
VERITAS(1 )　 中央学院 (1 )　 Ｎ (1 )　 駿台学園 (1 )　 独協埼玉 (1 )　 安田学園 (3 )　 二松学舎大学付属 (1 )　
武蔵野 (1 )　 大原学園 (1 )　 東京成徳 (1 )　 淑徳巣鴨 (1 )　 東京電機大学 (1 )　 Ｆ Ｃ 今治 (1 )　 バンタ ンデザイ ン (2 ) 
野田鎌田 (1 )　 代々木アニメ ーショ ン学院 (1 )

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 合計

学級数 4 4 4 1 2

生徒数 1 2 1 1 3 5 1 3 0 3 8 6
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中 

学 

校

学校から のメ ッ セージ

部活動の主な実績【 令和６ 年度】

大道HP　 Q Rコ ード

日々の様子を、 ホームページの「 学校日記」 で発信し ています

◎校舎

　 令和５ 年度に外壁塗装工事を行い、茶系のシッ ク な校舎に生まれ変わり まし た。校庭は人工芝になっ ており 、雨が降っ ても 数時

間で校庭での活動ができます。

◎授業

　「 大道4 人組」と いう 、1 0 年以上続く 、班活動を中心と し た授業を行っ ており 、協働学習による活発な意見交換が行われていま

す。令和５ 年度から ２ 年間をかけ、「 大道４ 人組」の授業を活用し た生徒の自尊感情・ 自己肯定感を高める活動について、研究を行

い、今年度から は実践を深めています。

◎生徒や学校生活

　 あいさ つの指導に力をいれており 、多く の生徒があいさ つがし っ かり でき ます。

　 活気があり ますが、授業への切り 替えも でき ており 、落ち着いた学校生活を送っ ています。

テニス…………令和６ 年度葛飾区総合体育大会　（ 男子団体優勝）

バド ミ ント ン …令和６ 年度葛飾区秋季新人大会　（ 男子ダブルス　 第3 位）

野　 球…………令和６ 年度葛飾区中学校秋季新人大会（ 準優勝）

バスケッ ト ボール…令和６ 年度TO RASAN 'S CU P　（ 男子優勝）

吹奏楽…………令和６ 年度東京都中学校吹奏楽コ ンク ール　（ 銀賞）

美術部………第一回未来建も の街づく り コ ンテスト 　 中学生の部（ 優秀賞）
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生徒数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

主な進学先【 令和６ 年度実績】

中学校四ツ 木

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区四つ木4 − 2 2 − 1

0 3（ 3 6 9 3 ）4 6 4 4

0 3（ 5 6 9 8 ）1 7 5 1

京成線お花茶屋駅徒歩1 5 分

京成線四ツ木駅徒歩1 3 分

昭和2 3 年４ 月１ 日

兼子　 容子（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

  人間尊重の精神と 人間相互の信頼を 基礎と し て、心身と も に健康で、

生涯を 通じ て進んで学び行動し 、 真理と 正義を 希求し 、 勤労と 責任を

尊び、平和的な国際社会に貢献でき る人間性豊かな生徒の育成を 目指

し 、次の教育目標を 設定する 。

・ 進んで学び行動する生徒の育成

・ 協力し 合い責任を 果たす生徒の育成

・ 健康で豊かな心を も っ た生徒の育成

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◎重点目標

○自ら の学習課題を 見出し 、その解決に向け進んで学び行動でき る生徒の育成

○問題解決に向け、仲間と 協力し 、責任を 果たすこ と のでき る 生徒の育成

○生涯にわたり 学び続ける こ と ができ る 、健康で豊かな心身を も つ生徒の育成     

◎地域行事やボラ ン ティ ア活動への積極的な参加

　 　 生徒の積極的な参加を 促し 、郷土愛の醸成に努めるこ と を 目的と し て、

①地域祭礼での神輿渡御への参加。

②ロ ード レ ース・ 地区セン タ ーまつり ・ 児童館ク リ スマス会など、積極的な地域

行事への参加。

◎花の「 一人一鉢」運動を 通し て地域公共機関と の連携を 深める 。

四ツ木中学校マスコ ッ ト キャ ラ ク タ ー

し ょ う ぶ君

国立高校
公立高校

葛飾野（ ６ ）　 葛飾特別支援（ ４ ）　 水元小合（ ４ ）　 上野（ ３ ）　 日本橋（ ３ ）　 足立東（ ３ ）　 南葛飾（ ３ ）

葛飾総合（ ２ ）　 墨田川（ ２ ）　 忍岡（ ２ ）　 葛飾商業（ ２ ）　 浅草（ ２ ）　 青山（ １ ）　 新宿（ １ ）　 工芸（ １ ）本所（ １ ）　

小岩（ １ ）　 小松川（ １ ）　 小台橋（ １ ）　 竹台（ １ ）　 晴海総合（ １ ）　 農産（ １ ）　 足立特別支援（ １ ）

私立高校
関東第一（ １ ）　 昭和第一（ １ ）　 順天（ １ ）　 光栄 VERITAS（ １ ）　 ヒ ュ ーマンキャ ンパスのぞみ（ １ ）

飛鳥未来きずな（ １ ）　 愛国（ １ ）　 さ く ら 国際（ １ ）　 N 高（ １ ）

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生
特別支援
学　 級 合計

学級数 2 1 2 2 7

生徒数 4 7 3 3 5 5 1 4 1 4 9

授業改善

　 少人数を 生かし た 丁寧な 指導

と 多彩な 体験学習な ど 授業形態

を 工夫し 充実を 図る。

　「 調査・ 体験・ 発表（ 共有）」の学

習サイ ク ルを 定着さ せ、 協働学習

の充実を 図る 。

　 外部人材を 招聘し た 特別授業

によ り 知的好奇心を く すぐ る 授

業を 展開する 。
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校

学校から のメ ッ セージ

部活動・ 表彰　 令和６ 年度の主な実績

四ツ木中学校の行事など

体育祭（ 生徒たち が主体的に取り 組みます） 丘の辺祭（ 合唱コ ン ク ール等）

「 一人一株」運動、菖蒲の株分け作業 卒業式（ 夢・ 目標を も っ て卒業し ます）

「 生徒一人一人に夢と 目標をし っ かり も たせて卒業さ せます」

◎「 凡事徹底」をモッ ト ーに当たり 前のこ と が当たり 前にできる学校・ 生徒の育成。

　・ 一歩高い段階の凡事（ 人のために何ができ るか、奉仕の精神の育成）

◎生徒一人一人が「 分かっ た、でき た」と いう 満足感・ 充実感を得ら れる授業の展開。

　・ 授業の導入の工夫を行い、生徒が目標をも っ て授業に取り 組めるこ と や生徒の興味関心を高める。

「 学校紹介」

　 本校は葛飾区の西部の中心に位置し 、学区域の中央を国道６ 号線が通っ ている。高層マンショ ンが増え、街並みは美し く 整備さ

れつつある。住宅街に四方を囲まれ、校庭より 、東京スカ イ ツリ ーが望め、教育環境と し て良好な場所である。校地は、明治時代か

ら の花菖蒲の名庭園「 吉野園」 の跡地であり 玄関には記念碑がある。記念碑には伊藤左千夫と 長塚節の短歌が刻まれている。毎年

７ 月には２ 年生が菖蒲の株分けを行い、３ 年生でその菖蒲の写生会を行う こ と で、吉野園を偲ぶ活動を行っ ている。

　 令和６ 年1 2 月より 校舎改築工事が始まっ た。こ の計画では、四ツ木中学校と 四つ木四丁目公園の敷地に、よつぎ小学校及び四

ツ木中学校の施設一体型校舎が整備さ れるこ と になる。令和1 1 年完成予定である。

○バド ミ ント ン部・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 全日本ジュ ニアバド ミ ント ン選手権葛飾区予選大会　 女子シングルス　 第三位

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 葛飾区秋季区民大会　 男子ダブルス　 準優勝　 女子ダブルス　 準優勝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 冬季バド ミ ント ン大会葛飾区予選会　 男子ダブルス　 第三位　 女子ダブルス　 第三位

○卓球部・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 葛飾区卓球春季・ 夏季・ 秋季大会　 男子シン グルス　 優勝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 葛飾ジュ ニア卓球大会　 ２・ ３ 年の部　 優勝

○ソ フ ト テニス部・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 葛飾区総合体育大会　 ソ フ ト テニス男子団体　 第三位

○コ ンピュ ータ ー部・ ・ ・ ・ ・ ・ 第2 0 回環境フ ォ ト コ ンテスト 　 参加賞

○吹奏楽部・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 東京都中学校吹奏楽コ ンク ールB部門　 銀賞

○特別支援学級・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 特別支援学級連合体育祭　 準優勝

○第1 1 回いじ め・ 自殺防止標語コ ンク ール　 優秀賞　 　 　 　 ○葛飾区読書感想文コ ンク ール　 佳作

○第1 8 回税の標語　 都税事務所長賞　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○第2 8 回図書館を使っ た調べる学習コ ンク ール　 佳作

○全国間税会総連合会　 税の標語　 入選　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○葛飾区新聞コ ンク ール　 入選・ 佳作　 　 　

○花と 緑のはがき コ ンク ール　 緑化推進協力員会会長賞　 　 ○少年の主張大会　 葛飾区大会　 佳作

○花と 緑のはがき コ ンク ール　 葛飾郵便局長賞　 　 　 　 　 　 ○第1 5 回いっ し ょ に読も う ！新聞コ ンク ール　 東京都入選

○第1 1 回いじ め・ 自殺防止標語コ ンク ール　 優秀賞　 　 　 　 ○葛飾警察署犯罪撲滅パト ロールラ ン実施

○薬物乱用防止標語コ ンク ール　 最優秀賞・ 佳作　 　 　 　 　   ○ラ イ オンズク ラ ブチャ ータ ーナイ ト 記念演奏
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生徒数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

主な進学先【 令和６ 年度実績】

中学校小 松

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区新小岩4 − 3 0 − 1

0 3（ 3 6 5 3 ）1 4 3 6・ 1 4 3 7

0 3（ 5 6 0 7 ）0 7 8 1

JR総武線新小岩駅徒歩1 0 分

昭和2 3 年３ 月3 1 日

増田　 昌久（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

学校生活のさ まざまな場面で自ら 考え、判断し 、責任を持っ て行動する生徒を 育成するために次の目標を 掲げています。

自ら 、　 こ 　 心耕し

　 　 　 　 ま　 学　 び

　 　 　 　 つ　 創　 る

豊かな心を 養い、思いやり と 規範意識を も っ た生徒

主体的に学び、確かな学力を 身に付ける 生徒 

健康な体を 備え、社会的に貢献し 自立し ていける生徒

・ 毎時間の「 ねら い」を 明確化し 、単元ごと の振り 返り を 徹底し ます。
・ 本校独自の『 生活・ 学習ノ ート 』、タ ブレ ッ ト 端末を 活用し 家庭学習の定着を 図り ます。
・ 4 人組によ る グループでの学びあい活動( 小松中スタ イ ル）を 推進し ます。他者と 協働する 時間を 大切にし 、 新たな

価値を 創造する 力を 育てます。
・ 授業研究を 進め、生徒の授業満足度と 自己肯定感を 高めます。
・ 自分の考えを 要約・ 説明・ 論述さ せる 機会を 増やし 、自己表現力を 高めます。
・ ICT、学習セン タ ーを 活用し 生徒が自ら 課題を 見つけ、その課題に向かっ て学習する 態度を 育てます。タ ブレ ッ ト を

学校、家庭の両方で有効活用し 、学習セン タ ーの自習スペースを 充実さ せます。

◎基礎学力の定着、活用力の向上（ 数学・ 英語で少人数授業を 実施　「 主体的・ 対話的で深い学び」に基づく 授業を 展開） 
◎生徒座席の工夫( 市松模様）と 4 人組による グループ学習の推進( 小松中スタ イ ル）
◎学習センタ ー（ 学校図書館）、Ｉ Ｃ Ｔ 機器の活用を 通し ての学力向上
◎学習センタ ー（ 学校図書館）を 利用し た放課後学習教室（ 小松学習セン タ ー）を 開始
◎英検、漢検、数検受検を 推進　 ～受検対策講座を 計画的に実施し ます～
◎特別支援教室( ブリ ッ ジルーム）・ 拠点校を 生かし た、個に応じ たき め細やかな生徒指導
◎生徒の主体的な活動によ る 学校行事の充実
◎日本の伝統文化学習（ 和楽器[ 箏、三味線] の学習）
◎地域と 連携し た防災訓練の実施
◎茶道体験や地域行事への参加等を 通じ ての地域の方々と の交流
◎一万人あいさ つ運動の推進（ 2 0 2 5 年５ 月3 1 日　 2 2 ,4 5 6 人達成）

小松菜をモチーフ にし た

小松中学校マスコ ッ ト キャ ラ ク タ ー

「 コ マッ ツーナ」

国立高校
公立高校

小松川（ 1 1 ）　 小岩（ 9 ）　 江戸川（ 6 ）　 農産（ 4 ）　 葛飾総合（ 3 ）　 南葛飾（ 3 ）　 青山（ 2 ）　 浅草（ 2 ）　 葛西工科（ 2 ）　
江東商（ 2 ）　 墨田工科（ 2 ）　 橘（ 2 ）　 東（ 2 ）　 赤羽北桜（ 1 ）　 足立（ 1 ）　 荒川工科（ 1 ）　 上野（ 1 ）　 科学技術（ 1 ）
葛飾野（ 1 ）　 蔵前工科（ 1 ）　 江北（ 1 ）　 江北⑴　 駒場（ 1 ）　 小山台（ 1 ）　 墨田川（ 1 ）　 総合芸術（ 1 ）　 日本橋（ １ ）　
晴海総合（ １ ）　 本所（ １ ）　 三田（ １ ）　 向丘（ １ ）　 目黒（ 1 ）　 紅葉川（ 1 ）

私立高校

関東第一（ 8 ）　 東洋（ 3 ）　 上野学園（ 2 ）　 駒込（ 2 ）　 淑徳巣鴨（ 2 ）　 昭和第一（ 2 ）　 愛国（ 1 ）　 修徳（ 1 ）
共栄学園（ 1 ）　 錦城学園（ 1 ）　 北照（ 1 ）　 実践学園（ 1 ）　 昌平（ 1 ）　 専修大学附属（ 1 ）　 創価（ 1 ）
中央学院大学中央（ 1 ）　 東海大学附属高輪台（ 1 ）　 立志社（ 1 ）　 飛鳥未来き ぼう （ 1 ）　 Ｓ 高（ 1 ）　 おおぞら （ 1 ）
ト ラ イ 式高等学院（ 1 ）　

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 合計

学級数 3 3 4 1 0

生徒数 1 0 2 1 0 8 1 2 4 3 3 4
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中 

学 

校

学校から のメ ッ セージ

学力向上への挑戦！

熱い学校行事！

心をひと つに　 絆を深める　 運動会 リ ーダーシッ プを発揮　 異学年交流

ク ラ スと し ての最後の取り 組み　 合唱コ ン ク ール 地域と 連携し た　 総合防災訓練

“ W e l l-b e inng ” が実現でき る学校

～自分を大切にし て、多様性の良さ を実感し 、他者と 協働でき る学校～

・ 大変落ち着いた環境で、 学力・ 体力を向上さ せ、 自己肯定感・ 自己有用感を高めています。

・ 多様性の良さ を意識さ せ、 いじ め、 不登校のない学校づく り を進めます。

・ 各教科の授業や生徒会活動・ 部活動・ 委員会活動など、 一人一人の可能性をひろ げる変化に富んだ学校生活を送るこ と ができ ます。

・ 学校地域応援団の発足により 、 学校と 地域が一体と なり 、 子ども たちの教育にあたり ます。

・ 一万人あいさ つ運動では、 学校・ 地域・ 保護者が一体と なっ てのあいさ つ運動パート ２ を 展開し ています。（ 2 0 2 1 年 1 1 月

2 4 日　 2 0 ,0 0 0 人達成）

・ 運動部・ 文化部あわせて 1 0 の部活動があり 、生徒の主体性を育んでいます。ブロッ ク 大会、都大会出場など成果をあげています。

令和 6 年度・ 部活動の主な活躍

◎吹奏楽部　 東京都中学校吹奏楽コ ンク ール　 金賞　 　

◎ハンド ボール部　 葛飾区総合体育大会ハンド ボール競技　 優勝　 都大会出場　 東京都選抜チーム選出

◎バスケッ ト ボール部　 男子　 葛飾区バスケッ ト ボール連盟少年少女大会　 第 3 位

◎バレ ーボール部　 男子　 ジュ ニアエンジョ イ 大会　 第 3 位

◎ソ フ ト テニス部　 葛飾区春季シード 権大会　 男子団体　 ベスト ８ 　 　

◎葛飾区中学校バド ミ ント ン春季研修大会　 男子シングルス　 ベスト ８

【 小松中スタ イ ル】で“ A l ive  In te l l ig ence（ 生き た知恵）”を 身に付

け、新たな価値を 生み出し ます！

◎男女市松模様の座席を 工夫し 、4 人組の協働学習を 推進し ます。

◎生活学習ノ ート を 活用し 、学習の「 振り 返り 」を 習慣化し ます。

◎主体的に考え、 対話し 、 学びを 深め“ Alive  In te l l ig ence（ 生き た

知恵）”を 身に付けます。

◎一人一人の考えを 理解し 、思いを 語り 合う こ と で、新たな価値を

生み出し ます。



ー 8 6 ー

生徒数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

主な進学先【 令和６ 年度実績】

中学校亀 有

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区亀有1 − 2 3 − 1

0 3（ 3 6 9 0 ）4 5 6 7

0 3（ 3 8 3 8 ）5 7 6 8

JR常磐線亀有駅徒歩８ 分

昭和2 3 年４ 月1 2 日

井出　 忠男（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

『 知・ 徳・ 体を鍛える  自ら 鍛える  他者と のかかわり で鍛える』
☆　 進んで学びと ろ う 　 　 ☆　 から だを き たえよう 　 　 ☆　 豊かな心を も と う

　 自ら を含むあら ゆる人々を大切に、尊重する中で、生徒が自信を持っ て自ら を鍛え、他者と のかかわり で信頼を基盤と し てお互
いが鍛えら れていく よう な教育を推進し ます。

【 知識・ 技能の定着】
・ 各教科コ ンテスト に取り 組み基礎学力を向上さ せ、主体的に学ぶ姿勢を育む。
・ Ｉ Ｃ Ｔ 機器を効果的に活用し 、個別最適な学びを充実さ せる。
・ 生徒一人一人が自ら の目標に向けた学習に取り 組んで、主体的学習態度を高め課題解決の設定ができ る「 亀中ラ イ フ 」の活用。
【 協働的な学びの充実】
・ 協働学習を意図的に計画し 、他者の考えに触れながら 、自ら の考えを深めら れるよう にする。
・ 生徒が主体的で対話的に活動する、深い学びの視点に立っ た授業展開。
・ Ｅ Ｓ Ｄ を意識し た総合的な学習の時間。考える道徳、多面性と 多角性を育てる道徳。
【 学習意欲の向上】
・ 授業の中心発問の質を高め「 なぜ？どう し て？」と いう 疑問から 主体的な学習態度を育て、生徒の発言や発表、考えを深める時間
 を多く 設定する。
・ 授業規律の確立、集中し て学習できる環境、生徒の内面が活性化さ れる主体的で、対話的な深い学びを実現する授業展開。

１ 　 目指す生徒像
（ １ ）進んで学びと ろ う・ ・ ・ 自分の課題を客観的に見つめ、より 良い生き 方のために主体的に学べる生徒
（ ２ ）から だをき たえよう・ ・ ・ 自ら のより 良い生き方のために、健康で安全な生活を大切にでき る生徒
（ ３ ）豊かな心をも と う・ ・ ・ 人の多様性を理解し 、人権感覚を磨き 、自他と も に大切にでき る生徒
２ 　 目指す学校像

（ １ ）誰も がいのちを大切にし 、いじ めを絶対に許さ ない学校
（ ２ ）基礎学力の定着と 一人一台端末を利用し た個別最適な学びが提供できる学校
（ ３ ）様々な教育活動を意図的・ 計画的・ 効果的に行える学校
３ 　 目指す教師像

（ １ ）教師自ら が、人権感覚を磨き 、様々な課題をも つ生徒一人一人を大切にでき る教師
（ ２ ）わかる・ 考える・ 学び合える授業により 、生徒の主体的な意欲を引き 出せる教師
（ ３ ）様々な教育活動の効果を理解し 、その効果を最大限に活用し 生徒を育成でき る教師
４ 　 目指す生徒像・ 学校像・ 教師像を具現化するための中期的な取組目標

（ １ ）豊かな心の醸成　 　 　 　 　（ ２ ）生徒指導力の向上　 　 　 　 　（ ３ ）確かな学力の定着　 　 　 　 　（ ４ ）教師の授業力向上
（ ５ ）個に応じ た支援の充実　 　 　 　 　（ ６ ）教科以外の活動の充実　 　 　 　 　（ ７ ）地域と の連携

国立高校
公立高校

青井１ 　 足立２ 　 足立東４ 　 江戸川２ 　 小台橋（ 定時）２ 　 科学技術（ 創造理数）２ 　 葛飾商業８ 　 葛飾商業（ 定時）１
葛飾野１ ４ 　 蔵前工科（ 機械）１ 　 小岩５ 　 工芸（ イ ンテリ ア）１ 　 江北８ 　 小松川１ 　 駒場１ 　 城東３ 　 南葛飾１ 　
新宿１ 　 新宿山吹（ 定時・ 普通科３ 部）１ 　 墨田工科（ 建築）１ 　 竹台１ 　 竹早２ 　 西１ 　 農産（ 園芸）３ 　 農産（ 食品）１
農産（ 定時）１ 　 晴海総合１ 　 一橋（ 定時・ １ 部）１ 　 一橋（ 定時・ ２ 部）１ 　 深川２ 　 文京１ 　 本所１ 　 向丘１

私立高校

N HK 学園（ 通信） １ 　 S 高（ 通信） １ 　 青山ビュ ーティ 学院（ 通信） １ 　 飛鳥未来（ 通信） ２ 　 飛鳥未来き ずな（ 通信） ２
郁文館１ 　 市立柏（ 千葉） １ 　 岩倉１ 　 上野学園１ 　 神田女学園１ 　 関東第一２ 　 北豊島３ 　 共栄４ 　 錦城学園３
駒込２ 　 十文字１ 　 淑徳巣鴨１ 　 順天１ 　 潤徳女子２ 　 翔洋学園（ 通信） １ 　 昭和第一２ 　 駿台学園１ 　 成城学園１
専修大学付属１ 　 専修大松戸（ 千葉） ２ 　 東海大高輪台１ 　 東京成徳２ 　 東洋１ 　 東洋大牛久（ 茨木） １ 　 豊島学院１
中山学園（ 千葉） １ 　 日大豊山　 野田鎌田学園（ 調理・ 専修） １ 　 野田鎌田学園杉並（ 調理・ 専修） １ 　 羽田国際１
保善１ 　 立志舎１

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 合計

学級数 3 4 3 1 0

生徒数 1 0 4 1 3 0 1 2 1 3 5 5
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中 

学 

校

学校から のメ ッ セージ

文武両道の亀中　 学問　 スポーツ　 芸術

　 亀有中学校の生徒はし っ かり と あいさ つができ 、素直で優し く 、明るく 、学習によく 取り 組みます。また話し 合い活動では課題
を自ら のも のと 考え、自ら 対応する姿勢が見ら れます。学校行事や部活動、生徒会活動にも 大変熱心に取り 組み、多く の成果をあ
げています。教職員は温かく 生徒を受容し て、伸び伸びと し た自主性を育成し ています。
　 PTA や地域、関係の皆様は、子ども のため学校のためと 、いつでも 何でも 大変き さ く に、温かく 、力強いご支援をく ださ り 、こ の
こ と が本校を大き く 前進さ せてく れています。
　 本校は、今後も 、生徒、教職員、PTA、地域の皆様、関係機関をはじ めと する全ての人々がゆっ たり と し た気持ちで、自ら のすべき
こ と 、またそれぞれの目標を堂々と 実現し「 学問」「 スポーツ」「 芸術」等あら ゆる分野において、互いに高め合う 、持続発展する日本
や世界を支える人材を輩出する地域の拠点と なるべく 教育活動の一層の充実に取り 組んでまいり ます。
　 多く の新入生の皆さ んのご入学を亀有中学校教職員、生徒一同、心より お待ちし ており ます。

体育祭： フ ァ ン フ ァ ーレ が響き 、ダッ シュ で集合、力強い YO SAKO I ソ ーラ ン 、伝統種目「 縄跳

び」、むかで競争、皆が全力の走種目、熱風のよう に疾走する リ レ ー、会場全体で楽し む綱引き

等、皆が自ら の良さ を 思いき り 発揮する、また大いに楽し める亀中体育祭です。

文化祭： 舞台部門では、美し いハーモニーで奏でら れる 合唱コ ンク ール、迫真の演技の演劇

部、会場全体を 包み込む吹奏楽部、イ ン グリ ッ シュ キャ ン プ等の報告、展示部門では、美術、

技術・ 家庭科等の創意工夫のある 作品、テーマ学習の研究報告、部活動の美術作品、電子ロ

ボッ ト 等、生徒の個性が大いに発揮さ れる 亀中文化祭です。

《 学校行事》

《 部活動》　 部活動の記録【 令和２ 年度～令和６ 年度】

ソ フ ト テ ニ ス 部

サ ッ カ ー 部

野 球 部

陸 上 競 技 部

卓 球 部

読 書 部

美 術 部

女子ソ フ ト ボール部

夏季大会 団体戦 準優勝（ 都大会出場R5 ）

シード 権大会決勝ト ーナメ ント 出場

秋季大会決勝ト ーナメ ント 出場、第六支部代表決定戦出場

部活動Ｋ リ ーグベスト ４ (R5 ) 

区中体連春季大会第3 位（ R3 )

区中体連シード 権大会　 第３ 位（ R2 ）

区中体連秋季大会　 第３ 位(R2 )

区軟式野球連盟秋季大会　 第３ 位(R3 )

区軟式野球連盟春季大会第３ 位（ R4 )

区中体連夏季大会第3 位(R5 )

全日本通信陸上競技東京大会予選３ 年1 0 0 M  ２ 位・ ３ 位

全日本通信陸上競技東京大会男子4 ×1 0 0 M R ８ 位　 ３ 年男子1 0 0 ｍ 準決勝進出

セイ コ ーゴールデングラ ンプリ（ 関東大会）男子1 0 0 M  出場

都中学校支部対抗陸上競技選手権大会男子１・ ２ 年走幅跳第７ 位(R6 )

全日本中学校通信陸上競技大会東京都大会女子共通走幅跳第３ 位(R6 )

東京ラ イ ジングスタ ー陸上２ ０ ２ ５ 男子共通走幅跳7 位、女子共通走幅跳2 位

都新人卓球大会シングルス出場(R4 )

夏季総合体育大会団体戦第4 位(R4 )

学年別大会２ 年の部3 位5 位、(R4 )

都新人卓球大会シングルス出場(R6 )

絵手紙コ ンク ール出品 

第7 回「 俳句の里」山梨県笛吹市全国小学生・ 中学生俳句会入選(R5 )

亀有リ リ オパーク 入口「 よ う こ そ亀有へ」看板作成

令和７ 年度新設

バ ド ミ ン ト ン 部

バ レ ー ボ ー ル 部

演 劇 部

も の づ く り 部

吹 奏 楽 部

夏季大会男子ダブルス都大会ベスト 8 (R6 )

夏季大会男子シングルス 都大会出場(R5 )

秋季大会 男子団体 男子ダブルス都大会出場(R5 )

秋季新人大会男子ダブルス優勝、準優勝(R5 )

冬季研修大会男子ダブルス優勝、準優勝、第3 位(R5 )

冬季研修大会男子シングルス第3 位(R5 )

冬季研修大会男子ダブルス第3 位(R6 )

区新人大会第7 位

区総合体育大会第6 位ブロッ ク 大会出場

区1・ 2 年生大会第7 位(R3 ) 

区新人大会第7 位ブロッ ク 大会出場(R6 )

区ジュ ニアエン ジョ イ 大会第 3 位、区シルバーカ ッ プ第 3 位 (R5 )

区ク リ スマスカ ッ プ第3 位、区サク ラ カ ッ プ第1 位(R6 )

東京都中学校連合演劇発表会団体優秀賞(R6 )

葛飾区中学校合同演劇発表会団体最優秀賞、個人賞(R6 )

区連合学芸会 優秀賞 個人優秀賞・ 好演賞

区中学校合同演劇発表会団体優秀賞都大会２ 位 

創造アイ デアロボッ ト コ ンテスト  基礎部門・ 都大会 ３ 位(R4 )

東京都２ 足歩行ロボッ ト コ ンテスト（ 格闘部門）都大会２ 位(R4 )

東京都２ 足歩行ロボッ ト コ ンテスト（ 格闘部門）都大会3 位(R5 )

東京都中学校吹奏楽コ ンク ールB組銀賞(R4 ～6 )

TBSこ ども 音楽コ ンク ール優良賞・ 亀有ふれあいまつり 等での演奏 

修徳高校主催「 感謝を伝える コ ンサート 」「 サマーコ ン サート 」での演奏

こ ち亀記念館開館式典演奏(R6 )

亀有祭り 演奏(R6 )

《 その他の活動》亀参まつり 、亀有児童館まつり 、M O A 美術館、ロード レ ース運営等多く のボラ ンティ アの機会も あり ます。
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生徒数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

主な進学先【 令和６ 年度実績】

中学校立 石

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区立石6 − 3 − 1

0 3（ 3 6 9 3 ）7 3 4 3

0 3（ 5 6 9 8 ）1 7 4 7

京成線立石駅徒歩８ 分

京成線青砥駅徒歩1 0 分

京成バス「 葛飾区役所前」徒歩１ 分

昭和2 4 年４ 月１ 日

千葉　 貴志（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

考判断実行によ り 、自ら の成長に向けて努力でき る 生徒
〇『 目』で、『 耳』で、『 心』で、話を 聞く こ と ができ る 生徒
○正し く 　 　・ 正し く 判断し 、規律ある 行動ができ る 生徒
○強　 く 　 　・ 強い意志と 実践力を も っ た生徒
○美し く 　 　・ 明朗で、思いやり のある 心を も っ た生徒

　 立石中学校では落ち 着いた雰囲気の中で、生徒全員が学校での授業に真剣に取り 組む姿が毎日見ら れますが、家庭
学習が少ないと いう 課題があり ます。その課題を 解決する ために
①「 生活記録」の活用　 　
　 ○毎日の生徒の思いや家庭での出来事を 振り 返り 、し っ かり し た生活を 確立し ていく 。　
②「 スタ ディ サプリ 」の活用
　 ○自ら 課題を 見つけ家庭学習を 進め、主体的に学ぶ姿勢を 身に付けていく 。　
＊こ の２ つから 、教員側が生徒の家庭での学習時間、学習内容の実態を 状況把握し 、年間を 通し 、支援する体制を と っ

ています。

◎生徒会を 中心と し たボラ ン ティ ア活動。
　（ 役に立ち 隊等）
◎生徒による 朝の「 あいさ つ運動」の活性化を 図り 、学校内外でも 進んであいさ つのでき る生徒を 育て、「 あいさ つの

立石中」を 推進し ていき ます。
◎生徒の成長のため、地域に誇れる「 部活動の盛んな立石中」の伝統を 継承し ていき ます。
◎生徒会朝礼を 活用し 、生徒の自主性・ 企画力そし てプレ ゼン能力の向上を 図っ ていき ます。
◎学校地域応援団の協力のも と 、正門、西門付近に季節の花を 植える活動（ 花いっ ぱい運動）を 行う 他、地域の方々に

よる「 職業人から 学ぶ会」（ １ 年）、進路先決定に向けた「 模擬面接」（ ３ 年）を 実施。学校と 地域と の連携し た活動を 推
進し ています。

国立高校
公立高校

足立（ ２ ） 青山(２ )　 葛飾野(５ )　 浅草(２ ）　 葛飾総合(３ )　 広尾(１ )　 墨田工科(１ )　 忍岡(２ )　 江北(５ )　
駒場（ １ ）　 篠﨑(１ )　 飛鳥(２ )　 豊島(１ )　 美原(１ )　 墨田川(７ )　 橘(４ )　 小岩(５ )　 上野(２ )　 竹台(１ )　
深川(１ )　 井草(１ )　 桜町(１ )　 大江戸(２ )　 東(１ )　 農産(１ )　 葛飾商業(３ )　 南葛飾(１ ）城東（ ２ )　 本所(２ )　
小松川（ ３ ）　 三田(１ )　 鷲宮（ １ ）　 南葛飾（ 定）（ １ ）　 日本橋（ ２ ）　 江戸川（ １ ）

私立高校

霞ヶ 浦 ( １ )　 錦城学園 ( ３ )　 飛鳥未来き ぼう ( １ )　 城西大城西 ( １ )　 日本大学 ( １ )　 上野学園 ( １ )　
あずさ 第一（ １ ）　 足立学園 ( １ )　 東海大高輪台（ １ ）　 早稲田本庄（ １ ）　 共栄学園 ( ２ )　 日大豊山 ( ２ )　
文化大学杉並 ( １ )　 岩倉 ( １ )　 品川エト ワール ( ２ )　 北豊島 ( １ )　 愛国（ １ ）　 関東第一（ ２ ）　 大東文化第一（ １ ）
ク ラ ーク 記念国際 ( １ )　 武蔵野大学千代田 ( １ )　 N 高 ( １ )　 國學院 ( １ )　 日大櫻丘 ( １ )　 中央大学 ( １ )　
桐蔭（ １ )　 郁文館 ( １ )　 十文字 ( １ )　 武蔵野 ( １ )　 飛鳥未来き ずな ( １ )　 東洋女子 ( １ )　 東京 ( １ )　
東洋大学京北 ( １ )　 不二女子 ( １ )　 立志舎 ( １ )　 浦和学院 ( １ )　 潤徳女子 ( １ )　 明治学院 ( １ )　
HR 高等学院鹿島山北（ １ ）

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生
特別支援
学　 級 合計

学級数 3 4 3 2 1 2

生徒数 1 0 4 1 3 4 1 2 0 1 0 3 6 8
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中 

学 

校

学校から のメ ッ セージ

学校の紹介

教育活動の様子

体育祭練習風景 ふれあい学習 役に立ち隊 生徒会選挙

　 学校生活の充実
 授 業 の 充 実
○生活指導の充実

○学校行事の充実

「 安心し て登校でき 、満足し て下校でき る 学校」を目指し ています。　 　
葛飾教師の授業スタ ン ダード と かつし かっ 子学習スタ イ ルの実践と 徹底を図っ ています。　
当たり 前のこ と が当たり 前にでき る 学校、 生徒を目指し ます。身だし なみやあいさ つ等、 基本的
生活習慣の定着はも ち ろ ん、一段高い当たり 前のこ と 、人のために 何ができ る かを 考える質の高
い生徒の育成を目指し ます。　 　
生徒の主体的な活動を 引き 出し 、その活動の中で達成感や帰属感が得ら れる活動を し ています。

→
→
→

→

　 昭和2 4 年に開校し 、今年度で 7 6 年目を 迎える本校は、区の中央に位置し 、区役所、小学校、高校そし てさ く ら 通り
に囲まれた緑豊かな学校です。多く の小学校から 生徒が集まる伝統校で、生徒の自主性を 重んじ 、行事など大変な盛
り 上がり を 見せます。特に舞台発表会（ 合唱コ ン ク ール）は地の利を 活かし「 かつし かシン フ ォ ニーヒ ルズ」を 会場に
し て、毎年各ク ラ スの美し い歌声が響き わたり ます。また、校庭は1 0 0 ｍの直線、2 0 0 ｍのト ラ ッ ク がと れる 恵まれ
た環境で、部活動も 盛んで都大会や関東大会にも 出場し てます。   

◎令和６ 年度の主な実績
○陸上部

　 東京都中学校通信陸上競技東京都大会
　 　 個人　 共通女子2 0 0 m 　 　 　 　

　 　 　 　 　 １ 年走幅跳　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 ３ 年女1 0 0 m 　 　 　 　 　
　 東京都中学校総合体育大会陸上競技大会

　 東京都中学校陸上選手権大会

　 　 　 　 　 １ 年女幅跳　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 共通女子2 0 0 m 　 　 　 　

　 東京都中学校地域別陸上競技大会多摩大会

　 　 　 　 　 共通男子砲丸投げ　 　 　
　 　 　 　 　 共通女子4 0 0 m R　 　 　  

　 　 　 　 　 共通女子2 0 0 m 　 　 　 　

　 　 　 　 　 共通女子1 5 0 0 m 　 　 　  
　 東京都中学校支部対抗陸上競技選手権大会

　 　 　 　 　 女子１・ ２ 年8 0 0 m 　 　   

　 　 　 　 　 女子１ 年1 0 0 Hm 　 　 　   

　 　 　 　 　 男子１ 年４ ×1 0 0 m R　 　
　 関東中学校陸上競技大会

　 　 　 　 　 共通女子2 0 0 m 　 　 　 　  

　 全日本中学校陸上競技大会
　 　 　 　 　 共通女子2 0 0 m 　 　 　 　  

　 第7 7 回葛飾区民大会秋季陸上競技大会

　 　 　 　 　 男子１ 年1 0 0 m 　 　 　 　
　 　 　 　 　 男子共通4 0 0 m 　 　 　 　

　 　 　 　 　 男子砲丸投げ　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 女子2 0 0 m 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 女子8 0 0 m 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 女子走幅跳　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 女子走高跳　 　 　 　 　 　
○卓球部

　 春季卓球大会

　 　 　 　 　 女子団体　 　 　 　 　 　 　

○ソ フ ト テニス部
　 秋季新人大会

　 　 　 　 　 女子個人　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 女子個人　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 女子個人　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 男子個人

○剣道部
　 東京都剣道連盟会長杯６ ブロッ ク 予選会
　 　 　 　 　 男子団体の部　 　 　 　
　 　 　 　 　 女子団体の部　 　 　 　 　 　
　 第６ ブロッ ク 中学校春季剣道大会　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 男子団体の部　 　 　 　
　 　 　 　 　 女子団体の部
　 葛飾区中学校総合体育大会剣道大会　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 男子団体の部A チーム　 　 　 　
　 　 　 　 　 男子団体の部Ｂ チーム
　 　 　 　 　 男子団体の部Ｃ チーム　 　 　
　 　 　 　 　 女子団体の部A チーム　 　 　  
　 　 　 　 　 女子団体の部Ｂ チーム　 　 　 　
　 東京都中学校総合体育大会剣道大会
　 　 　 　 　 　 　 　 兼中学校中剣道選手権大会　 　 　  
　 　 　 　 　 女子団体の部
　 葛飾区中学校秋季剣道大会　 　   
　 　 　 　 　 男子団体の部A チーム　 　 　 　
　 　 　 　 　 男子団体の部Ｂ チーム
　 　 　 　 　 女子団体の部A チーム　 　
　 第６ ブロッ ク 中学校秋季剣道大会
　 　 　 　 　 男子団体の部　 　 　 　
　 　 　 　 　 女子団体の部
　 東京都中学校秋季剣道大会　 　 　 　  
　 　 　 　 　 女子団体の部
○野球部　 　 　 　
　 葛飾区中学校野球春季大会　 　 　 　
　 葛飾区総合体育大会野球の部　 　 　 　 　
○吹奏楽部　 　 　 　 　 　
　 第6 4 回東京都中学校吹奏楽コ ンク ールＢ 組　 　 　 　 　 　
　 第5 8 回東京都中学校アンサンブルコ ンテスト 管楽八重奏　 　 　 　 　 　
○バレーボール部
　 葛飾区中学校バレーボール１・ ２ 年生大会
○水泳部
　 全国中学校水泳競技大会
　 　 　 　 　 女子2 0 0 m 平泳ぎ　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 男子４ ×1 0 0 m メ ド レーリ レー　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 女子1 0 0 m 平泳ぎ　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 女子1 3 ～1 4 歳2 0 0 m 平泳ぎ
　 　 　 　 　 女子1 3 ～1 4 歳1 0 0 m 平泳ぎ
　 　 　 　 　 男子４ ×1 0 0 m フ リ ーリ レー
　 東京都中学校学年別水泳競技大会
　 　 　 　 　 男子４ ×5 0 m フ リ ーリ レー
　 　 　 　 　 男子４ ×5 0 m メ ド レーリ レー
　 　 　 　 　 ３ 年男子1 0 0 m 背泳ぎ
　 　 　 　 　 ２ 年女子1 0 0 m 平泳ぎ

１ 位

２ 位

７ 位

１ 位
２ 位

３ 位相当
８ 位相当

１ 位相当

１ 位相当

３ 位

４ 位 

３ 位

７ 位

出場

２ 位
２ 位

２ 位

３ 位
２ 位

３ 位

１ 位

３ 位

１ 位

２ 位
３ 位

１ 位

優勝
優勝

３ 位
準優勝

優勝
２ 位
３ 位
優勝
２ 位

３ 位

優勝
２ 位
優勝

３ 位
優勝

３ 位

３ 位
３ 位

金賞
銀賞

３ 位

４ 位
出場
８ 位
６ 位
７ 位
出場

１ 位
１ 位
３ 位
２ 位
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生徒数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

主な進学先【 令和６ 年度実績】

中学校常 盤

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区金町2 − 1 1 − 1

0 3（ 3 6 0 7 ）1 1 2 2・ 1 7 3 3

0 3（ 5 6 9 9 ）1 5 1 3

JR常磐線金町駅徒歩1 0 分

昭和2 9 年４ 月１ 日

平岡　 栄一（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

価値ある 持続発展を する社会を 形成するグロ ーバル人材の育成のため次の目標を 設定する
『 知・ 徳・ 体を 鍛える　 　 自ら 鍛える 　 　 他者と のかかわり で鍛える 』
　 ○自ら 考え、希望をも っ て学ぶ生徒
　 ○他人を思いやり 、気品のある心豊かな生徒
　 ○心身を鍛え、明るく 強く 伸びる生徒

○授業改善の推進
【 知識・ 技能の定着】 
　・ 基礎・ 基本を徹底すると と も に、将来のより 発展的な学力の育成に向けての布石を打つ。
　・ １ 人１ 台タ ブレッ ト 端末を活用し て関心や意欲を高める授業の工夫、複雑な概念も 体験的に理解できるよう な授業の実践。   
　・ 各教員の問い、生徒各自の問いを深く 追究する。

【 協働的な学びの充実】
　・ 学校行事、部活動等を充実さ せ、個人や集団を向上さ せ、協力する心や思いやり の心、組織を活性化さ せていく 熱意を育み、各自が学習に応用　 　

する。
　・ 自ら の言葉で語り 合い、聴き合う 。互いの思考の経緯、生み出さ れた知を共有する。自ら の知を深める。

【 学習意欲の向上】　
　・ 生徒が自ら の課題を把握し 、自ら 解決法を見出す姿勢を育む授業展開の工夫。
　・ 集中し て学習できる環境を築く 。生徒の内面が活性化さ れるアク ティ ブラ ーニングを行い、主体的で深い学びを実現する。
　 　 常時活性化し ている考える力、行動する力を育成する。
　・ 根拠を分析する力の向上　

【 学習環境の整備】　
　・「 かつし かっ 子学習スタ イ ル」の徹底。教育活動のユニバーサルデザイ ン化の継続による分かる授業の実施。　 　 　 　 　 　 　
　・ 生徒一人一人のかけがえのない良さ を伸長し 、ゆっ たり と 堂々と し た気持ちで、自信をも っ て行動する生徒、課題に立ち向かう 姿勢の育成。

(1 )　 生徒一人一人の良さ を伸長し 、 自信をも っ て行動でき る生徒を育成する。
　 ・ 自ら 学ぶ姿勢を醸成する授業や学習指導を実施し 、 次世代につながる学力を育成する。
　 　「 知識・ 技能」、「 思考力・ 判断力・ 表現力」、「 課題に立ち向かう 姿勢」
　 ・ お互いを尊重し 、 信頼する中で、 課題に取り 組み、 考え、 行動する力を養う 。
　 ・ 生徒会活動、 学校行事、 部活動、 ボラ ンティ ア活動、 地域活動等により 社会性を高める。
(2 )　 各教職員が教育目標の実現のために協力する。
　 ・ 各教職員が教育目標の実現のためにそれぞれの良さ を最大限に発揮する。
　 ・ 研修や協力を通し て常に学び、 教師と し ての力量を高める。
　 ・ 今後の社会に求めら れるも のは何か、 どのよう に対応するか、 こ のこ と を主体的に学ぶ生徒を育成でき る教職員になる。
　 ・ SD Gs の視点を授業に取り 入れ、 生徒の主体的な実践を導く 。
(3 )　 保護者や地域、 関連機関等と の連携、 協力を活用する。
　 ・ 学校がその役割を十分に果たすと と も に、 保護者、 地域、 関係機関等から その役割を生かし た連携や協力をいただく 。
　 ・ こ のこ と により 将来に渡っ て地域の持続発展に寄与する人材が育成さ れる 。 すなわち地域に還元する学校、 貢献する学校が継続さ れる 。

その人材が地域から より 広域にも 貢献する。

国立高校
公立高校

葛飾商業(1 3 )、葛飾野(1 2 )、葛飾総合(11 )、墨田川(8 ）、上野(6 )、江戸川(4 )、江北(4 )、足立東(4 )、小松川(3 )、日比谷(3 )、南葛飾(3 )、

向丘(3 )、深川(2 )、工芸(2 )、総合芸術(2 )、青山、浅草、飛鳥、足立新田、王子総合、科学技術、北園、城東、新宿、高島、竹早、竹台、豊島、

日本橋、深沢、本所、農産、葛西工科、蔵前工科、江東商業、芝商業、第三商業、産業技術高専、双葉中学校夜間学級、奈良県立山辺

私立高校

共栄学園 (4 )、 東京成徳 (4 )、 専修大学松戸 (3 )、 関東第一 (3 )、 錦城学園 (2 )、 二松学舎大学 (2 )、 正則学園 (2 )、 駒込 (2 )、

駒澤大学 (2 )、北豊島 (2 )、日本大学豊山 (2 )、武蔵野大学付属千代田 (2 )、青山学院、足立学園、岩倉、郁文館、浦和学院、川村、國學院、

京華商業、 実践学園、 品川エト ワール、 修徳、 潤徳女子、 聖学院、 昌平、 昭和第一、 青陵、 中央学院大学中央、 中央大学、

中央大学杉並、 東海大学付属高輪台、 明治学院、 日本体育大学柏、 早稲田大学本庄、 八千代松陰、 立志社、 飛鳥未来きぼう 、

ｅ スポーツ、 代々木、 ルネサンス、 興学社高等学院新越谷、 陸上自衛隊工科学校、 東京スク ールオブミ ュ ージッ ク

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 合計

学級数 5 4 4 1 3

生徒数 1 4 7 1 4 2 1 5 5 4 4 4
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中 

学 

校

学校から のメ ッ セージ

部活動

学校行事・ 生徒活動

運動会 移動教室

地域連携防災訓練

7 0 周年記念式典

サッ カ ー部

　 現在、運動部９ 、文化部５ 、合計1 4 の部が活動し ています。校舎改築中のため体育館はあり ませんが、校区の小学校、中学校、葛
飾特別支援学校、 葛飾区公共施設を借り て通常どおり 練習を行っ ています。各部は葛飾区教育委員会地域連携方式で運営さ れて
います。教員顧問と 、顧問指導員（ ７ 名）、地域指導者（ 1 7 名）が連携し て各部を効果的に運営するこ と で人材を育成し ています。各
部の成績の一部は下記のと おり です。

【 令和６ 年度の成績】
野球　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 春季大会出場　 　 総合体育大会出場　 　 シード 権大会3 位　 　 秋季大会3 位　 　 ジャ イ アンツカ ッ プ出場

ソ フ ト ボール　 　 　 　 　 　 春季大会優勝　 　 東京都夏季ソ フ ト ボール大会ベスト 8 　 　 秋季新人大会ベスト 1 6 　 　 区民体育大会優勝

サッ カ ー　 　 　 　 　 　 　 　 区サッ カ ー選手権大会3 位（ 第6 支部中学校サッ カ ー選手権大会進出）　 　 BD カ ッ プ優勝　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 新人大会ベスト 1 6 　 　 中学校部活K リ ーグ 2 0 2 4 大会準優勝　

バレーボール　 　 　 　 　 　 総合体育大会出場　 　 新人大会出場

男子バスケッ ト ボール　 　 夏季大会出場　 　 新人大会男子シード 権大会グループ 2 位　 　 秋季大会ベスト 1 6 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 葛飾区少年少女バスケッ ト ボール大会グループ 3 位　 KTRカ ッ プ準優勝

女子バスケッ ト ボール　 　 夏季大会ベスト 8 　 　 新人大会女子シード 権大会ベスト 4 シード 　 　 秋季大会3 位　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 葛飾区少年少女バスケッ ト ボール大会準優勝　 　 第1 8 回フ ラ ワーカ ッ プ準優勝　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第1 5 回サンラ イ ズカ ッ プ優勝　 　 KTRカ ッ プ優勝　 　 城北カ ッ プ準優勝　 　                                                                              

バド ミ ント ン　 　 　 　 　 　 総合体育大会女子シングルス 3 位 　 　 秋季新人大会男子ダブルス 4 位

陸上　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 区選手権大会中1 女子1 0 0 m 4 位　 　 区民春季陸上大会男子共通8 0 0 ｍ 3 位、中1 ,2 女子1 0 0 ｍ 4 位

卓球　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 春季大会女子団体準優勝、女子シングルス準優勝　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 総合体育大会女子団体準優勝、女子シングルス優勝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 秋季大会男子団体3 位、女子シングルス 3 位

吹奏楽　 　 　 　 　 　 　 　 　 東京都中学校吹奏楽コ ンク ールB組金賞

合唱　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N HK 全国音楽コ ンク ール東京都予選奨励賞

　 常盤中学校の生徒は素直で優し く 、明るく 、学習によく 取り 組みます。また課題について自ら 考え、自ら 対応する姿勢が見ら れ
ます。学校行事や部活動にも 大変熱心に取り 組み、多く の成果を上げています。教員は生徒のかけがえのない良さ が伸び伸びと 発
揮さ れるよう 温かく 生徒を受容し ています。
　 Ｐ Ｔ Ａ や地域、関係の皆様は、子ども や学校のためにと 、いつでも 何でも 大変気さ く に、温かく 力強いご支援をく ださ り 、こ のこ
と が本校を大き く 前進さ せてく れています。
　 本校は、今後も 、生徒、教員、Ｐ Ｔ Ａ 、地域の皆様、関係機関をはじ めと する全ての人々がゆっ たり と し た気持ちで、組織の一員と
し て、また一個人と し て熱意をも っ て対話や協働をするこ と で目標を堂々と 実現し 、学業、スポーツ、芸術等あら ゆる分野におい
て、互いに高め合う 、持続発展する日本や世界を支えるグローバル人材を輩出し ていき ます。　 新入生の皆さ んのご入学を常盤中
学校一同、心より お待ちし ており ます。

詳し い学校の活動の様子は、本校
ホームページを ご覧く ださ い。

【 主な掲載内容】
学校案内/学校生活/各種お便り
/学力向上/食育・ 給食献立/事務
室/各種お知ら せ
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生徒数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

主な進学先【 令和４ 年度実績】

中学校一之台

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区西亀有4 − 1 − 1

0 3（ 3 6 0 5 ）5 2 3 0

0 3（ 5 6 9 7 ）1 4 0 1

JR常磐線亀有駅徒歩1 3 分

京成タ ウンバス「 西亀有３ 丁目」徒歩３ 分

昭和3 0 年４ 月１ 日

清野　 淳子（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

人権尊重の精神を 基盤と し 、 個性の伸長を 図り 、

新し い時代を 生き 抜く 知性と 感性、 品性に富み、

社会性のある 心豊かな 生徒の育成を 目指し て 右

の教育目標を 設定し ています。

○考える（ 自ら 考え、進んで学び、課題解決に取り 組む生徒）

○思いやる（ 自ら 律し 、思いやり のある生徒）

○実行する（ 自ら 鍛え、正し い行動のでき る 生徒）  

◇
◇
◇
◇
◇
◇

１ ．研究指定校の成果を 還元し 、授業の振り 返り の重視に努め、深い学びと 自己肯定感の獲得を 図る。
２ ．全生徒に振り 返り 学習を 重視し た一之台中学校版「 生活・ 学習ノ ート 」を 配布し 、家庭学習の習慣化を 図る 。
３ ．大型モニタ 等のＩ Ｃ Ｔ 機器を 効果的に活用し 、主体的・ 対話的な授業を 促進し 、理解力や思考・ 判断力を 高める。
４ ．タ ブレ ッ ト 端末や蔵書を 活用し た図書室での放課後自学自習教室の開設等、学習セン タ ーと し ての充実を 図る。
５ ．英語・ 数学の習熟度別少人数授業による 個に応じ たき め細かな指導を 図る。
６ ．適量の宿題を 反復学習さ せ、定期的に点検指導し 、基礎基本の定着に努める と と も に学力の向上を 図る。
７ ．学習セン タ ーでの自学自習、夏季休業中の補充教室、基礎定着講座など生徒のニーズに応える 指導を 図る 。

◎振り 返り 学習を 重視し た学力向上
　（ 授業での振り 返り チャ イ ムの活用と 自分自身の記述を 重視し た認知力の向上、深い学びの獲得）
◎生活・ 学習ノ ート を 活用し た家庭学習習慣の確立
◎基礎基本の徹底（ 宿題点検、反復学習）と Ｉ Ｃ Ｔ を 活用し た思考・ 判断力の向上 
◎英語・ 数学・ 漢字検定等の資格取得の促進　
◎ゲスト ティ ーチャ ーを 招いての授業や取組（ アン ガーマネジメ ン ト 講座、亀有信金の金融教育他）
◎道徳教育の充実　
◎スク ールカ ウンセラ ーによ る心のケアの充実
◎校内サポート ルーム「 ほっ と ルーム」を 活用し た居場所づく り
◎地域と 連携し た教育活動の推進（ 職場体験学習、盲導犬募金、社会を明るく する運動、一之台中学校地域ク リ ーン作戦等）　 　
◎学校地域応援団によ る地域と 連携し た活動の実施（ 進路面接指導、あいさ つ運動、花壇の整備他） 
◎専門家によ る 性教育・ がん教育、認知症サポータ ー講習、救急救命講習
◎社会福祉協議会ボラ ンティ ア活動普及事業協力校
◎生徒会の自治活動の推進（ 中央委員会と の連携、縦割り 活動、応援メ ッ セージの掲示： Ｊ Ｒ 常磐線利用の皆様への窓

から のメ ッ セージ）　 　  　 　 　
◎都立葛飾ろ う 学校と の連携（ 指文字等のやり 取り を通し た直接交流、副籍生徒と の間接交流、授業研究連携校の取組）

国立高校
公立高校

上野(４ )　 葛飾野(４ )　 江戸川(３ )　 足立(３ )　 深川（ ３ ）荒川工科（ ３ ）墨田工科（ ３ ）江北(２ ) 墨田川（ ２ ）農産(２ )
葛飾商業(２ )日比谷（ １ ）国際（ １ ）小松川(１ )豊島(１ )　 井草（ １ ）晴海総合（ １ ）葛飾総合(１ )忍岡(１ )竹台(１ )小岩（ １ ）
向丘（ １ ）本所（ １ ）芝商業（ １ ）城東（ １ ）篠崎（ １ ）足立西(１ ) 足立東(１ )　 小台橋(１ ) 大江戸（ １ ）産業技術高専（ １ ）

私立高校

東京成徳（ ６ ）　 潤徳女子 ( ３ )　 専修大学附属（ ２ ）　 修徳 ( ２ )　 岩倉（ ２ ）　 明治学院（ １ ）　 日大一高（ １ ）　
駒澤大学（ １ ） 多摩大学目黒（ １ ）　 関東国際（ １ ）　 正則 ( １ )　 共栄学園 ( １ )　 錦城学園（ １ ）　 関東第一 ( １ )　
錦城学園 ( １ )　 駒込 ( １ )　 順天（ １ ）　 取手聖徳女子（ １ ）　 静清（ １ ）　 Ｓ 高 ( １ )　 明蓬館（ １ ）　
織田調理師専門学校（ １ ）

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 合計

学級数 3 2 2 7

生徒数 7 4 7 7 7 2 2 2 3
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校

学校から のメ ッ セージ

部活動などの実績・ 表彰【 令和元年度～令和７ 年度実績】

本校の教育活動

盲導犬募金（ ボラ ンティ ア活動） 歌や踊り のワーク ショ ッ プ 修学旅行（ 長崎）

バド ミ ント ン部…夏季大会男子団体3 位、男子ダブルス第3 位、ブロッ ク 大会ベスト １ ６ 、女子団体準優勝

ソ フ ト テニス部…春季／夏季大会女子団体ベスト ８ 、秋季大会男子個人戦第3 位、女子団体戦ベスト 8

　 　 　 　 　 　 　 　 区民大会女子個人戦第3 位               　

バスケッ ト ボール部…葛飾区総合体育大会( 夏季大会男子第３ 位）、葛飾区新人大会( 秋季大会）、シード 権大会に出場等

吹奏楽部…都吹奏楽コ ンク ールＢ グループ銀賞 、 

園芸部・ ・ ・ 第７ 回かつし か花いっ ぱいの花壇コ ンク ール推進協議会会長賞　 　 　 　 　 　

中学生による「 税の作文」…葛飾納税貯蓄組合総連合会優秀賞 、 「 税の標語」・ ・ ・ 入選 、読書感想文コ ンク ール・ ・ ・ 佳作

区英語スピーチコ ンテスト …第３ 位 、 葛飾区少年の主張本大会・ ・ ・ 中学生の部優秀賞 

８ 学級規模で、 生徒数 2 2 3 名の学校

◎家庭的で、 落ち着いた学校生活

◎生徒が燃える充実し た学校行事【 体育祭： 1 学期 ・ 文化祭 ( 合

唱コ ンク ール）： ２ 学期】

◎上級生と 下級生の仲がよい部活動

◎小規模校なら ではのアッ ト ホームで細やかな指導

◎区内で初の長崎修学旅行（ 平成 3 0 年～） と 平和学習

基礎的基本的な内容の定着を 図る 学校

◎数学・ 英語授業の少人数によ る き め細かな指導

◎授業での振り 返り 学習の重視 ( 振り 返り チャ イ ムの活用）

◎生活・ 学習ノ ート の活用によ る 家庭学習の充実・ 習慣化

◎漢字検定・ 英語検定・ 数学検定の実施

◎放課後補充（ 学習セン タ ー自習教室、 基礎定着講座等）

◎読書指導の推進 ( 年間を 通し ての朝読書、 読書月間等 )

文化祭
創立7 0 周年記念マスコ ッ ト キャ ラ ク タ ー

「 いちのすけ」体育祭

　 一之台中学校は、落ち 着いたアッ ト ホームな雰囲気の下、考える・ 思いやる・ 実行する 生徒を 育んでいます。
　 ボラ ン ティ ア活動が大変盛んで、様々な地域行事への奉仕活動、保育園・ 幼稚園・ 高齢者施設への訪問、亀有駅前で
の被災地の皆様や盲導犬協会への募金活動等を 年間を 通し て行っ ています。また、地域の皆様のご協力によ り 、歌や
踊り のハート・ グローバルワーク ショ ッ プも 再開さ せ、グロ ーバル人材の育成にも 力を 入れてまいり ます。
　 平成3 0 ･3 1 年度に葛飾区教育研究指定校と し て「 振り 返り を 重視し た主体的・ 対話的で深い学びの獲得」を 、令和
６・ ７ 年度は「 主体的に考えを 深め、自分の言葉で表現・ 発信する 生徒の育成」を 研究し ています。

 ◎三年間を 貫く テーマ　「 生き る 」
・ SD G s、 キャ リ ア 教育、 国際平和、 人権尊重学習等を 通し て、

生徒一人一人が「 個人研究課題」 を 自ら の思いで設定し 、 各学
年の総合的な学習の時間を 中心と し た取り 組みを 通し て考えを
深め、 筋道を 通し た発表活動を 行っ ていき ます。 1 年では、　 郷
土と 天文の博物館見学等を よ り 地域を 知り 、 SD G s を 深める 学
習（ １ ～ 2 学期）、 横浜校外学習（ ２ ～ 3 学期） 等に取り 組み、　

　 　 2 年で は、 みな かみ移動教室（ SD G s を 深める 学習（ １ ～ 2
学期）、 職場体験を 基にし たキャ リ ア 教育、 東京校外学習（ 人
権尊重学習）、 葛友会の方よ り 被爆講話を 伺い、 長崎修学旅行
の事前学習を 進め、 3 年では長崎修学旅行（ 国際平和学習）、 3
年間を 貫く「 生き る 」を テーマと し た卒業研究」に取り 組みます。

ボラ ン ティ ア活動の推進

◎一之台中学校地域ク リ ーン 作戦

◎夏季ボラ ン ティ ア体験活動（ 地域保育園等）

◎盲導犬募金キャ ン ペーン ヘの参加

◎亀有祭り 、 西亀有児童館祭り への参加

◎亀有ロ ード レ ース＆運動会へのボラ ン ティ ア活動

◎葛飾ボラ ン ティ ア祭り への参加（ ボラ ン ティ ア事業協力校）

令和７ 年度　 応援メ ッ セージ
「  流し た汗は裏切ら ない　 希望の道を切り 開け  」
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生徒数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

主な進学先【 令和６ 年度実績】

中学校青 戸

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区青戸5 − 1 0 − 1

0 3（ 3 6 0 1 ）8 3 2 7

0 3（ 3 8 3 8 ）5 7 6 6

京成線青砥駅徒歩1 0 分

昭和3 2 年４ 月６ 日

沢田　 秀夫（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

一、進んで学ぶ　 　 一、たく まし く 生き る　 　 一、やり 遂げる　 　 一、より よい社会をつく る

【 知識・ 技能】
○「 主体的、対話的で深い学び」を 単元や展開に計画的に位置づけた実践　
○生徒同士の教えあい・ 学びあいを 通し た基礎基本の定着
○単元別小テスト の実施　 ○生徒の習熟度に応じ た個別指導　 ○タ ブレ ッ ト 端末を 活用し た個別学習の推進

【 協働的な学びの充実】
○「 思考、判断力、表現力」の育成を 図る 授業展開の工夫　 　 ○ペアワーク 、グループワーク 学習の導入　
○学びに火を つける ための問いの工夫（ 課題設定）　 　 ○プレ ゼン 力を 高める講演の開催と 個人・ グループでの実践

【 学習意欲の向上】
○学習計画、記録を データ 化し た自己管理と 活用　 ○定期考査対策「 あおと 学習教室」の開催
○持続可能な開発のための学び（ ESD ）の更なる実践と 研究の推進

国立高校
公立高校

葛飾野（ 1 5 ）　 墨田川（ 8 ）　 小松川（ 5 ）　 農産（ 5 ）　 足立東（ 5 ）　 深川（ 5 ）　 葛飾商業（ 4 ）　 葛飾総合（ 4 ）　 本所（ 3 ）
小岩（ 3 ）　 南葛飾（ 3 ）　 竹台（ 3）　 小台橋（ 3）　 文京 (2 )　 橘 (2 )　 水元小合学園（ 2）　 上野（ 2 ）　 北園（ 2 ）
蔵前工科（ 2）　 科学技術 (1 )　 葛西工科 (1 )　 工芸 (1 )　 墨田工科（ １ ）　 青井 (1 )　 葛西南（ 1 ）　 江東商業（ 1）　 足立（ 1）
足立新田（ 1）　 千早（ 1 ）　 城東（ １ ）　 三田（ 1 ）　 一橋 (1 )　 国際（ 1）　 江北（ 1）　 向丘（ １ ）　 小山台（ 1）　
日本橋（ 1 ）　 井草（ 1 ）　 篠崎（ 1）　 忍岡（ 1）　 葛飾特別支援（ 1）　 筑波大付属（ 1 ）　 下諏訪向陽（ 1 ）

私立高校

共栄学園（ 8）　 飛鳥未来（ 7）　 関東一（ 5 ）　 和洋国府台（ 2）　 N 高等学校（ 2 ）　 京華女子 (2 )　 國學院（ 2 ）　
大森学園（ 2）　 安田学園（ 2）　 東京実業（ 2） 　 ID 学園（ 1）　 北豊島 (1 ) 　 昭和鉄道（ 1）　 東京成徳（ 1）　
日大鶴ケ丘（ 1）　 S 高等学校（ 1）　 慶應義塾（ 1）　 成立学園（ 1）　 二松学舎付属（ １ ）　 専大松戸（ 1）　
日体大荏原（ 1）　 第一学院（ 1）　 日本大学第一（ １ ）　 千葉商大付属（ １ ） 　 上野学園（ １ ）　 芝浦工大付属（ １ ） 
千代田（ １ ）　 関東国際（ １ ）　 潤徳女子（ １ ）　 光栄 VERITAS（ １ ）　 品川エト ワール (1 )　 中央高等学院（ １ ） 
目黒日大（ １ ）　 淑徳巣鴨（ １ ）　 昭和第一（ １ ）　 東京家政学院（ １ ）　 立志舎（ １ ）  　 東洋（ １ ）　 岩倉（ １ ）　 堀越（ １ ） 
東京（ １ ）　 興学社（ １ ）　 郁文館（ １ ）　 足立学園（ １ ）　 成美（ １ ）　 早稲田摂陵（ １ ）

◎学力の向上…授業改善、ICT 機器の活用、N IN O・ N RT の活用（ １ ，２ 年）       
◎体力の向上…体力テスト 全国平均以上を 目指す、保健体育の授業・ 部活動の活性化
◎生活規律の徹底…家庭・ 地域と 共に、社会で必要な生活規律を 徹底指導（ あいさ つ・ 返事・ 礼儀・ マナー）
◎学級集団力の向上…生徒の居場所づく り（ 学びあい、高めあえる 学級集団）
◎特別支援教育充実…特別支援教室専門員、SC、特別支援教育コ ーディ ネータ ー、SSW と の連携
◎心の教育の充実…人権教育、道徳、情報モラ ル教育、地域行事への参加
◎学校行事の充実…運動会・ 芸術祭・ 宿泊行事等で達成感、帰属意識を 体得さ せ、感動ある 行事により「 心」を 育成
◎充実し た食育指導…栄養教諭を 中心と し た食育の推進       
◎部活動の充実…全教員顧問・ 複数顧問制、外部指導者の積極的導入

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生
特別支援
学　 級 合計

学級数 5 5 5 6 2 1

生徒数 1 6 8 1 6 6 1 6 5 4 2 5 4 1
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中 

学 

校

学校から のメ ッ セージ

部活動の記録【 令和６ 年度　 主な大会・ コ ンク ール出場記録】

生徒が主役　 行事（ 運動会、 芸術祭、 宿泊行事） 他

運動会 ２ 年生　 みなかみ移動教室

１ 年生　 ふれあい学習 ７ 組　 芸術発表会

３ 年生　 修学旅行

　 今年度は、１ 学年５ ク ラ ス、２ 学年５ ク ラ ス、３ 学年５ ク ラ ス、特別支援学級６ ク ラ スでスタ ート し まし た。そし て、

新制服は２ 年目になり まし た。本校は「 凡事徹底」を 常に意識し て、自分を 高め、周り の人に思いやり の気持ち を も っ

て接する こ と ができ る 生徒の育成を 目指し ています。また本校は、「 元気にあいさ つを する 」、「 授業・ 委員会・ 係・ 部活

動・ 行事に一生懸命に取り 組む」、「 給食を し っ かり 食べる 」生徒が多く 、学校生活は活気に満ち 溢れています。

　 生徒たちが社会に出ていろ いろ な人から 自然に可愛がっ ても ら える人になっ てほし いと いう 願いを 持っ て、 教職

員一同、こ れから も 全力で教育活動に努めてまいり ます。保護者・ 地域の皆様には引き 続き 、青戸中学校発展のために

ご協力いただけますよ う よ ろ し く お願いいたし ます。

野 球 部
夏区春季大会　 準優勝（ 青戸・ 大道・ 桜道合同チーム）　・ 区秋季大会　 準優勝（ 青戸・ 大道・ 桜道合同チーム）

軟式野球連盟都秋季大会　 　 出場（ 選抜選手）　・ 軟式野球連盟区秋季大会　 準優勝（ 選抜選手） 

女子ソ フ ト ボール部 春季区民大会　 　 優勝

ソ フ ト テ ニ ス 部

区春季大会　 女子団体： 優勝　 男子団体： 第３ 位　 女子個人： 優勝・ 準優勝

区夏季大会　 女子団体： 優勝　 　 　 　・ 都選手権大会： ベスト １ ６ 　 　

区秋季シード 権大会　 女子団体： 準優勝　 女子個人： 第3 位　

区秋季大会　 男子団体　 準優勝　 　  ・ Jr エンジョ イ １ 年生大会　 女子： 第３ 位

男子バド ミ ン ト ン 部
区秋季新人大会　 男子団体： 第３ 位　 C ブロッ ク 大会出場　 　 個人戦　 ダブルス第２ 位　 C ブロッ ク 大会出場　

区冬季研修大会　 　 １ 年男子の部　 シン グルス第２ 位　 第３ 位

バスケッ ト ボール部 区夏季大会　 女子： ベスト ８ 　 男子： 出場　・ 秋季新人大会　 女子： 出場　 男子： ベスト 1 6

バ レ ー ボ ー ル 部

区春季大会　 男子： 第３ 位　  女子： 出場　・ 区夏季大会　 男子： 第３ 位 女子： 出場　

男女： ６ ブロ ッ ク 夏季大会出場　・ 区１ ，２ 年生大会　 男女： 出場　

区秋季新人大会　 　 男女： 出場　 男女： ６ ブロ ッ ク 秋季大会出場

区中学校１ 年生大会　 女子： ブロ ッ ク １ 位男子： 出場　・ エン ジョ イ スポーツ 大会　 男女： 出場　 　 　 　

サ ッ カ ー 部
区夏季大会　 ベスト ８ 　 　 　 ６ ブロッ ク 夏季大会出場

区秋季新人大会　 ベスト ６   　 　 ６ ブロ ッ ク 秋季大会出場 

吹 奏 楽 部
第6 4 回都中学校吹奏楽コ ンク ール　 B 組銀賞　・ 葛飾区連合音楽会参加　・ 青砥駅前春祭り 参加

定期演奏会、ク リ スマスコ ンサート 開催　・ 修徳高校サマーコ ンサート 、葛飾区産業フ ェ ア、なかよし 運動会参加

演 劇 部 区合同発表会　 舞台上演・ 観劇
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生徒数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

主な進学先【 令和６ 年度実績】

中学校青 葉

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区堀切8 − 1 2 − 1

0 3（ 3 6 0 2 ）9 5 9 1

0 3（ 3 8 3 8 ）5 7 6 5

千代田線綾瀬駅徒歩1 5 分

京成線堀切菖蒲園駅徒歩1 5 分

昭和3 4 年1 1 月１ 日

工藤　 和志（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

　 葛飾区教育委員会の目標を 踏まえ、 知性、 感性、
品性や体力を はぐ く み、 豊かな人間性と 人格を 兼
ね備えた葛飾区区民と なれる よ う 、 右の目標を 設
定する 。

・ 自ら 進んで学習や勤労を行い、粘り 強く やり ぬこ う

・ 互いに人格を尊重し 、協力し 合い、規律正し い生活をし よう 　

・ 心も 身体も 健康で、前向きに行動する人と なろう

◇
◇
◇
◇
◇
◇

○タ ブレ ッ ト 端末を 活用し た問題練習、既習事項の復習に取り 組む。
○考えたこ と を 文章にまと めたり 、整理し て表現し たり する 活動により 、書く 力の育成を 図る 。
○習熟度別少人数指導、補充教室によ り 、個に応じ た指導の充実を 図る 。
○生徒の疑問を 大事にし て、授業の中で生徒どう し の話し 合いの場を 設定する 。
○話し 合い活動や発表体験により 、話す力、聞く 力の向上を 図る 。
○タ ブレ ッ ト 端末の活用によ り 、伝える技術の向上を 図り 、表現力の育成を 図る 。
○授業の振り 返り を 習慣化さ せる ために、生活記録ノ ート を 活用する。
〇習熟度別少人数指導、補充教室によ り 、個に応じ た指導の充実を 図る 。
○生徒による 授業アン ケート を 毎学期行い、授業の振り 返り を 実施する 。
○学習センタ ーのBL教室で、自学自習の取り 組みを 推進する。

◎毎週水曜日に加え、金曜日も ５ 時間授業を 実施し ている 。こ れによ り 、放課後の時間を 長く 活用でき 、生徒は部活動
や学習・ 趣味に使える よう にし 、充実さ せている 。

◎未来を つく る 力の育成（ かつし か教育プラ ン 2 0 2 4 ～２ ０ ２ ８ を 踏まえて） と し て生徒自ら 目標や課題を 設定し 、
目標の達成や課題の解決に向けて、他者と 協働し ながら 粘り 強く 取り 組むこ と で、新たな課題に直面し ても 、自ら
未来を 切り 拓く こ と ができ る力を 育成する 。

◎地域に根ざし た教育活動の推進と し て近隣の公共、民間の施設、店舗や会社などの協力によ る 職場体験学習、地域
の人的・ 物的環境を 活用し 、体験的な学習を 通し て、豊かな人間性の育成を 目指し ている 。

◎少人数授業（ 数学・ 英語）を 実施し 、生徒の個に応じ た習熟度別指導を 行い学力の向上に努めている 。
◎読書活動の推進と し て、朝読書や放課後の図書室解放を 実施し 、情操教育を 推進し ている。

国立高校
公立高校

江北(8 )　 葛飾野(7 )　 葛飾商業(6 )　 南葛飾(6 )　 上野(5 )　 墨田川(5 )　 足立(4 )　 科学技術(4 )　 葛飾総合(3 )
農産(3 )　 小岩(3 )　 江戸川(3 )　 北園(3 )　 小松川(3 )　 足立東(2 )　 墨田工科(2 )　 晴海総合(2 )　 本所(2 )　 竹台(2 )
青井(1 )　 青山(1 )　 浅草(1 )　 東(1 )　 足立工科(1 )　 足立新田(1 )　 荒川工科(1 )　 小台橋(1 )　 駒場(1 )　 城東(1 )
新宿山吹(1 )　 第一商業(1 )　 千早(1 )　 豊島(1 )　 三田(1 )　 八潮(1 )

私立高校

共栄学園 (8 )　 飛鳥未来 (5 )　 修徳 (4 )　 愛国 (3 )　 岩倉 (3 )　 Ｓ (3 )　 飛鳥未来き ずな (2 )　 京華商業 (2 )　 わせがく (2 )
Ｉ Ｄ 学園 (1 )　 開成 (1 )　 ク ラ ーク 記念国際 (1 )　 國學院 (1 )　 駒込 (1 )　 サレジアン国際 (1 )　 品川学藝 (1 )　
潤徳女子 (1 )　 昭和第一 (1 )　 順天 (1 )　 専大松戸 (1 )　 駿台学園 (1 )　 第一学院 (1 )　 中央国際 (1 )　 東洋女子 (1 )
日体大柏 (1 )　 日大豊山女子 (1 )　 花巻東 (1 )　 花咲徳栄 (1 )　 ヒ ュ ーマンキャ ンパスのぞみ (1 )　 藤枝東 (1 )　 堀越 (1 )
明大中野 (1 )　 目白研心 (1 )

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 合計

学級数 5 5 4 1 4

生徒数 1 4 4 1 6 7 1 4 8 4 5 9
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校

学校から のメ ッ セージ

部活動（ 令和６ 年度）

笑顔で！　爽やかに！　一所懸命に！

青　葉　中

運動会 文化祭

水上移動教室 修学旅行

バスケットボール部（男子） バスケットボール部（女子）

バレーボール部（男子） バレーボール部（女子）

野球部

バドミントン部

柔道部

吹奏楽部

科学部

サッカー部

剣道部

卓球部

家庭部

ガーデニング・ボランティア部

今年度の学校経営の基本方針
　 安心・ 安全で、一人ひと り を 大切にする学校を 目指し て
　・ 生徒たち が、学べて良かっ たと 思える学校
　・ 保護者や地域の方々の期待に応えら れる 学校
　・ 教職員が働いて良かっ たと 思える 学校
　【 令和７ 年度の重点事項】
　 〇スロ ーガン 　 一歩一歩前へ　 ～4 5 9 名の生徒一人ひと り のために～

◇◆◇◆◇生徒が主体と なり 、積極的に行事へ取り 組んでいます◇◆◇◆◇
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生徒数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

主な進学先【 令和６ 年度実績】

中学校高 砂

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区高砂3 − 3 0 − 1

0 3（ 3 6 5 8 ）5 1 9 4

0 3（ 5 6 9 4 ）0 4 6 9

京成線高砂駅徒歩８ 分

昭和4 0 年８ 月１ 日

〆木　 真之（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

自主 ：  自分の考えで判断し 、行動に責任を 持つ人
敬愛 ：  心身を鍛え、自分を大切にすると と も に、他人を 尊重する人
協調 ：  互いに力を合わせ、住みよい社会を 築く 人

自ら の課題を 把握し 、「 わかっ た」「 でき た」と いう 満足感・ 達成感を 自ら の力で求め続ける生徒を 育成し ます。

　 ①ICT を 活用し 、学習内容や時間を 自己調整し ながら 自学自習を 進める等、自分に合っ た学習習慣を 身につける。

　 ②１ 人で考える 場面と ペアワーク やグループワーク の場面を 効果的に配し ます。タ ブレ ッ ト 端末等を 活用し 、調

　 　 べる、考える、意見を 交わす、まと める 、発表する等の学習活動を 充実さ せます。

　 ③検定に積極的に取り 組ませ、目標を 掲げてチャ レ ン ジする こ と で「 学ぶ楽し さ 」を 経験さ せたり 、放課後補充教

　 　 室や学習セン タ ーを 利用し たり し て、粘り 強く 学習に取り 組む姿勢を 育成し ます。

小中一貫教育校の特性を 活かし 、小学校と 合同の行事を 実施し ています。

①　 日本の伝統文化・ 武道体験

　 　 地域指導者の指導の下、高砂小６ 年生と 本校１ 年生が、太鼓や三味線、剣道や空手などの日本の伝統的な文化や

武道を 体験し ます。

②　 合同避難訓練

　 　 高砂小と 本校で地区別班を 構成し 、防災訓練や引き 取り 訓練、集団下校訓練を 実施し ます。防災訓練では、区や消

防署と 連携し 、起震車体験や救命訓練などを 行います。

③　 小学校読み聞かせ

　 　 年間６ 回、中学生が小学校１ ～３ 年生の教室を 訪問し 、絵本の読み聞かせを し ます。

④  中学校授業体験　

　 　 年間３ 回小学生（ ５ ，６ 年生）が中学校の授業に参加し 、中学校の授業の雰囲気を 肌で感じ ながら 授業を 受けます。

※　 その他にも 、新入生を 迎える 会、ユニセフ 募金、地域清掃、避難訓練など、地域と の連携も 含め、多く の行事を 高砂

小と 合同で実施し ています。また奥戸中学校と 生徒会交流活動を 行っ ています。

国立高校
公立高校

忍岡（ ２ ）　 南葛飾（ ７ ）　 荒川工科（ ３ ）　 江北（ ４ ）　 農産（ ２ ）　 葛飾野（ ７ ）　 工芸（ ２ ）　 小松川（ ２ ）　 足立東（ ２ ）　
日本橋（ １ ）　 葛飾商業（ ６ ）　 大島海洋国際（ １ ）　 本所（ ５ ）　 隅田川（ １ ）　 芝商業（ １ ）　 小台橋（ ３ ）　 葛飾総合（ ３ ）　
足立新田（ １ ）　 青山（ １ ）　 深川（ ３ ）　 竹早（ ２ ）　 新宿（ １ ）　 新宿山吹（ １ ）小岩（ ２ ）　 墨田工科（ １ ）　 八潮（ １ ）　
江戸川（ １ ）　 飛鳥（ １ ）　 赤羽北桜（ １ ）　 葛飾特別支援（ １ ）

私立高校

法政第二（ １ ）　 東海大浦安（ １ ）　 千葉経済大附属（ １ ）　 S 高（ １ ）　 京都成章（ １ ）　 飛鳥未来き ずな（ ２ ）　
大森学園（ ２ ）　 あずさ 第一（ １ ）　 法政国際（ １ ）　 飛鳥未来（ ２ ) 　 豊島学院（ １ ）　 わせがく 高等（ １ ）　 関東第一（ ３ ）　
東京都市大学塩尻（ １ ）　 ヒ ュ ーマンキャ ンパス（ １ ）　 中村（ １ ）　 明治学院（ １ ）　 日本ウェ ルネス（ １ ）　 共栄学園（ １ ）　
足立学園（ １ ）　 N 高　 北豊島（ １ ）　 日大習志野（ １ ）　 　 潤徳（ １ ）　 中央大杉並（ １ ）

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生
特別支援
学　 級 合計

学級数 3 3 3 2 1 1

生徒数 8 0 9 5 8 2 1 5 2 7 2
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校

学校から のメ ッ セージ

　 小中一体型の新校舎は、明る く 温かな雰囲気にあふれています。小中学生が同じ 校舎で学ぶこ と によ り 、小学生は
目標や憧れ、中学生は思いやり の心が自然と 育まれています。また、小学校・ 中学校の節目も 大切にし ながら 、高砂小
学校以外の小学校から 入学し た生徒たちも 楽し く 過ごし ています。
　 小中教員が共通の研究に取り 組み、「 わかる喜び」につながる「 楽し い授業」の充実を 目指し ています。また、生徒の
活動も 大切にし ています。互いに意見を 交わし ながら より 良い学校生活を 創っ ています。

４月
始業式　 入学式
小中１ 年生歓迎会
３ 年全国学力調査　 区学力調査 年

　
間
　
行
　
事
　
予
　
定

令
和
七
年
度
高
砂
中
学
校

10月
区連合陸上競技大会　 ３ 年修学旅行
区英語スピーチ＆プレイ コ ンテスト
区連合音楽会

11月
文化祭・ 合唱コ ン ク ール
２ 年みなかみ移動教室
期末考査　 地域清掃

５月
開園記念日　
スポーツテスト 　 身体計測
１ 年ふれあい学習　 運動会

12月
１ 年校外学習　
三者面談　
終業式　

６月
防災訓練
期末考査

１月
始業式　 ３ 年模擬面接　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
小中合同日本の伝統文化・ 武道体験　
２ 年音楽鑑賞教室　

７月

８月

２ 年校外学習
セーフ ティ 教室　 終業式
三者面談　 水泳教室　
夏季学習教室

２月

道徳授業地区公開講座　
新入生保護者説明会
２ 年職場体験
学年末考査

９月

始業式　
小中合同引き 取り 訓練
生徒会役員選挙　
中間考査　 　 　

３月
３ 年卒業遠足
卒業式　 修了式

運動部…○卓球部　 ○バスケッ ト ボール部　 ○バド ミ ン ト ン部　 ○陸上部　 ○サッ カ ー部　 ○バレ ーボール部

文化部…○吹奏楽部　 ○パソ コ ン部　 ○美術部

【 部活動】

柔軟に思考をめぐ ら せ、
勇気をも っ て挑戦する生徒の育成

「 凡事徹底」「 安心し て登校でき る学校」「 満足し て下校でき る学校」

運
動
会

絵
本
読
み
聞
か
せ

地
域
清
掃

伝
統
文
化
・
武
道
体
験
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生徒数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

主な進学先【 令和６ 年度実績】

中学校東金町

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区東金町5 − 3 − 1

0 3（ 3 6 0 9 ）0 4 4 4

0 3（ 5 6 9 9 ）1 6 0 5

JR常磐線金町駅徒歩1 5 分

京成バス「 東水元２ 丁目」徒歩３ 分

昭和5 1 年４ 月１ 日

武内　 好市（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

○ 生徒主体  ( 生徒主体の学習活動・ 学級活動・ 行事運営・ 生徒会活動・ 委員会活動・ 生徒自治を 推進する。)< 実践力>

○ 自主自律  （ 自ら 考え、正し く 判断し 、行動する 力を 育成する。）＜問題解決力＞

○ 感謝・ 思いやり・ 協働  （ 相手を 理解、尊重し 、多様な人と 協働し ていく 心を 養う 。）＜人間関係形成力＞

◎重点目標

・ 主体的に学習に取り 組む生徒の育成。

・ 自ら 考え、決断し 、実行し ながら 検証するこ と で自ら の学びを 調整でき る 生徒の育成。

・ 他者から 学ぶこ と のでき る生徒の育成。

○授業改善の推進

　・ タ ブレ ッ ト 端末を 活用し 、自分の学習課題に沿っ た学習に取り 組む。

　・ グループワーク を 通し 、各自が意見を 発表し また他者の意見を 聞く こ と で、自分の考えを 広げ、深める 機会を 作る 。

　・ 学ぶ意欲に応え、「 引き 出す・ 活かす・ 伸ばす」こ と を 全ての授業で取り 組んでいく 。

生徒主体の行事運営

　 ☆生徒の企画・ 運営で、体育祭、文化祭、学年行事等を 行います。

生き 方

☆互いの人権を 尊重し ながら 、共に生き る こ と の大切さ に気付けるよ う 、人権の集いや地域関係者による 面接など

を 含めたキャ リ ア教育を 通し て、望まし い人間関係、幅広い価値観を 身に付けた自己形成を 目指し ます。　 　

環境教育と 食育教育

　 ☆学校農園を 活用し た栽培活動を 通じ て、食育と 環境について学習し ます。

国際理解教育

☆Ｊ Ｉ Ｃ Ａ 職員を 招いての講演会の実施や、『 総合的な学習の時間』で他国の文化や日本の伝統に触れ、調べ学習や

体験活動を 通し て、日本人と し ての自覚を 養います。

国立高校
公立高校

葛飾総合（ ８ ）　 葛飾商業（ ７ ）　 葛飾野（ ６ ）　 墨田川（ ４ ）　 江北（ ４ ）　 三田（ ３ ）　 足立東（ ２ )　 上野（ ２ ）　 淵江（ ２ ）　 　
本所（ ２ ）　 本所工科（ ２ ）　 向丘（ ２ ）　 足立西（ １ ）　 江戸川（ １ ）　 王子総合（ １ ）　 北園（ １ ）　 小岩（ １ ）　 神津（ １ ）　 　
小松川（ １ ）　 駒場（ １ ）　 篠崎（ １ ）　 忍岡（ １ ）　 城東（ １ ）　 墨田工科（ １ ）　 千歳丘（ １ ）　 戸山（ １ ）　 南葛飾（ １ ）　
日本橋（ １ ）　 農産（ １ ）　 晴海総合（ １ ）　 目黒（ １ ）　 芦花（ １ ）　 　

私立高校

共栄学園（ ６ ）　 飛鳥未来（ ５ ）　 東京成徳（ ４ ）　 関東第一（ ２ ）　 潤徳女子（ ２ ）　 文化学園大学杉並（ ２ ）　 愛国（ １ ）　
飛鳥未来き ずな（ １ ）　 岩倉（ １ ）　 上野学園（ １ ）　 江戸川女子（ １ ）　 北豊島（ １ ）　 京華商業（ １ ）　 興学社（ １ ）　
国際基督教大学（ １ ）　 桜丘（ １ ）　 自然学園（ １ ）　 昭和第一（ １ ）　 巣鴨（ １ ）　 成立学園（ １ ）　 東洋（ １ ）　
東海大学附属高輪台（ １ ）　 二松学舎大学附属（ １ ）　 文京学院大学女子（ １ ）　 武蔵野（ １ ）　 茗溪学園（ １ ）　
目黒日本大学（ １ ）　 ルネサンス（ １ ）　 KG（ １ ）　 Ｎ 高（ １ ）　 東放学園高等専修学校（ １ ）　

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 合計

学級数 3 3 2 8

生徒数 9 6 9 8 7 4 2 6 8
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校

学校から のメ ッ セージ

体育祭

文化祭

学校農園での農園部の活動

○目指す学校像： 安心し て登校でき 、東金町中に来てよかっ たと 思える 学校を つく り ます。
○目指す生徒像： 夢の実現に向け勇気を も っ て、チャ レ ン ジでき る 生徒を 育成し ます。
○目指す教師像： 子供の可能性を 引き 出し 、活かし て伸ばせる教職員たる こ と を 常に意識し ます。

東金町中の魅力

その１ 　 学　 習 その５ 　 生徒主体の行事

その２ 　 生　 活

その３ 　 生徒会活動

その４ 　 部活動

①落ち着いた雰囲気の中で授業や行事が行われています。

②数学・ 英語で習熟度別少人数指導を行います。

③毎朝1 0 分間の朝読書をし ます。

④家庭学習の習慣化を図るため、本校独自作成の家庭学習の

手引き『 シラ バス』を作成し ています。

⑤『 学力向上グラ ンド デザイ ン』の一環と し て、タ ブレッ ト 端末

を活用し た家庭学習（ ミ ラ イ シード 他）を推進し ています。

⑥夏季学習教室を開催し 、 １ 学期の学習内容の定着を 図り 、

夏季学習中の学習課題の援助を行います。

⑦毎日５ 時まで学習センタ ーを自習場所と し て開放し ています。

⑧定期考査前を 中心に学習セン タ ーにおいて自習ウィ ーク

を行います。

①団結し た東金中

　『 あいさ つ』 『 服装』 『 時間』 の三本柱での指導を行い、充実

し た東金町中を目指し ます。

②教育相談

☆スク ールカ ウン セラ ーや特別支援巡回指導を活用し た、

相談・ 学習支援活動を行っ ています。

①東金中タ イ ム　 　

　 ☆木曜日の６ 時間目は、委員会活動等をし ています。

②ボラ ンティ ア　

☆校外では、ピカ ピカ ボラ ンティ アで地域清掃活動をする

ほか、 皆が参加する「 みんな D E ボラ ンティ ア」を目指し

ます。

☆校内でも 花いっ ぱい活動など様々な活動に取り 組んで

います。　

③年に３ 回、 地区委員会の方々と「 合同委員会」を開き 、 学校

や地域の事について話し 合っ ています。

①ふれあい学習（ １ 年）

☆アスレ チッ ク 、 飯ごう 炊さ んなどの協働活動を行い、 生徒

間、生徒と 教員の親睦を深めます。

②みなかみ移動教室（ ２ 年）

☆登山や自然と のふれあい体験を実施し ます。

③修学旅行　 (３ 年)

☆京都・ 広島などで日本の歴史や平和について学びます。

④体育祭

☆有志による実行委員会を組織し 、生徒主体で企画・ 運営さ

れます。

⑤文化祭　 　

☆有志による実行委員会を組織し 、生徒主体で合唱コ ンク ー

ルや部活動・ 個人グループによる活動・ 発表を行います。

⑥教科展示会　 　

☆調べ学習等の展示会を実施し ます。

その６ 　 地域と の連携

①学校地域応援団の方々の協力で農園活動や生徒と 花壇の

整備等をし ています。

②地域あいさ つ運動

　 PTA・ 保護者・ 地域の方々と 協力し て、地域で朝のあいさ つ

運動をし ています。

③合同委員会

　 年２ 回程度地区委員会の方と 生徒会、 各委員会委員長、 学

級委員が行事等についての情報交換を行います。

本校では、次の合計1 4 の部活動が熱心に活動をし ています。

【 運動部8 】

サッ カ ー部・ 陸上部・ 野球

部・ バド ミ ント ン部・

男女バスケッ ト ボール部・

体操部・ バレーボール部

【 文化部６ 】農園部・ 吹奏楽

部・ 演劇部・ 茶道部・ 創作部・

も のづく り 部



ー 1 0 2 ー

生徒数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

主な進学先【 令和６ 年度実績】

中学校葛 美

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区水元2 − 1 7 − 1

0 3（ 3 6 2 7 ）1 4 0 1

0 3（ 5 6 9 9 ）1 4 8 2

JR常磐線金町駅北口から 京成バス「 西水

元３ 丁目」、「 大場川水門」行き に乗り 、

「 リ ブレ 京成」徒歩２ 分

昭和5 3 年４ 月１ 日

杉田　 善明（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

「 美し い心を養う 」
　 〇かし こ く 　 　 　 自ら 進んで学ぶ子（ 問題解決力）

　 〇やさ し く 　 　 　 思いやり の心を も つ子（ 人間関係形成力）

　 〇たく まし く 　 　 何事にも 挑戦し 、がんばる子（ 実践力）

〇生徒が意欲的に取り 組み、満足感や達成感を 得ら れる授業を 展開し ます。

　・ ４ 人組グループ活動やペアワーク など、協同的に学ぶ場面を 多く 設定し ます。　

　・ Ｉ Ｃ Ｔ 機器を 活用し たり 、効果的な問いを 工夫し て、「 楽し い」「 わかる 」「 でき る 」授業を 目指し ます。

○ 主体的な学習態度の育成と 学力の向上を 図り ます。

　・ タ ブレ ッ ト 端末等を 活用し 、個々の学習課題に応じ た指導を 実践し ます。

　・ タ ブレ ッ ト 端末や自主学習ノ ート を 活用し 、自主学習の環境を 整えます。

◎安心し て登校し 満足し て下校でき る 、居心地の良い学校を 目指し ています。

○４ 人組グループ活動を 通し て、 わから ない所を 聴き 合える共感的な人間関係の育成や自己肯定感の向上を 図っ て

います。「 学びの共同体」を 重視し た主体的で対話的な学びを 推進し ています。

○学級活動等でグループエン カ ウン タ ーを 計画的に行い、居心地の良いク ラ スを 目指し ています。

○生徒会活動を 活発に行っ ています。

　・ 近隣４ 校と の生徒会連携・ 交流活動「 サミ ッ ４ 」を 通じ て、情報交換を 行い意欲的に活動し ています。

　・ 定期的に地区委員会の方と 懇談会を 開き 、学校と 地域の連携について話し 合っ ています。

○表現する力や地域に貢献する態度を 育成し ています。　

　・ 校内少年の主張大会

　・ 近隣の小学校や特別支援学校と の交流

　・ 地域行事でのボラ ン ティ ア活動

　・「 葛美農園」を 活用し た農業体験

国立高校
公立高校

葛飾商業(1 7 )　 農産(1 3 )　 葛飾総合（ 1 2 ）  足立東（ 1 2 ）　 葛飾野（ ９ ）　 足立(９ )  小岩(７ )  江北（ ５ ）　 南葛飾（ ５ ）　
淵江(４ )  忍岡(４ )　 足立工科(４ )  本所(３ )　 橘(３ )　 小台橋(３ )　 青井(２ )　 足立西(２ )　 上野(２ )　 江戸川(２ )　
科学技術(２ )　 北園(２ )　 日本橋(２ )　 一橋(２ )　 紅葉川(２ )　 青山(１ )　 赤羽北桜(１ )　 飛鳥(１ )　 足立新田(１ )　
墨田川(１ )　 高島(１ )　 戸山(１ )　 深川(１ )　 文京(１ )　 蔵前工科(１ )　 墨田工科(１ )　 農産【 定時】(１ )

私立高校

飛鳥未来（ ４ ）　 飛鳥未来きずな ( ４ )　 共栄学園 ( ３ )　 駿台学園 ( ３ )　 関東第一 ( ２ )　 中央学院大学中央 ( ２ )　
東洋 ( ２ )　 東洋大京北 ( ２ )　 上野学園 ( １ )　 江戸川学園取手 ( １ )　 おかやま山陽 ( １ )　 大森学園 ( １ )　
神田女学園 ( １ )　 順天 ( １ )　 昭和第一 ( １ )　 成立学園 ( １ )　 立川女子 ( １ )　 千葉日本大学第一 ( １ )　
日本大学第一 ( １ )　 ク ラ ーク 国際 ( １ )　 KG 高等学院 ( １ )　 翔陽学園 ( １ )　 成美学園 ( １ )　 つく ば開成 ( １ )　
ルネサンス ( １ )　 東京コ ミ ュ ニケーショ ンアート 専門学校 ( １ )

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生
特別支援
学　 級 合計

学級数 6 5 5 4 2 0

生徒数 1 8 7 1 6 9 1 9 1 3 0 5 7 7
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中 

学 

校

学校から のメ ッ セージ

葛美中学校の生活（ １ 年間の主な行事）

入学式

ふれあい学習

修学旅行

体育祭

１ 　 始業式　
　 　 新２・ ３ 年生が、新し いク ラ スや担任の先生と 出会い、新たな目標を 立てます。
２ 　 入学式　
　 　 新入生を 迎え、葛美中の１ 年間が本格的にスタ ート し ます。
３ 　 ふれあい学習　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 友だちや先生方と の仲を 深める こ と を 目的と し た１ 年生の校外行事です。
　 　 今年度は、葛西臨海公園でアド ベンチャ ーゲームを 楽し みまし た。
４ 　 体育祭
　 　「 G o  to  yo u r g o a l　 ～ゴールへ向かっ て走り 抜け～　 」が今年度のスロ ーガンです。
　 　 あら ゆる 競技で、ク ラ スの団結力を 競います。練習の成果を 発揮し 、仲間と の絆を 深めます。
５ 　 みなかみ移動教室
　 　 群馬県みなかみ町での２ 年生の宿泊行事です。
　 　 自然観察や体験学習などを 通し て、自然と 文化を 学び、判断力や行動力を 身に付ける こ と を 目指し ます。
６ 　 修学旅行
　 　 ３ 年生が３ 年間学んだこ と を 実践する 宿泊行事です。今年度は、京都と 大阪万博へ行き ます。
　 　 自分たち で立てた計画に基づいた見学や体験を 通し て、日本の歴史や伝統文化を 学びます。
７ 　 文化祭
　 　 合唱コ ン ク ールでは、各ク ラ スが練習の成果を 発揮し て、美し いハーモニーを 発表し ます。
　 　 金賞を 目指し て練習を する中で、様々なド ラ マが生まれ、ク ラ スの絆が深まり ます。
８ 　 学習作品展
　 　 教科や学年、部活動で作成し た作品の展示発表です。趣向を 凝ら し た作品が並びます。
９ 　 卒業式
　 　 中学校生活３ 年間の集大成であり 、義務教育終了と なる 節目の式です。

☆教育活動の中で、学校の教育目標である「 美し い心を 養う 」を 実践し ています。
☆生徒会活動や部活動を 通し て、異学年交流の場を も ち、他者理解を 深める と と も に、自己肯定感を 醸成し ています。
☆「 夢」を テーマにキャ リ ア教育を 展開し て、自分の目標を 明確にし て努力でき る よう に支援し ています。
☆家庭・ 地域と の連携を 深める と と も に、生徒一人一人の個性を 認めながら 、コ ミ ュ ニケーショ ン能力を 向上さ せ、社

会貢献ができ る生徒の育成を 目指し ています。



ー 1 0 4 ー

生徒数・ 学級数（ 令和７ 年５ 月１ 日現在）

教育目標

学力向上グラ ンド デザイ ン

特色ある教育活動

主な進学先【 令和６ 年度実績】

中学校新小岩

所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

交 通

開校年月日

校 長

葛飾区西新小岩2 − 1 − 2

0 3（ 3 6 9 5 ）2 5 4 1

0 3（ 5 6 9 8 ）1 7 4 5

JR総武線新小岩駅徒歩７ 分

昭和5 6 年７ 月１ 日

角南　 忠義（ 令和７ 年４ 月１ 日現在）

　 生涯学習の基礎を培う と いう 観点に立っ て、時代の変化に主体的かつ敏感に対応でき 、豊かな心をも ち、たく まし く 生き る生徒
の育成を図る。

・ 主体的に考え、実行でき る生徒　「 知」
・ 思いやり と 規範意識のある生徒　  「 徳」
・ 心身の調和がと れた健康な生徒　  「 体」

＜校訓＞
・ 自立（ 自分で自分を指導する）　・ 共同（ 心を合わせて助け合う ）　 　  
・ 英知（ すぐ れた知恵を学ぶ)　 　・ 健康（ 心身を鍛える）
・ 奉仕（ 周り の役に立つ）　 　 　 　・ 挑戦（ 自ら を創造する） 

◇
◇
◇
◇
◇

【 知識・ 技能の定着】
　・「 自学自習フ ァ イ ル」を積極的に活用し 、「 帰り ５ 分間学習」で一日の学習の振り 返り に毎日取り 組む。
　・ 学習が困難な生徒に対し ても 補充教室を実施し 、課題や提出物を支援する。

【 協働的な学びの充実】
　・ 各教科の授業で、少人数のグループ活動や生徒が互いに学び合いフ ィ ード バッ ク する活動を行う 。
　・「 学び合い学習教室」を　 実施し 、探究的な活動を通し て、情報収集や整理、他者と 協働する力を培う 。

【 学習意欲の向上】
　・ 独自開発し た「 キャ リ ア・ パスポート 」を定期考査の振り 返り や通知表と 連動さ せるこ と で、より 複合的に自己の学習を振り 返

ら せ、さ ら なる意欲の向上に役立てる。

１ 　 小中一貫教育校と し ての実践
　 隣接する松上小学校と 共に区内初の小中一貫教育校「 新小岩学園」と し て、 各教科、 領域における連携教育の研究と 実践に取り
組んでいる。新小岩学園独自教材「 RO O TS」を活用し た小中の系統的な学びの実践を上平井小も 含めて行い、学力・ 体力の向上、コ
ミ ュ ニケーショ ン能力の育成を図るための指導の工夫と 改善を図っ ている。
２ 　 少人数授業によるき め細かな指導
　 英語と 数学で全学年少人数授業を行い、基礎・ 基本の徹底を図っ ている。また、「 補充教室」「 新中スタ ディ 」を放課後に実施し 、生
徒一人一人に適し た確かな学力の定着を目指し ている。
３ 　 活発な生徒会
　 各種行事、地域清掃、ボラ ンティ ア活動、また、小学生と の合同活動も 活発に行っ ている。ICT 機器を活用し た動画配信等も 積極
的に進め、生徒主体の活動が充実し ている。
４ 　 地域・ 保護者と の連携
　 地域や保護者と の連携を図り 、 生徒の健全育成に努めている。PTA や新親会（ 父母の会）が連携し た活動は活発で、 地域防災訓
練、新中まつり 、スポ− ツ大会、校内美化活動などを実施し ている。また、地区委員会主催のク リ ーン作戦やロード レース大会、デ
イ キャ ンプ等にも 参加し 、地域のイ ベント では吹奏楽部が出演し 演奏し ている。
５ 　 施設・ 設備の充実
　 特別教室（ 美術室、技術科室、被服室、調理室、第１ ・ 第２ 音楽室、第１ ・ 第２ 理科室）やSC ル− ム（ 教育相談室）、学習センタ ー〔 学
校図書館〕などの教室環境、小中一体化さ れた区内最大で夜間照明が完備さ れた校庭がある。部活動では小学校の体育館を利用す
るこ と も あり 、中学校の調理室等を小学生が授業で利用するこ と も ある。  
６ 　 日本語学級の設置
　 平成3 0 年度に日本語学級が開設さ れ、区内（ 南側）中学校より 通級し ている。本校生含め6 0 名程の生徒が在籍し ている。
７ 　 日本語ステッ プアッ プ教室の開設
　 葛飾区総合教育センタ ー内にある「 日本語ステッ プアッ プ教室」の分室が令和６ 年度から 開設さ れ、他言語を母国語と し ても つ
生徒に対し て日本語の初期指導を行っ ている。（ 原則と し て４ か月間）

国立高校
公立高校

墨田川（ ７ ）　 葛飾野（ ６ ）　 城東（ ５ ）　 小松川（ ５ ）　 江戸川（ ４ ）　 小岩（ ３ ）　 南葛飾（ ３ ）　 紅葉側（ ３ ）　 橘（ ３ ）　
墨田工科（ ３ ）　 上野（ ３ ）　 東（ ２ ）　 篠崎（ ２ ）　 蔵前工科（ １ ）　 農産（ １ ）　 工芸（ １ ）　 その他

私立高校
関東第一（ ４ ）　 中央学院大中央（ ２ ）　 上野学園（ ２ ）　 共栄学園（ １ ）　 東海大高輪台（ １ ）　 日大豊山（ １ ）　
江戸川女子（ １ ）　 神田女学園（ １ ）　 安田学園（ １ ）　 堀越（ １ ）　 その他

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 合計

学級数 4 4 4 1 2

生徒数 1 3 0 1 2 4 1 3 2 3 8 6
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中 

学 

校

学校から のメ ッ セージ

部活動等【 令和６ 年度の実績】

１ 　 生活指導について
　  生徒が健全かつ安全に学校生活を 過ごすために、 教育目標である「 自ら 進んで考え、 実行する 生徒」「 思いやり と 規範意識
のある生徒」「 心身の調和のと れた健康な生徒」 の育成を促し 、 教職員が一丸と なっ て生活指導を行っ ています。 　
　 服装や頭髪、 持ち 物など学校で決めた『 き まり 』 や『 約束事』 があり ます。 入学に際し ては、 こ れら のき まり や約束事を き
ちんと 理解し ていただく よう お願いし ます。 また、 本校ではチャ イ ムで授業を開始し ており 、 １ 時間（ 5 0 分） の授業を大切に
し ています。 部活動や行事も 活発で、 自主性を重んじ 、 生徒にと っ て楽し い学校と なっ ています。
２ 　 理想の学校に向けて～柔軟な精神をも つ、 チャ レ ンジ精神あふれる生徒の育成～　
　 中学校は「 義務教育の最終段階」 であると いう こ と を 前提と し て、 新小岩中学校では、 教育課程のあら ゆる場面に「 キャ リ
ア教育」 の視点をも っ て教育活動を 実践し ています。 生徒には「 中学校は自分の夢の実現のため、 自分自身を 鍛える場所」 で
ある こ と を心に刻ませ、「 なぜ勉強するのか」、「 なぜき まり やマナーを 守ら なければいけないのか」 等を理解さ せていき ます。
最善を 尽く す、 努力を惜し まない生徒を 育てるには、 目標をも たせるこ と が大切です。 一人の教員ではなく 、 様々な立場の教
員がチームと し て指導にあたり 、 時には試練を経験さ せながら 愛情をも っ て教育に取り 組んでいます。 また、 こ れら の実現に
はご家庭と の連携が欠かせません。 教科の学習だけではなく 、 変化の激し いこ れから の社会にも 生き て働く 「 真の学力」 を育
むために、 共に連携し て質の高い教育を実践し てまいり ます。
★中学校入学後は、 出身小学校に関わら ず、 小中一貫教育の成果を活かし た授業をはじ めと する 教育活動を受けるこ と ができ
ます。 安心し てご入学く ださ い。

【 バド ミ ント ン部】
　 ・ 葛飾区春季大会　 女子シングルス： 準優勝　 女子ダブルス： 準優勝
　 ・ 葛飾区総合体育大会　 女子団体： 優勝　 ブロッ ク 大会出場

【 ソ フ ト テニス部】
　 ・ 葛飾区春季大会　 男女個人： ベスト 1 6 　 ブロッ ク 大会出場
　 ・ 葛飾区総合体育大会　 女子個人： 準優勝　 東京都中学校総合体育大会出場

【 バレ ーボール部】
　 ・ 葛飾区総合体育大会　 第６ 位　 ブロッ ク 大会出場
　 ・ 葛飾区秋季新人大会　 第６ 位　 ブロッ ク 大会出場

【 野球部】
　 ・ 葛飾区春季大会　 第３ 位（ 新小岩・ 上平井連合チームと し て出場）

【 吹奏楽部】
　 ・ 東京都中学校吹奏楽コ ンク ール（ B 部門）　 銀賞
　 ・ 東京都中学校アンサンブルコ ンテスト 　 銀賞

【 英語部】
　 ・ 令和６ 年度英語学芸大会（ オンラ イ ン開催　 Play の部）　 第２ 位

【 その他】
　 ・ 葛飾区税についての作文　 入賞（ 葛飾税務署長賞・ 葛飾納税貯蓄組合連合会優秀賞）
　 ・「 葛飾花と 緑の絵はがき」 コ ンク ール　 入賞（ 葛飾区長賞）

運動会 校外学習（ 平和学習）

生徒会役員選挙・ 立会演説会 ユニセフ 街頭募金




